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サレジオ工業高等専門学校

生産システム工学プログラム
（エンジニアリング系学士課程）

（工学(融合複合・新領域)及び関連のエンジニアリング分野） 

Production System Engineering 

審査分類：新規審査
（新規審査の場合）審査年度の前年度からの認定有効期間開始希望：無
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注意： 中間審査の場合、「自己点検結果」は中間審査項目についてのみ記載する
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1.1 プログラム情報 

(1) 高等教育機関名およびその英語表記 
サレジオ工業高等専門学校

Salesian Polytechnic 
(2) プログラム名 

生産システム工学

(3) Program Title（プログラムの専門分野名の英語表記） 
Production System Engineering 

(4) 学位名 
学士（工学）

(5) 連絡先 
・JABEE 対応責任者氏名  小島 知博

所属・職名   サレジオ工業高等専門学校 学校長

郵便番号 〒194-0215 
住所 東京都町田市小山ヶ丘 4-6-8 
電話番号 042-775-3020（代） 
ファックス番号 042-775-3021 
メールアドレス tomohiro@salesio-sp.ac.jp 

・プログラム責任者氏名  平岡 一則

所属・職名   サレジオ工業高等専門学校 副校長

郵便番号 〒194-0215 
住所 東京都町田市小山ヶ丘 4-6-8 
電話番号 042-775-3020（代） 
ファックス番号 042-775-3021  
メールアドレス hiraoka@salesio-sp.ac.jp 
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1.2 プログラム概要（プログラムの概要を２ページ程度で簡潔に記載する） 

本申請は新規審査であり、「認定の有効期間の開始日を、審査を受けた年度の前年度の 4
月 1 日とする」ことは希望しません。以下、項目ごとに概要を説明します。 
 
１．プログラムの沿革（これまでの学科／専攻・コース改組の経緯など） 

1963 年に「育英高等専門学校」が設立され、その中に電気工学科、印刷工学科、工業

意匠学科の 3 学科を設置した。1967 年に校名を「育英工業高等専門学校」に改称した。 
学生数の増加に伴い電気工学科の中に電気工学コース、電子工学コース、情報工学コ

ースの 3 コースを設けたが、更なる学生数の増加に伴い 1990 年に電気工学科から分離

する形で、新たに電子工学科と情報工学科を設置し、5 学科体制とした。 
2001 年に専攻科「生産システム工学」専攻を設置した。 
2005 年に東京都杉並区より町田市に移転し、電気工学科、電子工学科、情報工学科、

デザイン工学科の 4 学科体制とし、校名も「サレジオ工業高等専門学校」と改称した。 
2008 年には、電子制御技術の進展を取り入れたメカトロニクス教育を行っている実態

に合わせるため、電子工学科を機械電子工学科に改称し現在に至る。 
JABEE については、育成する技術者像と「生産システム工学」教育プログラムを 2010

年 4 月に制定し、2011 年度からこの教育プログラムを始動した。これに先立ち、一期生

となる対象学生には前年度 11 月にプログラムの説明を行い（当時本科 3 年生）、教職員

を含めて公開した。この一期目の学生が、2014 年度の専攻科修了（予定）生である。 
 
２．修了生の進路と育成する技術者像との関係 

本プログラムでは、次に示す 4 つの技術者像を定めている。 
（A）健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多面的

に物事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行しうる技術者 
（B）自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、それら

を問題解決に応用できる能力を備えた技術者 
（C）コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者 
（D）技術的課題を分析し解決するためのシステムをデザインする能力を持った技術者 

修了生の進路は、進学では工学系大学の大学院であり、就職は製造・サービス企業で

ある。進学、就職のいずれも、プログラムで学修した成果が生かせる場である。また、

修了生のアンケートからは、本校での教育が十分役立っていることが推察できる。 
以上のように、修了生の進路と活躍分野から見ても、育成する技術者像は妥当なもの

であると判断できる。 
 
３．学習・教育到達目標の特徴や水準 

学習・教育到達目標は、目指す技術者像を育成するための内容となっている。 
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技術者像（A）の優れた人間性を養うために、健全な身体と精神を培わせ、広い教養

を身につけさせる。技術者像（B）の専門性を深めるため、工業高専の資源と伝統を活

かし、自然科学や専門技術分野を学ばせ、異なる技術分野を融合複合する能力を身につ

けさせる。その中で特に、実験・実習に重きを置く。技術者像（C） のコミュニケーシ

ョン能力を高めるため、国語や英語等の授業だけでなく、他の授業でも情報機器を使っ

てプレゼンテーション能力の向上を図っている。技術者像（D）のデザイン能力を磨く

ため、卒業研究や特別研究などを通して、実際の課題に即した問題解決を図らせている。 
以上のように、本プログラムの学習・教育到達目標の特徴的な部分は、基礎的な学力

と素養の上に、専門科目・実験・実習・研究を通して実践的な力をつけさせることを重

視した構成となっている。 
水準については、全科目とも評価点 60 点以上を合格としている。また実験・実習で

は、欠席した場合は補講を行うなど、全課題についてのレポート提出を義務づけている。 
 
４．関連する他の教育プログラム（関連学科／専攻、関連コース等）との関係 

本校には専攻科は 1 つしかなく、そこに「生産システム工学」教育プログラムがある。

専攻科入学者のみ、かつ入学者全員がこのプログラム履修者となる。 
 
５．カリキュラム上の特色 

本校カリキュラムの特色は、本科（準学士課程）では電気工学、機械電子工学、情報

工学の内の１つの専門分野を学習して知識と能力を身につけ、専攻科（学士課程）では

他分野の科目の学習により異なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を融合複合さ

せる能力を身につけさせることである。この中で、実験・実習や卒業研究および特別研

究に多くの授業時間と単位数を配分している。 

このカリキュラムを保証する教育環境については、一般教育の物理･化学の両実験室

や情報教育用の２つの PC ルーム、および各専門学科における工学実験室や CAD ルー

ムなど、時代の要請にあった技術教育を行う場所と設備を有している。また専門学科の

担当教員は、約 70％が博士の学位を有しており、約 30％が企業経験者である。 

 

６．その他の特色 
本校はカトリックミッションスクールであり、人間性を重視した教育を行っている。

「キリスト教精神に基づく人間観を持った善き職業人を養成する」という基本精神に則

り、倫理教育と国際交流に力を入れている。 

倫理教育では、本科 1 年次と 3 年次に「倫理」(必修)、5 年次に「技術者倫理」(必

修)と「人間論」「宗教学」（4・5年次選択科目）を配している。国際交流では、異文化

交流、語学研修、海外研修旅行(4年次全員参加)、欧州視察、海外ボランティア活動な

ど多くの機会を提供しており、これらを通じて学生に国際感覚を身につけさせている。 
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1.3 最近の教育改善の状況 
本校における教育活動の点検については、各年度末を区切りとして、「業績一覧表」と

「個人活動計画報告」の 2つによって行われている。 

 業績一覧表では、以下の各号に関する業績を、本人と所属上長が評価する。 

（1）教育業績 25％（授業改善、補習進路指導、公開講座、卒特研指導、資格指導等） 

（2）指導業績 15％（学生指導、担任業務、クラブ指導、課外指導、就職学指導等） 

（3）研究業績 30％（論文、研究紀要、研究・制作発表、テーマ研究、外部資金等） 

（4）校務業績 20％（校務部会、校務委員会、校務分掌、試験報告、入試等） 

（5）貢献業績 10％（公的活動、学会活動、地域活動、国際貢献、生涯教育等） 

各号ごとに評価点をつけ、100 点満点で数値化する。自己評価点、部署長（科長）評

価点および部門長（副校長）評価点の平均をもって総合評価とする。毎年 6月に前年度

の評価を行う。昇任審査に当たっては、過去 5年分の業績をまとめて評価し、審査の参

考とする。また科長への登用など任用に当たっても、本評価結果を参考にしている。 

個人活動計画は、学校全体で推し進めているサレジオ高専マネージメントシステムの

一環である目標管理制度として、3カ年中期計画に基づき、校長が方針と目標を立てる。

これを受けて副校長は方針と目標を立て、それを受けて各部署長・科長が部署目標を立

てる。その中で各個人が活動計画（個人目標）を立てて 1年間かけて実施する。部署長

は副校長と話し合いながら、各個人は部署長と話し合いながら、教育・研究・校務と幅

広い分野で目標を立てる。年度央（１０月）と年度末（２月）に、その結果について本

人と部署長が話し合い、合意の下で５点満点で数値評価される。この結果は翌年度の賞

与に反映される。話し合いの中で課題が浮かび上がれば、翌年度の活動計画に反映して、

改善活動を継続していく仕組みとなっている。 

これらの根拠資料には個人情報も含まれるため、詳しくは実地審査時に提示する。 

 

 最近の教育改善事例として、平成 25年度に「カリキュラム見直しプロジェクト」を立

ち上げ、実施した。技術の高度化やグローバル化等、技術教育を取り巻く時代背景に合

わせて、カリキュラムは適宜改正していかなければならない。そのとき、教育理念や学

校教育目標および学科の学習・教育目標との整合性が重要となる。本プロジェクトでは、

このためのチェックリストを策定し、カリキュラム改定が円滑に進められるようにした。 

その他の事例として、早期技術者教育の一環として基礎教育センターを設置した。こ

の背景として、本校に入学してくる学生達の学力差が大きいことがある。通常授業では

成績中間層を想定して授業を進めることが多いので、成績下位層にとっては難し過ぎ、

成績上位層にとっては易し過ぎ、どちらにも不満が残る。これらを解消するためには、

各々のレベルに見合った学習支援が必要であり、基礎教育センターがそれを担う。 

 またインターンシップにおいて、従来の 1～2週間の企業体験型のものに加え、海外イ

ンターンシップ及び国内の長期実習型のインターンシップに取り組み始めた。海外イン
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ターンシップについては、「生産システム工学」教育プログラム履修生を参加対象者と

し,3 週間ほど海外で企業体験させる。長期実習型インターンシップでは、長ければ 1年

間に渡り放課後や長期休暇を利用して、近隣企業で製品開発の一翼を担う実習に従事さ

せる。 

 

教育改善のための取り組みの一環として、本校の教員は全員「日本工学教育協会」に

加盟しており、毎年の日本工学教育協会年次大会で活発に発表を行っている。 

教育士資格の取得にも力を入れており、平成 26年 4月段階で 14名の教育士取得者が

いる。また、日本工学教育協会の運営にも協力しており、「広報委員」「教育士委員」「国

際委員」の業務を担務している教員が 3名いる。 

これらの成果の一端として、平成 23年度関東工学教育協会講演会において、招待講演

「サレジオ高専における教育士への取り組み」を行っている。これは、本校での教育士

取得に向けた活動を報告したものである。 

 

1.4 自己点検結果編の総括文 
要求される点検項目については、全て実施中である（該当しない項目は除く）。 

その中には仕組み作りが始まったばかりものや取り組みを強化すべきものがいくつか

あるが、全く実施していない点検項目はないため、総合的に見て JABEE要求基準に適合

しているものと判断する。 

自己点検結果編では、基準 1～基準 4 の該当する全ての点検項目について、適合状況

を説明している。説明文は必要最小限に留め、根拠資料によって説明を補足している。 

以下、各基準について概説する。 

 

＜基準 1＞学習・教育到達目標の設定と公開 

技術者像は、伝統や資源等を考慮し、社会や学生の要望にも配慮して定められている。 

学習・教育到達目標は、技術者像に照らして合わせて、かつ JABEE要件と同等である

ように設定されており、評価水準も定められている。 

技術者像と学習・教育到達目標は学内外に公開され関係者に周知されており、その根

拠として学校資料やアンケート結果ならびに公開資料等がある。 

以上のことから、基準 1に適合していると判断する。 

 

＜基準 2＞教育手段 

教育課程（カリキュラム）は、学習・教育到達目標を達成できるように設計されてい

る。授業計画（シラバス）の中にも、学習・教育到達目標との関連が記載されており、

関係者には各科目のカリキュラム内での位置づけが明確にされている。 

学習・教育の実施は、学生の授業アンケートによって確認している。学生自身による
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達成度点検については、定量的に点検する試みを始めた。 

教育組織については、本校が創立 50年の高専であることから豊富な経験に基づき、教

員間連携や教育活動評価等は機能している。しかし、教員資質向上に対する組織的取り

組みは、外部評価が重要となった昨今の状況から、更なる強化が必要である。 

学生の受入れの方法については、学外から編入する場合も含めて、具体的な方法が定

められ、開示され、実際に選抜されている。 

教育環境・学生支援については、本校は新築移転後 10年と日が浅く、教室等の環境は

美化された状態で整備されており、そのための財源も確保されている。学生を支援する

仕組みについては、資格取得や学会発表等について機会を与える仕組みが整備され、活

発に活動している。 

以上のことから、基準 2については、取り組みを今以上に強化すべき項目はあるが、

総合的に見て適合していると判断する。 

 

＜基準 3＞学習・教育到達目標の達成 

到達目標ごとの達成度評価については、他の高等教育機関で取得した単位の場合およ

び編入生が編入前に取得した単位の場合も含めて、評価方法が定められている。 

達成度を総合的に評価する方法と評価基準は定められており、チェックシートにより

定量的に評価されている。 

修了生全員が学習・教育到達目標を達成していることについては、修了要件を満たせ

ば自動的に到達目標を達成できるように科目配置していることによって保証されている。 

以上のことから、基準 3に適合していると判断する。 

 

＜基準 4＞教育改善 

プログラムの教育活動を点検する仕組みについては、組織と規程が作られ、これらは

教員に開示されて活動を行っている。 

点検する仕組みは、アンケートや授業評価を通して学生の要求に配慮している。社会

の要求に対する配慮については、現状ではキャリアセンターを窓口としているため採用

関連企業に限られており、より広い情報を取り入れる仕組みを検討中である。 

点検する仕組みは階層構成になっており、上部組織において仕組み自体の機能を点検

できるように構成されている。また、全ての情報は関係者が閲覧できるようになってい

る。 

継続的改善については、組織の規程の中に継続的に点検することが定められており、

それに則り活動が行われている。 

以上のことから、基準 4については、一部改善を要する取り組みはあるが、総合的に

見て適合していると判断する。 
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審査分類：　新規審査

Program Title：　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ

提出日　2014年　7月　4日

高等教育機関名：　サレジオ工業高等専門学校

自己点検書

（２．自己点検結果編）

（希望認定種別名）：　エンジニアリング系学士課程（新基準）
（希望認定分野名）：　工学(融合複合・新領域）及び関連のエンジニアリング分野

プログラム名：　生産システム工学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対応基準：日本技術者教育認定基準（2012年度～）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適用年度：2014年度
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・「基準への適合状況の説明」欄に説明を簡潔に記入してください（多くても200文字程度を目安）。

・「根拠資料」欄には，根拠となる資料の名称と整理番号又はWebページのURLを記入してください。
　　添付資料、実地審査閲覧資料には整理番号を付し、該当する資料の整理番号を「根拠資料」欄に記入してください。
　　なお、整理番号は、添付資料と実地審査閲覧資料が区別できるよう付してください（例：TxxとJxx）。
　　この欄に記載した資料に対応させて、添付資料編の表５及び表６の一覧表を作成してください。
　　Webページで公開されているものについてはURLを記入してください。その場合でも、負担にならない範囲で
　　自己点検書の添付資料に含めてください。

・「前回受審時からの改善・変更」欄には、下記の説明を記入してください（多くても200文字程度を目安）。なお、新規審査の場合は記入不要です。
　　　(1) 前回受審時の「Ｗ：弱点」に対する対応
　　　(2) 前回受審時の「[Ｃ]：懸念」に対する対応
　　　(3) その他の前回受審時からの改善、変更

記入上の注意

・白色のセルにのみ記入してください。着色及び網かけのあるセルには記入しないでください。

・「自己判定結果」欄に、プログラム側の視点で自己判定結果を記入してください。
　自己判定の指標は下記のとおりです。
　　　◎：認定基準の要求事項を満たし、さらにそれを上回る取り組みを行っている
　　　○：認定基準の要求事項を満たしている
　　　△：認定基準の要求事項を概ね満たしているが、改善の余地がある
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1 基準１　学習・教育到達目標の設定と公開

1(1) プログラムが育成しようとする自立した技術者像
が定められていること。この技術者像は、プログ
ラムの伝統、資源及び修了生の活躍分野等が考慮
されたものであり、社会の要求や学生の要望にも
配慮されたものであること。さらに、その技術者
像が広く学内外に公開され、また、当該プログラ
ムに関わる教員および学生に周知されているこ
と。

1(1)[1] プログラムが育成しようとする自立した技術
者像が定められていますか？

○ 本プログラムでは、次に示す4つの技術者像を定めている。
（A）健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教
養の元に多面的に物事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行
しうる技術者
（B）自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を
理解し、それらを問題解決に応用できる能力を備えた技術者
（C）コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた
技術者
（D）技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能
力を持った技術者

1(1)[2] 上記の技術者像は、プログラムの伝統、資源
及び修了生の活躍分野等が考慮されたもので
すか？

○ 　技術者像（A）は、本校がカトリックミッションスクールであること
と密接に関わり、人間性を重視する教育理念を具体化したものである
（根拠資料1(1)-1）。倫理教育に力を入れ（根拠資料1(1)-2）、問題
解決型課題にチャレンジさせ（根拠資料1(1)-3、1(1)-4）、また国際
交流の機会を多く提供している（根拠資料1(1)-5）。
　技術者像（B）（C）（D)は、本校が創立50年を超える工業高等専門
学校（専攻科は設置後13年経過）であり、教育課程表および人的・設
備的資源によって保証されている（根拠資料1(1)-2、1(1)-6、1(1)-
7）。特に重要な科目である工学基礎、実験・実習や卒業研究および特
別研究は進級・卒業、修了要件として厳しく課している（根拠資料
1(1)-8）。
　修了生の進路は、工学系大学院および製造・サービス企業である
（引用･根拠資料1(1)-9）。根拠資料1(1)-10は、在校生へ経験談を話
すために訪れた卒業生からのアンケート結果であるが、本校での教育
が役立っていることが判断できる。以上のように、定めた技術者像は
修了生の活躍分野から見ても妥当なものである。

1(1)-1<添付資料、実地資料>：　学校資料
info2013
1(1)-2<添付資料>：　教育課程表
1(1)-3<添付資料>：　卒研･特研シラバス
1(1)-4<実地資料>：　応用技術センター報告集
1(1)-5<添付資料、実地資料>：　国際交流実績
1(1)-6<実地資料>：　教員一覧表
1(1)-7<添付資料>：　学内配置図
1(1)-8<添付資料、実地資料>：　教務規程
1(1)-9<添付資料>：　進路先一覧(平成23年度、
24年度)
1(1)-10<添付資料>：　キャリアデー講師アン
ケート

1(1)[3] 上記の技術者像は、社会の要求や学生の要望
にも配慮されたものですか？

◎ 　就職求人倍率は本科15倍超、専攻科55倍超で、本校に対する社会の
期待度は極めて高く、目指す技術者像は社会の要求に沿ったものと判
断できる（根拠資料1(1)-11）。
　本校に求人を出している企業に対し、本校の技術教育についてのア
ンケートをとっている（根拠資料1(1)-20）。その結果から、誠実な人
柄と5年間の専門教育について満足しているが、コミュニケーション能
力ついては一層の強化が必要である事が分かる。このことから、技術
者像が目標として適切なものであると判断できる。
　学生は、本科受験の時点で漠然とではあるが、技術者になりたいと
望んでおり、技術者像は彼らにとって道標となっている（根拠資料
1(1)-12）。また4年次から5年次に進級するときに進路アンケートを採
るが、多くの学生が進路先を具体的に考えており、技術者像は学生の
要望に沿ったものとなっている（根拠資料1(1)-13）。

1(1)-11<添付資料>：　キャリア求人データ
1(1)-20＜添付資料、実地資料＞：　採用企業ア
ンケート
1(1)-12<添付資料>：　入学試験時アンケート
1(1)-13<添付資料>：　 4年学年末進路アンケー
ト
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1(1)[4] 上記の技術者像は、広く学内外に公開されて
いますか？

○ 　目指す技術者像は、学習・教育到達目標と同じように、学校ホーム
ページを通して広く学内外に公開されている（根拠資料1(1)-14）。
　さらに、本校への受験を目指す中学生とその保護者向けの学校説明
会においても、本プログラムの紹介文書を配布し、目指す技術者像と
学習･教育到達目標について説明を行っている(根拠資料1(1)-15)。

1(1)-14：　http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.h
tml
1(1)-15<添付資料>：　学校説明会での配付資料

1(1)[5] 上記の技術者像は、当該プログラムに関わる
教員及び学生に周知されていますか？

◎ 　教員に対しては、教員会議において技術者像をはじめJABEEに関する
ことを報告して解説しており、またJABEE関連資料類を一括して綴じる
ことができるようなファイルを配付している（根拠資料1(1)-16）。
　学生に対しては、本科3年次11月に「日本技術者教育認定制度に対応
した「生産システム工学」教育プログラム「履修の手引き」を配布し
て説明を行っており、その中で技術者像を紹介している（根拠資料
1(1)-17、18）。なお、この手引きで「4．科目構成」が別紙参照と
なっているが、この別紙は教育課程表(根拠資料1(1)-2）のことであ
る。
　「履修の手引き」は2014年度に、本科の出身学科別に履修すべき科
目が分かり易くなるような科目構成表等を新たに入れて改訂した（根
拠資料1(1)-17）。

1(1)-16<実地資料>：　教員会議用パワーポイン
ト
1(1)-17<添付資料>：　履修の手引き
1(1)-18<添付資料>：　説明会通知文書
1(1)-2<添付資料>：　教育課程表
1(1)-19<添付資料>：　履修の手引き(改訂版)

1(2) プログラムが育成しようとする自立した技術者像
に照らして、プログラム修了時点の修了生が確実
に身につけておくべき知識・能力として学習・教
育到達目標が設定されていること。この学習・教
育到達目標は、下記の(a)～(i)の各内容を具体化
したものであり、かつ、その水準も含めて設定さ
れていること。さらに、この学習・教育到達目標
が広く学内外に公開され、また、当該プログラム
に関わる教員及び学生に周知されていること。な
お、学習・教育到達目標を設定する際には、(a)
～(i)に関して個別基準に定める事項が考慮され
ていること。

1(2)[1] プログラムが育成しようとする自立した技術
者像に照らして、プログラム修了時点の修了
生が確実に身につけておくべき知識・能力と
して学習・教育到達目標が設定されています
か？

○ 　4つの技術者像（A）～（D）に照らして、各々に対応した学習・教育
到達目標が設定されている(根拠資料1(2)-1)。
　学習・教育到達目標とJABEE要件(a)～(i)との対応は表1に示す。全
て関連づけられている。
　また、学習・教育到達目標から見たJABEE要件との同等性保証につい
ては、その説明を根拠資料1(2)-2に示す。

1(2)-1<添付資料>：　技術者像と学習・教育到
達目標
1(2)-2<添付資料>：　別表1_学習・教育到達目
標とJABEE基準1(2)要件(a)～(i)との同等性保証

1(2)[2] 学習・教育到達目標は、下記の(a)～(i)の各
内容を具体化したものですか？

1(2)[2](a) 地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

○ 　学習・教育到達目標(A－2)により、人々の生活を見つめ、他者の心
を理解し、自分の考えを深めることにより、社会や環境を含めて地球
的視点から多面的に物事を捉える能力が養われていく。
　また学習・教育到達目標(A－3)により、地球的視点から過去や将来
を踏まえて物事を考えることができるようになり、多面的に物事を考
える能力とその素養が身につく。
　さらに学習・教育到達目標(A－4)により、過去の技術に関する事故
等の検討はこれらの能力の涵養につながる。

主体的に関連する代表的な科目のシラバスを添
付する。全科目のシラバスは実地資料とする。
1(2)-3<実地資料>：　全科目シラバス

1(2)-4<添付資料>：　目標(A-2)関連科目とし
て、3年次履修一般科目「国語」
1(2)-5<添付資料>：　目標(A-3)関連科目とし
て、2年次履修一般科目「歴史」
1(2)-6<添付資料>：　目標(A-4)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「技術者倫理」

　　　 
　　11

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.html


番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1(2)[2](b) 技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、
及び技術者が社会に対して負っている責
任に関する理解

○ 　学習・教育到達目標(A－3)により技術が社会や自然に及ぼす影響や
効果を知り、技術者の社会的責任を理解することができる。
　また学習・教育到達目標(A－4)により技術に関する過去の事故等の
事例も学ぶことで技術が社会や自然に対する影響や効果を理解するこ
とができ、さらに学習・教育到達目標(A－5)により常に使い手の立場
に立ったものつくりができれば、技術者の社会的責任に対する理解が
深まる。

1(2)-7<添付資料>：　目標(A-3)関連科目とし
て、1年次履修一般科目「現代社会」
1(2)-6<添付資料>：　目標(A-4)関連科目とし
て、5年次履修一般科目「技術者倫理」
1(2)-8<添付資料>：　目標(A-5)関連科目とし
て、専攻科履修科目「技術史」

1(2)[2](c) 数学及び自然科学に関する知識とそれら
を応用する能力

◎ 　学習・教育到達目標(B－1)により、数学、自然科学および情報技術
に関する基礎知識を身につけ、それらを用いて応用問題に挑戦してい
けば応用能力が身についてくる

1(2)-9<添付資料>：　目標(B-1)関連科目とし
て、4年次履修専門科目「解析学Ⅱ」
1(2)-10<添付資料>：　目標(B-1)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「物理学」
1(2)-11<添付資料>：　目標(B-1)関連科目とし
て、3年次履修専門科目「情報処理」

1(2)[2](d) 当該分野において必要とされる専門的知
識とそれらを応用する能力

◎ (1) 本プログラムでは工学（融合複合）を専門工学とする。本科（準
学士課程）で電気工学、機械電子工学、情報工学の内の１つの専門分
野を学習して知識と能力を身につけ、専攻科（学士課程）では他分野
の学習により異なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を融合複
合させる能力を身につけさせる。このうち専門分野の知識と能力は、
学習・教育到達目標(B－2)により専門分野の基礎知識を身につけ、そ
れらを用いて工学的な現象が理解できることで身についていく。専門
工学の知識と能力は、以下の(2)～(4)の能力を習得することで身につ
いていく。
(2) いくつかの工学の基礎的な知識・技術を駆使して実験を計画・遂
行し、データを正確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・説得する
能力は、学習・教育到達目標(B－4)により実践的技術を身につけ問題
解決に応用していく実験･実習の学習を通して養われる。
(3) 工学の基礎的な知識・技術を統合し、創造性を発揮して課題を探
求し、組み立て、解決する能力は、学習・教育到達目標(B－3)により
異なる技術分野を理解し、自分の専門分野と複合することで養われ
る。
(4) (工学)技術者が経験する実務上の問題点と課題を解決し、適切に
対応する基礎的な能力は、学習・教育到達目標(D－1)によりプロダク
トマインドをもって専門知識を応用する学習により養われる。
　以上の(1)～(4)と科目との関わりについて、代表的な科目のシラバ
スを根拠資料1(2)-12～17,25に示す。また全科目との関連を根拠資料
1(2)-18に示す。

1(2)-12<添付資料>：　目標(B-2)関連科目とし
て、4年次履修専門科目「電気磁気学」
1(2)-13<添付資料>：　目標(B-2)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「デジタル電子回路」
1(2)-14<添付資料>：　目標(B-4)関連科目とし
て、4年次履修専門科目「電気工学実験」
1(2)-15<添付資料>：　目標(B-3)関連科目とし
て、専攻科履修科目「生産システム特論」
1(2)-25<添付資料>：　目標(B-3)関連科目とし
て、専攻科履修科目「専攻実験」
1(2)-16<添付資料>：　目標(D-1)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「卒業研究」
1(2)-17<添付資料>：　目標(D-1)関連科目とし
て、専攻科履修科目「特別研究」
1(2)-18<添付資料>：　別表2.1-1 授業科目別授
業時間、学習内容

1(2)[2](e) 種々の科学、技術及び情報を活用して社
会の要求を解決するためのデザイン能力

○ 　学習・教育到達目標(D－1)により、問題解決のために習得した専門
知識を応用できる学習の中で、種々の科学，技術及び情報を活用すれ
ば、社会の要求を解決するためのデザイン能力の養成ができる。
　また学習・教育到達目標(A－5)により、自然環境と社会との関係に
関する基礎的事項を理解し、その制約条件を考慮したものつくりをす
ることができれば、社会の要求を解決するためのデザイン能力が身に
つく。

1(2)-16<添付資料>：　目標(D-1)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「卒業研究」
1(2)-17<添付資料>：　目標(D-1)関連科目とし
て、専攻科履修科目「特別研究」
1(2)-8<添付資料>：　目標(A-5)関連科目とし
て、専攻科履修科目「技術史」
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1(2)[2](f) 論理的な記述力、口頭発表力、討議等の
コミュニケーション能力

○ 　学習・教育到達目標(C－1)により場面や状況に応じて言葉、文章、
図表などを使って効果的なコミュニケーションを身につける学習を通
して、これらの能力が養われる。
　また学習・教育到達目標(C－2)により情報処理、情報収集等ができ
るようになれば、コミュニケーション能力の向上につながる。
　さらに学習・教育到達目標(C－3)を通して、生活文化の固有性や多
様な価値観のあることを理解できる能力が身につけば、コミュニケー
ション能力の幅を広げることができる。

1(2)-19<添付資料>：　目標(C-1)関連科目とし
て、1年次履修一般科目「表現」
1(2)-20<添付資料>：　目標(C-1)関連科目とし
て、専攻科履修科目「論文講読Ⅰ」
1(2)-21<添付資料>：　目標(C-2)関連科目とし
て、1年次履修一般科目「情報倫理」
1(2)-16<添付資料>：　目標(C-2)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「卒業研究」
1(2)-17<添付資料>：　目標(C-2)関連科目とし
て、専攻科履修科目「特別研究」
1(2)-22<添付資料>：　目標(C-3)関連科目とし
て、専攻科履修科目「論文講読Ⅱ」
1(2)-23<添付資料>：　目標(C-3)関連科目とし
て、専攻科履修科目「英語Ⅰ」
1(2)-24<添付資料>：　目標(C-3)関連科目とし
て、専攻科履修科目「英語Ⅱ」

1(2)[2](g) 自主的、継続的に学習する能力 ○ 　学習・教育到達目標(D－3)により、高専特有の低学年からある毎週
の実験・実習、本科5年次の卒業研究、そして専攻科2年間にわたる特
別研究の修得は、自主的、継続的に学習する能力を養う。
　また学習・教育到達目標(D－1)により、問題解決のために習得した
専門知識を応用できる学習を自主的、継続的に続けさせる事によっ
て、これらの能力の養成につながる。

1(2)-14<添付資料>：　目標(D-3)関連科目とし
て、4年次履修専門科目「電気工学実験」
1(2)-16<添付資料>：　目標(D-3)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「卒業研究」
1(2)-17<添付資料>：　目標(D-3)関連科目とし
て、専攻科履修科目「特別研究」
1(2)-16<添付資料>：　目標(D-1)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「卒業研究」
1(2)-17<添付資料>：　目標(D-1)関連科目とし
て、専攻科履修科目「特別研究」

1(2)[2](h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進
め、まとめる能力

○ 　学習・教育到達目標(D－2)により、問題解決のための計画・実行方
法の立案、得られた結果の考察および整理を通して、PDCAサイクルが
経験でき、与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力
の養成につながる。

1(2)-16<添付資料>：　目標(D-2)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「卒業研究」
1(2)-17<添付資料>：　目標(D-2)関連科目とし
て、専攻科履修科目「特別研究」

1(2)[2](i) チームで仕事をするための能力 ○ 　学習・教育到達目標(B-3)により、チームで仕事をする場合に必要と
なる資質が養成される。専攻科「専攻実験」では、本科で異なる専門
を持った学生達でチームを組ませることで、チームワークに加えて、
融合複合の専門工学の修得にも効果が期待できる。
　また学習・教育到達目標(D－3)により実験・実習、卒業研究、特別
研究では、目的を明らかにし、計画立案し、実行した後の分析･解析さ
らには再実験などの過程で、他者との議論やチームを組んで取り組み
ことが多い。このような経験を通して、チームで仕事をするための能
力が養われる。

1(2)-25<添付資料>：　目標(B-3)関連科目とし
て、専攻科履修科目「専攻実験」
1(2)-14<添付資料>：　目標(D-3)関連科目とし
て、4年次履修専門科目「電気工学実験」
1(2)-16<添付資料>：　目標(D-3)関連科目とし
て、5年次履修専門科目「卒業研究」
1(2)-17<添付資料>：　目標(D-3)関連科目とし
て、専攻科履修科目「特別研究」
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判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

1(2)[3] 学習・教育到達目標は、水準も含めて設定さ
れていますか？

○ 　学習・教育到達目標は、その最後の文言が「培うことができる」、
「挑戦できる」、「身につける」等になっており、全て水準を規定し
ている。
　その評価方法および評価基準は表2に示す。
　学習・教育到達目標を達成するために教授する授業科目（必修科
目）、および分野別要件における「当該分野に相応しい数学、自然科
学および科学技術に関する内容」の基礎工学を教授するための授業科
目については、2013年度の教育課程表に基づき、一般教科、専門学科
ごとに対応表にまとめる（根拠資料1(2)-26）。
　学習・教育到達目標のうち(A-5)（D-1)（D-2)の修得を強化するた
め、2014年度は専攻科の教育課程表を変更した。変更後の対応表を根
拠資料1(2)-27に示す。（A-5)を確実に修得させるため専攻科目「技術
史」を必修とし、（D-1)（D-2)のエンジニアリングデザイン教育を充
実させるため専攻科目「専攻演習」の内容を改編した(根拠資料1(2)-
28)。
　全ての授業科目の評価基準は、学年末評価が60点以上をもって合格
としている。

1(2)-26＜添付資料＞：　別表2-1～5_学習・教
育到達目標および分野別要件との対応科目表(一
般教育科、3専門学科、専攻科)
1(2)-27＜添付資料＞：　別表2-5_学習・教育到
達目標および分野別要件との対応表(専攻
科)_2014年度版
1(2)-28＜添付資料＞：　専攻科専門科目「専攻
演習Ⅰ,Ⅱ」シラバス

1(2)[4] 学習・教育到達目標は、広く学内外に公開さ
れていますか？

○ 　学習・教育到達目標は、目指す技術者像と同じように、学校ホーム
ページを通して広く学内外に公開されている。（根拠資料1(1)-14）。
　さらに、本校への受験を目指す中学生とその保護者向けの学校説明
会においても、本プログラムの紹介文書を配布し、目指す技術者像と
学習･教育到達目標について説明を行っている(根拠資料1(1)-15）

1(1)-14：　http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.h
tml
1(1)-15<添付資料>：　学校説明会での配付資料

1(2)[5] 学習・教育到達目標は、当該プログラムに関
わる教員及び学生に周知されていますか？

◎ 　教員に対しては、教員会議において学習・教育到達目標をはじめ
JABEEに関することを報告や解説しており、またJABEE関連資料類を一
括して綴じることができるようなファイルを配付している。（根拠資
料1(1)-16）。
　学生に対しては、本科3年次11月に「日本技術者教育認定制度に対応
した「生産システム工学」教育プログラム　履修の手引き」を配布し
て説明を行っており、その中で学習･教育到達目標を紹介している。
（根拠資料1(1)-17、18)

1(1)-16<実地資料>：　教員会議用パワーポイン
ト
1(1)-17<添付資料>：　履修の手引き
1(1)-18<添付資料>：　説明会通知文書

2 基準２　教育手段

2.1 2.1　教育課程の設計

2.1(1) 学生がプログラムの学習・教育到達目標を達成で
きるように、教育課程（カリキュラム）が設計さ
れ、当該プログラムに関わる教員及び学生に開示
されていること。また、カリキュラムでは、各科
目とプログラムの学習・教育到達目標との対応関
係が明確に示されていること。なお、標準修了年
限及び教育内容については、個別基準に定める事
項を満たすこと。
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2.1(1)[1] 学生がプログラムの学習・教育到達目標を達
成できるように、教育課程（カリキュラム）
が設計されていますか？

○ 　基準1(2)[3]の記述から、学習・教育到達目標が水準も含めて設定さ
れており、表１(根拠資料2.1(1)-1)、表２(根拠資料2.1(1)-2)、表３
(根拠資料2.1(1)-3)、別表１(根拠資料2.1(1)-4)より、学習・教育到
達目標ごとに、達成度の評価方法と評価基準が明確である。また、別
表２(根拠資料2.1(1)-5)より、分野別要件（5群6科目）が明記されて
いる。さらに表４(根拠資料2.1(1)-6)より、学習・教育到達目標を達
成するために必要な授業科目の流れが確認できる。以上のことから、
学生がプログラムの学習・教育到達目標を達成できるように、教育課
程（カリキュラム）が設計されていると判断する。

2.1(1)-1<添付資料>：　表１　学習・教育到達
目標と基準1(2)要件(a)～(i)との対応
2.1(1)-2<添付資料>：　表２　学習・教育到達
目標と評価方法および評価基準（全体）
2.1(1)-3<添付資料>：　表３　学習・教育到達
目標に対するカリキュラム設計方針説明
2.1(1)-4<添付資料>：　別表１　学習・教育到
達目標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証
2.1(1)-5<添付資料>：　別表2-1～5_学習・教育
到達目標および分野別要件との対応科目表(一般
教育科、3専門学科、専攻科)
2.1(1)-6<添付資料>：　表４　学習・教育到達
目標を達成するために必要な授業科目の流れ

2.1(1)[2] カリキュラムが当該プログラムに関わる教員
及び学生に開示されていますか？

○ 　表１～表４(根拠資料2.1(1)-1～3,6)が学生配布用の「履修の手引」
(根拠資料2.1(1)-7)やWEB（根拠資料2.1(1)-8）によって開示されてい
る。また、2014年度よりシラバスによって表４が開示されている（根
拠資料2.1(1)-9）。

2.1(1)-7<添付資料>：　履修の手引
2.1(1)-8<添付資料>：　JABEE紹介Webページ
http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.h
tml
2.1(1)-9<添付資料>：　シラバスにおける表４
の部分（一部）

2.1(1)[3] カリキュラムでは、各科目とプログラムの学
習・教育到達目標との対応関係が明確に示さ
れていますか？

○ 　表２(根拠資料2.1(1)-2)、別表２(根拠資料2.1(1)-5)、表４(根拠資
料2.1(1)-6)から、各科目とプログラムの学習・教育到達目標との対応
関係が明確に示されている。またこれらはシラバスに明記されてい
る。

2.1(1)[4] 標準修了年限及び教育内容については、個別
基準に定める事項を満たしていますか？

○ 　別表2.1-1(根拠資料2.1(1)-10)より、科目ごとの「学習の内容」、
すなわち、専門工学の基礎力、実験の計画・遂行・考察・説明能力、
創造力育成、実務上の問題解決力育成が区別されており、個別基準に
定める事項を満たしている。また、表４(根拠資料2.1(1)-6)から、プ
ログラムは準学士課程１～３年を準備期間とし、準学士課程４～５
年、専攻科課程１～２年の計４年間にわたる学習・教育で構成され、
別表2.1-2(根拠資料2.1(1)-11)より当該分野にふさわしい数学、自然
科学及び科学技術に関する内容が全体の60%以上であることが確認でき
る。

2.1(1)-10<添付資料>　別表2.1-1　授業科目別
授業時間、学習内容
2.1(1)-11<添付資料>　別表2.1-2　当該分野に
ふさわしい数学、自然科学および科学技術に関
する内容の割合計算表

2.1(2) カリキュラムの設計に基づいて、科目の授業計画
書（シラバス）が作成され、当該プログラムに関
わる教員及び学生に開示されていること。シラバ
スでは、それぞれの科目ごとに、カリキュラム中
での位置付けが明らかにされ、その科目の教育内
容・方法、到達目標、成績の評価方法・評価基準
が示されていること。また、シラバスあるいはそ
の関連文書によって、授業時間が示されているこ
と。

2.1(2)[1] カリキュラムの設計に基づいて、科目の授業
計画書（シラバス）が作成されていますか？

○ 　シラバス(根拠資料2.1(2)-1)には、各々の科目でJABEEプログラムの
学習・教育目標との関係が明記されており、カリキュラムの設計に基
づいて作成されている。

2.1(2)-1<実地資料>：　全科目シラバス

2.1(2)[2] シラバスが当該プログラムに関わる教員及び
学生に開示されていますか？

○ 　シラバスは、Webサイトで広く公開されている(根拠資料2.1(2)-2)。
また、授業開始時に印刷し学生に配布している。

2.1(2)-2<添付資料>：　シラバスWebページ
http://www.salesio-
sp.ac.jp/syllabus/index.html
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2.1(2)[3] シラバスでは、それぞれの科目ごとに、カリ
キュラム中での位置付けが明らかにされ、そ
の科目の教育内容・方法、到達目標、成績の
評価方法・評価基準が示されていますか？

○ 　シラバス(根拠資料2.1(2)-1)には、各々の科目でJABEEプログラムの
学習・教育目標との対応が明記されており、位置付けが確認できる。
また、各々の科目の教育内容・方法、到達目標が明記されており、成
績の評価方法・評価規準は客観的な評価基準が明記されている。

2.1(2)[4] シラバスあるいはその関連文書によって、授
業時間が示されていますか？

○ 　シラバス(根拠資料2.1(2)-1)には、各々の科目で授業計画の授業項
目や学習内容が要時間数とともに明記されている。

2.2 2.2　学習・教育の実施

2.2(1) シラバスに基づいて教育が行われていること。

2.2(1)[1] シラバスに基づいて教育が行われています
か？

○ 　準学士課程、専攻科課程における学生の授業アンケートの結果(根拠
資料2.2(1)-1)から、授業実施に関する設問の回答の評価値がおおむね
３～４であり、シラバスに基づいた教育が実施されていることが確認
できる。

2.2(1)-1<添付資料>：　授業アンケート

2.2(2) 学生の主体的な学習を促し、十分な自己学習時間
を確保するための取り組みが行われていること。

2.2(2)[1] 学生の主体的な学習を促し、十分な自己学習
時間を確保するための取り組みが行われてい
ますか？

○ 　準学士課程、専攻科課程において、教員は学生に自己学習を勧める
とともに、自己学習用のヒントや課題を適宜課している。学生の授業
アンケートの結果(根拠資料2.2(2)-1)から、授業に対する予習・復習
にかける時間の回答の評価値が２前後であり、１回の授業の半分の時
間が自己学習時間として活用されていることがわかる。

2.2(2)-1<添付資料>：　授業アンケート（問
１，２集計）

2.2(3) 学生自身にもプログラムの学習・教育到達目標に
対する自分自身の達成状況を継続的に点検させ、
それを学習に反映させていること。

2.2(3)[1] 学生自身にもプログラムの学習・教育到達目
標に対する自分自身の達成状況を継続的に点
検させていますか？

○ 　現在のところ、学生が自分自身で達成状況を把握する仕組は導入さ
れていない。しかしながら、平成２６年度から、学習到達目標の達成
度チェックシート(根拠資料2.2(3)-1)の活用が導入され、学生はプロ
グラムの学習・教育到達目標に対する自分自身の達成状況を継続的に
点検できるように整備されている。

2.2(3)-1<添付資料>：　達成度チェックシート

2.2(3)[2] 自分自身の達成状況の継続的な点検を学習に
反映させていますか？

○ 　シラバス(根拠資料2.1(2)-1)内の学習内容の項目ごとにチェック欄
と試験成績を記入する欄が設けられている。これにより、学生が自分
自身の達成状況を点検しており、自分が学習するべき内容を明確化し
ている。

2.3 2.3　教育組織

2.3(1) カリキュラムを適切な教育方法によって展開し、
教育成果をあげる能力をもった十分な数の教員と
教育支援体制が存在していること？
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

2.3(1)[1] カリキュラムを適切な教育方法によって展開
し、教育成果をあげる能力をもった十分な数
の教員と教育支援体制が存在していますか？

○ 　別表2.3(1)-1(根拠資料2.3(1)-1)より、専任及び非常勤教員は十分
な数の教員が配置されていることがわかる。また、教員一覧表(根拠資
料2.3(1)-2)から、その科目を担当する教員はその資質が十分であるこ
とが確認できる。なお、研究ポータルサイト(根拠資料2.3(1)-3)が整
備され、競争的外部資金情報の提供等を行っている。また、課題研究
費として学内での研究助成が行われており(根拠資料2.3(1)-4)、成果
をあげている(根拠資料2.3(1)-5)ことから、プログラムを担当する教
員への支援体制があり、機能していると判断する。

2.3(1)-1<添付資料>：　別表2.3(1)-1　教員在
籍数
2.3(1)-2<実地資料>：　教員一覧表
2.3(1)-3<添付資料>：　研究ポータルサイト
http://www.salesio-
sp.ac.jp/research/index.html
2.3(1)-4<添付資料>：　課題研究費公募書類
（staffメールより）
2.3(1)-5<添付資料>：　課題研究費実績報告書
（研究紀要No.41より）

2.3(2) カリキュラムに設定された科目間の連携を密に
し、教育効果を上げ、改善するための教員間連絡
ネットワーク組織があり、それに基づく活動が行
われていること。

2.3(2)[1] カリキュラムに設定された科目間の連携を密
にし、教育効果を上げ、改善するための教員
間連絡ネットワーク組織がありますか？

○ 　準学士課程の学科会議は週１回、専攻科課程は月１回程度の会合を
開催し、学生の教育上の問題等について情報交換を行い、教育効果を
上げるための適切な対処法を検討している(根拠資料2.3(2)-1～3)。ま
た、年４回の試験ごとに行われる成績操行会議や、月２回程度行われ
る教職員連絡会や全教職員のメーリングリスト（staff@salesio-
sp.ac.jp）や非常勤講師のメーリングリスト（hijokin@salesio-
sp.ac.jp）が運営されるなど、部署を超えた教員間連絡ネットワーク
組織があり機能している(根拠資料2.3(2)-4,5)。

2.3(2)-1<添付資料>　学科会議規定
2.3(2)-2<添付資料>　一般教科会議規定
2.3(2)-3<添付資料>　専攻科会議規定
2.3(2)-4<添付資料>　成績操行会議規定
2.3(2)-5<添付資料>　Weekly教職員会規定

2.3(2)[2] 上記の教員間連絡ネットワーク組織に基づく
活動が行われていますか？

○ 　学科会議や専攻科会議、成績操行会議では一般教員と専門学科の教
員が参加し、一般科目と専門科目の連携を図っている(根拠資料
2.3(2)-6～10)。また、会議において成績不振学生の指導等、教育効果
を上げる方策を議論している(根拠資料2.3(2)-4)。

2.3(2)-6<実地資料>　学科会議議事録
2.3(2)-7<実地資料>　一般教科会議議事録
2.3(2)-8<実地資料>　専攻科会議議事録
2.3(2)-9<実地資料>　成績操行会議議事録
2.3(2)-10<実地資料>　Weekly教職員会議アジェ
ンダ

2.3(3) 教員の質的向上を図る取り組み（ファカルティ・
ディベロップメント）を推進する仕組みがあり、
当該プログラムに関わる教員に開示されているこ
と。また、それに従った活動が行われているこ
と。

2.3(3)[1] 教員の質的向上を図る取り組み（ファカル
ティ・ディベロップメント）を推進する仕組
みがありますか？

○ 　教育点検・改善ＰＤＣＡの図(根拠資料2.3(3)-1)に示すような当該
プログラムの教育点検・改善システムが構築されており、教員の質的
向上に関する業務はJABEEコース教育改善システム委員会における第1
分科会、第4分科会が担当している(根拠資料2.3(3)-2,3 における 第2
条の(2)、第2条4の(1),(2)）。

2.3(3)-1<添付資料>　教育点検・改善ＰＤＣＡ
の図_4(1)-2より
2.3(3)-2<添付資料>　JABEEコース教育改善シス
テム委員会規則_4(1)-4より
2.3(3)-3<添付資料>　分科会業務細則_4(1)-3よ
り

2.3(3)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教員
に開示されていますか？

○ 各組織の名称や役割が規則化され、当該プログラムの教員がログイン
することで閲覧可能なJABEE資料サーバにより開示されている。全学レ
ベルでは本学Webサーバにおいて、各組織の名称や役割が各教員に公開
されている。

2.3(3)-4<実地資料>　★ＨＰ開示
http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.h
tml
2.3(3)-5<実地資料>　★ファイルの所在アドレ
ス Staff(\\tfilesv\2014年度\(委員会)JABEE委
員会
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2.3(3)[3] 上記の仕組みに従った活動が行われています
か？

○ 新任教員研修や全教職員を対象としたFD研修を行っている（根拠資料
2.3(3)-6,7）。2014年2月よりJABEEコース教育改善システム委員会が
発足し、各分科会は業務細則に基づいて教員の質的向上を図る活動を
行っている。現在のところ成果は得られていないが、今後、分科会規
定に基づいて活動が行われる予定である(根拠資料2.3(3)-1～3)。

2.3(3)-6<実地資料>　新任教員研修資料
2.3(3)-7<添付資料>　2012年度FD研修資料

2.3(4) 教員の教育活動を評価する仕組みがあり、当該プ
ログラムに関わる教員に開示されていること。ま
た、それに従って教育改善に資する活動が行われ
ていること。

2.3(4)[1] 教員の教育活動を評価する仕組みがあります
か？

○ 　教育活動を評価する仕組みとしてサレジオ・マネジメント・システ
ム（ＳＭＳ）が存在する(根拠資料2.3(4)-1)。ＳＭＳにおいて、教員
の教育活動は個人目標に展開され、年度末に部署長面談により評価さ
れる(根拠資料2.3(4)-2～4)。また、教員業績一覧表(根拠資料2.3(4)-
5)により、教員の教育活動業績が評価される。

2.3(4)-1<実地資料>：　SMSマニュアル
2.3(4)-2<添付資料>：　SMS個人目標体系図　認
証資料9-1-⑬その1
2.3(4)-3<添付資料>：　個人目標記述書（部署
長評価付）の一例
2.3(4)-4<実地資料>：　個人目標記述書
2.3(4)-5<添付資料>：　教員業績一覧表の一例
2.3(4)-6<実地資料>：　教員業績一覧表

2.3(4)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教員
に開示されてますか？

○ 　ＳＭＳによる教育活動評価の仕組みは、年度当初の教職員連絡会に
おいて、教育部門長（副校長）から当該プログラム教員に展開されて
いる(根拠資料2.3(4)-6)。また、教育活動の評価基準についても同様
に、教職員連絡会にて展開されている(根拠資料2.3(4)-7)。

2.3(4)-6<添付資料>：　平成26年度教育部門長
方針
2.3(4)-7<添付資料>：　平成26年個人目標の書
き方

2.3(4)[3] 上記の仕組みに従って教育改善に資する活動
が行われていますか？

○ 　ＳＭＳにおける部署長面談事例から教育改善に資する活動が確認で
きる(根拠資料2.3(4)-4)。また、具体的な授業改善事例が確認できる
(根拠資料2.3(4)-8)。

2.3(4)-8<添付資料>：　授業改善の取り組み事
例（2012自己点検書資料9-1-④-3～8より）

2.4 2.4　入学、学生受け入れ及び異動の方法

2.4(1) プログラムの学習・教育到達目標を達成できるよ
うに設計されたカリキュラムの履修に必要な資質
を持った学生を入学させるための具体的な方法が
定められ、学内外に開示されていること。また、
それに従って選抜が行われていること。

2.4(1)[1] プログラムの学習・教育到達目標を達成でき
るように設計されたカリキュラムの履修に必
要な資質を持った学生を入学させるための具
体的な方法が定められていますか？

◎ 入学者選抜の方針を定めた「アドミッションポリシー」では、学力と
人間性を求めており（根拠資料2.4(1)-1、2.4(1)-2）、具体的な選抜
方法については、「入学者判定規定」（根拠資料2.4(1)-3）に記載さ
れている。学力については学力試験を実施し（根拠資料2.4(1)-4）、
学力試験免除の選抜方法では、中学校での成績や公開模擬試験結果で
判定をしている（根拠資料2.4(1)-5）。人間性については面接試験に
おいて、アドミッションポリシーに書かれた学力以外の資質について
必ず質問をし判定をしている（根拠資料2.4(1)-6）。

2.4(1)-1<添付資料>：　学校案内パンフレット
(学校全体紹介編)pp.2右上
2.4(1)-2<添付資料>：　本科募集要項(裏面)
2.4(1)-3<実地資料>：　サレジオ工業高等専門
学校本科入学者判定規程
2.4(1)-4<実地資料>：　本科入学試験問題
2.4(1)-5<添付資料>：　本科募集要項(表面)
2.4(1)-6<実地資料>：　入学試験面接マニュア
ル

2.4(1)[2] 必要な資質を持った学生を入学させるための
具体的な方法が学内外に開示されています
か？

◎ 入学者選抜方法は、募集要項として本校ウェブサイトに掲載されてい
る（根拠資料2.4(1)-7）。また、印刷媒体は教職員が中学校訪問（主
に東京都と神奈川県）の際に持参して説明をしている（根拠資料
2.4(1)-8、2.4(1)-9）。

2.4(1)-7：　本校ウェブサイト
http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/examination/index.html
2.4(1)-8<添付資料>：　中学校訪問リスト
2.4(1)-9<添付資料>：　中学校訪問の心得
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2.4(1)[3] 必要な資質を持った学生を入学させるための
具体的な方法に従って選抜が行われています
か？

○ 入試広報室が策定した入学者選抜は学校長の承認を経て計画通りに実
施されている。また、実施された入学者選抜の結果（学力および人間
性）に基づいて入学者判定会議が開催され、この会議にて入学許可者
が決定される（根拠資料2.4(1)-10、2.4(1)-11）。

2.4(1)-10<実地資料>：　入学者判定会議議事録
2.4(1)-11<実地資料>：　入学者選抜試験結果
(学力・面接)

2.4(2) プログラム履修生を共通教育等の後に決める場合
には、その具体的方法が定められ、当該プログラ
ムに関わる教員及び学生に開示されていること。
また、それに従って履修生の決定が行われている
こと。

2.4(2)[1] プログラム履修生を共通教育等の後に決める
場合には、その具体的方法が定められていま
すか？

◎ 本プログラムでは本校専攻科に入学した学生のみをプログラム履修生
としている。ただし、準学士課程４・５年次のカリキュラムもプログ
ラムに含まれているため、次のような方法を用いている。本校の電気
工学科・機械電子工学科・情報工学科出身の者以外には、専攻科入学
者選抜の出願前に準学士課程４・５年次のカリキュラムと同等な内容
を習得しているか否かの事前審査を行う（根拠資料2.4(2)-1）。この
詳細はサレジオ工業高等専門学校専攻科入学者選抜事前審査規程に定
められている（根拠資料2.4(2)-2）。また、専攻科入試については関
連規定（根拠資料2.4(2)-3、2.4(2)-4）に定められている。

2.4(2)-1：　本校ウェブサイト
http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.h
tml
2.4(2)-2<実地資料>：　サレジオ工業高等専門
学校専攻科入学者選抜事前審査規程
2.4(2)-3<実地資料>：　専攻科入学者選抜規程
2.4(2)-4<実地資料>：　専攻科入学者選考基準
内規

2.4(2)[2] プログラム履修生を共通教育等の後に決める
場合には、上記の具体的方法が当該プログラ
ムに関わる教員及び学生に開示されています
か？

○ プログラム履修生の決定方法は履修の手引き（根拠資料2.4(2)-5）に
記載されており、これはプログラム実施前の準学士課程３年生配布し
ており、全教員に対しても配布されている。また、本校ウェブサイト
にも掲載（根拠資料2.4(2)-6）されており、いつでも確認ができるよ
うになっている。

2.4(2)-5<添付資料>：　「生産システム工学」
教育プログラム 履修の手引
2.4(2)-6<添付資料>：　本校ウェブサイト
http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.h
tml

2.4(2)[3] プログラム履修生を共通教育等の後に決める
場合には、上記の具体的方法に従って履修生
の決定が行われていますか？

◎ 入試広報室が策定した入学者選抜計画通りに実施されている。また、
実施された入学者選抜の結果に基づいて入学者判定会議が開催され、
この会議にて専攻科入学許可者が決定される（根拠資料2.4(2)-7）。
専攻科入学者選抜の出願前の事前審査については現在まで実績はな
い。

2.4(2)-7<実地資料>：　専攻科入学者決定会議
議事録

2.4(3) 学生をプログラム履修生として学外から編入させ
る場合には、その具体的な方法が定められ、学内
外に開示されていること。また、それに従って履
修生の編入が行われていること。

2.4(3)[1] 学生をプログラム履修生として学外から編入
させる場合には、その具体的な方法が定めら
れていますか？

○ 学外よりプログラム履修生として編入できるのは、学外より本校専攻
科に入学を希望する学生である。この学生については、専攻科入学者
選抜の出願前に準学士課程４・５年次のカリキュラムと同等な内容を
習得しているか否かの事前審査を行う（根拠資料2.4(3)-1）。専攻科
入試については関連規定（根拠資料2.4(3)-2、2.4(3)-3）に定められ
ている。

2.4(3)-1<実地資料>：　サレジオ工業高等専門
学校専攻科入学者選抜事前審査規程
2.4(3)-2<実地資料>：　専攻科入学者選抜規程
2.4(3)-3<実地資料>：　専攻科入学者選考基準
内規
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2.4(3)[2] 学生をプログラム履修生として学外から編入
させる場合には、上記の具体的な方法が学内
外に開示されていますか？

○ プログラム履修生の決定方法は履修の手引きに記載されており、これ
は本校専攻科に学外から入学を希望する者に対しても配布している
（根拠資料2.4(3)-4）。また、本校ウェブサイトにも掲載されている
（根拠資料2.4(3)-5）。事前審査については、専攻科募集要項（根拠
資料2.4(3)-6）にも記載されており、本校ウェブサイトにも公開され
ている（根拠資料2.4(3)-7）。

2.4(2)-5<添付資料>：　「生産システム工学」
教育プログラム 履修の手引
2.4(3)-5：　本校ウェブサイト
http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.h
tml
2.4(3)-6<添付資料>：　専攻科募集要項
2.4(3)-7：　本校ウェブサイト
http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/examination/ac/application/ap
p_ac.pdf

2.4(3)[3] 学生をプログラム履修生として学外から編入
させる場合には、上記の具体的な方法に従っ
て履修生の編入が行われていますか？

○ 現在のところ実績はない。

2.4(4) 学内の他のプログラムとの間の履修生の異動を認
める場合には、その具体的方法が定められ、関係
する教員及び学生に開示されていること。また、
それに従って履修生の異動が行われていること。

2.4(4)[1] 学内の他のプログラムとの間の履修生の異動
を認める場合には、その具体的方法が定めら
れていますか？

該当なし

2.4(4)[2] 学内の他のプログラムとの間の履修生の異動
を認める場合には、上記の具体的方法が関係
する教員及び学生に開示されていますか？

該当なし

2.4(4)[3] 学内の他のプログラムとの間の履修生の異動
を認める場合には、上記の具体的方法に従っ
て履修生の異動が行われていますか？

該当なし

2.5 2.5　教育環境・学生支援

2.5(1) プログラムの学習・教育到達目標を達成するため
に必要な教室、実験室、演習室、図書室、情報関
連設備、自習・休憩施設及び食堂等の施設、設備
が整備されており、それらを維持・運用・更新す
るために必要な財源確保への取り組みが行われて
いること。

2.5(1)[1] プログラムの学習・教育到達目標を達成する
ために必要な教室、実験室、演習室、図書
室、情報関連設備、自習・休憩施設及び食堂
等の施設、設備が整備されていますか？

○ 　高専設置基準に定められている学生一人あたりに必要な校地面積の
基準値に対して本校の校地の面積はその基準値を上回っている。また
校舎の各施設はプログラムの学習教育到達目標を達成するために十分
整備されている（根拠資料2.5(1)1）。これらの施設・設備の使用状況
は授業時間割に記載されている教室配当から確認できる（根拠資料
2.5(1)2）。以上から本校のプログラムの学習・教育到達目標を達成す
るために教室，実験室，演習室，図書室，情報関連設備，自習・休憩
施設及び食堂等の施設等が整備され運用されていると判断する．

2.5(1)-1<添付資料>:平成24年度自己評価書基準
８
2.5(1)-2<添付資料>:2013年度授業時間割
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2.5(1)[2] 上記の施設、設備を維持・運用・更新するた
めに必要な財源確保への取り組みが行われて
いますか？

○ 　教育研究活動に必要な財源は確保されている（根拠資料2.5(1)3）。
施設、設備を維持・運用・更新するための必要な財源確保の取り組み
が行われていると判断する。

2.5(1)-3<実地資料>：平成25年度教育研究経費

2.5(2) 教育環境及び学習支援に関して、授業等での学生
の理解を助け、学生の勉学意欲を増進し、学生の
要望にも配慮する仕組みがあり、それが当該プロ
グラムに関わる教員、職員及び学生に開示されて
いること。また、それに従った活動が行われてい
ること。

2.5(2)[1] 教育環境及び学習支援に関して、授業等での
学生の理解を助け、学生の勉学意欲を増進
し、学生の要望にも配慮する仕組みがありま
すか？

○ 　授業等での学生の理解を助ける仕組みとしては夏季スクーリングが
あげられる．開講講座は資格検定試験対象のライセンス講座，通常授
業で扱わない発展的内容を扱うアドバンス講座と補習的内容を扱うリ
カバリ講座にわかれる．これは開講案内に示されている(根拠資料
2.5(2)-1)。これらから学生の勉学意欲を増進する仕組みになっている
と判断する．
　教育上の要望への配慮は専攻科会議で集約した後、関係教員すべて
が対応している。この内容は専攻科会議議事録で確認できる（根拠資
料2.5(2)-3）。
　研究委員会が特別研究の成果の発表を奨励・支援している。これが
勉学意欲の増進の仕組みとしてあげられる。特に学生に対しては経済
的な補助を行っている。このために研究委員会委員長が校外発表の調
査を行っている(根拠資料2.5(2)-2)。以上から点検項目の仕組みが存
在していると判断する。

2.5(2)-1<添付資料>:サマースクーリング2013講
座開講希望のご案内
2.5(2)-2<添付資料>:研究委員会_学生発表に関
する調査
2.5(2)-3<実地資料>：専攻科会議議事録

2.5(2)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教
員、職員及び学生に開示されていますか？

○ 　上記の夏季スクーリング開講案内は教職員・学生に開示されている
(根拠資料2.5(2)-1)。研究委員会からの校外発表の調査メール、専攻
科会議議事録は教職員には開示されている(根拠資料2.5(2)-2)。学生
に対しては特別研究・卒業研究の指導教官を通じて案内されている。

2.5(2)-1<添付資料>:サマースクーリング2013講
座開講希望のご案内
2.5(2)-2<添付資料>:研究委員会_学生発表に関
する調査

2.5(2)[3] 上記の仕組みに従った活動が行われています
か？

○ 　サマースクーリングの学生参加数から活動実績があると確認できる
(根拠資料2.5(2)-4)。特別研究・卒業研究の校外発表の活動実績は紀
要で報告されており、その活動が確認できる(2.5(2)-5<添付資料>)。

2.5(2)-4<添付資料>:サマースクーリング2013講
座実績
2.5(2)-5<添付資料>：2011年度教員研究活動報
告（紀要）

3 基準３　学習・教育到達目標の達成

3(1) シラバスに定められた評価方法と評価基準に従っ
て、科目ごとの到達目標に対する達成度が評価さ
れていること。

3(1)[1] シラバスに定められた評価方法と評価基準に
従って、科目ごとの到達目標に対する達成度
が評価されていますか？

○ 　評価方法は各科目ともシラバスに具体的に書かれており（根拠資料
3(1)-1、根拠資料3(1)-2）、評価基準は全科目とも60点以上を合格と
している。
　科目ごとの本教育プログラムの到達目標に対する達成度はその科目
の最終成績として評価している。

3(1)-1<添付資料>：　シラバス(sample)
3(1)-2<実地資料>：　全科目シラバス
http://www.salesio-
sp.ac.jp/syllabus/index.html

3(2) 学生が他の高等教育機関等で取得した単位に関し
て、その評価方法が定められ、それに従って単位
認定が行われていること。編入生等が編入前に取
得した単位に関しても、その評価方法が定めら
れ、それに従って単位認定が行われていること。
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3(2)[1] 学生が他の高等教育機関等で取得した単位に
関して、その評価方法が定められています
か？

○ 　本校専攻科生が他大学などで取得した単位に関して、本校の専攻科
の授業科目と置き換えられる場合は本教育プログラムの単位として認
定しているが（根拠資料3(2)-1）、今まで該当者がおらず評価方法が
定められていなかった。
　今年度から、その評価をそのまま認めることとし、履修の手引き
（改訂版）に明文化した（根拠資料3(2)-2）。

3(2)-1<添付資料>：　「生産システム工学」教
育プログラム履修の手引p.4
3(2)-2<添付資料>：　「生産システム工学」教
育プログラム履修の手引（改訂版）p.8

3(2)[2] 学生が他の高等教育機関等で取得した単位に
関する上記の評価方法に従って単位認定が行
われていますか？

○ 　本校専攻科生が大学及び他高専専攻科で取得した単位は、8科目16単
位を限度として、所定の手続きを経て本高専専攻科における取得単位
として単位認定を行っている（根拠資料3(2)-3）。

3(2)-3<添付資料>：　教務規則第40条(info2014
p.41)

3(2)[3] 編入生等が編入前に取得した単位に関して、
その評価方法が定められていますか？

○ 　本校本科への編入学は第4学年開始以前であり（根拠資料3(2)-4）、
編入後に本教育プログラムが始まるため、編入前に高等学校で取得し
た単位は本教育プログラムの単位としては直接該当しないが、単位認
定会議において評価を行っている（根拠資料3(2)-5、根拠資料3(2)-
6）。
　本校以外から本校専攻科に入学した場合は、出身校において取得し
た単位について、本教育プログラムに該当する科目であれば出身校の
評価をそのまま認めている（根拠資料3(2)-1、根拠資料3(2)-2）。

3(2)-4<添付資料>：　第3・4学年編入学 学生募
集要項　http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/examination/transfer/applicat
ion/app_transfer.pdf
3(2)-5<添付資料>：　教務規則第21条
（info2014 p.39）
3(2)-6<添付資料>：　教務関係内規1001～1006
（転編入生の単位認定）
3(2)-1<添付資料>：　「生産システム工学」教
育プログラム履修の手引p.4
3(2)-2<添付資料>：　「生産システム工学」教
育プログラム履修の手引（改訂版）p.8

3(2)[4] 編入生等が編入前に取得した単位に関する上
記の評価方法に従って単位認定が行われてい
ますか？

○ 　本校本科第4学年開始以前に編入学した場合、前籍校の第3学年まで
に取得した単位については本校の該当科目に単位振替を行っている。
単位振替ができなかった科目については補講を行い、単位認定を行っ
ている（根拠資料3(2)-5、根拠資料3(2)-6）。
　本校以外からの専攻科入学生が出身校で取得した単位は、本教育プ
ログラムの科目に該当する場合は、本教育プログラムの単位として認
定している。（根拠資料3(2)-1、根拠資料3(2)-2、根拠資料3(2)-
7）。

3(2)-5<添付資料>：　教務規則第21条
（info2014 p.39）
3(2)-6<添付資料>：　教務関係内規1001～1006
（転編入生の単位認定）
3(2)-1<添付資料>：　「生産システム工学」教
育プログラム履修の手引p.4
3(2)-2<添付資料>：　「生産システム工学」教
育プログラム履修の手引（改訂版）p.8
3(2)-7<実地資料>：　専攻科入学者選抜事前審
査規程

3(3) プログラムの各学習・教育到達目標に対する達成
度を総合的に評価する方法と評価基準が定めら
れ、それに従って評価が行われていること。

3(3)[1] プログラムの各学習・教育到達目標に対する
達成度を総合的に評価する方法と評価基準が
定められていますか？

○ 　プログラムの各学習・教育到達目標に対応する科目の成績の総平均
をその目標の達成度と評価し、プログラム全体の総合達成度は全目標
の総平均として評価している（根拠資料3(3)-1）。
　評価基準は、科目の成績が60点以上を合格としており、全ての必修
科目について合格する必要がある（根拠資料3(3)-2）。

3(3)-1<添付資料>：　達成度チェックシート
(sample)
3(3)-2<添付資料>：　表2　学習・教育到達目標
と評価方法および評価基準（全体）

3(3)[2] 上記の評価方法と評価基準に従って評価が行
われていますか？

◎ 　単位取得した科目の成績（評価点）を入力すると、各学習・教育到
達目標に対する達成度が自動的に算出される「達成度チェックシー
ト」により評価を行っている（根拠資料3(3)-1）。

3(3)-1<添付資料>：　達成度チェックシート
(sample)

3(4) 修了生全員がプログラムのすべての学習・教育到
達目標を達成していること。
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3(4)[1] 修了生全員がプログラムのすべての学習・教
育到達目標を達成していますか？

○ 　プログラムのすべての学習・教育到達目標を達成するように必修科
目及び選択必修科目が配置されており（根拠資料3(4)-1、根拠資料
3(4)-2）、これらの科目全てに合格することが修了要件であるため、
修了生全員がすべての学習・教育到達目標を達成している。
　達成度チェックシートでは、1つでも不合格科目があると達成度が
「未達」と表示されるようになっている（根拠資料3(3)-1）。

3(4)-1<添付資料>：　別表2-1～2-5　学習･教育
到達目標および分野別要件との対応科目表
3(4)-2<添付資料>：　表4　学習・教育到達目標
を達成するために必要な授業科目の流れ
3(3)-1<添付資料>：　達成度チェックシート

3(5) 修了生はプログラムの学習・教育到達目標を達成
することにより、基準１(2)の(a)～(i)の内容を
身につけていること。

3(5)[1] 修了生はプログラムの学習・教育到達目標を
達成することにより、基準１(2)の(a)～(i)
の内容を身につけていますか？

○ 　基準１(2)の(a)～(i)の内容が全て身につけられるようにプログラム
の学習・教育到達目標が設計されている（根拠資料3(5)-1、根拠資料
3(5)-2）。

3(5)-1<添付資料>：　表1　学習・教育到達目標
と基準1(2)要件(a)～(i)との対応
3(5)-2<添付資料>：　別表1　学習・教育到達目
標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証

4 基準４　教育改善

4.1 4.1 教育点検

4.1(1) 学習・教育到達目標の達成状況に関する評価結果
等に基づき、基準１～３に則してプログラムの教
育活動を点検する仕組みがあり、それが当該プロ
グラムに関わる教員に開示されていること。ま
た、それに関する活動が行われていること。

4.1(1)[1] 学習・教育到達目標の達成状況に関する評価
結果等に基づき、基準１～３に則してプログ
ラムの教育活動を点検する仕組みがあります
か？

◎   本プログラムの教育点検システムとして、電気工学科、機械電子工
学科、情報工学科および専攻科(生産システム工学専攻)の教育全般に
関する計画・実施・点検・改善(PDCA)を行うJABEEコース教育システム
委員会を設置した<根拠資料4(1)-1>。
  JABEEコース教育システム委員会は、教育内容検討分科会(第1分科
会)、教育評価・改善分科会(第2分科会)、システム評価分科会(第3分
科会)、ファカルディ・ディベロップメント推進分科会(第4分科会)の
４分科会に分かれて活動し、教育改善を図ってきた<4(1)-2,4(1)-
4,4(1)-5>。

4(1)-1<添付資料>:委員会辞令
4(1)-2<添付資料>：教育点検・改善ＰＤＣＡ図
4(1)-4<添付資料>:　JABEEコース教育システム
委員会規則
4(1)-5<添付資料>:分科会業務細則

4.1(1)[2] 上記の仕組みが当該プログラムに関わる教員
に開示されていますか？

○   各組織の名称や役割が規則化され、当該プログラムの教員がログイ
ンすることで閲覧可能なJABEE資料サーバにより開示されている。全学
レベルでは本学Webサーバにおいて、各組織の名称や役割が各教員に公
開されている<根拠資料4(1)-6,4(1)-7>。

4(1)-6<実地資料>:ＨＰ(http://www.salesio-
sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.h
tml
4(1)-7<実地資料>:
Staff(\\tfilesv\2014年度\(委員会)JABEE委員
会

4.1(1)[3] 上記の仕組みに関する活動が行われています
か？

○   本プログラムにおいて、各分科会は業務細則に基づいて教育点検を
行い、実施結果を分科会議事録として報告している<根拠資料4(1)-
3>。

4(1)-3<実地資料>：分科会議事録

4.1(2) その仕組みは、社会の要求や学生の要望にも配慮
する仕組みを含み、また、仕組み自体の機能も点
検できるように構成されていること。
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番号 点検項目
自己
判定
結果

基準への適合状況の説明 前回受審時からの改善・変更 根拠資料

4.1(2)[1] 教育点検の仕組みは、社会の要求や学生の要
望にも配慮する仕組みを含んでいますか？

○ 教育点検システムは、社会の要求や学生の要望にも配慮する仕組み
を含み、また教育点検システム自体の機能も点検できるように構成さ
れている<根拠資料4(1)-2>。
○平成25年度より、キャリアデーで講師として招いた約20名前後の
OBへ社会の要求に関するアンケート調査<根拠資料4(2)-1>。
○学生による授業評価については、学生の要望を授業に反映するため
に2005年度以降毎年授業評価を行っている。実施に当たって、授業担
当教員は退室し、受講学生が資料配布回収を実施して学生の要望を収
集している。実施結果は、自由記述欄を含め、各所属長を通じて担当
教員に直接学内メールで送付通知される。全学年での授業評価に対し
て本コースとしては、第2分科会でその内容を点検している<根拠資料
4(2)-2>。
○本校の組織として、キャリアセンターを設置して、学生諸君が自ら
の適性を見極め職業についての知識を深める支援をすることを通じ
て、企業と学生諸君の双方に最適なマッチングの実現を目指している<
根拠資料4(2)-3，4(2)-4>。

4(1)-2<添付資料＞：教育点検・改善ＰＤＣＡの
図
4(2)-1<実地資料>:学生の要望、社会ニーズアン
ケート資料
4(2)-2<実地資料>:学生による授業評価
4(2)-3<実地資料>:職業レディネステスト
4(2)-4<実地資料>:SPI対策試験結果

4.1(2)[2] 教育点検の仕組みは、仕組み自体の機能も点
検できるように構成されていますか？

○ 　システム自体を点検するために、システム評価分科会(第3分科会)
を設置した。第3分科会での業務内容チェックリストで他の分科会の活
動はシステムとしてチェツクされている。教育点検システム自体の点
検は、教育改善委員会を構成する分科会の審議内容をEMC会議が日常的
に点検することによって実施される。各分科会の議事録はプログラム
担当教員に配布され、ＪＡＢＥＥコース教育システム委員会において
報告される。プログラム担当教員１人１人も日常的に点検し、改善を
申し出ることができるようになっている<根拠資料4(1)-2,4(1)-
3,4(1)-4,4(1)-5>。

4(1)-2<添付資料>:教育点検・改善ＰＤＣＡ図                                              
4(1)-3<実地資料>：分科会議事録      
4(1)-4<添付資料>:JABEEコース教育システム委
員会規則
4(1)-5<添付資料>:分科会業務細則

4.1(3) その仕組みを構成する会議や委員会等の記録を当
該プログラムに関わる教員が閲覧できること。

4.1(3)[1] 教育点検の仕組みを構成する会議や委員会等
の記録を当該プログラムに関わる教員が閲覧
できますか？

○ 　点検の仕組みを構成する会議や委員会等の記録を当該プログラムに
関わる教員が学内の共有ファイル等を通じて閲覧できる。
　各分科会の活動は、JABEEコース教育システム委員会で報告され、各
分科会の議事録は学内からの当該プログラムの教員が閲覧可能なJABEE
資料サーバに保管・開示され、ログインすることで閲覧できる。

4(2)-6<実地資料>:共有ファイルアドレス提示

4.2 4.2 継続的改善

4.2 教育点検の結果に基づき、プログラムの教育活動
を継続的に改善する仕組みがあり、それに関する
活動が行われていること。

4.2[1] 教育点検の結果に基づき、プログラムの教育
活動を継続的に改善する仕組みがあります
か？

○ 　教育点検の結果に基づいて、基準1－4の内容(分野別要件を含む)に
則してプログラムを継続的に改善するシステムが存在して、改善活動
が実施されている<根拠資料4(1)-2,4(1)-3>。
　教育改善のためのシステムとしてJABEEコース教育改善システム委員
会があり、本プログラムにおいてはPlan-Do-Check-Actionの流れに対
して、Plan(実行計画)を第１分科会が行い、Do(運用・実行)を第１分
科会およびJABEEコース教育システム委員会とAction(改善・見直し)を
行う第２分科会がそれぞれ存在し、継続的改善の提言を行う役割も
担っている<根拠資料4(1)-4,4(1)-5>。

4(1)-2<添付資料>：教育点検・改善ＰＤＣＡ図
4(1)-3<実地資料>：分科会議事録        
4(1)-4<添付資料>:JABEEコース教育システム委
員会規則
4(1)-5<添付資料>:分科会業務細則

4.2[2] 上記の仕組みに関する活動が行われています
か？

○ JABEEコース教育システム委員会を中心として、4つの分科会が年に6
回以上開催されて、前年度のプログラム結果に基づき改善を継続的に
行っている<根拠資料4(2)-4,4(1)-3>。

4(2)-5<実地資料>：JABEEコース教育システム委
員会議事録
4(1)-3 <実地資料>：分科会議事録
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日本技術者教育認定機構 
〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 

(建築会館 4F) 
電話 03-5439-5031 
FAX 03-5439-5033 

E-mail accreditation@jabee.org 

 
 
 

自 己 点 検 書 
（３．添付資料編） 

 
対応基準：日本技術者教育認定基準（2012 年度～） 
適用年度：2014 年度 

 
 
 

サレジオ工業高等専門学校 

生産システム工学プログラム 
（エンジニアリング系学士課程） 

（工学（融合複合・新領域）及び関連のエンジニアリング分野） 

Production System Engineering 
 

審査分類：新規審査 
（新規審査の場合）審査年度の前年度からの認定有効期間開始希望：無 

 
 

提出日 2014 年 7 月 4 日

注意： 中間審査の場合、「自己点検結果」は中間審査項目についてのみ記載する 
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表 1 学 習 ・ 教 育 到 達 目 標 と 基 準 1(2)要 件 (a)～ ( i)と の 対 応

◎ ・ ・ ・ 要 件 を 主 体 的 に 含 ん で い る

○ ・ ・ ・ 要 件 を 付 随 的 に 含 ん で い る

基 準 1 (2)の 要 件

a b  c  
d(分 野 別 要 件 )  

e  f  g  h  ｉ
1 2 3  4  

本

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

学

習

・

教

育

到

達

目

標

A 

1 ◎

2 ◎

3 ○ ◎

4 ○ ◎

5 ◎ ○

B 

1 ◎

2 ◎

3 ◎ ◎ ◎

4 ◎

C 

1 ◎

2 ◎

3 ◎

D 

1 ◎ ◎ ○

2 ◎

3 ◎ ○
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当 該 プ ロ グ ラ ム の 学 習 ・ 教 育 到 達 目 標  

 

（ A－ １ ）健 康 や 身 体 に つ い て の 理 解 を 深 め る と と も に 、ス ポ ー ツ の 実 践 を 通

し て 心 身 の 調 和 的 な 発 育 ・ 発 達 を 促 し 、 健 康 な 心 身 を 培 う こ と が で き る  

（ A－ 2）過 去 の 文 芸 作 品 や 現 在 の 様 々 な 書 籍 を 通 し て 、人 々 の 生 活 を 見 つ め 、

他 者 の 心 を 理 解 し 、 自 分 の 考 え を 深 め 、 豊 か な 人 間 性 を 培 う こ と が で き る  

（ A－ ３ ）近 現 代 の 社 会 と 技 術 を 理 解 す る た め に 、そ の 成 り 立 ち の 基 盤 で あ る

日 本 と 世 界 の 歴 史 を 学 習 し 、 そ れ ら の 基 礎 的 事 項 を 把 握 す る  

（ A－ ４ ）我 が 国 の 文 化 や 歴 史 の 理 解 と と も に 他 国 の 文 化 も 認 識 し 、技 術 に 関

係 す る 過 去 の 事 故 等 の 検 討 を 通 し て 、 社 会 的 な 責 任 と 使 命 （ 技 術 者 倫 理 ） に

つ い て 理 解 で き る  

（ A－ ５ ）自 然 環 境 と 社 会 と の 関 係 に 関 す る 基 礎 的 な 事 項 を 理 解 で き 、常 に 使

い 手 の 立 場 に 立 っ た も の つ く り が で き る  

 

（ B－ １ ）数 学 、自 然 科 学 お よ び 情 報 技 術 に 関 す る 基 礎 知 識 を 身 に つ け 、そ れ

ら を 用 い て 応 用 問 題 に 挑 戦 で き る  

（ B－ ２ ）自 分 の 専 攻 し た 専 門 分 野 の 基 礎 知 識 を 身 に つ け 、そ れ ら を 用 い て 工

学 的 な 現 象 が 理 解 で き る  

（ B－ ３ ）異 な る 技 術 分 野 を 理 解 し 、自 分 の 専 攻 し た 専 門 分 野 の 知 識 と 複 合 す

る 能 力 を 身 に つ け る  

（ B－ ４ ）実 験・実 習 を 通 し て 、実 際 の 工 学 的 現 象 を 理 解 し 、実 践 的 技 術 を 身

に つ け 、 問 題 解 決 に 応 用 で き る  

 

（ C－ １ ）国 語 表 現 の 技 法 を 身 に つ け る と と も に 、語 彙 力 を 高 め 、場 面 や 状 況

に 応 じ た 言 葉 、 文 章 、 図 表 な ど で 表 現 、 記 述 で き 、 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン が で き る 能 力 を 身 に つ け る  

（ C－ ２ ）コ ン ピ ュ ー タ や 情 報 ツ ー ル を 使 い こ な し 、情 報 処 理 、情 報 収 集 等 や

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン が で き る  

（ C－ ３ ）国 際 的 に 通 用 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 礎 力 、特 に 英 語 力 を 身 に

つ け 、 生 活 文 化 の 固 有 性 や 多 様 な 価 値 観 の あ る こ と を 理 解 で き る  
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（ D－ １ ）自 律 的 に 新 た な こ と に チ ャ レ ン ジ す る 心（ プ ロ ダ ク ト マ イ ン ド ）を

育 成 し 、 問 題 解 決 の た め に 習 得 し た 専 門 知 識 を 応 用 で き る  

（ D－ ２ ）問 題 解 決 の た め の 計 画・実 行 方 法 の 立 案 、得 ら れ た 結 果 の 考 察 お よ

び 整 理 が で き る  

（ D－ ３ ）実 験・実 習 、卒 業 研 究 、特 別 研 究 科 目 の 修 得 を 通 し て 、自 主 的 、継

続 的 に 学 習 し 、 他 人 と 協 調 し て 実 行 で き る  
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（A-1)
　健康や身体についての理解を
深めるとともに、スポーツの実践
を通して心身の調和的な発育・
発達を促し、健康な心身を培うこ
とができる。

(i) ◎
評価方法（A-1)：　別表2に定められた科目として、健康や身体についての
理解度は本科科目「保健体育」で、スポーツの実践は本科科目「体育実
技」で評価する。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-2)
　過去の文芸作品や現在の様々
な書籍を通して、人々の生活を
見つめ、他者の心を理解し、自
分の考えを深め、豊かな人間性
を培うことができる。

(a) ◎

評価方法（A-2)：　別表2に定められた科目として、過去の文芸作品や現在
の様々な書物についての知識は本科科目「国語」で、他者の心を理解し自
分の考えを深めることについては本科科目「倫理」で評価を行う。評価基準
は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-3)
　近現代の社会と技術を理解す
るために、その成り立ちの基盤
である日本と世界の歴史を学習
し、それらの基礎的事項を把握
する。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-3)：　別表2に定められた科目として、日本と世界の歴史につ
いては本科科目「現代社会」と「歴史」で、また社会の成り立ちについては
「法学」「経済学」(選択必修)で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点
以上を合格とする。

小項目（A-4)
　.我が国の文化や歴史の理解と
ともに他国の文化も認識し、技術
に関係する過去の事故等の検討
を通して、社会的な責任と使命
（技術者倫理）について理解でき
る。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-4)：　別表2に定められた科目として、我が国の文化やその歴
史については専攻科目「伝統文化特論」で、技術に関係する過去の事故等
の検討については本科科目「技術者倫理」で評価を行う。評価基準は学年
末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-5)
　自然環境と社会との関係に関
する基礎的な事項を理解でき、
常に使い手の立場に立ったもの
つくりができる

(b)
(e)

◎
○

評価方法（A-5)：　別表2に定められた科目として、自然環境と社会の関係
に関する基礎的な事項については専攻科目「環境特論」と「技術史」で評価
を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

(A)大項目A

　健全な身体と精神を培い、使
命感と奉仕の精神を養い、幅
広い教養の元に多面的に物事
をとらえ、技術者としての使命
を自覚し、実行しうる技術者

表2　学習・教育到達目標と評価方法および評価基準（全体）
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（B-1)
　数学、自然科学および情報技
術に関する基礎知識を身につ
け、それらを用いて応用問題に
挑戦できる

(c) ◎
評価方法（B-1)：　数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識につ
いては、別表2で定められた多くの本科一般科目と専門科目で評価を行う。
評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-2)
　自分の専攻した専門分野の基
礎知識を身につけ、それらを用
いて工学的な現象が理解でき
る。

(d)-1 ◎
評価方法（B-2)：　自分の専攻した専門分野の基礎知識とその応用につい
ては、別表2で定められた多くの本科専門科目で評価を行う。評価基準は
学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-3)
　異なる技術分野を理解し、自分
の専攻した専門分野の知識と複
合する能力を身につける

(d)-1
(d)-3

(i)

◎
◎
◎

評価方法（B-3)：　異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の
知識と複合する能力を身につけることは、本プログラムの専門工学(融合
複合)を修得することである。そのため、この能力は別表2で定められた多く
の本科専門科目で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格
とする。

小項目（B-4)
　実験・実習を通して、実際の工
学的現象を理解し、実践的技術
を身につけ、問題解決に応用で
きる。

(d)-2 ◎
評価方法（B-4)：　実験・実習を通した工学的現象の理解については、別表
2で定められた多くの本科工学実験と専攻科実験で評価を行う。評価基準
は学年末評価が60点以上を合格とする。

(B)大項目B

　自らの専門とする科学技術に
ついて、その基礎理論および
原理を理解し、それらを問題解
決に応用できる能力を備えた
技術者
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（C-1)
　国語表現の技法を身につける
とともに、語彙力を高め、場面や
状況に応じた言葉、文章、図表
などで表現、記述でき、効果的な
コミュニケーションができる能力
を身につける。

(f) ◎

評価方法（C-1)：　別表2に定められた科目として、国語表現の技法、語彙
力、場面や状況に応じた言葉、文章、図表などによる表現や記述について
は本科科目「国語」「表現」および専攻科目「論文講読」で評価を行う。評価
基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（C-2)
　コンピュータや情報ツールを使
いこなし、情報処理、情報収集等
やプレゼンテーションができる

(f) ◎

評価方法（C-2)：　別表2に定められた科目として、コンピュータや情報ツー
ルを使いこなし、情報処理、情報収集等やプレゼンテーションについては、
本科の「卒業研究」および専攻科の「特別研究」で総合的に評価を行う。卒
業研究と特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科
担当教員による特研審査に合格することである。

小項目（C-3)
　国際的に通用するコミュニケー
ションの基礎力、特に英語力を
身につけ、生活文化の固有性や
多様な価値観のあることを理解
できる。

(f) ◎

評価方法（C-3)：　別表2に定められた科目として、国際的に通用するコミュ
ニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、生活文化の固有性や多
様な価値観については、本科の「英語」「英語演習」および専攻科の「論文
講読」で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-1)
　自律的に新たなことにチャレン
ジする心（プロダクトマインド）を
育成し、問題解決のために習得
した専門知識を応用できる

(d)-4
(e)
(g)

◎
◎
○

評価方法（D-1)：　別表2に定められた科目として、自律的に新たなことに
チャレンジする心（プロダクトマインド）の育成や問題解決のための専門知
識の応用については、専攻科目「専攻演習」と「インターンシップ」で評価を
行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-2)
　問題解決のための計画・実行
方法の立案、得られた結果の考
察および整理ができる

(h) ◎

評価方法（D-2)：　別表2に定められた科目として、問題解決のための計
画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整理については、本科の
「卒業研究」、専攻科の「専攻演習」と「特別研究」で総合的に評価を行う。
専攻演習の評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研究と
特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当教員
による特研審査に合格することである。

小項目（D-3)
　実験・実習、卒業研究、特別研
究科目の修得を通して、自主
的、継続的に学習し、他人と協
調して実行できる

(g)
(i)

◎
○

評価方法（D-3)：　別表2に定められた科目として、実験・実習、卒業研究、
特別研究科目の修得を通して、自主的、継続的に学習し、他人と協調して
実行できる能力については、本科の「工学実験」と「卒業研究」、および専
攻科の「専攻実験」と「特別研究」で総合的に評価を行う。工学実験と専攻
実験の評価基準は、学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研究と特
別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当教員に
よる特研審査に合格することである。

(C)大項目C

　コミュニケーション能力とプレ
ゼンテーション能力を身につけ
た技術者

(D)大項目D

　技術的課題を分析し、解決す
るためのシステムをデザインす
る能力を持った技術者
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表３ 学習・教育到達目標に対するカリキュラム設計方針説明 

 

学習・教育到達目標 カリキュラム設計方針 

(A) 

健全な身体と精神

を培い、使命感と

奉仕の精神を養

い、幅広い教養の

元に多面的に物事

をとらえ、技術者

としての使命を自

覚し、実行しうる

技術者 

（A－１）健康や身体について

の理解を深めるとともに、スポ

ーツの実践を通して心身の調

和的な発育・発達を促し、健康

な心身を培う 

心身の健康は勉学の大前提であり、

継続的に修得する必要がある。到達

目標(A-1)に直結した科目として、

「保健体育」・「体育実技」を本科 1-5

年の全学年にわたり配置する。 

（A－2）過去の文芸作品や現在

の様々な書籍を通して、人々の

生活を見つめ、他者の心を理解

し、自分の考えを深め、豊かな

人間性を培う 

豊かな人間性は本校の目指す「善き

技術者」の大前提となるものであ

り、できるだけ継続的に修得すべき

ものと考えている。到達目標(A-2)

に直結した科目として、「国語」を

本科 1-4年次に、「倫理」を本科 1，

3年次に配置する。 

（A－3）近現代の社会と技術を

理解するために、その成り立ち

の基盤である日本と世界の歴

史を学習し、それらの基礎的事

項を把握する 

一般に高専では、一般教育は低学年

時に学修し、高学年になるにしたが

い専門科目を増やしていく「くさび

形」カリキュラムとなっている。本

校でもそれにならい、到達目標

(A-3)を達成するために必要な「現

代社会」と「歴史」は、1 年次と 2

年次に配置する。また、社会生活を

送る上で必須となる「法学」と「経

済学」については、多様な知識が必

要なため、また就職が近いため、5

年次に配置する。 

（A－4）我が国の文化や歴史の

理解とともに他国の文化も認

識し、技術に関係する過去の事

故等の検討を通して、社会的な

責任と使命（技術者倫理）につ

いて理解できる 

到達目標(A-4)を達成するには、歴

史ならびに技術の基礎を学んだ上

で履修する必要がある。そのため高

学年で履修することとして、本科 5

年次で「技術者倫理」を、専攻科 1

年で「伝統文化特論」を必修科目と

して配置する。 

（A－5）自然環境と社会との関

係に関する基礎的な事項を理

解でき、常に使い手の立場に立

ったものつくりができる 

到達目標(A-5)を達成するには、事

前に自然や社会および技術につい

て履修しておくことが必要である。

これらの知識を総合した形で専攻

科 1年次に「技術史」を必修科目と

して配置する。 
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(B) 

自らの専門とする

科学技術につい

て、その基礎理論

および原理を理解

し、それらを問題

解決に応用できる

能力を備えた技術

者 

（B－1）数学、自然科学および

情報技術に関する基礎知識を

身につけ、それらを用いて応用

問題に挑戦できる 

到達目標(B-1)に沿った基礎知識を

身につけるため、各学科共通の一般

科目として「基礎数学」「代数学」「微

積学」「基礎物理」「化学」「情報倫

理」等を本科 1年次と 2年次に配置

する。また応用問題にも挑戦できる

ように、高学年では学科毎に専門科

目として「数学」と「物理」を配置

する。 

（B－2）自分の専攻した専門分

野の基礎知識を身につけ、それ

らを用いて工学的な現象が理

解できる 

到達目標(B-2)を達成するため、専

門分野の科目(専門科目)を 1年次か

ら 5年次および専攻科 1・2年次の、

全学年に渡り配置する。低学年では

基礎的な内容から始め、高学年およ

び専攻科に向けて、細分化・高度化

した専門科目を配置していく。履修

単位数も低学年から高学年に向け

て増やしていく。 

（B－3）異なる技術分野を理解

し、自分の専攻した専門分野の

知識と複合する能力を身につ

ける 

到達目標(B-3)を達成するには、自

分の専門分野についての基礎知識

を修得していることが前提となる。

そのため、異なる技術分野の科目の

多くは高学年および専攻科に配置

する。さらに、異なる技術分野と複

合する能力を身につけさせるため、

専攻科では専門分野の異なる学生

達を組み合わせた授業展開を行う。 

（B－4）実験・実習を通して、

実際の工学的現象を理解し、実

践的技術を身につけ、問題解決

に応用できる 

到達目標(B-4)を達成するため、座

学と平行して実験・実習科目を継続

的に履修させ、知識の定着化と応用

力の養成を図る。そのため、本科 2

～5年次および専攻科 1年次に実

験・実習科目を配置する。 
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(C) 

コミュニケーショ

ン能力とプレゼン

テーション能力を

身につけた技術者 

（C－１）国語表現の技法を身

につけるとともに、語彙力を高

め、場面や状況に応じた言葉、

文章、図表などで表現、記述で

き、効果的なコミュニケーショ

ンができる能力を身につける 

到達目標(C-1)を達成するため、「国

語」を本科 1-4年次に配置し継続的

に履修させる。また、高専を志願す

る中学生は、コミュニケーションを

苦手とする傾向にあると考え、コミ

ュニケーションの出発点となる聞

く力を養成することから始める「表

現」を 1年次に配置する。 

（C－２）コンピュータや情報

ツールを使いこなし、情報処

理、情報収集等やプレゼンテー

ションができる 

到達目標(C-2)は、様々な学修成果

をまとめる段階で修得すべきもの

である。多くの授業でコンピュータ

を使い、情報収集やプレゼンテーシ

ョンを行っているが、これらを集大

成する形として、本科の「卒業研究」

および専攻科の「特別研究」を配置

して達成を図る。 

（C－３）国際的に通用するコ

ミュニケーションの基礎力、特

に英語力を身につけ、生活文化

の固有性や多様な価値観のあ

ることを理解する 

到達目標(C-3)を達成するには英語

学習は必須である。本科入学から専

攻科修了までの 7年間にわたり、全

学年に「英語」「英語演習」等を配

置する。また専攻科においては、実

践的な英語力をつけるため、英語に

よる「論文講読」を必修化する。 

(D) 

技術的課題を分析

し、解決するため

のシステムをデザ

インする能力を持

った技術者 

（D－１）自律的に新たなこと

にチャレンジする心（プロダク

トマインド）を育成し、問題解

決のために習得した専門知識

を応用できる 

到達目標(D-1)を達成するには基礎

知識を習得した上で様々な経験を

積んでいることが必要である。本科

専門科目の中にいくつか問題解決

能力を養成する科目を配置する。こ

れらを集大成するため、専攻科に

「専攻演習」を配置する。また同時

期に平行して「インターンシップ」

を配置して、実務の模擬経験をさせ

る。 

（D－２）問題解決のための計

画・実行方法の立案、得られた

結果の考察および整理ができ

る 

到達目標（D-2）は高専教育の最終

目標とも言えるものである。これは

本科 5年次に「卒業研究」、専攻科

1・2年次に「特別研究」を配置して、

達成を図る。 

（D－３）実験・実習、卒業研

究、特別研究科目の修得を通し

て、自主的、継続的に学習し、

他人と協調して実行できる 

到達目標（D-3）も高専教育の最終

目標と言えるものである。これを達

成するため、本科 2～5年次および

専攻科 1年次に実験・実習科目を配

置し、本科 5年次に「卒業研究」、

専攻科 1・2年次に「特別研究」を

配置して達成を図る。 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
     必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群    選択必修③群    選択必修④群    選択必修⑤群  

表４ 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 
 2014 年度（平成 26 年度）プログラム最終年次在籍学生の授業科目 2014/06/14 版 

学習・教育

到達目標 

授  業  科  目  名 

  
（準学士課程 1 年） 

  
（準学士課程 2 年） 

  
（準学士課程 3 年） 

1 年 
（準学士課程 4 年） 

2 年 
（準学士課程 5 年） 

3 年 
（専攻科課程 1 年） 

4 年 
（専攻科課程 2 年） 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（Ａ－１） 
              

（Ａ－２） 

              

（Ａ－３） 

              

（Ａ－４） 
              

（Ａ－５） 
              

保健体育（◎） 保健体育（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅠ） 体育実技（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅡ） 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

倫理

（◎） 倫理（◎） 

伝統文化

特論（◎） 

現代社会（◎） 歴史（◎） △法学（◎） 

△経済学（◎） 

情報倫理（◎） 技術者倫理（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

伝統文化

特論（◎） 
技術史 
（◎） 

技術史 
（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
     必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群    選択必修③群    選択必修④群    選択必修⑤群  

学習・教育

到達目標 

授  業  科  目  名 

  
（準学士課程 1 年） 

  
（準学士課程 2 年） 

  
（準学士課程 3 年） 

1 年 
（準学士課程 4 年） 

2 年 
（準学士課程 5 年） 

3 年 
（専攻科課程 1 年） 

4 年 
（専攻科課程 2 年） 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（Ｂ－１） 

              基礎数学Ⅰ（◎） 

基礎数学Ⅱ（◎） 

代数幾何学（◎） 

微分積分学（◎） 

確率統計学（◎） 

解析学Ⅰ（◎） 解析学Ⅱ（◎） 
(ME,CS) 

化学（◎） 化学（◎） 

基礎物理Ⅰ 
（◎） 

基礎物理Ⅱ 
（◎） 

物理（◎） 

情報処理（◎） 
(EE) 

電子計算機（◎） 
(EE) 

応用数学Ａ（◎） 
(EE) 

応用数学Ｂ（◎） 
(EE) 

線形代数（◎） 
(ME,CS) 

物理学（◎） 
(ME) 

離散数学Ⅰ 
（◎） (CS) 

離散数学Ⅱ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅰ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅱ

（◎） (CS) 
情報数学 

（◎） 

熱統計力学 
（◎） 

数理物理学 
 (◎） 

専攻演習Ⅰ 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
     必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群    選択必修③群    選択必修④群    選択必修⑤群  

学習・教育

到達目標 

授  業  科  目  名 

  
（準学士課程 1 年） 

  
（準学士課程 2 年） 

  
（準学士課程 3 年） 

1 年 
（準学士課程 4 年） 

2 年 
（準学士課程 5 年） 

3 年 
（専攻科課程 1 年） 

4 年 
（専攻科課程 2 年） 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（Ｂ－２） 

              

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気エネルギー 
概論（◎）(EE) 

電気機器（◎） 
(EE) 

パワーエレクトロ 
ニクス（◎）(EE) 

発変電工学（◎） 
(EE) 

電力系統工学（◎） 
(EE) 

高電圧工学（◎） 
(EE) 

電気応用（◎） 
(EE) 

電機設計（◎） 
(EE) 

電気法規（◎） 
(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

電気電子材料（◎） 
(EE) 

自動制御（◎） 
(EE) 

通信工学概論

（◎） (EE) 

応用物理（◎） 
(EE) 

電子工学（◎） 
(EE) 

電子回路（◎） 
(EE) 

電力システム 
（◎） 

計測制御特論 
（◎） 

電気電子回路

特論 （◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎） 

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
     必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群    選択必修③群    選択必修④群    選択必修⑤群  

学習・教育

到達目標 

授  業  科  目  名 

  
（準学士課程 1 年） 

  
（準学士課程 2 年） 

  
（準学士課程 3 年） 

1 年 
（準学士課程 4 年） 

2 年 
（準学士課程 5 年） 

3 年 
（専攻科課程 1 年） 

4 年 
（専攻科課程 2 年） 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（Ｂ－２） 
続き 

              

電気回路Ⅱ（◎） 
(ME) 

電気回路Ⅰ（◎） 
(ME) 

アナログ電子回路 
（◎）(ME) 

ディジタル電子回路 
（◎）(ME) 

電気磁気Ⅰ（◎） 
(ME) 

電気磁気Ⅱ（◎） 
(ME) 

計測工学（◎） 
(ME) 

制御工学（◎） 
(ME) 

電子計算機（◎） 
(ME) 

アルゴリズム理論 
（◎）(ME) 

計算機プログラミング 
（◎）(ME) 

通信工学（◎） 
(ME) 

アンテナ工学（◎） 
(ME) 

電気通信法規

（◎） (ME) 

工業材料（◎） 
(ME) 

半導体デバイス（◎） 
(ME) 

製図（◎） 
(ME) 

機械加工（◎） 
(ME) 

計算機援用設計 
（◎）(ME) 

機構学（◎） 
(ME) 

材料力学（◎） 
(ME) 

機械デザイン（◎） 
(ME) 

工学基礎（◎） 
(ME) 

電気電子回路

特論 （◎） 

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎） 

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
     必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群    選択必修③群    選択必修④群    選択必修⑤群  

学習・教育

到達目標 

授  業  科  目  名 

  
（準学士課程 1 年） 

  
（準学士課程 2 年） 

  
（準学士課程 3 年） 

1 年 
（準学士課程 4 年） 

2 年 
（準学士課程 5 年） 

3 年 
（専攻科課程 1 年） 

4 年 
（専攻科課程 2 年） 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（Ｂ－２） 
続き 

              電気回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅲ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅳ 
（◎） (CS) 

電子回路 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

デジタル回路設計 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

計算機アーキテク

チャⅠ （◎） (CS) 
計算機アーキテク

チャⅡ （◎） (CS) 

プログラミング応

用Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅲ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

ソフトウェア工学

Ⅰ（◎ ） (CS) 
ソフトウェア工学

Ⅱ （◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅰ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報通信システム

Ⅰ （◎） (CS) 
情報通信システム

Ⅱ （◎） (CS) 
 

情報ネットワーク 
（◎） (CS) 

データベース概論 
（◎） (CS) 

データベースシス

テム （◎） (CS) 
 

地理情報システム

概論（◎）(CS) 
 

オペレーションズ・リ

サーチⅠ（◎）(CS) 
オペレーションズ・リ

サーチⅡ（◎）(CS) 
 

情報社会論 
（◎） (CS) 

ビジネス情報シス

テム （◎） CS) 

情報数学概論 
（◎） (CS) 

プログラミング基

礎Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅲ （◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅰ 
（◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅱ 
（◎） (CS) 

 

数値計算Ⅰ 
（◎） (CS) 

数値計算Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報工学概論 
（◎） (CS) 

電気電子回路

特論 （◎） 

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎） 

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
     必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群    選択必修③群    選択必修④群    選択必修⑤群  

学習・教育

到達目標 

授  業  科  目  名 

  
（準学士課程 1 年） 

  
（準学士課程 2 年） 

  
（準学士課程 3 年） 

1 年 
（準学士課程 4 年） 

2 年 
（準学士課程 5 年） 

3 年 
（専攻科課程 1 年） 

4 年 
（専攻科課程 2 年） 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（Ｂ－３） 

              

品質管理論

（◎） (CS) 

生産管理

（◎）(CS) 

ＣＡＤ（◎） 
(EE) 

システム工学（◎） 
(EE) 

機械工学

（◎）(EE) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

音響工学（◎） 
(ME) 

信号処理（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

数理工学概論 
（◎） (CS) 

経営工学概論

（◎） (CS) 
マーケティング論

（◎） ((CS) 

ＤＴＰ・組版 
（◎） (CS) 

生産システム

特論 （◎） 

環境電磁工学 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎） 

信号処理論

（◎） 

構造材料 
（◎） 

機械工学概論 
（◎） 

信頼・安全性工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

生産管理工学 
（◎） 

専攻実験（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
     必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群    選択必修③群    選択必修④群    選択必修⑤群  

学習・教育

到達目標 

授  業  科  目  名 

  
（準学士課程 1 年） 

  
（準学士課程 2 年） 

  
（準学士課程 3 年） 

1 年 
（準学士課程 4 年） 

2 年 
（準学士課程 5 年） 

3 年 
（専攻科課程 1 年） 

4 年 
（専攻科課程 2 年） 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（Ｂ－４） 

              

（Ｃ－１） 

              

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

創造設計 
（◎） (EE) 

メカトロニクス（◎） 
(EE) 

工学基礎（◎） 
(EE) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

表現（◎） 

文書作成概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

文書作成概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

 

専攻実験（◎） 

論文講読Ⅰ

（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
     必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群    選択必修③群    選択必修④群    選択必修⑤群  

学習・教育

到達目標 

授  業  科  目  名 

  
（準学士課程 1 年） 

  
（準学士課程 2 年） 

  
（準学士課程 3 年） 

1 年 
（準学士課程 4 年） 

2 年 
（準学士課程 5 年） 

3 年 
（専攻科課程 1 年） 

4 年 
（専攻科課程 2 年） 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（Ｃ－２） 

              

（Ｃ－３） 

              

（Ｄ－１） 

              

情報倫理（◎） 卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

プレゼンテーション 
（◎） (CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

英語（◎） 英語（◎） 英語（◎） 英語演習（◎） 

選択英語（◎） 

プレゼンテーション 
（◎） (CS) 

 

技術文書作成 
（◎） (CS) 

論文講読Ⅱ 
（◎） 

英語Ⅰ（◎） 英語Ⅱ（◎） 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

プログラミング応

用Ⅲ( （◎） CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

生産システム

特論 （◎） 

選択英語（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
     必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群    選択必修③群    選択必修④群    選択必修⑤群  

学習・教育

到達目標 

授  業  科  目  名 

  
（準学士課程 1 年） 

  
（準学士課程 2 年） 

  
（準学士課程 3 年） 

1 年 
（準学士課程 4 年） 

2 年 
（準学士課程 5 年） 

3 年 
（専攻科課程 1 年） 

4 年 
（専攻科課程 2 年） 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（Ｄ－２） 

              

（Ｄ－３） 

              

 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 専攻実験（◎） 

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 
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表５ 自己点検書添付資料の一覧表 

(注) 通し番号から抜けている整理番号の資料は、実地審査閲覧資料です。 

整理番号 添付資料名

T01 表 1 学習・教育到達目標と基準 1(2)の(a)～(i)との対応 

T02 表 2 学習・教育到達目標とその評価方法及び評価基準 

T03 表 3 学習・教育到達目標に対するカリキュラム設計方針の説明 

T04 表 4 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 

T05 表 5 自己点検書添付資料の一覧表 

T06 表 6 実地審査閲覧資料の一覧表 

T07 参考資料 プログラム関係数値データ

＜基準 1> 

整理番号 添付資料名

1(1)-1 <添付資料>： 学校資料 info2013 pp.15-18 

1(1)-2 <添付資料>： 教育課程表 

1(1)-3 <添付資料>： 卒研･特研シラバス 

1(1)-5 <添付資料>： 国際交流実績 

1(1)-7 <添付資料>： 学内配置図 

1(1)-8 <添付資料、実地資料>： 教務規程 

1(1)-9 <添付資料>： 進路先一覧(平成 23年度、24年度) 

1(1)-10 <添付資料>： キャリアデー講師アンケート 

1(1)-11 <添付資料>： キャリア求人データ 

1(1)-12 <添付資料>： 入学試験時アンケート 

1(1)-13 <添付資料>：  4年学年末進路アンケート 

　　　 
　　44



1(1)-14 
学校 HPの JABEE紹介ページ 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.html 

1(1)-15 <添付資料>： 学校説明会での配付資料 

1(1)-17 <添付資料>： 履修の手引き 

1(1)-18 <添付資料>： 説明会通知文書 

1(1)-19 <添付資料>： 履修の手引き(改訂版) 

1(1)-20 <添付資料>： 採用企業アンケート 

1(2)-1 <添付資料>： 技術者像と学習・教育到達目標 

1(2)-2 <添付資料>： 別表 1_学習・教育到達目標と JABEE基準 1(2)要件(a)～(i)との

同等性保証 

1(2)-4 <添付資料>： 目標(A-2)関連科目として、3年次履修一般科目「国語」 

1(2)-5 <添付資料>： 目標(A-3)関連科目として、2年次履修一般科目「歴史」 

1(2)-6 <添付資料>： 目標(A-4)関連科目として、5年次履修専門科目「技術者倫理」 

1(2)-7 <添付資料>： 目標(A-3)関連科目として、1年次履修一般科目「現代社会」 

1(2)-8 <添付資料>： 目標(A-5)関連科目として、専攻科履修科目「技術史」 

1(2)-9 <添付資料>： 目標(B-1)関連科目として、4年次履修専門科目「解析学Ⅱ」 

1(2)-10 <添付資料>： 目標(B-1)関連科目として、5年次履修専門科目「物理学」 

1(2)-11 <添付資料>： 目標(B-1)関連科目として、3年次履修専門科目「情報処理」 

1(2)-12 <添付資料>： 目標(B-2)関連科目として、4年次履修専門科目「電気磁気学」 

1(2)-13 <添付資料>： 目標(B-2)関連科目として、5年次履修専門科目「デジタル電子

回路」 

1(2)-14 <添付資料>： 目標(B-4)(D-3)関連科目として、4年次履修専門科目
「電気工学実験」 

1(2)-15 <添付資料>： 目標(B-3)関連科目として、専攻科履修科目「生産システム特論」 

1(2)-16 <添付資料>： 目標(C-2)(D-1)(D-2)(D-3)関連科目として、5年次履修専
門科目「卒業研究」 
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1(2)-17 <添付資料>： 目標(C-2)(D-1)(D-2)(D-3)関連科目として、専攻科履修科目   
「特別研究」 

1(2)-18 <添付資料>： 別表 2.1-1 授業科目別授業時間、学習内容 

1(2)-19 <添付資料>： 目標(C-1)関連科目として、1年次履修一般科目「表現」 

1(2)-20 <添付資料>： 目標(C-1)関連科目として、専攻科履修科目「論文講読Ⅰ」 

1(2)-21 <添付資料>： 目標(C-2)関連科目として、1年次履修一般科目「情報倫理」 

1(2)-22 <添付資料>： 目標(C-3)関連科目として、専攻科履修科目「論文講読Ⅱ」 

1(2)-23 <添付資料>： 目標(C-3)関連科目として、専攻科履修科目「英語Ⅰ」 

1(2)-24 <添付資料>： 目標(C-3)関連科目として、専攻科履修科目「英語Ⅱ」 

1(2)-25 <添付資料>： 目標(B-3)関連科目として、専攻科履修科目「専攻実験」 

1(2)-26 
＜添付資料＞： 別表 2-1～5_学習・教育到達目標および分野別要件との 

対応科目表(一般教育科、3専門学科、専攻科) 

1(2)-27 ＜添付資料＞： 別表 2-5_学習・教育到達目標および分野別要件との対応表(専

攻科)_2014年度版 

1(2)-28 ＜添付資料＞： 専攻科専門科目「専攻演習Ⅰ,Ⅱ」シラバス 

＜基準 2＞

整理番号 添付資料名

2.1(1)-1 <添付資料>： 表１ 学習・教育到達目標と基準 1(2)要件(a)～(i)との対応 

2.1(1)-2 <添付資料>： 表２ 学習・教育到達目標と評価方法および評価基準（全体） 

2.1(1)-3 <添付資料>： 表３ 学習・教育到達目標に対するカリキュラム設計方針説

明 

2.1(1)-4 <添付資料>： 別表１ 学習・教育到達目標と JABEE基準 1(2)(a)-(i)との同

等性保証 

2.1(1)-5 <添付資料>： 別表 2-1～5_学習・教育到達目標および分野別要件との対応科

目表(一般教育科、3専門学科、専攻科) 

2.1(1)-6 <添付資料>： 表４ 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目

の流れ 

　　　
　　46



 

 

2.1(1)-7 <添付資料>： 履修の手引 

2.1(1)-8 JABEE紹介 Webページ 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.html 

2.1(1)-9 <添付資料>： シラバスにおける表４の部分（一部） 

2.1(1)-10 <添付資料> 別表 2.1-1 授業科目別授業時間、学習内容 

2.1(1)-11 <添付資料> 別表 2.1-2 当該分野にふさわしい数学、自然科学および科学技

術に関する内容の割合計算表 

2.1(2)-2 シラバス Webページ http://www.salesio-sp.ac.jp/syllabus/index.html 

2.2(1)-1 <添付資料>： 授業アンケート 

2.2(2)-1 <添付資料>： 授業アンケート（問１，２集計） 

2.2(3)-1 <添付資料>： 達成度チェックシート 

2.3(1)-1 <添付資料>： 別表 2.3(1)-1 教員在籍数 

2.3(1)-3 研究ポータルサイト http://www.salesio-sp.ac.jp/research/index.html 

2.3(1)-4 <添付資料>： 課題研究費公募書類（staffメールより） 

2.3(1)-5 <添付資料>： 課題研究費実績報告書（研究紀要 No.41より） 

2.3(2)-1 <添付資料> 学科会議規定 

2.3(2)-2 <添付資料> 一般教科会議規定 

2.3(2)-3 <添付資料> 専攻科会議規定 

2.3(2)-4 <添付資料> 成績操行会議規定 

2.3(2)-5 <添付資料> Weekly教職員会規定 

2.3(3)-1 <添付資料> 教育点検・改善ＰＤＣＡの図_4(1)-2より 

2.3(3)-2 <添付資料> JABEEコース教育改善システム委員会規則_4(1)-4より 

2.3(3)-3 <添付資料> 分科会業務細則_4(1)-3より 

2.3(3)-4 ＨＰ開示 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.html 

2.3(3)-7 <添付資料> 2012年度 FD研修資料 

2.3(4)-2 <添付資料>： SMS個人目標体系図 認証資料 9-1-⑬その 1 
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2.3(4)-3 <添付資料>： 個人目標記述書（部署長評価付）の一例 

2.3(4)-5 <添付資料>： 教員業績一覧表の一例 

2.3(4)-6 <添付資料>： 平成 26年度教育部門長方針 

2.3(4)-7 <添付資料>： 平成 26年個人目標の書き方 

2.3(4)-8 <添付資料>： 授業改善の取り組み事例（2012 自己点検書資料 9-1-④-3～8

より） 

2.4(1)-1 <添付資料>： 学校案内パンフレット(学校全体紹介編)pp.2右上 

2.4(1)-2 <添付資料>： 本科募集要項(裏面) 

2.4(1)-5 <添付資料>： 本科募集要項(表面) 

2.4(1)-7 本校ウェブサイト 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/examination/index.html 

2.4(1)-8 <添付資料>： 中学校訪問リスト 

2.4(1)-9 <添付資料>： 中学校訪問の心得 

2.4(2)-1 本校ウェブサイト 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.html 

2.4(2)-5 <添付資料>： 「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引 

2.4(2)-6 本校ウェブサイト 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.html 

2.4(3)-5 本校ウェブサイト 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.html 

2.4(3)-6 <添付資料>： 専攻科募集要項 

2.4(3)-7 本校ウェブサイト 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/examination/ac/application/app_ac.p

df 

2.5(1)-1 <添付資料>:平成 24年度自己評価書基準８ 

2.5(1)-2 <添付資料>:2013年度授業時間割 

2.5(2)-1 <添付資料>:サマースクーリング 2013講座開講希望のご案内 

2.5(2)-2 <添付資料>:研究委員会_学生発表に関する調査 

2.5(2)-4 <添付資料>:サマースクーリング 2013講座実績 
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2.5(2)-5 <添付資料>：2011年度教員研究活動報告（紀要） 

＜基準 3＞ 

整理番号 添付資料名 

3(1)-1 <添付資料>： シラバス(sample)  

3(2)-1 <添付資料>： 「生産システム工学」教育プログラム履修の手引 p.4 

3(2)-2 <添付資料>： 「生産システム工学」教育プログラム履修の手引（改訂版）p.8 

3(2)-3 <添付資料>： 教務規則第 40条(info2014 p.41) 

3(2)-4 第 3・4学年編入学 学生募集要項 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/examination/transfer/application/app_

transfer.pdf 

3(2)-5 <添付資料>： 教務規則第 21条（info2014 p.39） 

3(2)-6 <添付資料>： 教務関係内規 1001～1006（転編入生の単位認定） 

3(3)-1 <添付資料>： 達成度チェックシート(sample) 

3(3)-2 <添付資料>： 表 2 学習・教育到達目標と評価方法および評価基準（全体） 

3(4)-1 <添付資料>： 別表 2-1～2-5 学習･教育到達目標および分野別要件との対応

科目表 

3(4)-2 <添付資料>： 表 4 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の

流れ 

3(5)-1 <添付資料>： 表 1 学習・教育到達目標と基準 1(2)要件(a)～(i)との対応 

3(5)-2 <添付資料>： 別表 1 学習・教育到達目標と JABEE基準 1(2)(a)-(i)との同等

性保証 

＜基準 4＞ 

整理番号 添付資料名 

4(1)-1 <添付資料>:委員会辞令 

4(1)-2 <添付資料>：教育点検・改善ＰＤＣＡ図 

4(1)-4 <添付資料>: JABEEコース教育システム委員会規則 
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4(1)-5 <添付資料>:分科会業務細則 
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表６ 自己点検書実地審査閲覧資料の一覧表 

(注) 通し番号から抜けている整理番号の資料は、自己点検結果編の添付資料です。 

＜基準 1> 

整理番号 実地審査閲覧資料名

1(1)-1 <実地資料>： 学校資料 info2013 

1(1)-4 <実地資料>： 応用技術センター報告集 

1(1)-5 <実地資料>： 4年研修旅行報告書、東ティモール紹介 

1(1)-6 <実地資料>： 教員一覧表 

1(1)-16 <実地資料>： 教員会議用パワーポイント 

1(1)-20 <実地資料>： 採用企業アンケート 

1(2)-3 <実地資料>： 全科目シラバス 

＜基準 2＞

整理番号 実地審査閲覧資料名

2.1(2)-1 <実地資料>： 全科目シラバス 

2.3(1)-2 <実地資料>： 教員一覧表 

2.3(2)-6 <実地資料> 学科会議議事録 

2.3(2)-7 <実地資料> 一般教科会議議事録 

2.3(2)-8 <実地資料> 専攻科会議議事録 

2.3(2)-9 <実地資料> 成績操行会議議事録 

2.3(2)-10 <実地資料> Weekly教職員会議アジェンダ 

2.3(3)-5 <実地資料> ★ファイルの所在アドレス Staff(\\tfilesv\2014 年度\(委員

会)JABEE委員会 

2.3(3)-6 <実地資料> 新任教員研修資料 
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2.3(4)-1 <実地資料>： SMSマニュアル 

2.3(4)-4 <実地資料>： 個人目標記述書 

2.3(4)-6 <実地資料>： 教員業績一覧表 

2.4(1)-3 <実地資料>： サレジオ工業高等専門学校本科入学者判定規程 

2.4(1)-4 <実地資料>： 本科入学試験問題 

2.4(1)-6 <実地資料>： 入学試験面接マニュアル 

2.4(1)-10 <実地資料>： 入学者判定会議議事録 

2.4(1)-11 <実地資料>： 入学者選抜試験結果(学力・面接) 

2.4(2)-2 <実地資料>： サレジオ工業高等専門学校専攻科入学者選抜事前審査規程 

2.4(2)-3 <実地資料>： 専攻科入学者選抜規程 

2.4(2)-4 <実地資料>： 専攻科入学者選考基準内規 

2.4(2)-7 <実地資料>： 専攻科入学者決定会議議事録 

2.4(3)-1 <実地資料>： サレジオ工業高等専門学校専攻科入学者選抜事前審査規程 

2.4(3)-2 <実地資料>： 専攻科入学者選抜規程 

2.4(3)-3 <実地資料>： 専攻科入学者選考基準内規 

2.5(1)-3 <実地資料>：平成 25年度教育研究経費 

2.5(2)-3 <実地資料>：専攻科会議議事録 

＜基準 3＞ 

整理番号 実地審査閲覧資料名 

3(1)-2 <実地資料>： 全科目シラバス 
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3(2)-7 <実地資料>： 専攻科入学者選抜事前審査規程 

＜基準４＞ 

整理番号 実地審査閲覧資料名 

4(1)-3 <実地資料>：分科会議事録 

4(1)-6 <実地資料>: プログラム点検組織 

http://www.salesio-sp.ac.jp/main/guidance/detail/jabee/index.html 

4(1)-7 <実地資料>: プログラム点検組織 

Staff(\\tfilesv\2014年度\(委員会)JABEE委員会 

4(2)-1 <実地資料>:学生の要望、社会ニーズアンケート資料  

4(2)-2 <実地資料>:学生による授業評価 

4(2)-3 <実地資料>:職業レディネステスト 

4(2)-4 <実地資料>:SPI対策試験結果 

4(2)-5 <実地資料>：JABEEコース教育システム委員会議事録 

4(2)-6 <実地資料>:分科会活動記録 
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添付資料編_基準 1 



第３章 学校を良く知るために

15 

3.1 理念・目的・目標 

＜本校の教育方針について＞ 

3.1.1 教育理念 

 本校はローマカトリック教会において青少年教育を目的として事業を始めた聖人ヨハネ・ボスコ（伊

1815-1889）によって創設されたサレジオ修道会が全世界に展開している学校の 1 つとして 1935 年

東京に創立された。1985 年，前身の育英工業学校の創立から数えて 50 周年を迎えたその際，教育理念

を明確にしようとする当時のスタッフにより以下の３つの校是が定められた。 

校是１ 「神は愛なり Loving Kindness」より 

カトリック・ミッションによるキリスト教の精神に基づく教育 

校是２ 「技術は人なり Human Technology」より 

教養と専門を基盤とする総合的人格陶冶に基づく技術者教育 

校是３ 「真理は道なり Living Truth」より 

理論と実践を両輪に創造性と探究心あふれる人間教育 

＜校是の解説＞ 

その言葉の出典は校是１と校是３はともに聖書から引用された言葉である。 

校是１は「愛する者たち、互いに愛し合いましょう。愛は神から出るもので、愛する者はみな、神から

生まれ、神を知っているからです。愛することのない者は神を知りません。神は愛だからです」（ヨハネ

４章７節）に基づく。「人類に幸福をもたらす技術」を目指す本校は、神が人間を愛しているので、人間

は神の導きによって神から与えられた技術を用いて人類に幸福をもたらすことができるという信念をもつ。 

校是２はわが国の写真電送の発明者である丹羽保次郎（日 1893-1975）の言葉で技術はそれに関わる

人の有様によって生み出されるものが左右されると述べられている。それはキリスト教の最も重要な教え

のひとつに「自分を愛するようにあなたの隣人を愛しなさい」（マタイ 22 章 39 節）という言葉がある

ように，人類のために使われる技術を生み出す技術者は隣人のために誠実に振舞わなければならないとい

う信念のもと「人類に幸福をもたらす技術」の拾得を目指す。 

校是３は「真理を行うものは光の方に来る。その行いが神に導かれてなされたということが、明らかに

なるために」（ヨハネ 3 章 21 節）に基づく。学問を通して真理を探究する者には神は道を示してくれる。

真理を求めて歩むこと自体が、知的に、精神的に人間を高めるという信念から「人類に幸福をもたらす技

術」を学び、向上する精神を大切にする。 

＜基本精神＞ 

 創立者ヨハネ･ボスコの精神に基づき、彼らが善き社会人になるために、キリスト教精神に基づいた人間

教育を目標とする。キリスト教精神とは、忍耐、寛容、ゆるし、謙遜、誠実（Ⅰｺﾘﾝﾄ１３章）を意味する。

さらに本校で学び、習得した技術を通して人類社会に貢献できる人間を育て、聖書のことばにある「地の

塩」（マタイ５章）に象徴される、それぞれが習得した能力や与えられた立場を生かして、社会を支える技

術者になることを勧める。キリスト教の世界観と全世界に 2350 余の姉妹校を持つ本校は、その連携を通

して、人類社会という世界に開かれた視野を持つ実践的技術者を育成する。さらにヨハネ・ボスコが大切

にした、「予防法教育実践」にもとづく、常に教えられる者とともに、彼らの目線でものごとを捉え、とも

に歩む姿勢「アシステンツァ」という教育手法を実践する。 
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3.1.2 教育目的 

－ 基本精神 － 

キリスト教精神に基づく人間観を持った善き職業人を養成する 

1.専門性･･･深く専門の学芸を教授し高度の工業専門教育を行う 

2.国際性･･･国際社会で活躍できる有為な人材を養成する 

3.人間性･･･社会性豊かな，創造性に富んだ，チャレンジ精神溢れる個性に伸ばす 

＜基本精神の解説＞ 

創立者ヨハネ・ボスコの精神に基づき，健全な青少年を育成するために，彼らが善き社会人となるため

に必要な糧を与えることを目標とする。それは技術を通して人類社会に貢献できる人間を育てることであ

り, 社会の華やかな舞台ではなく，聖書の言葉である「地の塩」に象徴される，見えないところで大地を支

える岩塩のように，社会を支える技術者になることを勧める。キリスト教の世界観と全世界に 1600 余の

姉妹校をもつ本校はその連携を通して，人類社会という世界に開かれた視野を持つ実践的技術者を育成す

る。さらにヨハネ・ボスコの常に教えられる者とともに，彼らの目線でものを考え，ともに歩む姿勢「ア

システンツァ」という教育方針を実践する。 

3.1.3 教育目標 

 教育目的を実現するために，サレジオ工業高等専門学校は以下に掲げる素養を持つ技術者を育成するこ

とを教育目標とする 

3.1.3.1 準学士課程の教育目標とその背景 

平成 19 年度までの info2007 には以下の教育目標が示されていた。 

従来の学校教育目標が JABEE 準備委員会によって平成 16 年度に審議、提案された事情から上記の目

標達成は主として高専 4-5 年から専攻科 1-2 年の学士課程を想定したものであった。しかし今回、機関

別認証評価を受審するにあたって、高専 1-5 年の準学士課程と専攻科 1-2 年については両課程を履修す

る学生の員数は大きく異なり、必然的に準学士課程で卒業する大半の学生の目標は専攻科に進む 10%以下

の学生の達成する目標とは異なるべきであるという観点が示され学校教育目標を改定することとなった。 

前節で定めた教育目的、これは従前と変わらないが、に基づく技術者がもつべき素養、すなわち達成目

標をそれぞれの課程ごとに定めることとする。技術者の標準的カテゴリーを考えると高専の出身者に対す

る産業界の期待は大企業から中小企業では多少異なるものの非常に大きな期待を寄せられていることは事

実である。準学士課程では 5 年間の「実践型技術者」の完成教育を、専攻課程はそれに加えて 2 年間で開

発型技術者ないし、研究開発型技術者となることを期待されている。ではそれぞれの課程において技術者

としてどのような素養を持つべきなのであろうか。平成 20(2008)年度に以下のように改定した。 

以下に掲げる素養を持つ技術者を育成することを目標とする。 

A.基礎力：専門分野に関する基礎的な知識・技能を身につけた技術者 

B.実践力：アイデアを具現化することができる開発型技術者 

C.コミュニケーション力：物事を論理的に考え、文章や口頭によって意思疎通ができる技術者 

D.健全な倫理観に基づき技術によって社会に貢献できる技術者 

E.国際社会の一員として考え、行動できる技術者 
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 「基礎力」については後期中等教育である高等学校課程に相当する 1-3 年の課程を抱えている以上、こ

こでは当然一般教育の英語、数学を始め、後に学ぶ専門教育に必須の教科を通して基礎力をつけることで

ある。それは従前の専門分野の基礎力まで及ぶものであって当然である。 

 「実践力」については上位の技術者から指示された課題について確実に対応して実行できることがまず

必要である。次にその過程において自分なりの工夫やアイデアを投入して問題解決ができればなお良い。 

 「コミュニケーション力」については基礎力をもとに課題や実験報告を作成したり、特に最近の若者に

不足しているといわれる自分の意思を相手に伝える、相手の考えを読み取る力が一般、専門の両分野にか

かわらず必要である。その力はやがて調査報告、研究発表や学会発表での能力を養成することにつながる。 

 「人間性」についてはまず技術者以前に多感な青年期を過ごす 16-20 歳の 5 年間に健全な人格をつく

ること、またこれも最近指摘される青少年の社会性の欠如を十分に配慮する必要がある。特に低学年にお

いてはこれを配慮する必要があり、その後高学年にあって技術者としての倫理観や技術のもつ社会性に目

覚めさせる必要がある。 

 「国際性」についてはまず身近な周囲において多様な価値観をもった人々との交流ができることが重要

である。多様な人々の意味は外国人に限定したものでなく異なる考えをもった人の意味も含む。その上で、

学内における外国人教員、留学生、海外研修、その他の国際交流の場面で活かされる。 

 新しい目標は準学士課程の 5 年間で多くの学生が達成しなければならない目標であり、いわゆるミニマ

ム・リクワイアメント（最小達成目標）として制定した。これらの学校目標をもとに学科、教科の学習教

育目標が定められるが、それらの学科、教科目標は学校目標を最低基準としてより高い目標を目指すこと

になる。また現在の新カリキュラムが平成 16 年度から導入された関係で従前の学校目標を前提に組み立

てられていることもある。なお従前の目標と新しい目標は断絶したものではなくここまで説明してきた背

景に基づくものであることを理解してほしい。 

3.1.3.2 専攻科課程の教育目標とその背景 

 専攻科課程にあっては準学士課程で身に着けた実践的技術者としての基礎の上に、より深い専門基礎力

と特別研究を通じての研究開発の体験を基に研究開発能力を有する技術者となるために以下の目標を達成

する 

準学士課程にあっては実践的技術者となるために以下のような力を身につけることを目標とする 

Ａ. 基礎力：専門分野を学ぶために必要な基礎的学力や技能 

Ｂ. 実践力：提示された課題を正確に必要かつ十分に実現する力 

Ｃ. コミュニケーション力：物事を論理的に考え、それらを文章や言葉で表現する力 

Ｄ. 人間性：健全な人格を育成し、社会性をもつ人柄となる力 

Ｅ. 国際性：海外の人々と交流するために必要とする基本的な力 

Ａ. 基礎力：特別研究の遂行過程において常に基礎に還り、新知識を創り出す訓練を行う 

Ｂ. 専門力：準学士課程の専門課程と接続して、より高度な専門領域について研究室を中心として特別実

験や特別研究の実践を通して知識のみならず、学ぶ力を養うことで創造的研究開発能力を得る

Ｃ. コミュニケーション力：学会の場を通じ、論文作成、研究発表（情報発信）、質疑応答を通し、真

の意味でのコミュニケーション力を養う 

Ｄ. 人間性：学問を通して人間性を養う 

Ｅ. 国際性：国際会議における研究発表を通じ、エンジニアとしての国際性を身につける 
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これらの目標達成に専攻科では特別研究を中心に本当の意味での研究を行うようにしている。その成果

例として、添付資料は専攻科学生が行った研究成果の国際会議（レフェリー付）、学会発表を示している。 

（１）の基礎力は電磁気学、電気回路とその演習をいくらやっても身につくものではなく、研究の過程

での議論で常に教員～学生間で基礎に帰ることにより研究が遂行され、基礎力がつくものと考え

る。 

（２）は研究が全て新しいこと（世の中で判っていないこと）がテーマで実験、理論の展開によって遂

行される。 

（３）は２年間で５回行われる発表会を通じ培われる。 

（４）の人間性はその涵養が難しいが「人格は学問をすることによって培われる。」（徳島大学小田教

授（心理学）談）ことでここでも真の研究が要求される。 

（５）は１項で述べた「研究イコール国際的」であることである。 

以上のような内容を実施するにあたっては一人の教員だけによる偏りがないように 

(ア) 主査・副査制の導入 

(イ) フェロー制度 

を平成１９年度から実施している。なお専攻科の教育理念の背景についてはこのinfo2009の第Ⅴ章のＨ

専攻科生産システム工学専攻紹介のページにおいて「Ｔの字型教育理念」として紹介している。 

平成22年、23年と学校の政策もあって両年度とも定員14名の入学実績に達した。しかしながら本科と

異なって自律した学習姿勢と自己管理力が要求されることから、キャリア教育を全学年にわたって見直し、

さらに本科4年生から専攻科2年に至るいわゆる「JABEEプログラム」に対応可能な新たな目標設定が必

要としている。 
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開講年度 2013 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

卒業研究 電気工学科 5年 通年 8 

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

Graduation Research 必修 180 

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

加藤 雅彦 EE・教授 312 木曜日以外 kato-m@ 

水谷 浩 EE・教授 217 木曜日以外 mizutani@ 

渡邉 聡 EE・教授 219 金曜日以外 watanabe@ 

房野 俊夫 EE・准教授 216 水曜日以外 bouno@ 

他5名（計 9名） 

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 

EE-1 EE-2 EE-3 EE-4 EE-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 

授業概要 

高専教育の集大成として実施するものであり、それぞれが自主的にテーマを選定し、計画立案し、まとめて研 

究論文とするものである。ここでは学生個人の自主・創造・実践・分析・解析・まとめ・発表までを総合的に 

行う｡ 

到達目標 

□研究計画を立てることができる。

□問題解決に向かって継続的に研究することができる。

□科学的・論理的に文書を書くことができる。

□わかりやすく発表することができる。

授業方法 
授業開始時は教室に集合し、諸注意及び伝達事項確認後に各研究室に分かれて卒業研究を実施する。各自の卒 

業研究進行状態の確認のために、年２回中間発表を実施する。学年末に卒業論文としてまとめ、発表を行う。 

教科書 

補助教材 

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

指示された報告書を全て提出していることが評価の前提となる。評価は電気工学科卒研担当教員全員で行い、 

総合評価は（(1)論文内容 (2)発表 (3)理解度 (4)研究態度 (5)創造性）を総合的に判断して、指導教員（６０％） 

＋その他の教員の平均（４０％）にて評価する。 

関連科目 

準備学習に 

関する 

アドバイス 

卒業研究は、週１回の授業時間内だけでは到底終わりませんので、毎日研究室に顔を出し、自主的にスケジュ 

ールを立てて、研究を実施していくこと。 

授業計画 

時間数 授業項目及び学習達成項目 

180 ガイダンス 

テーマ・概要・年間計画の提出 

第１回中間発表 

育英祭卒研概要の提出 

育英祭パネル作成・展示・説明 

第２回中間発表 

卒業論文・卒研概要の提出 

卒研発表 

□卒業研究の進め方、年間スケジュール、評価について理解する。

□年間計画を立てることができる。

□研究背景、研究目的、研究計画を中心にパワーポイントで作成

し、口頭発表することができる。

□中間報告の概要を文書で作成することができる。

□中間報告のパネルを作成し、ポスター発表することができる。

□研究計画に沿って得られた結果、今後の計画を中心にパワーポイ

ントで作成し、口頭発表することができる。

□背景、目的、方法、結果、考察、結論の順に科学的・論理的に

記述された論文を書くことができる。

□パワーポイントでわかりやすく口頭発表し、質疑に対して的確に

回答することができる。

合計 

180 

時間 

- 172 -
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開講年度 2013 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

卒業研究 機械電子工学科 5年 通年 8 

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

Graduation Research 必修 5 175 

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

吉野 純一 ME・教授 304 火曜日以外 yoshino@ 

森 幸男 ME・教授 303 金曜日以外 mori@ 

稲毛 達朗 ME・助教 318 金曜日以外 inage@ 

大杉 功 ME・教授 210 火曜日以外 ohsugi@ 

他7名（計11名） 

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 

ME-1 ME-2 ME-3 ME-4 ME-5 ME-6 ME-7 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 D-1 D-2 D-3 

授業概要 

卒業研究は教員の下で少人数で実施する研究生の高い授業科目である。各教員の専門分野に基づいたテーマを 

選択し、学生自らがこれまでに学んだ専門の知識を利用して問題解決に取り組み、その成果を論文として取り 

まとめ、口頭発表する。独創性の涵養と専門知識の更なる向上を期待している。 

到達目標 

□ テーマに沿って目標を設定することができる

□ 研究プランを作成し、遂行することができる

□ 得られた成果を評価し、改善策を考えることができる

□ 得られた成果を論文としてまとめることができる

□ 得られた成果を口頭によって発表することができる

授業方法 
各担当教員の研究室において、学生が主体となって問題解決に取り組む。研究室内での輪講や学外組織との交 

流会を行うこともある。 

教科書 なし 

補助教材 特になし 

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

研究態度、論文内容、口頭発表内容等を複数の教員で審査し、総合的に評価する。 

［計算方法］ 

各教員の評価点から最大評価点と最小評価点を除いて求めた平均値を、卒業研究の評価点とする。 

ただし指導教員の評価点は２人分として扱う。 

［合格基準］ 

平均評価点が60点以上の場合、卒業研究を合格とする。 

関連科目 すべての専門科目 

準備学習に 

関する 

アドバイス 

単位時間数は８単位科目であるが、時間割内では５校時分しか確保していない。不足の３校時分は学生が自ら 

積極的に活動し、補うことを期待しているので、がんばってほしい。 

授業計画 

時間数 授業項目及び学習達成項目 

180 各研究室での卒業研究活動 

主要日程 

11月 2日-11月 3日 

  文化祭 中間発表（ポスター形式） 

2月 19日 概要提出 

2月 21日 論文提出 

2月 25日-2月 28日 卒研審査 

機械計測制御研究室(稲毛) 

流体などを観測対象とした計測実験による研究を行っている。 

電子材料研究室(大杉) 

熱電半導体の基礎物性および応用に関する研究を行っている。 

制御システム研究室(冨田) 

電子機器が関係するシステムについて制御の観点から捉えた研究 

を行っている。 

信号処理研究室（森） 

音響や画像、生体に関する信号処理の研究を行っている。 

また教育工学として創造性教育、e-learning開発等を行っている。 

情報通信工学研究室（吉田） 

位置情報を利用したセンサネットワークに関する研究を行ってい 

る。 

電子通信研究室（吉野） 

災害時における高齢者を意識した見守りシステム及び安否確認法 

について研究している。 

産業応用研究室（米盛） 

パワーエレクトロニクスの応用として、IHクッキングヒータとと太 

陽光発電システムに関する研究を行っている。 

その他、他学科の研究室で卒業研究を行うことがある。 

合計 

180 

時間 

- 212 -
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開講年度 2013 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

卒業研究 情報工学科 5年 通年 8 

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

Graduation Research & Thesis 必修 180 

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

島川 陽一 CS・教授 401 水：12:20-13:00 simakawa@ 

山野邉 基雄 CS・教授 402 裁量日以外 yamanobe@ 

内田 健 CS・准教授 405 裁量日以外 uchida@ 

清水 哲也 CS・講師 407 裁量日以外 shimizu@ 

他3名（計 7名） 

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 

CS-7 CS-8 CS-9 CS-10 CS-11 B-1 B-2 B-3 C-3 D-1 D-2 D-3 

授業概要 

卒業研究は指導教官のもとで個別のテーマを実施することによる専門性の高い実習科目である。各学生のテー 

マは指導教官の専門分野において設定され、教官の監督のもと学生が自主的に問題解決に取り組む。最終的に 

はこの成果を論文にまとめ口頭発表する。 

到達目標 

・テーマに沿って目標を設定することができる。 

・研究計画を指導教官の監督のもと作成し、遂行することができる。 

・得られた結果を評価し、問題点を分析することができる。 

・得られた成果を論文としてまとめることができる。 

・得られた成果を口頭で発表することができる。 

授業方法 
各指導教員の研究室もしくは指定された研究室で学生が主体的に問題解決に取り組む。学校内外での研究会に 

出席して知見を広げることもできる。 

教科書 なし 

補助教材 なし 

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

研究態度、口頭発表の内容、論文の内容から審査して総合的に評価する。 

関連科目 全科目 

準備学習に 

関する 

アドバイス 

単位時間数は8であるが時間割内では5時間しか割り当てられてない。残りの不足時間は自主的に時間を確保し 

て補ってもらいたい。 

授業計画 

時間数 授業項目及び学習達成項目 

180 各研究室の概要 

計算システム研究室（内田） 

制御情報研究室（大島） 

アプリケーション開発研究室（小出） 

量子情報マルチメディア研究室（清水） 

数理モデル研究室（島川） 

映像メディア研究室（杉本） 

物理・情報研究室（山野辺） 

数式処理研究室（兵頭） 

（今年度募集なし） 

卒研の主要スケジュール 

コンピュータ・ネットワーク・オペレーティングシステムから構成 

される「計算システム」を研究対象としている。 

制御情報に関連する分野の研究を行っている。 

アプリケーションプログラムの設計・開発を対象とした研究を行っ 

ている。 

量子暗号・量子信号検出理論を中心に研究している。そのほかに最 

近は情報マルチメディアの分野に興味をもって研究している。 

オペレーションズ・リサーチを中心に地理情報システム、応用統計 

の分野の研究をしている。適用事例研究を特に重視している。 

映像芸術学の視点から映像メディアを研究している。 

指導教員の専門は理論物理学である。力学系のシミュレーションや 

解析を行っている。 

数式処理とその応用を研究する数理科学の研究室である。数式処理 

システム上で、より高速に演算する方法や、グラフを正確にコンピ 

ュータ上で描画する方法、また応用として実世界や工学の問題を数 

式処理を用いたアプローチで解決する問題などを研究している。 

第 1回中間発表 （発表形式）夏休み直前 

第 2回中間発表 （ポスター形式） 文化祭 

2月 19日 概要提出 

2月 21日 論文提出 

2月 25日～28日 本審査 

合計 

180 

時間 

- 286 -
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開講年度 2013 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

特別研究 専攻科 1年 通年 4 

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

Research work on production system enginieering 必修 90 

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

大藤 晃義 AC・教授 209 daito@ 

・ 

・ 

・ 

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 

AC-1 AC-2 B-3 B-4 D-1 D-2 

授業概要 学生が教員の指導のもとで、特定のテーマについて研究を行う。 

到達目標 研究活動を行い、創造的かつ実践的研究者・技術者としての基礎を築く。 

授業方法 各研究室において、教員の指導のもとで研究を行う。 

教科書 なし 

補助教材 

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

年度末の特別研究発表会において口頭発表を行い、特別研究担当教員が審査する。 

1年生の発表は、合計2年間のうちの中間発表として位置づけられており、研究継続の可否が判断される。 

研究継続が可と認められることにより合格とされ、「合」と評価される。 

関連科目 

準備学習に 

関する 

アドバイス 

国内外の学会発表などに積極的に参加し、研究成果を発表することが推奨される。 

授業計画 

時間数 授業項目及び学習達成項目 

90 各研究室において、教員の指導のもとで 

研究活動を行う。 

研究テーマの例 

「IHクッキングヒータに関する研究」 

「波力発電に関する研究」 

「太陽光発電に関する研究」 

「最短経路探索アルゴリズムに関する研究」 

「環境発電に関する研究」 

「分散遺伝的アルゴリズムに関する研究」 

「沿岸センサネットワークに関する研究」 

「熱電発電素子に関する研究」 

「熱電半導体の物性に関する研究」 

「はんだ接続点の劣化に関する研究」 

「語音聴力検査装置に関する研究」 

合計 

90 

時間 

- 328 -
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サレジオ工業高等専門学校　語学・海外研修制度 2013/10/18

対象学年 希望制 期間

研修旅行（シンガポール） 4年 基本全員参加 9月頃　3泊6日

ヨーロッパ研修旅行 2～4年生 希望制 2月～3月　約10日

東ティモール海外ボランティア 全学年 希望制 3月頃　約10日

マンダルイヨン工科大学（フィリピン）交流 3年生以上
学科から

推薦された者
2月～3月頃　１週間

海外ホームステイ（オーストラリア）交流 1～2年生 希望制 3月頃　2週間

アイルランド語学研修ホームステイ 3年生以上 希望制 9月頃と3月頃　各２週間

韓国語
4～5年生の選択
韓国語受講者

希望制 3月頃　約1週間

目的

イタリア語の語学研修も兼ね、西欧文化の源泉に
触れると共に、本校の姉妹校・創立者聖ドン・ボス
コの故郷トリノを訪問する。

他国の異文化体験・英語学習の実践

語学研修

語学研修

高専生として得た知識と技術を活かし、ボランティ
アを通じて学生の心身の育成を行う

文化交流から学術交流へと相互発展を目指し、教
員交換・学生交換留学（長期）を目標とする。

人や文化の交流を通して広い視野と行動力を持っ
た人材育成を目指す
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学生 教職員 学生 教職員
フィリピン 9 3 10 3
ヨーロッパ 11 2 - -
東ティモール 8 1 - -
イタリア 15 1 - -
韓国 7 1 - -
中国 8 2 - -

合計 58 10 10 3
合計

総合計
※オーストラリアは新型インフル対策で中止

学生 教職員 学生 教職員
フィリピン 10 3 10 3
ヨーロッパ 16 2 - -
東ティモール 9 1 - -
オーストラリア 21 3 12 3
韓国（ソウル） 9 1 - -
韓国（釜山） 5 1 - -

小計 70 11 22 6
合計

総合計

学生 教職員 学生 教職員
フィリピン 10 3 10 3
ヨーロッパ 37 5 - -
東ティモール 6 1 - -
オーストラリア 18 2 - -
アイルランド（夏） 4 - - -
アイルランド（冬） 6 1 - -
韓国 4 1 - -

小計 85 13 10 3
合計

総合計

学生 教職員 学生 教職員
フィリピン 10 3 10 2
ヨーロッパ 23 3 - -
東ティモール 4 1 - -

7 2
8 3

アイルランド 7 - - -
韓国 6 1 - -

合計 60 10 25 7
合計

総合計

※オーストラリア受入れは311の影響で中止

2012
派遣 受入

派遣 受入
2009

2010
派遣 受入

68 13
81

オーストラリア 10 2

81 28
109

98 13
111

70 32
102

2011
派遣 受入
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室

情

報

工

学

科

大

島

研

究

室

情

報

工

学

科

内

田

研

究

室

情

報

工

学

科

兵

頭

研

究

室

情

報

工

学

科

杉

本

研

究

室

情

報

工

学

科

山

野

辺

研

究

室

情

報

工

学

科

島

川

研

究

室

416 417 418 419 420 423 424

デザイン学科

デッサンスタジオ

デザイン学科

コンピュータ

ラボラトリー

デザイン学科

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ

スタジオ

ﾃﾞｻﾞｲﾝ

学科

科長室

デザイン学科

教員室

421 422

デザイン学科

基礎ﾃﾞｻﾞｲﾝBスタジオ

デザイン学科

基礎ﾃﾞｻﾞｲﾝAスタジオ

425

デザイン学科

４年

ホームルーﾑ

デザイン学科

５年

ホームルーﾑ

デザイン学科

６年

ホームルーﾑ

４階
共有（教務管理） デザイン学科管理 電気工学科管理 専攻科管理

情報工学科 機械電子工学科 一般教科 プレテック管理

部室６

部室５

部室４

部室３

部室２

厨房

売店

学生食堂

第１アリーナ２階

学友会

学友会

同窓会

第１アリーナ
部室１

トイレ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

←中央階段
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洗濯室 倉庫９ 倉庫８ 倉庫７ 倉庫６ 器具庫 ブース 控室

倉庫１０ 更衣室 シャワー室 更衣室 更衣室 シャワー室

トイレ

体育教官室 体育会議室

トイレ

第１アリーナ１階

倉庫４ 消火

第２アリーナ

剣道場

倉庫５

倉庫3

第２アリーナ

ポンプ室

倉庫２

柔道場 トイレ

倉庫１

ﾎｰﾙ

香部屋

聖
体
安
置
室

トレーニン
グ室
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[3]   進級に関する規程  

（趣旨）  

第１条   この規程は、進級に関し必要な事項について定めるものとする。  

（進級の認定）  

第２条   進級認定は、以下の各号に該当する者について、及落判定会議において審議され、学校長が行う。  

(1)  当該年度までに履修した必修科目と選択必修科目のうち、未修得となった科目数（以下「未修得

科目数」）の合計が 7科目未満の者  

(2)   学校長が別に認める条件に該当しない者  

（教務部条件付進級）  

第３条   当該年度までの未修得科目数が 3科目以下のものは、教務部条件付進級を認めることができる。

ただし、学年修了要件科目が未修得の場合についてはこの限りではない。  

２   学年修了要件科目は、以下の各号に定める。  

(1)  デザイン学科   「デザイン実習Ⅰ〜Ⅲ」  

(2)  電気工学科     「工学基礎」「電気工学実験（ただし５年次は除く）」  

(3)  情報工学科     「情報工学概論」「情報工学実験Ⅱ、  Ⅳ、  Ⅵ」  

(4)  機械電子工学科   「工学基礎」「機械電子工学実験」  

３   教務部条件付進級となった者は、学校長に誓約書を提出しなければならない。  

（教務部特別条件付進級）  

第４条   当該年度までの未修得科目数が 3科目を越えたものについては、及落判定会議において当該学生

のおかれた状況を総合的に判断し、学科の意見も得た後、学校長は教務部特別条件付進級を認め

ることがある。ただし、学年修了要件科目が未修得の場合についてはこの限りではない。  

２   教務部特別条件付進級の対象となる未修得科目数の上限は、7科目未満とする。  

３   教務部特別条件付進級となった者は、学校長に誓約書を提出しなければならない。  

４   教務部特別条件付進級の措置を 2年連続でとることはできない。     

（未修得科目数の計上）  

第５条   第３条および第４条における未修得科目数の計上は以下の各号に従う。  

(1)  通年開講科目はその単位数にかかわらず１科目とする。ただし、１単位科目については 2分の 1

科目とする。  

(2)  半期開講科目はその単位数にかかわらず２分の１科目とする。  

（未修得科目の単位修得）  

第６条   未修得科目は卒業までに修得しなければならない。  

２   未修得科目の単位修得については、別に定める。  

第７条   この規定の実施について必要な事項は、別に定める。  

（附則）  

１．この規程は平成 15年 4月 1日から施行する。  

２．この規程は平成 18年 10月 1日から施行し、平成 18年 4月 1日から適用する。  

1(1)-8＜添付資料、実地資料＞：教務規程
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３．この規程は平成 20年 3月 7日から施行し、平成 19年 4月 1日から適用する。  

４．この規程は平成 20年 4月 1日から施行する。  

５．この規程は平成 21年 4月 1日から施行する。  

６．この規程は平成 24年 4月 1日から改訂施行する。  

７．この規程は平成 25年 4月 1日から改正施行する。  

1(1)-8＜添付資料、実地資料＞：教務規程
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総　計

デザイン学科

電気工学科

電子工学科

情報工学科

合　計

生産システム工学専攻科

本科

建
設
業

3－

情
報
通
信
業

運
輸
業

卸
売
業

、
小
売
業

専
門
・
技
術
サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研
究

、
合
　
計

大
学
院
研
究
科

大
学
学
部

娯
楽
業

生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業

、

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業

1 9

業 種 別 就 職 内 定 者 数

0 0 1 5

進 学 先 別 進 学 合 格 者 数

サ
ー

ビ
ス
業

公
務

不
動
産
業

そ
の
他

海
外
留
学
／
専
修
学
校国

公
立

37 1 8 0

合
　
計

専
攻
科

私
立

国
公
立

私
立

卒
業
生
・
修
了
生
数

13

45 0 14 2 1 0 0

1 1

0 0 11 0

－ －0 200 3

0 0

－ 3 5 70 0 28 －

27 0 11 0 1 0 0 7 0 0

1 16

1 1 4 20 19 － － 8

36 0 3 0 15 0 0 0 0 2 1520 － － 4

145 1 36 2

6 32 0 0 0

0 23 1 117 0 1 5 9 21 14 80 87 － － 52

14 0 6 1 3 1 0 0 0 － 212 1 1 －

159 1 42 3

－ －1 0 0 0

10 24 1 120 1 1 5 54

2011（平成23）年度　進路先別サマリー

9 21 14 80 99 1

1(1)-9＜添付資料＞：進路先一覧(平成23年度、24年度)
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東京工科大学 3名
中央工学校 1名
読売自動車大学校 1名

工学院大学 1名
中央大学 1名
東京電機大学 1名

サレジオ高専・専攻科 3名
東京海洋大学 1名
長岡技術科学大学 3名

2名
ＮＴＴファネットシステムズ株式会社 1名
株式会社ＮＴＴ－ＭＥ 2名
株式会社ＯＥＣ 1名

1名
株式会社読売システック 1名
リコーテクノシステムズ株式会社 1名
株式会社ＪＴＢ情報システム 1名

1名
株式会社ドーシス 1名
日信電子サービス株式会社 1名
富士重工業株式会社 1名

1名
キヤノンシステムアンドサポート株式会社 1名
スバルシステムサービス株式会社 1名
タマテクノシステム株式会社 2名

1名
専門学校東京アナウンス学院 1名

情
報
工
学
科

就職
(20名)

株式会社アリス

東京リスマチック株式会社

株式会社吉野工業所

ＮＥＣフィールディング株式会社

進学
(15名)

進学
(15名)

サレジオ高専・専攻科 7名
長岡技術科学大学 3名
東京電機大学 2名
日本大学 2名
明星大学

株式会社ＮＴＴファシリティーズ 1名
株式会社ＮＴＴ－ＭＥ 1名
株式会社ＴＴＳ 1名

横河フィールドエンジニアリングサービス株式会社 1名
株式会社リコー 1名
ＦＦＧＳテクノサービス株式会社 1名

株式会社日立産機システム 1名
株式会社フォーラムエンジニアリング 1名
本田技研工業株式会社 1名

東洋水産株式会社 1名
株式会社東洋製作所 1名
日本ビルコン株式会社 1名

東京ガスＳＴコミュネット株式会社 1名
株式会社東芝 1名
東芝エレベータ株式会社 1名

大和サービス株式会社 1名
大和製罐株式会社 1名
テクノハカルエンジニアリング株式会社 1名

シーケーエンジニアリング株式会社 1名
ジーエイチクラフト株式会社 1名
水ｉｎｇ株式会社（旧 荏原エンジニアリング） 1名

1名
キユーピー株式会社 1名
共同ネットワーク株式会社 1名
協和電機化学株式会社 1名

1名
日本工学院八王子専門学校 1名

電
気
工
学
科

就職
(27名)

出光興産株式会社 1名
花王株式会社 1名
キヤノンマーケティングジャパン株式会社

株式会社ＩＨＩ 1名

進学
(8名)

サレジオ高専・専攻科 4名
長岡技術科学大学 1名
湘南工科大学 1名
西武学園医学技術専門学校

株式会社森精機製作所 1名
株式会社リコー 1名
株式会社Ｄｒ．Ｔｈｒｅｅ 1名

株式会社フォーラムエンジニアリング 1名
本門佛立宗相模原妙現寺 1名
三井造船株式会社 1名

パナソニックテクニカルサービス株式会社 1名
株式会社日立ビルシステム 1名
富士重工業株式会社 1名

テクノハカルエンジニアリング株式会社 1名
東芝エレベータ株式会社 1名
日本自動ドア株式会社 1名

シーケーエンジニアリング株式会社 1名
株式会社シーテック 1名
タイセイクリンケミカル株式会社 1名

トヨタ東京自動車大学校 1名

電
子
工
学
科

就職
(19名)

株式会社エイ．アンド．エス．システム 1名
株式会社沖電気カスタマアドテック 1名
協和電機化学株式会社 1名

3名
横浜美術大学 3名
小田原高等看護専門学校 1名
日本リハビリテーション専門学校 1名

進学
(13名)

京都工芸繊維大学 1名
大阪芸術大学 1名
大東文化大学 1名
玉川大学 1名
武蔵野美術大学

株式会社フジモデル 1名
株式会社夢真ホールディングス 2名
株式会社ｉ－ａｄｏ 1名

日本フォームサービス株式会社 3名
株式会社ハートス 1名
株式会社フォルム 1名

株式会社日照堂 2名
株式会社ニッテイ 1名
株式会社日東製作所 1名

株式会社ケーツーブレインズ 1名
株式会社ささもと建設 1名
帝国器材株式会社 1名

デ
ザ
イ
ン
学
科

就職
(20名)

警視庁 1名
アスタナガーデン 1名
アプコグループジャパン株式会社 1名
アンリツ興産株式会社 1名

株式会社ＮＴＴファシリティーズ 1名
進学
(2名)

山梨大学大学院 1名
早稲田大学大学院 1名

株式会社舞浜リゾートライン 1名
メタウォーター株式会社 1名
ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 2名

長野計器株式会社 1名
株式会社日立国際電気 1名
株式会社フォーラムエンジニアリング 1名専攻科

就職
(12名)

アルプス電気株式会社 1名
シーケーエンジニアリング株式会社 1名
株式会社ソルクシーズ 1名
株式会社タカインフォテクノ 1名

1(1)-9＜添付資料＞：進路先一覧(平成23年度、24年度)
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総　計

デザイン学科

電気工学科

機械電子工学科

情報工学科

合　計

生産システム工学専攻科

本科

建
設
業

3－

情
報
通
信
業

運
輸
業

卸
売
業

、
小
売
業

専
門
・
技
術
サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研
究

、
合
　
計

大
学
院
研
究
科

大
学
学
部

娯
楽
業

生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業

、

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業

0 4

業 種 別 就 職 内 定 者 数

0 0 3 5

進 学 先 別 進 学 合 格 者 数

サ
ー

ビ
ス
業

公
務

不
動
産
業

そ
の
他

海
外
留
学
／
専
修
学
校国

公
立

32 2 9 0

合
　
計

専
攻
科

私
立

国
公
立

私
立

卒
業
生
・
修
了
生
数

7

39 1 14 1 0 0 0

0 0

0 0 8 0

－ －0 200 1

0 1

－ 6 0 30 0 24 －

30 0 12 1 1 1 0 5 0 0

4 13

4 0 3 10 21 － － 8

39 0 4 0 17 0 0 0 0 1 1623 － － 5

140 3 39 2

4 62 0 0 0

0 16 0 018 1 3 6 15 8 12 90 88 － － 44

11 0 3 0 0 0 0 0 0 － 55 1 4 －

151 3 42 2

－ －2 0 0 0

40 18 0 018 1 3 6 49

2012（平成24）年度　進路先別サマリー

15 8 12 90 93 1

1(1)-9＜添付資料＞：進路先一覧(平成23年度、24年度)

　　　 
　　80



1名

㈱リコー 1名

進学
(8名)

サレジオ高専・専攻科 3名

東京農工大学 1名

長岡技術科学大学 3名

読売理工医療福祉専門学校

日本自動ドア㈱ 1名

㈱フォーラムエンジニアリング 1名

リオンサービスセンター㈱ 1名

東京ガスＳＴコミュネット㈱ 1名

東芝メディカルシステムズ㈱ 1名

東洋製罐㈱ 1名

大和製罐㈱ 1名

㈱竹内製作所 1名

東海精機㈱ 1名

協和電機化学㈱ 1名

㈱シーテック 1名

㈱システム技研 1名

1名

㈱ＮＴＴファシリティーズ 1名

㈱エレテクノス 1名

桂精密㈱ 1名

【機械電子工学科】

就職
(21名)

旭化成㈱ 1名

伊藤ハム㈱ 1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

【デザイン学科】

1名

就職
(20名)

1名

1名

㈱キャレオ

㈱ケイ・ウノ 1名

2名

2名

旭化成㈱

㈱アルプス技研

東芝プラントシステム㈱

㈱明電舎

芝浦工業大学大学院

トシマ計装工業㈱

東京電機大学大学院 1名

1名

日本フォームサービス㈱

㈱秀光

㈱トッパン建装プロダクツ

㈱ヴァンドームヤマダ

㈱華玉

㈱二木ゴルフ

㈱日創工芸

㈱日照堂

東洋製罐㈱

Ｚｉｎ．Ｃo．Ｌｔｄ

㈱フジモデル

㈱フォルム

1名

㈱夢真ホールディングス

東京造形大学

1名

2名

東海旅客鉄道㈱ 1名

工学院大学大学院

1名

早稲田大学大学院

1名

1名

2名

1名

㈱廣済堂

㈱アペックス 1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

1名

ウィルテック㈱ 1名

㈱エイ．アンド．エス．システム

【専攻科】

1名山梨大学大学院

就職
(5名)

進学
（5名）

1名

進学
(7名) 日本児童教育専門学校

ＦＡＳＴ

森林たくみ塾

武蔵野美術大学

横浜美術大学

1(1)-9＜添付資料＞：進路先一覧(平成23年度、24年度)

　　　 
　　81



東京ＩＴ会計法律専門学校横浜校 1名

1名

東京工科大学 2名

東京工芸大学 1名

福岡国際大学 1名

進学
(16名)

サレジオ高専・専攻科 6名

東京農工大学 1名

豊橋技術科学大学 1名

長岡技術科学大学 2名

秋田県立大学

【情報工学科】

就職
(23名)

リコーテクノシステムズ㈱ 2名

富士通㈱ 1名

富士テクノサービス㈱ 1名

1名

㈱ネオテック 1名

㈱ＦＩＸＥＲ 1名

フォレックス㈱ 1名

協和電機化学㈱ 1名

㈱三和 1名

タマテクノシステム㈱ 1名

東芝ＩＴサービス㈱ 1名

日本信号㈱

技研電子㈱ 1名

キヤノンシステムアンドサポート㈱ 1名

京セラドキュメントソリューションズジャパン㈱ 1名

㈱ＮＴＴぷらら 1名

㈱ＯＥＣ 1名

オムロンフィールドエンジニアリング㈱ 1名

アイフォーコム㈱ 1名

ＮＥＣフィールディング㈱ 2名

㈱ＮＴＴ－ＭＥ 2名

伝統文化と環境福祉の専門学校 1名

日本電子専門学校 1名

1名

長岡技術科学大学 4名

駿台電子情報専門学校 1名

総合学園ヒューマンアカデミーパフォーミングカレッジ 1名

森永乳業㈱ 1名

横河フィールドエンジニアリングサービス㈱ 1名

進学
(13名)

サレジオ高専・専攻科 3名

九州大学 1名

千葉大学

日昭電気㈱ 1名

日立アプライアンス㈱ 1名

ミヨシ油脂㈱ 1名

東芝エレベータ㈱ 1名

東芝電機サービス㈱ 1名

㈱ニコン 1名

㈱タジマモーターコーポレーション 1名

東亜道路工業㈱ 1名

㈱東海ビルメンテナンス 1名

コマツ建機販売㈱ 1名

蛇の目ミシン工業㈱ 1名

新日本電子㈱ 1名

㈱きんでん 1名

㈱コスモ計器 1名

高和電氣工業㈱ 1名

㈱エレテクノス 1名

カシオテクノ㈱ 1名

木徳神糧㈱ 1名

㈱内野製作所 1名

㈱ＨＫＴ 1名

㈱ＮＴＴファシリティーズ 1名

【電気工学科】

就職
(24名)

㈱ＩＨＩ回転機器 1名

1(1)-9＜添付資料＞：進路先一覧(平成23年度、24年度)

　　　 
　　82



学科 卒業年次 氏名 勤務先 ①本校で受けた教育についてのご意見
②これからの社会、企業で求められる教育につ
いてのご提案

立体に対する感覚 コミュニケーション

図面を書く、読む授業 プレゼン

立体
ｽｹｯﾁ

45期 松田　康平
株式会社ケーツーブ
レインズ

若手の教師を入れるべき
それぞれの特性を引き出してそれをのばしてか
ら基礎がためした方が良い
専門的？な道具を作ったこと（ｲﾝﾃﾘｱ→三角ｽ
ｹｰﾙ、CAD等）
礼儀、敬語

40期 田所　美紀
株式会社サーチ
フィールド

ﾃﾞｯｻﾝの合宿や写真など幅広い内容は選択しを
広げ、可能性を大きくしたと思います

webの勉強は必須です

役立った：ﾃﾞｻﾞｲﾝﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ、素材についての授
業科目

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾂｰﾙを使ったｽｹｯﾁ

改善すべき：ﾃﾞｻﾞｲﾝ科のﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ、ｲﾝﾃﾘｱ、ｸﾞﾗ
ﾌｨｯｸすべてにおいて「ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎力」の強化

3DCADや3Dﾌﾟﾘﾝﾀといった設備の使用

ﾓﾉの考え方やｽｹｯﾁ力、ｸﾞﾗﾌｨｯｸでの表現方法
など

他学校との交流

42期 間根山 真平 株式会社フォルム ﾃﾞｻﾞｲﾝ教育、全般（特に材料学） 企業での研修、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力向上

45期 橋本 あん
アンリツ興産株式会
社

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝについて、ｸﾞﾗﾌｨｯｸｺｰｽは何回か
指導を受けましたが、他のｺｰｽは不十分だった
のではないかと思います。次々と課題を出され
るので、とてもいい経験になりました。

語学力：国語力はもちろん、働くようになって英
語もつかわなければいけない場面が増えまし
た。自分が作ったものをしっかり説明できる力が
必要だと思います。

45期 富永　りえ 武蔵野美術大学

高専ならではの技術面の教育は大学より手厚
かったので、今後もつづけていってほしいです。
ただし、高専の中だと”高専の教育”にとどまっ
てしまっているのも事実なので、特別講義等（学
科不問で）をもっとしたほうがいいと思います。

大学入学に至るまで、編入学のことについて知
れることもかぎりがあったので、もっと大学をﾘｱ
ﾙに感じられる期会を作っていくべきだと思いま
す。

問題解決のための授業（PBLなど）
英語力
１つの分野だけでなく複数の分野を組み合わせ
てとりくむﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄなど
専攻科ではﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄなども教えると良
いかも

実験演習

実験発表
創造演習（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ

5年次ぐらいで基礎（専門）をやり直した方がい
いと思う
英語
図面にいて技術教育
自立性、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

43期 保園　隼也
東海旅客鉄道株式会
社　ＪＲ東海

電波法令 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを用いた活動

実験（実技演習）
常に勉学に励み、新しい事に挑戦しつづける事
ができるような学生

ﾈｯﾄﾜｰｸの授業

技術理論

コミュニケーション能力

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ（高専生は特に苦手な人が多い様に
見受けられます）

倫理的な考え方をもっと身近なところから理解さ
せるようして頂きたい

ありたい姿と現実のｷﾞｬｯﾌﾟを埋めるという作業を
意識させて、目前の課題をｸﾘｱさせるようにして
ほしい。

31期 高橋　公生 株式会社シコム

情報処理のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなどはとても役立ちました。
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑも言語は多くありますが、その中でも
HTMLSなどのweb系の授業があるといいと思い
ます。

英語、特に英会話の高い能力が身付くような授
業があるといいと思います。

基礎情報処理を取得できる環境を

経済の仕組

38期 田中　正樹 株式会社日立製作所

他の高専は「高専の数学」という教科書を使って
いましたが、私が在学中は使用していませんで
した。昔使っていた教材よりもﾚﾍﾞﾙが高く、教材
としては良いと感じました。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな人材　特に英語　文法や単語も重要
ですが「使い方」がわからなければ意味がない
と感じました。

各種実験のﾚﾎﾟｰﾄ
考える力を養ってもらいたい　ﾛｼﾞｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ、ｸﾘ
ﾃｨｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ　等

専攻科のときの研究 発信力の向上　ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力

１、授業科目だけでなく、社会人になり、社会に
でるための教育をお願いします

ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ等

社会に出る前に学んで欲しい事は！

あいさつ
電気の基礎（ｱｰｽについて、人に説明出来るﾚ
ﾍﾞﾙに）

回路図を読めて欲しい。FUSE等の記号も

43期 南條　聡 森永乳業株式会社
部活で身につけた上下関係がものすごく役に
立っています。

まず、自分から何事も、興味を持ち「やってみ
る」というﾁｬﾚﾝｼﾞ精神が求められると感じていま
す。

ｿｰﾗｰｶｰ製作、ﾏｲﾚｯｼﾞｶｰ製作等、授業以外の
活動を通じて、組織内での各役割を学ぶことが
できました

14期 高田　慣保
FFGSﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ株式
会社

高専卒であれば、そく戦力を求められていま
す。基礎はもとより、応用も幅広く学んでほし
い。

26期 岸川　雄一
パナソニックデバイス
マテリアル販売株式
会社

幅広い分野についてその初歩を学べたので社
会に出てからまったく新しい分野が必要になっ
ても臆することなく取りくめた

40期 岡本　菜奈
キヤノンライフケアソ
リューションズ株式会
社

専門では社会に出てみて、役に立つことばかり
でした。また、ﾚﾎﾟｰﾄの書き方など基本について
は、大学ー企業あわせてとても役立っていま
す。

37期 杉浦　淳徳
株式会社インフォマ
ティクス

28期 田口　美幸
多摩都市モノレール
株式会社

飯塚　達也
株式会社エヌ・ティ・
ティ・エムイー

問題解決する能力・・ある問題（作業時間が長
い、経費が高い等）の問題を若手が解決するこ
とを求められています。

45期 檜　翔太

私が入社した会社ではﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ技術を必要と
しない所なので参考にはならないと思います
が、通信関係という事で電気基礎の様なものが
情報工学科でも学べたのが現在活きていると思
います。

43期

45期 田村　央
シーケーエンジニアリ
ング株式会社

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

45期 野口 拓哉 株式会社IHI
専門科目はもちろん創造演習などは会社での
業務に自分の考えをまとめるうえで生きている

44期 佐伯　亮介 芝浦工業大学大学院

専門分野の知識

実験発表等

CS 情報工学科

EE 電気工学科

EC 電子工学科

サレジオ高専卒業生　アンケート

42期 土田 ゆうき

45期 川手　健志 帝国器材株式会社

AD
デザイン
工学科

株式会社 日創工芸 ﾊﾟｿｺﾝの使い方

44期 村上　昇二 多摩美術大学

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを強制していかせた方がいい
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2012年（平成24年）4月1日現在

情報工学科 36

進学

希望者 合格者

14 13

卒業生数
終了生数

本科

デザイン学科 37

16 16

電子工学科 27 19

27 27

944

電気工学科 45

212 12

8 8

合　計 145

23 20

就職

希望者 内定者

総　計 159

専攻科 生産システム工学 14

20 20

19

2

101 98

89 86

求人数 求人
倍率
(*)学科別 学科不問

55 54

15 15

53 52

233

4.32

305 13.45

261 16.80

119 8.86

357 12.88

2011（平成23）年度　進路状況サマリー

(*)　本科求人倍率＝（学科別求人数＋学科不問求人数÷４）÷学科就職希望者数

726 233 10.78

218 18.17

41
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2013年（平成25年）3月31日現在

情報工学科 39

進学

希望者 合格者

7 7

卒業生数
終了生数

本科

デザイン学科 32

13 13

機械電子工学科 30 21

24 24

1210

電気工学科 39

55 5

8 8

合　計 140

22 20

就職

希望者 内定者

総　計 151

専攻科 生産システム工学 11

23 23

21

5

95 93

90 88

求人数 求人
倍率
(*)学科別 学科不問

49 49

16 16

44 44

230

6.66

339 16.52

317 17.83

188 10.67

230 15.16

2012（平成24）年度　進路状況サマリー

(*)　本科求人倍率＝（学科別求人数＋学科不問求人数÷４）÷学科就職希望者数

933 230 12.92

277 55.40

89
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学校説明会にご参加された方々へ 

2013.9.21

サレジオ工業高等専門学校 

校長  小島 知博

高等教育機関としての工業高等専門学校 

本校のような工業高等専門学校は、大学院や大学・短大と同じく、文部科学

省直轄の高等教育機関です。高等教育機関では、それに相応しいレベルの教育

を教授するとともに、教員・学生とも研究をすることが義務づけられています。 

そのため、教育と研究において一定レベル以上の質を保証するため、公的な

外部機関から定期的に審査を受けることが法律によって定められています。 

本校では今年から 3年間連続して、外部機関による審査を受けることになっ

ています。 

今年度は、専攻科を担当する教員を対象にした審査があります。審査は文科

省所管の独立行政法人である大学評価・学位授与機構が 7年ごとに行い、大学

と同等レベルが要求される教員の質を保証するために、研究論文や学会発表な

ど主に研究活動での業績を評価します。 

これは大学教員と全く同じ審査ですが、一方で高専教員には教育熱心な高校

教師的な側面も要求されます。本校としては、教育と研究のバランスのとれた

教員像を理想とした学校運用を心がけています。 

来年度は、大学生に相当する本科 4・5年と専攻科 1・2年の 4年間の教育を

対象とした審査があります。日本技術者教育認定機構（JABEE : Japan 

Accreditation Board for Engineering Education）が、本校の大学相当部分の

技術者教育プログラムが社会の要求水準を満たしているかを国際的な同等性を

持つ認定基準に基づいて審査します。本審査に合格すれば、本校のプログラム

が国際的に適合したものであることが証明されることになります。 

本紙裏面に、本校のプログラムで育成しようとする技術者像と、それを達成

するための学習・教育到達目標を示します。 

再来年度には、本科・専攻科の全学年を対象とした学校の総合的な状況に関

する審査があります。文部科学大臣が認証する評価機関の実施する評価(高等専

門学校機関別認証評価)を、７年以内ごとに受けることが法律によって定められ

ています。教育と研究の内容とその運営組織、および施設・設備や財務など事

務部門も含めた学校全体が評価対象となります。前回は平成 20 年度に審査を受

け、高等教育機関に適合していると認定されました。 

本校では、ものつくりの大好きな中学卒業生を受入れ、高等教育機関として

相応しい能力を持つ卒業生・修了生を送り出していけるよう、今後とも継続的

に教育改善を行ってまいります。 
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本校の「生産システム工学」教育プログラムで育成しようとする技術者像と、 

それを達成するための学習・教育到達目標 

本校では設立の当初から、創立者ヨハネ・ボスコの精神に基づき，キリスト教精神に基

づく人間観を持った善き職業人を養成することを目標としています。キリスト教精神とは、

忍耐、寛容、ゆるし、謙遜、誠実を意味しています。 

それは技術を通して人類社会に貢献できる人間を育てることであり、 社会の華やかな舞

台だけではなく、聖書の言葉である「地の塩・世の光」に象徴される見えないところで大

地を支える岩塩のように、あるいは周りを照らす灯台の光のように、社会を支え、人々を

幸せにする技術者になることを勧めています。具体的には、次に示す（A）～（D）の４つ

の技術者像と、各々について、それを達成するための学習・教育到達目標を定めています。 

（A）健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多面的に物

事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行しうる技術者 

（A－1）健康や身体についての理解を深めるとともに、スポーツの実践を通して心身の

調和的な発育・発達を促し、健康な心身を培う 

（A－2）過去の文芸作品や現在の様々な書籍を通して、人々の生活を見つめ、他者の心

を理解し、自分の考えを深め、豊かな人間性を培う 

（A－3）近現代の社会と技術を理解するために、その成り立ちの基盤である日本と世界

の歴史を学習し、それらの基礎的事項を把握する 

（A－4）我が国の文化や歴史の理解とともに他国の文化も認識し、技術に関係する過去

の事故等の検討を通して、社会的な責任と使命（技術者倫理）について理解で

きる 

（A－5）自然環境と社会との関係に関する基礎的な事項を理解でき、常に使い手の立場

に立ったものつくりができる 

（B）自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、それらを問

題解決に応用できる能力を備えた技術者 

（B－1）数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身につけ、それらを用いて

応用問題に挑戦できる 

（B－2）自分の専攻した専門分野の基礎知識を身につけ、それらを用いて工学的な現象

が理解できる 

（B－3）異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の知識と複合する能力を身

につける 

（B－4）実験・実習を通して、実際の工学的現象を理解し、実践的技術を身につけ、問

題解決に応用できる 

（C）コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者 

（C－1）国語表現の技法を身につけるとともに、語彙力を高め、場面や状況に応じた言

葉、文章、図表などで表現、記述でき、効果的なコミュニケーションができる

能力を身につける 

（C－2）コンピュータや情報ツールを使いこなし、情報処理、情報収集等やプレゼンテ

ーションができる 

（C－3）国際的に通用するコミュニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、生活

文化の固有性や多様な価値観のあることを理解する 

（D）技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を持った技術者 

（D－1）自律的に新たなことにチャレンジする心（プロダクトマインド）を育成し、問

題解決のために習得した専門知識を応用できる 

（D－2）問題解決のための計画・実行方法の立案、得られた結果の考察・整理ができる 

（D－3）実験・実習、卒業研究、特別研究科目の修得を通して、自主的、継続的に学習

し、他人と協調して実行できる 
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１．はじめに

 今日のものつくりには地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

が必要です。また、技術者には作られたものが社会や自然にどのように影響を

及ぼすか、また、その効果についても考える能力が求められています。

 これに応えるために、本校では、準学士課程の４年次から専攻科２年次まで

の一貫教育プログラム「生産システム工学」を設定し、国際化にも対応できる

技術者教育を、来年度から、実施します。

 本教育プログラムは、最も得意とする専門分野の知識と能力を身につけ、さ

らに異なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を複合融合させる能力を身

につけることを目的としています。具体的には、準学士課程で開設されている

機械電子工学、電気工学、情報工学の１つの専門分野を学習し、さらに他専門

分野の科目も学習します。

 本プログラムで、来年度４年生になる学生が専攻科を修了する際に「日本技

術者教育認定機構（JABEE）」の審査を受けて、本「生産システム工学」のプ

ログラム教育が世界に通ずる技術者教育であることを認めてもらおうと考えて

います。

 受審分野は「工学（融合複合・新領域）関連分野」です。「日本技術者教育認

定機構（JABEE）」については後で説明します。 

２．履修対象者

 本校の「生産システム工学」教育プログラムは、準学士課程の４年次から専

攻科２年次までの４年間と設定していますので、３年次にこのプログラムを紹

介するために、本「履修の手引」配布します。

 準学士課程を卒業して専攻科に入学する学生、大学へ編入する学生は勿論で

すが、一度、就職し、専攻科へ入学、あるいは大学へ編入学することもありま

すので、全員が本プログラムの履修対象者となる可能性を持っていることを自

覚し、この「履修の手引」をよく読んで勉学に励んでください。

－１－
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３．学習・教育目標

 「生産システム工学」教育プログラムでは、「キリスト教精神に基づく人間観

を持った善き職業人を養成する」との基本精神に則り、次のような技術者の育

成を目指し、（A）～（D）の学習・教育目標を設定しています。 

（A） 健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多

面的に物事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行しうる技術者

（A－１）健康や身体についての理解を深めるとともに、スポーツの実践を 
通して心身の調和的な発育・発達を促し、健康な心身を培う

（A－2）過去の文芸作品や現在の様々な書籍を通して、人々の生活を見つ 
め、他者の心を理解し、自分の考えを深め、豊かな人間性を培う

（A－３）近現代の社会と技術を理解するために、その成り立ちの基盤である 
日本と世界の歴史を学習し、それらの基礎的事項を把握する

（A－４）我が国の文化や歴史の理解とともに他国の文化も認識し、技術に 
関係する過去の事故等の検討を通して、社会的な責任と使命（技術

者倫理）について理解できる

（A－５）自然環境と社会との関係に関する基礎的な事項を理解でき、常に使 
い手の立場に立ったものつくりができる

（B） 自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、 
それらを問題解決に応用できる能力を備えた技術者

（B－１）数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身につけ、そ 
れらを用いて応用問題に挑戦できる

（B－２）自分の専攻した専門分野の基礎知識を身につけ、それらを用いて 
工学的な現象が理解できる

（B－３）異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の知識と複合す 
る能力を身につける

（B－４）実験・実習を通して、実際の工学的現象を理解し、実践的技術を身 
につけ、問題解決に応用できる

（C） コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者 
（C－１）国語表現の技法を身につけるとともに、語彙力を高め、場面や状 

況に応じた言葉、文章、図表などで表現、記述でき、効果的なコミ

ュニケーションができる能力を身につける

－２－
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（C－２）コンピュータや情報ツールを使い、情報処理、情報収集等やプレゼ 
ンテーションができる

（C－３）国際的に通用するコミュニケーションの基礎力、特に英語力を身 
につけ、生活文化の固有性や多様な価値観のあることを理解する

（D） 技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を持

った技術者

（D－１）自律的に新たなことにチャレンジする心（プロダクトマインド）を 
育成し、問題解決のために習得した専門知識を応用できる

（D－２）問題解決のための計画・実行方法の立案、得られた結果の考察およ 
び整理ができる

（D－３）実験・実習、卒業研究、特別研究科目の修得を通して、自主的、継 
続的に学習し、他人と協調して実行できる

４．科目構成

 別紙

５．履修について

（１）履修計画

履修計画は、本手引ｐ23～ｐ25「６．『生産システム』教育プログラムの終了

要件」を満たす必要があります。この修了要件には、準学士課程の卒業と専攻

科の修了が含まれますから、準学士課程の卒業要件、専攻科の修了要件、およ

び学位授与要件を考慮に入れて、科目の履修計画を立ててください。

（２）単位の認定

「生産システム工学」教育プログラムの学習・教育目標（A）～（D）に基づ

いて科目ごとに定められた達成目標に到達したことをもって、各科目の単位が

認められます。

シラバスの各科目のプログラム目標欄には、本プログラムの学習・教育目標

との対応が（A）～（D）の記号で表記されていますので、到達すべき内容を把

握して学習に望んでください。

（３）専攻科における準学士課程の科目の再評価

 準学士課程在籍中に 60 点未満であった科目は、専攻科入学後、その科目の実

力認定試験に合格すれば、本プログラムの単位として認定されます。該当する 

－３－ 

1(1)-17＜添付資料＞：履修の手引き

　　　 
　　119



学生は専攻科長または専攻主任に相談して下さい。 

（４）他の高等教育機関で修得した単位および編入学生が編入前に修得した単 

位の認定 

① 学士課程在籍中に他大学などで修得した単位は、本プログラムの単位と

しては認めません。専攻科在籍中に他大学などで修得した単位は、本校の

専攻科の授業科目と置き換えて、専攻科における単位として認定される場

合があり、このときは、本プログラムの単位として認定されます。この単

位認定を希望する場合は、他大学などで開設されている授業科目を履修す

る前に、「大学等における学修許可願」等を提出しなくてはなりません。

希望者は専攻科長または専攻主任に相談して下さい。 

② 高等学校から準学士課程４年次に編入学した場合､編入学前に修得した

単位は、本プログラムの単位としては認めません。 

③ 本校以外から本校専攻科に入学した（本プログラムに途中編入した）

場合、本校専攻科入学前（本プログラム編人前）の出身校において修得し

た単位については、本プログラムの単位として、次の原則の下で専攻科委

員会において認定の可否が判定されます。各学生は専攻科長または専攻主

任に相談して下さい。 

ケース１．出身校が JABEE 認定校である場合 

ⅰ）本手引 p. 11～p. 20「4.科目構成」に掲げられた科目群に該当する科

目は、出身校の評価をそのまま認めます。すなわち、出身校のプログラム

の単位として認められていれば、そのまま本校のプログラムの単位として

認定します。 

ⅱ）本手引 p. 11～p. 20「4.科目構成」に掲げられた科目群に該当しない 

科目は、本校のプログラムの単位としては認めません。 

ケース２．出身校が JABEE 認定校以外の場合 

ｉ）本手引 p. 11～p. 20「4.科目構成」に掲げられた科目群に該当する科目 

で、その評点が 60 点以上の科目は、本校のプログラムの単位として認めま 

す。評点が 60 点未満の科目は、専攻科入学後、その科目の実力認定試験を 

行い、合格した場合に、本校のプログラムの単位として認定します。 

ⅱ）本手引 p. 11～p. 20「4.科目構成」に掲げられた科目群に該当しない科 

目は、本校のプログラムの単位としては認めません。 

６．「生産システムエ学」教育プログラムの修了要件 

 本校における「生産システムエ学」教育プログラムを修了するためには、以

下に挙げる５つの修了要件を全て満たすことが必要です。 
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生産システムエ学修了要件［１］ 

本校専攻科の課程を修了し、学位（学士）を取得していること。 

本校専攻科の修了要件は、「一般科目 8単位、専門共通科目 22 単位以上、専

門専攻科目 32 単位以上、合計 62 単位以上修得すること」です。この中には「必

修科目 39 単位、必修選択科目 10 単位以上の修得」が含まれます。詳しくは、

学生便覧をご覧下さい。 

 学士を取得するためには、大学評価･学位授与機構の審査に合格しなければな

りません。詳しくは、本手引 p. 28、学生便覧、大学評価･学位授与機構の小冊

子「新しい学士への途」などをご覧下さい。 

生産システムエ学修了要件［２］ 

 「生産システムエ学」教育プログラムにおいて、履修の手引「４．科目構成」 

に挙げられた科目で 124 単位以上修得していること。 

本プログラムの課程、すなわち準学士課程４年～専攻科２年の４年間で、i24

単位以上修得しなければなりません。既述のように専攻科で 62 単位以上を修得

するので、残りの単位は準学士課程４・５年で修得します。準学士課程４・５

年生は、この要件に留意しながら単位を修得して下さい。専攻科１・２年生は、

自身が４・５年で修得した単位数を確認して下さい。 

生産システムエ学修了要件[３] 

 ｢生産システムエ学｣教育プログラムにおいて、1800 時間(1 時間＝60 分)以

上の学習保証時間(講義、実験、演習十研究室で勉学･研究している時間)を経験

していること。この 1800 時間には、人文科学･社会科学等(語学教育を含む)で

250 時間以上、数学･自然科学･情報技術等で 250 時間以上、専門分野で 900 時間

以上の学習保証時間を含まなければならない。 

 本プログラムの課程、すなわち準学士課程４年～専攻科２年の４年間で、1800

時間以上の授業等を受けなければならないということです。各科目の学習保証

時間が計上されるためには、その科目の単位を修得していることが必要です。

学習保証時間は１時間＝60 分として計算され、授業の１時限＝45 分とは異なり

ます。 

 この 1800 時間には､人文科学･社会科学等（語学教育を含む）で 250 時間以上､

数学･自然科学･情報技術等で 250 時間以上、専門分野で 900 時間以上の学習保

証時間が含まれなければなりません｡自分の履修科目がどの分野に含まれるの

かは､本手引「４．科目構成」から下記のように判別できます。 

○人文科学･社会科学等（語学教育を含む）

＝（1）教養科目一体育（4･5 年） 

○数学･自然科学･情報技術等

＝（2）基礎能力科目十（3－2）情報･論理系科目群 

－５－ 
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○専門分野

＝(3)基礎工学の知識･能力科目十（4）専門工学の知識･能力科目 

―(3-2)情報･論理系科目群 

生産システムエ学修了要件［４］ 

 履修の手引「４．科目構成」における（3）基礎工学の知識・能力科目には、

（3－1）設計･システム系科目群、（3－2）情報･論理系科目群、(3-3)材料･バイ

オ系科目群、（3－4）力学系科目群、(3-5)社会技術系科目群の５科目群がある

が、各科目群から少なくとも１科目、合計６科目以上を修得していること。 

この要件は、複合領域の知識を得るためのものです。専攻科の一般科目の必

修科目、および専門共通科目の必修科目・必修選択科目を修得していれば、こ

の要件は満足されます。 

生産システムエ学修了要件［５］ 

 履修の手引「表１ 各学習・教育目標の達成度評価対象と評価基準」を全て

満たしていること。 

各自の成績表を本手引の「表１」に照らし合わせて、確認して下さい 

大学生相当の学年に達した皆さんにとって、自らが修得すべきカリキュラム 

を自らの手によって設計することは、必須です。サポートはしますので、まず

は自ら考えてみて下さい。学びに対する自主自律の精神は、きっとそれを原点

とするはずです。 

７．日本技術者教育認定機構(JABEE)について 

 日本技術者教育認定機構（JABEE : Japan Accreditation Board for 

Engineering Education、1999 年 11 月 19 日設立）は、教育の質を高めること

を通じてわが国の技術者教育の国際的な同等性を確保し、国際的に通用する技

術者育成の基盤を担うことを通じて社会と産業の発展に寄与することを目的と

して、技術者教育プログラムの審査・認定を行う非政府団体です。 

 JABEE は、高等教育機関における技術者教育プログラムを認定するために、次

の項目について認定基準を設けて、根拠となる資料審査や実地審査を行います。 

基準 1学習・教育目標の設定と公開 

基準 2学習･教育の量 

基準 3教育手段 

基準 4教育環境 

基準 5学習・教育目標の達成 

基準 6教育改善 

JABEE は、2005 年に非英語間で初めて、ワシントン協定(Washington Accord、 

－６－ 
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英語間を中心に 12 力国が加盟する世界で最も権威ある技術者教育認定機構）へ

の加盟が認められました。これにより、JABEE 修了生は、他の加盟国のプログラ

ム修了生と同等の技術者教育を受けた者として、国際的に認められるようにな

りました。 

 JABEE は発足以来 2008 年度までの９年間に、大学･高専等 158 教育機関の 409

プログラムを認定し、認定プログラムの修了生は 95000 人となっています。 

JABEE の認定を受けた技術者教育プログラムの修了者は、その修了が技術士第

一次試験の合格と同等であると見なされ､技術士補となる資格が得られます｡そ

の後、（１）技術士補として登録し指導技術士の下で４年以上の実務経験を積む

か、（２）優れた指導技術者の監督下で４年以上の実務経験を積むか、（３）７

年以上の実務経験を積めば、技術士になるための技術士第二次試験を受験する

ことができます。 

 技術士とは、「技術士法」に基づいて行われる国家試験（技術士第二次試験）

に合格し､登録した人だけに与えられる称号です｡国はこの称号を与えるごとに

より、その人が科学技術に関する高度な応用能力を備えていることを認定する

ことになります。 

８．学位（学士）の取得についての注意 

学位は「大学評価･学位授与機構」という組織によって与えられます。 

 学士の学位を取得しようとする者は、「大学評価･学位授与機構」の定める様

式に従い、学修成果レポート等の必要書類を 10 月上旬に「大学評価･学位授与

機構」に提出し、「大学評価･学位授与機構」の行う学修成果レポートの審査お

よび 12 月中旬に行われる小論文試験に合格することが必要です。審査及び試験

に合格した学生には「大学評価･学位授与機構」より学士の学位が授与されます。

必要書類の提出期日を厳守して下さい。 

「大学評価･学位授与機構」の定めている高専専攻科修了者に対する学位授与の 

要件は次の通りです。  

① 高等専門学校卒業者

② 学位授与機構の認定する高専専攻科において下記の単位を修得していると。 

ⅰ）２年以上にわたり、62 単位以上を修得していること。 

ⅱ）専門の科目を体系的に履修していること。 

 (本校では、専門の科目を体系的に履修できるカリキュラムになっていま 

す) 

③ 位授与機構の行う学修成果レポートの審査および小論文試験に合格すること。

学位授与申請に必要な書類（「新しい学士への途」参照） 

（１）学位授与申請書 

（２）準学士課程の卒業証明書（基礎資格を有する者である旨の証明書） 

－７－ 
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（３）①単位修得状況申告書 

②単位修得証明書（修得した機関毎に作成したもの）

（４）学修成果レポートとその要旨 

（５）住民票の写し又は住民票記載事項証明書 

  （６）受験票、写真票 

（７）その他 審査手数料領収原符・領収証書 

判定結果通知用封筒 

受装薬送付用封筒 

なお、学位授与要件の詳細や申請に必要な事項については、専攻主任に問い

合わせて下さい。 
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 教務部 第 031 号 

平成 21 年 11 月 22 日 

関係各位 

教務主事 

平成 23 年度選択科目説明会について(通知) 

 昨年度と同様に中間試験の期間中に、２～4 年生を対象とした選択科目説明会を実施しま

す。３・４年生に対しては、ＪＡＢＥＥ基準を満たすために推奨される選択科目の履修方法

も解説します。このため、ＪＡＢＥＥプロジェクトの先生より冒頭にＪＡＢＥＥの説明をし

て頂く予定です。 

担任の先生方を初めとして、関係する教職員の方々はよろしくお願いいたします。なお、

説明会では履修方法についてのみ説明することにしますので、科目担当の先生方の出席は不

要です。 

記 

（１）日程と場所 

２年生 ： １１月２９日（月） １１時３０分～１２時００分 

選択科目Ａ群の履修方法の説明 

科目内容については、ネットで各自調べるよう指導 

３・４年生： １２月 ２日（木） １１時３０分～１２時２０分 

ＪＡＢＥＥの説明 

選択科目Ｂ，Ｃ，Ｄ群の履修方法の説明 

科目内容については、ネットで各自調べるよう指導 

場所はともにサレジアンホール 

（２）参加対象学生、教員 

学生： ２・３・４年生は原則全員(都合の悪い学生は欠席可) 

教員： ２～４年担任(副担任)、ＪＡＢＥＥプロジェクト、教務部 

（３）当日の担務とタイムスケジュール 

２年生担任（副担任） 

11 月 29 日朝のＨＲにて、学生へ説明会用資料を配布。(事前にメールボックスに入れ

ておきます) 

２限試験の終了後にサレジアンホールに誘導。 

３･４年生担任（副担任） 

12 月 2 日朝のＨＲにて、学生へ説明会用資料を配布。(事前にメールボックスに入れ

ておきます) 

１１時３０分にはサレジアンホールに誘導。（ＡＤの試験は 1限までなので要注意） 

以上 
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1 

１．はじめに 

 今日のものつくりには地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

が必要です。また、技術者には作られたものが社会や自然にどのように影響を

及ぼすか、また、その効果についても考える能力が求められています。

 これに応えるために、本校では、準学士課程の４年次から専攻科課程までの

一貫教育プログラム「生産システム工学」を設定し、国際化にも対応できる技

術者教育を実施しています。

 本教育プログラムは、最も得意とする専門分野の知識と能力を身につけ、さ

らに異なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を複合融合させる能力を身

につけることを目的としています。具体的には、準学士課程で開設されている

機械電子工学、電気工学、情報工学の１つの専門分野を学習し、さらに他専門

分野の科目も学習します。

 本年度の専攻科生が専攻科を修了する際に「日本技術者教育認定機構

（JABEE）」の審査を受けて、本校の「生産システム工学」のプログラム教育

が世界に通ずる技術者教育であることを認めてもらおうと考えています。

受審分野は「工学（融合複合・新領域）関連分野」です。

２．JABEE の目的 

日本技術者教育認定機構（JABEE : Japan Accreditation Board for 

Engineering Education、1999 年 11 月 19 日設立）は、教育の質を高めること

を通じてわが国の技術者教育の国際的な同等性を確保し、国際的に通用する技

術者育成の基盤を担うことを通じて社会と産業の発展に寄与することを目的と

して、技術者教育プログラムの審査・認定を行う非政府団体です。 

JABEE は、高等教育機関における技術者教育プログラムを認定するために、次

の認定基準を設けて、根拠となる資料審査や実地審査を行います。 

基準１ 学習・教育到達目標の設定と公開 

基準２ 教育手段 

基準３ 学習・教育到達目標の達成 

基準４ 教育改善 

JABEE の審査によって認定された教育プログラムを修了した修了生は、国際的

に通用する技術者として認められます。 

また修了生は、その修了が技術士第一次試験の合格と同等であると見なされ､

技術士補となる資格が得られます｡その後、（１）技術士補として登録し指導技

術士の下で４年以上の実務経験を積むか、（２）優れた指導技術者の監督下で４

年以上の実務経験を積むか、（３）７年以上の実務経験を積めば、技術士になる

ための技術士第二次試験を受験することができます。 
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2 

３．履修対象者 

 本校の「生産システム工学」教育プログラムは、準学士課程の４年次から専

攻科２年次までの４年間と設定していますので、３年次にこのプログラムを紹

介するために、この「履修の手引」配布します。

「生産システムエ学」教育プログラムは、電気工学科、機械電子工学科及び

情報工学科準学士課程の４・５年次必修科目(選択必修科目を含む)と専攻科の

開講科目から構成されています。したがって、教育プログラムは準学士課程の

４年次から始まりますが、教育プログラム履修者の決定は本校専攻科に入学し

た時点となり、専攻科学生は全員が「生産システムエ学」教育プログラムの履

修者となります。 

※ 本校専攻科に入学するためには、入学前に本校準学士課程(電気工学科、機

械電子工学科および情報工学科)の４・５年次の教育と同等な内容の教育を

受けている必要があります。そのため本校専攻科入試に出願する前に、この

点についての事前審査があります。ただし、本校準学士課程の電気工学科、

機械電子工学科および情報工学科のいずれかの学科を卒業した学生はこの

審査が免除されます。 

 準学士課程を卒業して専攻科に入学する学生、大学へ編入する学生は勿論で

すが、一度、就職し、専攻科へ入学、あるいは大学へ編入学することもありま

すので、全員が本プログラムの履修対象者となる可能性を持っていることを自

覚し、この「履修の手引」をよく読んで勉学に励んでください。
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４．学習・教育到達目標 

本校では設立の当初から、創立者ヨハネ・ボスコの精神に基づき、キリスト

教精神に基づく人間観を持った善き職業人を養成することを目標としています。

キリスト教精神とは、忍耐、寛容、ゆるし、謙遜、誠実を意味しています。 

それは技術を通して人類社会に貢献できる人間を育てることであり、 社会の

華やかな舞台だけではなく、聖書の言葉である「地の塩・世の光」に象徴され

る見えないところで大地を支える岩塩のように、あるいは周りを照らす灯台の

光のように、社会を支え、人々を幸せにする技術者になることを勧めています。 

この本校の伝統に基づき、次に示す（A）～（D）の４つの技術者像と、各々

の像について、それを達成するための学習・教育到達目標を定めています。 

（A） 健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多

面的に物事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行しうる技術者

（A－１）健康や身体についての理解を深めるとともに、スポーツの実践を通

して心身の調和的な発育・発達を促し、健康な心身を培うことでき

る

（A－２）過去の文芸作品や現在の様々な書籍を通して、人々の生活を見つめ、

他者の心を理解し、自分の考えを深め、豊かな人間性を培うことがで

きる

（A－３）近現代の社会と技術を理解するために、その成り立ちの基盤である

日本と世界の歴史を学習し、それらの基礎的事項を把握する

（A－４）我が国の文化や歴史の理解とともに他国の文化も認識し、技術に関

係する過去の事故等の検討を通して、社会的な責任と使命（技術者

倫理）について理解できる

（A－５）自然環境と社会との関係に関する基礎的な事項を理解でき、常に使

い手の立場に立ったものつくりができる

（B） 自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、

それらを問題解決に応用できる能力を備えた技術者

（B－１）数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身につけ、それ

らを用いて応用問題に挑戦できる

（B－２）自分の専攻した専門分野の基礎知識を身につけ、それらを用いて工

学的な現象が理解できる

（B－３）異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の知識と複合す

る能力を身につける
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（B－４）実験・実習を通して、実際の工学的現象を理解し、実践的技術を身

につけ、問題解決に応用できる

（C） コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者 
（C－１）国語表現の技法を身につけるとともに、語彙力を高め、場面や状況

に応じた言葉、文章、図表などで表現、記述でき、効果的なコミュ

ニケーションができる能力を身につける

（C－２）コンピュータや情報ツールを使い、情報処理、情報収集等やプレゼ

ンテーションができる

（C－３）国際的に通用するコミュニケーションの基礎力、特に英語力を身に

つけ、生活文化の固有性や多様な価値観のあることを理解できる

（D） 技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を持

った技術者

（D－１）自律的に新たなことにチャレンジする心（プロダクトマインド）を

育成し、問題解決のために習得した専門知識を応用できる

（D－２）問題解決のための計画・実行方法の立案、得られた結果の考察およ

び整理ができる

（D－３）実験・実習、卒業研究、特別研究科目の修得を通して、自主的、継

続的に学習し、他人と協調して実行できる
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５．科目構成 

 「生産システムエ学」教育プログラムの内容は、以下の科目から構成されま

す。 

(1) 本校準学士課程（電気工学科・機械電子工学科・情報工学科）の教育課

程表において 4・5年次に配当されている必修科目・選択必修科目。（資

料-1：準学士課程におけるプログラム科目） 

(2) 本校専攻科課程の教育課程表において配当されている必修科目・選択必

修科目。(資料-2：専攻科課程におけるプログラム科目) 

(3) 基礎工学の知識・能力科目 

上記(1)および(2)にあげた科目のうち、基礎工学の知識・能力科目とし

て以下の（３－１）～（３－５）の科目を配当しています。 

（３－１）設計・システム系科目群 

学科 科目名 配当 区分 単位

電気工学科

メカトロニクス ４年 必修 2 
電力系統工学 ４年 必修 2 
電機設計 ５年 必修 2 
自動制御 ５年 必修 2 
システム工学 ５年 必修 2 

機械電子工学科

計測工学 ５年 必修 2 
制御工学 ５年 必修 2 
機械デザイン ５年 必修 2 

情報工学科

計算機アーキテクチャⅠ ４年 必修 1 
計算機アーキテクチャⅡ ４年 必修 1 
ビジネス情報システム ４年 必修 1 
データベース概論 ４年 必修 1 
データベースシステム ４年 必修 1 

専攻科

電力システム １年 選択必修 2 
環境電磁工学 １年 選択必修 2 
計測制御特論 １年 選択必修 2 
電機電子回路特論 １年 選択必修 2 
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（３－２）情報・論理系科目群 

学科 科目名 配当 区分 単位

電気工学科 電子計算機 ４年 必修 2 
機械電子工学科 計算機プログラミング ４年 必修 2 

情報工学科

プログラミング応用Ⅰ ４年 必修 1 
プログラミング応用Ⅱ ４年 必修 1 
数値計算Ⅰ ４年 必修 1 
数値計算Ⅱ ４年 必修 1 
情報ネットワーク ４年 必修 1 
プログラミング応用Ⅲ ５年 必修 1 
プログラミング応用Ⅳ ５年 必修 1 
ソフトウエア工学Ⅰ ５年 必修 1 
ソフトウエア工学Ⅱ ５年 必修 1 
ＯＳ概論Ⅰ ５年 必修 1 
ＯＳ概論Ⅱ ５年 必修 1 
人工知能Ⅰ ５年 必修 1 
人工知能Ⅱ ５年 必修 1 

専攻科

情報数学 １年 選択必修 2 
符号理論 １年 選択必修 2 
計算システム論 ２年 選択必修 2 
コンピュータアーキテクチャ ２年 選択必修 2 
通信工学特論 ２年 選択必修 2 
トラヒック理論 ２年 選択必修 2 
応用通信特論 ２年 選択必修 2 
知識情報工学特論 ２年 選択必修 2 
信号処理論 ２年 選択必修 2 
数理計画 ２年 選択必修 2 
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（３－３）材料・バイオ系科目群 

学科 科目名 配当 区分 単位

電気工学科 電気電子材料 ５年 必修 2 
機械電子工学科 該当科目なし

情報工学科 該当科目なし

専攻科

バイオメカニクス １年 選択必修 2 
構造材料 １年 選択必修 2 
材料科学 ２年 選択必修 2 
応用磁気工学 ２年 選択必修 2 
半導体工学 ２年 選択必修 2 
機能材料 ２年 選択必修 2 

（３－４）力学系科目群 

学科 科目名 配当 区分 単位

電気工学科 該当科目なし

機械電子工学科 材料力学 ４年 必修 2 
情報工学科 該当科目なし

専攻科

熱統計力学 １年 選択必修 2 
エネルギー変換工学 １年 選択必修 2 
機械工学概論 １年 選択必修 2 

（３－５）社会技術系科目群 

科目 科目名 配当 区分 単位

電気工学科 技術者倫理 ５年 必修 2 
機械電子工学科 技術者倫理 ５年 必修 2 

情報工学科

オペレーションズ・リサーチⅠ ４年 必修 1 
オペレーションズ・リサーチⅡ ４年 必修 1 
生産管理 ５年 必修 1 
数理工学概論 ５年 必修 1 
品質管理論 ５年 必修 1 
マーケティング論 ５年 必修 1 
技術者倫理 ５年 必修 2 

専攻科

信頼・安全性工学 １年 選択必修 2 
生産管理工学 １年 選択必修 2 
技術史 １年 選択必修 2 
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６．履修について 

（１）履修計画

 履修計画は、本手引「７．『生産システム』教育プログラムの終了要件」を満

たす必要があります。この修了要件には、準学士課程の卒業と専攻科の修了が

含まれますから、準学士課程の卒業要件、専攻科の修了要件、および学位授与

要件を考慮に入れて、科目の履修計画を立ててください。

（２）単位の認定

「生産システム工学」教育プログラムの学習・教育目標（A）～（D）に基づ

いて科目ごとに定められた達成目標に到達したことをもって、各科目の単位が

認められます。

シラバスの各科目のプログラム目標欄には、本プログラムの学習・教育目標

との対応が（A－１）～（D－３）の記号で表記されていますので、到達すべき

内容を把握して学習に望んでください。

（３）他の高等教育機関で修得した単位および編入学生が編入前に修得した単 

位の認定 

① 専攻科課程在籍中に他大学などで修得した単位は、本校の専攻科の授業科

目と置き換えて、専攻科における単位として認定される場合があり、この

ときは、専攻科における必修または選択必修単位として認定されれば，本

プログラムの単位として認定し、評価をそのまま認めます。この単位認定

を希望する場合は、他大学などで開設されている授業科目を履修する前に、

「大学等における学修許可願」等を提出しなくてはなりません。希望者は

専攻科長に相談して下さい。

② 高等学校から準学士課程４年次に編入学した場合､編入学前に修得した単

位は、本プログラムの単位としては認めません。

③ 本校以外から本校専攻科に入学した（本プログラムに途中編入した）場合、

本校専攻科入学前（本プログラム編人前）の出身校において修得した単位

については、専攻科入試出願前の事前審査で本プログラムの単位として、

次の原則の下で認定の可否が判定されます。

ⅰ）本手引「5.科目構成」に掲げられた科目群に該当する科目は本プログ

ラムの単位として認定し、出身校の評価をそのまま認めます。 

ⅱ）本手引「5.科目構成」に掲げられた科目群に該当しない科目は、本プ

ログラムの単位としては認めません。 
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７．「生産システムエ学」教育プログラムの修了要件 

 本校における「生産システムエ学」教育プログラムを修了するためには、以

下に挙げる３つの修了要件を全て満たすことが必要です。 

生産システムエ学修了要件［１］ 

本校専攻科の課程を修了し、学位（学士）を取得していること。 

本校専攻科の修了要件は、「一般科目 8単位、専門共通科目 22 単位以上、専

門専攻科目 32 単位以上、合計 62 単位以上修得すること」です。この中には「必

修科目 39 単位、必修選択科目 10 単位以上の修得」が含まれます。詳しくは、

学生便覧をご覧下さい。 

 学士を取得するためには、大学評価･学位授与機構の審査に合格しなければな

りません。詳しくは、本手引「8.学位（学士）の取得についての注意」、学生便

覧、大学評価･学位授与機構の小冊子「新しい学士への途」などをご覧下さい。 

生産システムエ学修了要件［２］ 

 「生産システムエ学」教育プログラムにおいて、履修の手引「５．科目構成」 

に挙げられた科目で 124 単位以上修得していること。 

本プログラムの課程、すなわち準学士課程４年～専攻科２年の４年間で、124

単位以上修得しなければなりません。既述のように専攻科で 62 単位以上を修得

するので、残りの単位は準学士課程４・５年で修得します。準学士課程４・５

年生は、この要件に留意しながら単位を修得して下さい。専攻科１・２年生は、

自身が４・５年で修得した単位数を確認して下さい。 

生産システムエ学修了要件［３］ 

 履修の手引「５．科目構成」における（3）基礎工学の知識・能力科目には、

（3－1）設計･システム系科目群、（3－2）情報･論理系科目群、(3-3)材料･バイ

オ系科目群、（3－4）力学系科目群、(3-5)社会技術系科目群の５科目群がある

が、各科目群から少なくとも１科目、合計６科目以上を修得していること。 

この要件は、複合領域の知識を得るためのものです。この要件に十分留意し

て専攻科の選択必修科目を履修して下さい。 

大学生相当の学年に達した皆さんにとって、自らが修得すべきカリキュラム 

を自らの手によって設計することは、必須です。サポートはしますので、まず

は自ら考えてみて下さい。学びに対する自主自律の精神は、きっとそれを原点

とするはずです。 
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８．学位（学士）の取得についての注意 

学位は「大学評価･学位授与機構」という組織によって与えられます。 

 学士の学位を取得しようとする者は、「大学評価･学位授与機構」の定める様

式に従い、学修成果レポート等の必要書類を 10 月上旬に「大学評価･学位授与

機構」に提出し、「大学評価･学位授与機構」の行う学修成果レポートの審査お

よび 12 月中旬に行われる小論文試験に合格することが必要です。審査及び試験

に合格した学生には「大学評価･学位授与機構」より学士の学位が授与されます。

必要書類の提出期日を厳守して下さい。 

なお、学位授与要件の詳細や申請に必要な事項については、専攻科長に問い

合わせて下さい。 
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資料-1．準学士課程におけるプログラム科目 

一般科目

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

国語 １  A-2 
解析学Ⅱ ２  B-1 
体育実技 ２ ２ A-1 
英語演習 ２  C-3 
選択英語Ⅰ～Ⅵ ２ ２ C-3 

選択

必修

法学 ２ A-3 
経済学 ２ A-3 

電気工学科専門科目

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

電気磁気学 ２  B-2 
電気回路 ２  B-2 
電子回路 ２  B-2 
電子計算機 ２  B-1 
メカトロニクス ２  B-4 
パワーエレクトロニクス ２  B-2 
発変電工学 ２  B-2 
電力系統工学 ２  B-2 
高電圧工学 ２ B-2 
電気応用 ２ B-2 
電機設計 ２ B-2 
計測工学 １ B-2 
電気電子材料 ２ B-2 
自動制御 ２ B-2 
システム工学 ２ B-3 
通信工学概論 １ B-2 
電気工学実験 ４ ２ B-4、D-3 
応用物理 ２  B-2 
応用数学 A ２  B-1 
応用数学 B ２ B-1 
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区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修
技術者倫理 ２ A-4 
卒業研究 ８ C-2、D-1、D-2、D-3 

機械電子工学科専門科目

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

電気回路Ⅱ ２  B-2 

アナログ電子回路 ２  B-2 

ディジタル電子回路 ２ B-2 

電気磁気Ⅱ ２  B-2 

計測工学 ２ B-2 

制御工学 ２ B-2 

計算機プログラミング ２  B-2 

アンテナ工学 ２  B-2 

電気通信法規 １ B-2 

半導体デバイス ２  B-2 

機構学 ２  B-2 

材料科学 ２  B-2 

機械デザイン ２ B-2 

信号処理 ２ B-3 

音響工学 ２ B-3 

機械電子工学実験 ４ B-4、D-3 

創造設計学 ２ A-5、B-3、D-1、D-2 

解析学Ⅱ ２  B-1 

線形代数 ２  B-1 

物理学 ２ B-1 

技術者倫理 ２ A-4 

卒業研究 ８ C-2、D-1、D-2、D-3 
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情報工学科専門科目

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

プログラミング応用Ⅰ １  B-2 

プログラミング応用Ⅱ １  B-2 

プログラミング応用Ⅲ １ B-2、D-1 

プログラミング応用Ⅳ １ B-2、D-1 

数値計算Ⅰ １  B-2 

数値計算Ⅱ １  B-2 

ソフトウエア工学Ⅰ １ B-2 

ソフトウエア工学Ⅱ １ B-2 

計算機アーキテクチャⅠ １  B-2 

計算機アーキテクチャⅡ １  B-2 

OS 概論Ⅰ １ B-2 

OS 概論Ⅱ １ B-2 

情報ネットワーク １  B-2 

ビジネス情報システム １  B-2 

オペレーションズ・リサーチⅠ １  B-2 

オペレーションズ・リサーチⅡ １  B-2 

生産管理 １ B-3 

数理工学概論 １ B-3 

品質管理論 １ B-3 

マーケティング論 １ B-3 

データベース概論 １  B-2 

データベースシステム １  B-2 

人工知能Ⅰ １ B-2 

人工知能Ⅱ １ B-2 

技術文書作成 １  C-3 

プレゼンテーション １ C-2、C-3 
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区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

DTP・組版 １ B-3 

離散数学Ⅰ １  B-1 

離散数学Ⅱ １  B-1 

統計解析学Ⅰ １ B-1 

統計解析学Ⅱ １ B-1 

情報工学実験Ⅴ ２ B-4、D-3 

情報工学実験Ⅵ ２ B-4、D-3 

情報工学実験Ⅶ ２ B-4、D-3 

解析学Ⅱ ２  B-1 

線形代数 ２  B-1 

技術者倫理 ２ A-4 

卒業研究 ８ C-2、D-1、D-2、D-3 
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資料-2．専攻科課程におけるプログラム科目 

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
１年 ２年

必修

伝統文化特論 ２ A-2、A-4 

英語Ⅰ ２  C-3 

英語Ⅱ ２ C-3 

生産システム特論 ２  B-3 

論文講読Ⅰ １  C-1 

論文講読Ⅱ １  C-3 

専攻演習Ⅰ １  B-1 

専攻演習Ⅱ １ B-1、B-2 

専攻実験 ２ B-4、D-3 

特別研究 ５ ５ C-2、D-1、D-2、D-3 

選択

必修

電力システム ２  B-2 

環境電磁工学 ２  B-3 

計測制御特論 ２  B-2 

電気電子回路特論 ２  B-2 

計算システム論 ２ B-2 

情報数学 ２  B-1 

符号理論 ２ B-2、B-3 

コンピュータアーキテクチャ ２ B-2、B-3 

通信工学特論 ２ B-2、B-3 

トラヒック理論 ２ B-2、B-3 

応用通信特論 ２ B-2、B-3 

知識情報工学特論 ２ B-2、B-3 

信号処理論 ２ B-2、B-3 

数理計画 ２ B-2 

材料科学 ２ B-2 

バイオメカニクス ２  B-2 
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区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
１年 ２年

選択

必修

構造材料 ２  B-3 

応用磁気工学 ２ B-2 

半導体工学 ２ B-2 

機能材料 ２ B-2、B-3 

熱統計力学 ２  B-1 

エネルギー変換工学 ２  B-2 

機械工学概論 ２  B-3 

信頼・安全性工学 ２  B-3 

生産管理工学 ２  B-3 

技術史 ２ A-4、A-5 
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表 1 学習・教育到達目標と基準 1(2)要件(a)～(i)との対応 

◎・・・要件を主体的に含んでいる

○・・・要件を付随的に含んでいる

基準 1 (2)の要件 

a b c 
d(分野別要件) 

e f g h I 
1 2 3 4 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標

A 

1 ◎

2 ◎

3 ○ ◎

4 ○ ◎

5 ◎ ○

B 

1 ◎

2 ◎

3 ◎

4 ◎

C 

1 ◎

2 ◎

3 ◎

D 

1 ◎ ◎ ○

2 ◎

3 ◎ ○
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（A-1)
　健康や身体についての理解を
深めるとともに、スポーツの実践
を通して心身の調和的な発育・
発達を促し、健康な心身を培うこ
とができる。

(i) ◎
評価方法（A-1)：　別表2に定められた科目として、健康や身体についての
理解度は本科科目「保健体育」で、スポーツの実践は本科科目「体育実
技」で評価する。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-2)
　過去の文芸作品や現在の様々
な書籍を通して、人々の生活を
見つめ、他者の心を理解し、自
分の考えを深め、豊かな人間性
を培うことができる。

(a) ◎

評価方法（A-2)：　別表2に定められた科目として、過去の文芸作品や現在
の様々な書物についての知識は本科科目「国語」で、他者の心を理解し自
分の考えを深めることについては本科科目「倫理」で評価を行う。評価基
準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-3)
　近現代の社会と技術を理解す
るために、その成り立ちの基盤
である日本と世界の歴史を学習
し、それらの基礎的事項を把握
する。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-3)：　別表2に定められた科目として、日本と世界の歴史につ
いては本科科目「現代社会」と「歴史」で、また社会の成り立ちについては
「法学」「経済学」(選択必修)で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点
以上を合格とする。

小項目（A-4)
　.我が国の文化や歴史の理解と
ともに他国の文化も認識し、技
術に関係する過去の事故等の
検討を通して、社会的な責任と
使命（技術者倫理）について理
解できる。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-4)：　別表2に定められた科目として、我が国の文化やその歴
史については専攻科目「伝統文化特論」で、技術に関係する過去の事故
等の検討については本科科目「技術者倫理」で評価を行う。評価基準は学
年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-5)
　自然環境と社会との関係に関
する基礎的な事項を理解でき、
常に使い手の立場に立ったもの
つくりができる

(b)
(e)

◎
○

評価方法（A-5)：　別表2に定められた科目として、自然環境と社会の関係
に関する基礎的な事項については専攻科目「環境特論」と「技術史」で評
価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

(A)大項目A

　健全な身体と精神を培い、使
命感と奉仕の精神を養い、幅
広い教養の元に多面的に物事
をとらえ、技術者としての使命
を自覚し、実行しうる技術者

表2　学習・教育到達目標と評価方法および評価基準（全体）

1
8
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（B-1)
　数学、自然科学および情報技
術に関する基礎知識を身につ
け、それらを用いて応用問題に
挑戦できる

(c) ◎
評価方法（B-1)：　数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識につ
いては、別表2で定められた多くの本科一般科目と専門科目で評価を行
う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-2)
　自分の専攻した専門分野の基
礎知識を身につけ、それらを用
いて工学的な現象が理解でき
る

(d)-1 ◎
評価方法（B-2)：　自分の専攻した専門分野の基礎知識とその応用につい
ては、別表2で定められた多くの本科専門科目で評価を行う。評価基準は
学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-3)
　異なる技術分野を理解し、自
分の専攻した専門分野の知識と
複合する能力を身につける

(d)-3 ◎
評価方法（B-3)：　異なる技術分野および自分の専攻した専門分野との関
連については、別表2で定められた多くの本科専門科目で評価を行う。評
価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-4)
　実験・実習を通して、実際の工
学的現象を理解し、実践的技術
を身につけ、問題解決に応用で
きる。

(d)-2 ◎
評価方法（B-4)：　実験・実習を通した工学的現象の理解については、別
表2で定められた多くの本科工学実験と専攻科実験で評価を行う。評価基
準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（C-1)
　国語表現の技法を身につける
とともに、語彙力を高め、場面や
状況に応じた言葉、文章、図表
などで表現、記述でき、効果的な
コミュニケーションができる能力
を身につける。

(f) ◎

評価方法（C-1)：　別表2に定められた科目として、国語表現の技法、語彙
力、場面や状況に応じた言葉、文章、図表などによる表現や記述について
は本科科目「国語」「表現」および専攻科目「論文講読」で評価を行う。評
価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（C-2)
　コンピュータや情報ツールを使
いこなし、情報処理、情報収集
等やプレゼンテーションができる

(f) ◎

評価方法（C-2)：　別表2に定められた科目として、コンピュータや情報ツー
ルを使いこなし、情報処理、情報収集等やプレゼンテーションについては、
本科の「卒業研究」および専攻科の「特別研究」で総合的に評価を行う。卒
業研究と特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科
担当教員による特研審査に合格することである。

(B)大項目B

　自らの専門とする科学技術に
ついて、その基礎理論および
原理を理解し、それらを問題解
決に応用できる能力を備えた
技術者

(C)大項目C

　コミュニケーション能力とプレ
ゼンテーション能力を身につけ
た技術者

1
9
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（C-3)
　国際的に通用するコミュニケー
ションの基礎力、特に英語力を
身につけ、生活文化の固有性や
多様な価値観のあることを理解
できる。

(f) ◎

評価方法（C-3)：　別表2に定められた科目として、国際的に通用するコ
ミュニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、生活文化の固有性や
多様な価値観については、本科の「英語」「英語演習」および専攻科の「論
文講読」で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-1)
　自律的に新たなことにチャレン
ジする心（プロダクトマインド）を
育成し、問題解決のために習得
した専門知識を応用できる

(d)-4
(e)
(g)

◎
◎
○

評価方法（D-1)：　別表2に定められた科目として、自律的に新たなことに
チャレンジする心（プロダクトマインド）の育成や問題解決のための専門知
識の応用については、専攻科目「専攻演習」と「インターンシップ」で評価を
行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-2)
　問題解決のための計画・実行
方法の立案、得られた結果の考
察および整理ができる

(h) ◎

評価方法（D-2)：　別表2に定められた科目として、問題解決のための計
画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整理については、本科
の「卒業研究」、専攻科の「専攻演習」と「特別研究」で総合的に評価を行
う。専攻演習の評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研
究と特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当
教員による特研審査に合格することである。

小項目（D-3)
　実験・実習、卒業研究、特別研
究科目の修得を通して、自主
的、継続的に学習し、他人と協
調して実行できる

(g)
(i)

◎
○

評価方法（D-3)：　別表2に定められた科目として、実験・実習、卒業研究、
特別研究科目の修得を通して、自主的、継続的に学習し、他人と協調して
実行できる能力については、本科の「工学実験」と「卒業研究」、および専
攻科の「専攻実験」と「特別研究」で総合的に評価を行う。工学実験と専攻
実験の評価基準は、学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研究と特
別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当教員
による特研審査に合格することである。

(D)大項目D

　技術的課題を分析し、解決す
るためのシステムをデザインす
る能力を持った技術者

2
0
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表 3 学習・教育到達目標に対するカリキュラム設計方針 

学習・教育到達目標 カリキュラム設計方針 

(A) 

健全な身体と精神を

培い、使命感と奉仕

の精神を養い、幅広

い教養の元に多面的

に物事をとらえ、技

術者としての使命を

自覚し、実行しうる

技術者

（A－１）健康や身体につ

いての理解を深めるとと

もに、スポーツの実践を

通して心身の調和的な発

育・発達を促し、健康な

心身を培う 

心身の健康は勉学の大前提であり、継続的に修

得する必要がある。到達目標(A-1)に直結した科

目として、「保健体育」・「体育実技」を本科 1-5

年の全学年にわたり配置する。 

（A－2）過去の文芸作品

や現在の様々な書籍を通

して、人々の生活を見つ

め、他者の心を理解し、

自分の考えを深め、豊か

な人間性を培う 

豊かな人間性は本校の目指す「善き技術者」の

大前提となるものであり、できるだけ継続的に

修得すべきものと考えている。到達目標(A-2)

に直結した科目として、「国語」を本科 1-4 年次

に、「倫理」を本科 1，3年次に配置する。 

（A－3）近現代の社会と

技術を理解するために、

その成り立ちの基盤であ

る日本と世界の歴史を学

習し、それらの基礎的事

項を把握する 

一般に高専では、一般教育は低学年時に学修し、

高学年になるにしたがい専門科目を増やしてい

く「くさび形」カリキュラムとなっている。本

校でもそれにならい、到達目標(A-3)を達成する

ために必要な「現代社会」と「歴史」は、1年

次と 2年次に配置する。また、社会生活を送る

上で必須となる「法学」と「経済学」について

は、多様な知識が必要なため、また就職が近い

ため、5年次に配置する。 

（A－4）我が国の文化や

歴史の理解とともに他国

の文化も認識し、技術に

関係する過去の事故等の

検討を通して、社会的な

責任と使命（技術者倫理）

について理解できる 

到達目標(A-4)を達成するには、歴史ならびに技

術の基礎を学んだ上で履修する必要がある。そ

のため高学年で履修することとして、本科 5年

次で「技術者倫理」を、専攻科 1年で「伝統文

化特論」を必修科目として配置する。 

（A－5）自然環境と社会

との関係に関する基礎的

な事項を理解でき、常に

使い手の立場に立ったも

のつくりができる 

到達目標(A-5)を達成するには、事前に自然や社

会および技術について履修しておくことが必要

である。これらの知識を総合した形で専攻科 1

年次に「技術史」を必修科目として配置する。
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(B) 

自らの専門とする科

学技術について、そ

の基礎理論および原

理を理解し、それら

を問題解決に応用で

きる能力を備えた技

術者 

（B－1）数学、自然科学

および情報技術に関する

基礎知識を身につけ、そ

れらを用いて応用問題に

挑戦できる 

到達目標(B-1)に沿った基礎知識を身につける

ため、各学科共通の一般科目として「基礎数学」

「代数学」「微積学」「基礎物理」「化学」「情報

倫理」等を本科 1年次と 2年次に配置する。ま

た応用問題にも挑戦できるように、高学年では

学科毎に専門科目として「数学」と「物理」を

配置する。 

（B－2）自分の専攻した

専門分野の基礎知識を身

につけ、それらを用いて

工学的な現象が理解でき

る 

到達目標(B-2)を達成するため、専門分野の科目

(専門科目)を 1年次から 5年次および専攻科 1・

2年次の、全学年に渡り配置する。低学年では

基礎的な内容から始め、高学年および専攻科に

向けて、細分化・高度化した専門科目を配置し

ていく。履修単位数も低学年から高学年に向け

て増やしていく。 

（B－3）異なる技術分野

を理解し、自分の専攻し

た専門分野の知識と複合

する能力を身につける 

到達目標(B-3)を達成するには、自分の専門分野

についての基礎知識を修得していることが前提

となる。そのため、異なる技術分野の科目の多

くは高学年および専攻科に配置する。 

（B－4）実験・実習を通

して、実際の工学的現象

を理解し、実践的技術を

身につけ、問題解決に応

用できる 

到達目標(B-4)を達成するため、座学と平行して

実験・実習科目を継続的に履修させ、知識の定

着化と応用力の養成を図る。そのため、本科 2

～5年次および専攻科 1年次に実験・実習科目

を配置する。 
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(C) 

コミュニケーション

能力とプレゼンテー

ション能力を身につ

けた技術者 

（C－１）国語表現の技法

を身につけるとともに、

語彙力を高め、場面や状

況に応じた言葉、文章、

図表などで表現、記述で

き、効果的なコミュニケ

ーションができる能力を

身につける 

到達目標(C-1)を達成するため、「国語」を本科

1-4 年次に配置し継続的に履修させる。また、

高専を志願する中学生は、コミュニケーション

を苦手とする傾向にあると考え、コミュニケー

ションの出発点となる聞く力を養成することか

ら始める「表現」を 1年次に配置する。 

（C－２）コンピュータや

情報ツールを使いこな

し、情報処理、情報収集

等やプレゼンテーション

ができる 

到達目標(C-2)は、様々な学修成果をまとめる段

階で修得すべきものである。多くの授業でコン

ピュータを使い、情報収集やプレゼンテーショ

ンを行っているが、これらを集大成する形とし

て、本科の「卒業研究」および専攻科の「特別

研究」を配置して達成を図る。 

（C－３）国際的に通用す

るコミュニケーションの

基礎力、特に英語力を身

につけ、生活文化の固有

性や多様な価値観のある

ことを理解する 

到達目標(C-3)を達成するには英語学習は必須

である。本科入学から専攻科修了までの 7年間

にわたり、全学年に「英語」「英語演習」等を配

置する。また専攻科においては、実践的な英語

力をつけるため、英語による「論文講読」を必

修化する。 

(D) 

技術的課題を分析

し、解決するための

システムをデザイン

する能力を持った技

術者 

（D－１）自律的に新たな

ことにチャレンジする心

（プロダクトマインド）

を育成し、問題解決のた

めに習得した専門知識を

応用できる 

到達目標(D-1)を達成するには基礎知識を習得

した上で様々な経験を積んでいることが必要で

ある。本科専門科目の中にいくつか問題解決能

力を養成する科目を配置する。これらを集大成

するため、専攻科に「専攻演習」を配置する。

また同時期に平行して「インターンシップ」を

配置して、実務の模擬経験をさせる。 

（D－２）問題解決のため

の計画・実行方法の立案、

得られた結果の考察およ

び整理ができる 

到達目標（D-2）は高専教育の最終目標とも言え

るものである。これは本科 5年次に「卒業研究」、

専攻科 1・2年次に「特別研究」を配置して、達

成を図る。 

（D－３）実験・実習、卒

業研究、特別研究科目の

修得を通して、自主的、

継続的に学習し、他人と

協調して実行できる 

到達目標（D-3）も高専教育の最終目標と言える

ものである。これを達成するため、本科 2～5年

次および専攻科 1年次に実験・実習科目を配置

し、本科 5年次に「卒業研究」、専攻科 1・2年

次に「特別研究」を配置して達成を図る。 
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表４ 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 
2014 年度（平成 26 年度）プログラム最終年次在籍学生の授業科目 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ａ－１） 
    

（Ａ－２） 

（Ａ－３） 

（Ａ－４） 
    

（Ａ－５） 

保健体育（◎） 保健体育（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅠ） 体育実技（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅡ） 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

倫理

（◎） 倫理（◎） 

伝統文化

特論（◎） 

現代社会（◎） 歴史（◎） △法学（◎） 

△経済学（◎） 

情報倫理（◎） 技術者倫理（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

伝統文化

特論（◎） 
技術史 
（◎） 

技術史 
（◎） 

2
4
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－１） 

      基礎数学Ⅰ（◎） 

基礎数学Ⅱ（◎） 

代数幾何学（◎） 

微分積分学（◎） 

確率統計学（◎） 

解析学Ⅰ（◎） 解析学Ⅱ（◎） 
(ME,CS) 

化学（◎） 化学（◎） 

基礎物理Ⅰ 
（◎） 

基礎物理Ⅱ 
（◎） 

物理（◎） 

情報処理（◎） 
(EE) 

電子計算機（◎） 
(EE) 

応用数学Ａ（◎） 
(EE) 

応用数学Ｂ（◎） 
(EE) 

線形代数（◎） 
(ME,CS) 

物理学（◎） 
(ME) 

離散数学Ⅰ 
（◎） (CS) 

離散数学Ⅱ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅰ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅱ

（◎） (CS) 
情報数学 

（◎） 

熱統計力学 
（◎）

数理物理学 
 (◎） 

専攻演習Ⅰ 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

2
5
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気エネルギー 
概論（◎）(EE) 

電気機器（◎） 
(EE) 

パワーエレクトロ 
ニクス（◎）(EE) 

発変電工学（◎） 
(EE) 

電力系統工学（◎） 
(EE) 

高電圧工学（◎） 
(EE) 

電気応用（◎） 
(EE) 

電機設計（◎） 
(EE) 

電気法規（◎） 
(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

電気電子材料（◎） 
(EE) 

自動制御（◎） 
(EE) 

通信工学概論

（◎） (EE) 

応用物理（◎） 
(EE) 

電子工学（◎） 
(EE) 

電子回路（◎） 
(EE) 

電力システム 
（◎） 

計測制御特論 
（◎） 

電気電子回路

特論 （◎）

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

2
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 
続き

        

電気回路Ⅱ（◎） 
(ME) 

電気回路Ⅰ（◎） 
(ME) 

アナログ電子回路 
（◎）(ME) 

ディジタル電子回路 
（◎）(ME) 

電気磁気Ⅰ（◎） 
(ME) 

電気磁気Ⅱ（◎） 
(ME) 

計測工学（◎） 
(ME) 

制御工学（◎） 
(ME) 

電子計算機（◎） 
(ME) 

アルゴリズム理論 
（◎）(ME) 

計算機プログラミング 
（◎）(ME) 

通信工学（◎） 
(ME) 

アンテナ工学（◎） 
(ME) 

電気通信法規

（◎） (ME) 

工業材料（◎） 
(ME) 

半導体デバイス（◎） 
(ME) 

製図（◎） 
(ME) 

機械加工（◎） 
(ME) 

計算機援用設計 
（◎）(ME) 

機構学（◎） 
(ME) 

材料力学（◎） 
(ME) 

機械デザイン（◎） 
(ME) 

工学基礎（◎） 
(ME) 

電気電子回路

特論 （◎）

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

2
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 
続き

       電気回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅲ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅳ 
（◎） (CS) 

電子回路 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

デジタル回路設計 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

計算機アーキテク

チャⅠ （◎） (CS) 
計算機アーキテク

チャⅡ （◎） (CS) 

プログラミング応

用Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅲ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

ソフトウェア工学

Ⅰ（◎ ） (CS) 
ソフトウェア工学

Ⅱ （◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅰ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報通信システム

Ⅰ （◎） (CS) 
情報通信システム

Ⅱ （◎） (CS) 
 

情報ネットワーク

（◎） (CS) 

データベース概論 
（◎） (CS) 

データベースシス

テム （◎） (CS) 
 

地理情報システム

概論（◎）(CS) 
 

オペレーションズ・リ

サーチⅠ（◎）(CS) 
オペレーションズ・リ

サーチⅡ（◎）(CS) 
 

情報社会論 
（◎） (CS) 

ビジネス情報シス

テム （◎） CS) 

情報数学概論 
（◎） (CS) 

プログラミング基

礎Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅲ （◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅰ 
（◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅱ 
（◎） (CS) 

 

数値計算Ⅰ 
（◎） (CS) 

数値計算Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報工学概論 
（◎） (CS) 

電気電子回路

特論 （◎）

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

2
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－３） 

   

品質管理論

（◎） (CS) 

生産管理

（◎）(CS) 

ＣＡＤ（◎） 
(EE) 

システム工学（◎） 
(EE) 

機械工学

（◎）(EE) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

音響工学（◎） 
(ME) 

信号処理（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

数理工学概論 
（◎） (CS) 

経営工学概論

（◎） (CS) 
マーケティング論

（◎） ((CS) 

ＤＴＰ・組版 
（◎） (CS) 

生産システム

特論 （◎）

環境電磁工学 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

構造材料 
（◎） 

機械工学概論 
（◎） 

信頼・安全性工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

生産管理工学 
（◎） 

2
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－４） 

（Ｃ－１） 

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

創造設計 
（◎） (EE) 

メカトロニクス（◎） 
(EE) 

工学基礎（◎） 
(EE) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

表現（◎） 

文書作成概論Ⅰ

（◎） (CS) 
文書作成概論Ⅱ

（◎） (CS) 
 

専攻実験（◎） 

論文講読Ⅰ

（◎） 

3
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｃ－２） 

 

（Ｃ－３） 

 

（Ｄ－１） 

  

情報倫理（◎） 卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

プレゼンテーション

（◎） (CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

英語（◎） 英語（◎） 英語（◎） 英語演習（◎） 

選択英語（◎） 

プレゼンテーション

（◎） (CS) 
 

技術文書作成 
（◎） (CS) 

論文講読Ⅱ 
（◎） 

英語Ⅰ（◎） 英語Ⅱ（◎） 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

プログラミング応

用Ⅲ( （◎） CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

生産システム

特論 （◎）

選択英語（◎） 3
1
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｄ－２） 

（Ｄ－３） 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 専攻実験（◎） 

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

3
2
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平成２６年１月 

人事採用ご担当者様 

サレジオ工業高等専門学校 

学校長    小島 知博 

ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ長  水谷  浩 

（公印省略） 

アンケート調査ご協力のお願い 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃は、本校学生の就職活動にあたり、多大なご協力を賜り、心よりお礼申

し上げます。 

さて、本校のような技術教育を行う学校では、技術の進展に併せてその教育

内容も毎年見直していく必要があります。 

その一環として、今年採用して頂いた企業様を対象としてアンケートをお願

いし、その結果を教育内容の改善に活かしていくことに致しました。質問項目

が多くて申し訳ないのですが、ご協力の程、よろしくお願い致します。 

ご記入後は、お渡し致します返信用封筒にてご返送頂きたく、何卒よろしく

お願い致します。 

敬具 

連絡先・送付先 

〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘４－６－８ 

サレジオ工業高等専門学校  キャリアセンター 

ＴＥＬ ０４２－７７５－３０２０（代表） 

ＦＡＸ ０４２－７７５－３０３６ 

Ｅ－ｍａｉｌ salesio-career@salesio-sp.ac.jp 

ＵＲＬ    http://www.salesio-sp.ac.jp 

1(1)-20＜添付資料＞：採用企業アンケート

　　　 
　　160

mailto:career@salesio-sp.ac.jp
http://www.salesio-sp.ac.jp/


1 

サレジオ高専就職希望先企業に関するアンケート調査 

[貴社に関する質問群] 

質問１ 貴社名  

質問 2 本社所在地 

質問 3 業種 

下記業種一覧から、番号でお選びください 

製造業 (1)食料品 (2)繊維製品 (3)印刷 (4)化学・石油・石炭 (5)ゴム製品 

(6)ガラス・土石製品 (7)鉄鋼・非鉄金属・金属製品  (8)機械・器具 

(9)電気・情報通信機械 (10)電子部品・デバイス (11)輸送用機器  

(12) 精密機器 (13)その他製品 

その他 (14)水産・農林業 (15)鉱業 (16)建設業 (17)電気・ガス業 (18)陸運業 

(19)海運業 (20)空運業 (21)倉庫・運輸関連業 (22)通信業 (23)卸売業 

(24)小売業 (25)銀行業 (26)証券・証券先物取引業 (27)保険業  

(28)その他金融業 (29)サービス業 (30)その他 

公官庁等 (31)官公庁 (32)公団 (33)公社 (34)協会 (35)農協等 (36)病院・医療 

(37)警察・消防 (38)その他団体 

質問 4 従業員数規模 

下記従業員数規模一覧から、番号でお選びください 

(1)30 人未満(2)30 人～49 人(3)50 人～99 人(4)100 人～299 人(5)300 人～500 人(6)501 人以

上 
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2 

質問 5 インターンシップについてお聞きします。 

質問 5-1 本科の学生のインターンシップを受け入れていますか？ 

① 受け入れたことがある ②受け入れたいが実績はない ③受け入れる予定はない

   回答欄 5-1    

質問 5-2 本科の学生のインターンシップはどの学年で実施するのが適当だと思われ

ますか？ 

① 3 学年 ②4 学年 ③3 学年でも 4 学年でも良い 回答欄 5-2 

[採用学生に関する質問群] 

質問1 採用学生全体に対してお聞きします。過去5年間の高専の本科卒業生と大卒以上（含

高専専攻科）の卒業生の採用実績（人数）を、選択肢からお選びください。 

① 0 名 ②1 名 ③2 名 ④3 名～5 名 ⑤6 名～10 名 ⑥11 名以上

質問 1-1 過去 5 年間の高専の本科卒業生   回答欄 1-1  

質問 1-2 過去 5 年間の大卒以上（含高専専攻科）の卒業生 回答欄 1-2  

質問 2 サレジオ高専の学科別採用実績人数についてお答えください。 

① 0 名 ②1 名 ③2 名 ④3 名～5 名 ⑤6 名～10 名 ⑥11 名以上

質問 2-1 過去 5 年の電気工学科採用人数   回答欄 2-1 

質問 2-2 過去 5 年の機械電子工学科（電子工学科）採用人数 回答欄 2-2  

質問 2-3 過去 5 年の情報工学科採用人数   回答欄 2-3 

質問 2-4 過去 5 年のデザイン（・ビジュアル）学科採用人数 回答欄 2-4  

質問 3 サレジオ高専卒業生に対する平均的な評価（勤務成績）について選択してください。 

① 非常に不満 ②不満 ③満足 ④非常に満足

質問 3-1 サレジオ高専本科卒業生    回答欄 3-1 

質問 3-2 サレジオ高専専攻科修了生 回答欄 3-2 

コメントがあればお書きください 

質問 4 本校だけでなく高専全般についてお聞きします。今後、高専本科または専攻科から

の採用をお考えですか？ 

① 採用したい ② 現時点ではわからない ③ 採用したくない

質問 4-1 本科卒業生の採用     回答欄 4-1 

質問 4-2 専攻科修了生の採用   回答欄 4-2 
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質問 5 一般的に高専から採用をする場合、おもにその職種は何ですか？（複数回答可） 

①設計 ②研究・開発 ③製造・生産技術 ④生産管理 ⑤品質管理 ⑥システムエンジ

ニア ⑦セールスエンジニア ⑧営業・販売 ⑨マーケッティング ⑩商品企画・デザイ

ン ⑪教育 ⑫人事経理事務 ⑬その他（ ） 

質問 5-1 本科生採用における職種                   回答欄 5-1 

質問 5-2 専攻科生採用における職種                 回答欄 5-2 

質問 6 採用にあたり、貴社が求める能力を以下から選択してください（複数回答可）。 

①専門知識 ②実践力 ③応用力 ④チーム活動 ⑤コミュニケーション力 ⑥一般常識

⑦その他（ ） 

質問 6-1 本科卒業生の能力   回答欄 6-1 

質問 6-2 専攻科卒業生の能力   回答欄 6-2  

[教育内容に関する質問群] 

質問１ サレジオ高専の本科卒業生あるいは専攻科修了生に、本校の教育目標に見合うだ

けの実力がついているかどうかお聞きします。平均的に見た本校の教育目標に対する達成

度を、以下の項目について 4 段階（不満 1-2-3-4 満足）で評価してください。 

サレジオ高専の教育目標 評価 

本科 専攻科 

項目 1 基礎力：専門分野に関する基礎的な知識・技能を身につけた技術者 

項目 2 実践力：アイデアを具現化することが出来る開発型技術者 

項目 3 コミュニケーション力：物事を論理的に考え、文章や口頭によって意

思疎通が出来る技術者 

項目 4 人間性：健全な倫理観に基づき技術によって社会に貢献できる技術者 

項目 5 国際性：国際社会の一員として、行動できる技術者 

質問 2 上記 5 項目で特に重要と思われる項目を挙げてください（複数選択可）。 

     回答欄 2 

質問 3 高専卒業生全般および専攻科修了生全般の一般的な英語の能力についてお聞きしま

す。入社時点での英語の能力を評価してください。 

質問 3-1 高専本科卒業生全般の英語力 

①非常に不満 ②不満 ③普通 ④満足 ⑤非常に満足 回答欄 3-1  

質問 3-2 専攻科卒業生全般の英語力 

①非常に不満 ②不満 ③普通 ④満足 ⑤非常に満足 回答欄 3-2  
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質問 4 入社にあたり TOEIC を考慮しておられますか？ 

質問 4-1 TOEIC のスコア ①考慮している ②考慮していない 回答欄 4-1  

質問 4-2 考慮されていれば、何点くらい必要とお考えですか？  

①300 点 ②400 点 ③500 点 ④600 点以上    回答欄 3-2  

質問 5 高専本科卒業生あるいは専攻科修了生全般と大学の卒業生全般とを比較した場合

についてお聞きします。高専生が優れていると感じる点をお選びください（複数選択可）。 

① 開発力 ②想像力 ③企画力 ④行動力 ⑤専門知識 ⑥一般常識 ⑦管理力 ⑧指

導力 ⑨協調性 ⑩誠実さ ⑪語学力 ⑫プレゼンテーション能力 ⑬コミュニケー

ション能力 ⑭パソコン他情報技術に関する能力 ⑮もの作り能力 ⑯その他

質問 6-1 本科卒業生     回答欄 5-1  

質問 6-2 専攻科修了生   回答欄 5-2  

質問 6 貴社で勤務する場合に推奨しておられる資格についてお聞きします。資格一覧から、

番号でお答えください（複数選択可）。その他を選ばれた場合は、具体的な資格名をお書き

ください。 

資格一覧 

(1)英語検定 (2)工業英語検定 (3)TOEIC (4)数学検定 (5)電気工事士(第一種・第二

種)  (6)電気主任技術者（第一種・第二種・第三種） (7)認定工事従事者 (8)ラジオ・

音響技能検定試験（1級～3級） (9)デジタル技術検定試験（1級～5級） (10)電気通信

主任技術者試験（伝送交換主任） (11)電気通信主任技術者試験（線路主任） (12)電気

通信工事担当者試験（AI：1種～３種）(13)電気通信工事担当者試験（AI・DD総合種：1

種～３種） (14)情報処理技術者試験（基本情報技術者） (15)情報処理技術者試験（初

級システム） (16)画像技能検定（CG試験） (17)画像技能検定（マルチメディア検定） 

(18)画像技能検定（画像処理検定） (19) Microsoft Office Specialist 認定試験 (20)

家電製品エンジニア (21)家電製品アドバイザー (22)コンピュータサービス技能評価試

験 （23）オラクルマスター認定試験 （24）シスコ技術者認定試験 （25）色彩検定（1

～3級） （26）DTPエキスパート （27）カラーコーディネーター（1～3級） （28）

インテリアコーディネーター （29）福祉住環境コーディネーター 

  回答欄 6

質問 7 採用にあたり重視して評価している教育内容を選択ください（複数回答可）。 

①クラブ活動 ②学業の成績 ③生活指導（遅刻・欠席数） ④ロボコンなどのプロジェ

クト教育 ⑤資格 

回答欄 7  
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質問 8 入社にあたり、情報処理技術の能力を考慮しておられますか？ 

質問 8-1 情報処理技術 ①考慮している ②考慮していない  回答欄 8-1  

質問 8-2 考慮されていれば、どの程度の能力が必要だとお考えですか？ 

① 資格は必要ないがワープロ・ホームページ作成程度

② ①以上の専門的な能力（CAD、表計算） 

③ 有資格者

回答欄 8-2 

③を選ばれた場合は、具体的な資格名をお書きください。

[高専の未来と学科再編に関する質問群] 

質問 1 サレジオ高専では現在全学的な学科再編を検討しています。ロボット・電気自動車

に代表されるように、今後の日本では複合領域・融合領域の技術が重要になってくると思

われます。このようなとき、高専の技術教育はどうあるべきか、ご意見をお聞かせくださ

い。 

質問 1-1 学校教育で学生に持たせるべき能力として、重要度が高いと思われるものを

選択してください（複数回答可）。 

①基礎力 ②実践力 ③応用力 ④コミュニケーション能力

 回答欄 1-1   

質問 2-2 カリキュラム構成する際に重視すべきと思われるものを選択してください。

（複数回答可）。 

①専門分野の深い知識 ②専門分野の深い技術力 ③幅広い専門分野の知識 ④幅広

い専門分野の技術力 

回答欄 1-2  

質問 2 最後に、教育機関としての高専の存在意義、将来のあるべき姿等についてご意見が

あればお聞かせください。 

<アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。＞ 
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「生産システム工学」教育プログラムで育成しようとする技術者像と、 

それを達成するための学習・教育到達目標 

プログラムが育成しようとする自立した技術者像（A）～（D）に照らして、プログラ

ム修了時点の修了生が確実に身につけておくべき知識・能力としての学習・教育到達目

標を、各々の技術者像に合わせて（A-1）～（A-5）、（B-1）～（B-4）、（C-1）～（C-3）、
（D-1）～（D-3）を設定している。 

技術者像（A） 

健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多面的に

物事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行しうる技術者 

対応する学習・教育到達目標（A-1）～（A-5） 

（A－１）健康や身体についての理解を深めるとともに、スポーツの実践を通して心身

の調和的な発育・発達を促し、健康な心身を培うことができる 

（A－2）過去の文芸作品や現在の様々な書籍を通して、人々の生活を見つめ、他者の

心を理解し、自分の考えを深め、豊かな人間性を培うことができる 

（A－3）近現代の社会と技術を理解するために、その成り立ちの基盤である日本と世

界の歴史を学習し、それらの基礎的事項を把握する 

（A－4）我が国の文化や歴史の理解とともに他国の文化も認識し、技術に関係する過

去の事故等の検討を通して、社会的な責任と使命（技術者倫理）について理解できる 

（A－5）自然環境と社会との関係に関する基礎的な事項を理解でき、常に使い手の立

場に立ったものつくりができる 

技術者像（B） 

自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、それらを

問題解決に応用できる能力を備えた技術者 

対応する学習・教育到達目標（B-1）～（B－4） 

（B－1）数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身につけ、それらを用い

て応用問題に挑戦できる 

（B－2）自分の専攻した専門分野の基礎知識を身につけ、それらを用いて工学的な現

象が理解できる 

（B－3）異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の知識と複合する能力を

身につける 

（B－4）実験・実習を通して、実際の工学的現象を理解し、実践的技術を身につけ、

問題解決に応用できる 

技術者像（C） 

コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者 

対応する学習・教育到達目標（C-1） ～（C-3） 

（C－1）国語表現の技法を身につけるとともに、語彙力を高め、場面や状況に応じた

言葉、文章、図表などで表現、記述でき、効果的なコミュニケーションができる能力

を身につける 

（C－2）コンピュータや情報ツールを使いこなし、情報処理、情報収集等やプレゼン

テーションができる 

（C－3）国際的に通用するコミュニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、生

活文化の固有性や多様な価値観のあることを理解できる 

技術者像（D） 

技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を持った技術者 
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対応する学習・教育到達目標（D-1）～（D-3） 

（D－1）自律的に新たなことにチャレンジする心（プロダクトマインド）を育成し、

問題解決のために習得した専門知識を応用できる 

（D－2）問題解決のための計画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整理が

できる 

（D－3）実験・実習、卒業研究、特別研究科目の修得を通して、自主的、継続的に学

習し、他人と協調して実行できる 
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

小項目（A-1)
　健康や身体についての理解を深め
るとともに、スポーツの実践を通して
心身の調和的な発育・発達を促し、健
康な心身を培うことができる。

(i)　◎
チームで仕事をするための能力

健康な体や健全な精神は、仕事をする上で全ての基本であるが、とりわ
けチームで仕事をする場合に必要となる資質である。また団体競技を中
心としたスポーツの実践を通して、チームワークの重要性を学ぶことがで
き、チームで仕事をする能力が養われる。

小項目（A-2)
　過去の文芸作品や現在の様々な書
籍を通して、人々の生活を見つめ、他
者の心を理解し、自分の考えを深め、
豊かな人間性を培うことができる。

(a)　◎
地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

過去の文芸作品や現在の様々な書籍を通して、人々の生活を見つめ、他
者の心を理解し、自分の考えを深めることは技術以外の分野も幅広く知
ることになり、このことにより社会や環境を含めて地球的視点から多面的
に物事を捉える能力が養われていく。

(b)　◎
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，
および技術者が社会に対して負っている
責任に関する理解

近現代の社会と技術の成り立ちの基盤である日本と世界の歴史を学習す
ることにより、技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を知り、ひいては技
術者の社会的責任を理解することができるようになる。

(a)　○
地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

世界の歴史を学び、様々な事例を学習することで、地球的視点から過去
や将来を踏まえて物事を考えることができるようになり、多面的に物事を
考える能力とその素養が身につく。

別表1　学習・教育到達目標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証

(A)　健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多面的に物事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行しうる技術者

小項目（A-3)
　近現代の社会と技術を理解するた
めに、その成り立ちの基盤である日
本と世界の歴史を学習し、それらの
基礎的事項を把握する。

1(2)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準１(２)要件(a)～(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

(b)　◎
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，
および技術者が社会に対して負っている
責任に関する理解

自国ならびに他国の歴史や文化を学び、とりわけ技術に関する過去の事
故等の事例も学ぶことで、技術が社会や自然に対する影響や効果を理解
することができ、ひいては技術者の社会的責任についての理解も深まる。

(a)　○
地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

多面的に物事を考えるために必要なことの1つとして、あらゆる事態を想
定して考えることが有効であり、過去の技術に関する事故等の検討は、こ
れらの能力の涵養につながる。

(b)　◎
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，
および技術者が社会に対して負っている
責任に関する理解

自然環境と社会との関係に関する基礎的事項を理解し、常に使い手の立
場に立ったものつくりができれば、自ずと技術が及ぼす社会や自然への
影響や効果が理解でき、技術者の社会的責任を認識できる。

(e)　○
種々の科学，技術及び情報を活用して社
会の要求を解決するためのデザイン能力

自然環境と社会との関係に関する基礎的事項を理解し、その制約条件を
考慮したものつくりをすることができれば、社会の要求を解決するための
デザイン能力が身につく。

小項目（A-5)
　自然環境と社会との関係に関する
基礎的な事項を理解でき、常に使い
手の立場に立ったものつくりができる

小項目（A-4)
　.我が国の文化や歴史の理解ととも
に他国の文化も認識し、技術に関係
する過去の事故等の検討を通して、
社会的な責任と使命（技術者倫理）に
ついて理解できる。

1(2)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準１(２)要件(a)～(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

小項目（B-1)
　数学、自然科学および情報技術に
関する基礎知識を身につけ、それら
を用いて応用問題に挑戦できる

（ｃ）　◎
数学及び自然科学に関する知識とそれら
を応用する能力

数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身につけ、それらを
用いて応用問題に挑戦していけば、自ずと応用能力が身についてくる。

小項目（B-2)
　自分の専攻した専門分野の基礎知
識を身につけ、それらを用いて工学
的な現象が理解できる。

(d)-1　◎
専門工学（本校では工学(融合複合）であ
る)の知識と能力

本校の専門工学は工学(融合複合)である。本科（準学士課程）では電気
工学、機械電子工学、情報工学の内の１つの専門分野を学習して知識と
能力を身につけ、専攻科（学士課程）では他分野の科目の学習により異
なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を融合複合させる能力を身
につけさせることである。本科における専門分野の基礎知識を身につけ
ることが、専門工学の知識と能力を身につける初めの段階となる。

(d)-1　◎
専門工学（本校では工学(融合複合）であ
る)の知識と能力

本校の専門工学は工学(融合複合)である。本科（準学士課程）では電気
工学、機械電子工学、情報工学の内の２つの専門分野を学習して知識と
能力を身につけ、専攻科（学士課程）では他分野の科目の学習により異
なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を融合複合させる能力を身
につけさせることである。専攻科において異なる技術分野を理解し、自分
の専攻した専門分野の知識と複合する能力を身につけることで、専門工
学の知識と能力が養成される。

(d)-3　◎
工学の基礎的な知識・技術を統合し、創
造性を発揮して課題を探求し、組み立て、
解決する能力

異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の知識と複合する能
力を身につけることで、創造性を発揮して課題を探求し、組み立て、解決
する能力が養われる。

(i)　◎
チームで仕事をするための能力

本科で異なる専門分野修得した学生達を、専攻科の授業の中でチームを
組ませることにより、自分の専門分野と異なる技術分野とを複合する能力
が身につき、チームで仕事をするための能力が養われる。

小項目（B-4)
　実験・実習を通して、実際の工学的
現象を理解し、実践的技術を身につ
け、問題解決に応用できる。

(d)-2　◎
いくつかの工学の基礎的な知識・技術を
駆使して実験を計画・遂行し、データを正
確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・
説得する能力

実際の工学的現象を理解し、実践的技術を身につけ問題解決に応用して
いく実験･実習の学習を通して、工学の基礎的な知識・技術を駆使して実
験を計画・遂行し、データを正確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・説
得する能力が養われる。

小項目（B-3)
　異なる技術分野を理解し、自分の専
攻した専門分野の知識と複合する能
力を身につける

(B)　自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、それらを問題解決に応用できる能力を備えた技術者

1(2)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準１(２)要件(a)～(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

小項目（C-1)
　国語表現の技法を身につけるととも
に、語彙力を高め、場面や状況に応
じた言葉、文章、図表などで表現、記
述でき、効果的なコミュニケーション
ができる能力を身につける。

(f)　◎
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の
コミュニケーション能力

国語表現力を高め、場面や状況に応じて言葉、文章、図表などを使って
効果的なコミュニケーションを身につける学習を通して、論理的な記述
力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力が養われる。

小項目（C-2)
　コンピュータや情報ツールを使いこ
なし、情報処理、情報収集等やプレゼ
ンテーションができる

(f)　◎
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の
コミュニケーション能力

コンピュータや情報ツールを使いこなし、情報処理、情報収集等ができる
ようになれば、コミュニケーション能力の向上に資することができる。

小項目（C-3)
　国際的に通用するコミュニケーショ
ンの基礎力、特に英語力を身につ
け、生活文化の固有性や多様な価値
観のあることを理解できる。

(f)　◎
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の
コミュニケーション能力

国際的に通用するコミュニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、
生活文化の固有性や多様な価値観のあることを理解できるようになれ
ば、コミュニケーション能力の幅を広げることに資することができる。

(C)  コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者

1(2)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準１(２)要件(a)～(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

(d)-4　◎
(工学)技術者が経験する実務上の問題点
と課題を解決し、適切に対応する基礎的
な能力

プロダクトマインドを育成し、問題解決のために習得した専門知識を応用
する学習により、(工学)技術者が経験する実務上の問題点と課題を解決
し、適切に対応する基礎的な能力が養われる

(e)　◎
種々の科学，技術及び情報を活用して社
会の要求を解決するためのデザイン能力

問題解決のために習得した専門知識を応用できる学習の中で、種々の科
学，技術及び情報を活用すれば、社会の要求を解決するためのデザイン
能力の向上に資することができる。

(g)　○
自主的，継続的に学習する能力

問題解決のために習得した専門知識を応用できる学習は、自主的、継続
的に続けなければ身につかず、これらの能力の養成につながる。

小項目（D-2)
　問題解決のための計画・実行方法
の立案、得られた結果の考察および
整理ができる

(h)　◎
与えられた制約の下で計画的に仕事を進
め，まとめる能力

問題解決のための計画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整
理を通して、PDCAサイクルが経験でき、与えられた制約の下で計画的に
仕事を進め，まとめる能力の養成につながる。

(g)　◎
自主的，継続的に学習する能力

高専特有の低学年からある毎週の実験・実習、本科5年次の卒業研究、
そして専攻科2年間にわたる特別研究の修得は、自主的、継続的に学習
する能力を養う。

(i)　○
チームで仕事をするための能力

実験・実習、卒業研究、特別研究では、目的を明らかにし、計画立案し、
実行した後の分析･解析さらには再実験などの過程で、他者との議論や
チームを組んで取り組みことが多い。このような経験を通して、チームで仕
事をするための能力が養われる。

小項目（D-1)
　自律的に新たなことにチャレンジす
る心（プロダクトマインド）を育成し、問
題解決のために習得した専門知識を
応用できる

小項目（D-3)
　実験・実習、卒業研究、特別研究科
目の修得を通して、自主的、継続的
に学習し、他人と協調して実行できる

(D)　技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を持った技術者

1(2)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準１(２)要件(a)～(i)との同等性保証
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- 27 -

1(2)-4＜添付資料＞：目標(A－２)関連科目として、3年次履修一般科目「国語」
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- 16 -

1(2)-5＜添付資料＞：目標(A－３)関連科目として、2年次履修一般科目「歴史」
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- 171 -

1(2)-6＜添付資料＞：目標(A－４)関連科目として、5年次履修専門科目「技術者倫理」
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- 9 -

1(2)-7＜添付資料＞：目標(A－３)関連科目として、1年次履修一般科目「現代社会」
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- 348 -

1(2)-8＜添付資料＞：目標(A－５)関連科目として、専攻科履修科目「技術史」

　　　 
　　177



- 200 -

1(2)-9＜添付資料＞：目標(B－１)関連科目として、4年次履修専門科目「解析学Ⅱ」
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- 210 -

1(2)-10＜添付資料＞：目標(B－１)関連科目として、5年次履修専門科目「物理学」
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- 143 -

1(2)-11＜添付資料＞：目標(B－１)関連科目として、3年次履修専門科目「情報処理」
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- 150 -

1(2)-12＜添付資料＞：目標(B－２)関連科目として、4年次履修専門科目「電気磁気学」
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- 202 -

1(2)-13＜添付資料＞：目標(B－２)関連科目として、5年次履修専門科目「デジタル電子回路」
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- 158 -

1(2)-14＜添付資料＞：目標(B－４)関連科目として、4年次履修専門科目「電気工学実験」
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- 321 -

1(2)-15＜添付資料＞：目標(B－３)関連科目として、専攻科履修科目「生産システム特論」
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- 286 -

1(2)-16＜添付資料＞：目標(D－１)：関連科目として、5年次履修専門科目「卒業研究」
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- 328 -

1(2)-17＜添付資料＞：目標(D－１)関連科目として、専攻科履修科目「特別研究」

　　　 
　　186



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
国語 7 全３学科 必修 ○
表現 2 全３学科 必修 ○
倫理 2 全３学科 必修 ○
情報倫理 2 全３学科 必修 ○
現代社会 2 全３学科 必修 ○
歴史 2 全３学科 必修 ○
基礎数学Ⅰ 4 全３学科 必修 ○
基礎数学Ⅱ 3 全３学科 必修 ○
代数幾何学 2 全３学科 必修 ○
微分積分学 4 全３学科 必修 ○
確率統計学 2 全３学科 必修 ○
解析学Ⅰ 4 全３学科 必修 ○
化学 5 全３学科 必修 ○
基礎物理Ⅰ 2 全３学科 必修 ○
基礎物理Ⅱ 2 全３学科 必修 ○
物理 2 全３学科 必修 ○
保健体育 4 全３学科 必修 ○
体育実技 6 全３学科 必修 ○
英語 16 全３学科 必修 ○
△英語演習 2 全３学科 選択必修 ○
△選択英語Ⅰ～Ⅵ 4 全３学科 選択必修 ○
*有機化学 2 全３学科 選択 ○
*イタリア語Ⅰ 4 全３学科 選択 ○
*イタリア語Ⅱ 2 全３学科 選択 ○
*中国語Ⅰ 4 全３学科 選択 ○
*中国語Ⅱ 2 全３学科 選択 ○
*韓国語Ⅰ 4 全３学科 選択 ○
*韓国語Ⅱ 2 全３学科 選択 ○
*宗教学 4 全３学科 選択 ○
*心理学 4 全３学科 選択 ○
*日本語・日本文学 4 全３学科 選択 ○
*人間論 4 全３学科 選択 ○
△法学 2 全３学科 選択必修 ○
△経済学 2 全３学科 選択必修 ○
電気磁気学 4 電気工学科 必修 ○
電気回路 8 電気工学科 必修 ○
電子工学 2 電気工学科 必修 ○
電子回路 2 電気工学科 必修 ○
情報処理 2 電気工学科 必修 ○
電子計算機 2 電気工学科 必修 ○
創造設計 1 電気工学科 必修 ○
電気エネルギー概論 2 電気工学科 必修 ○
メカトロニクス 2 電気工学科 必修 ○
CAD 2 電気工学科 必修 ○
電気機器 2 電気工学科 必修 ○
パワーエレクトロニクス 2 電気工学科 必修 ○
発変電工学 2 電気工学科 必修 ○
電力系統工学 2 電気工学科 必修 ○
高電圧工学 2 電気工学科 必修 ○
電気応用 2 電気工学科 必修 ○
電機設計 2 電気工学科 必修 ○
電気法規 2 電気工学科 必修 ○
計測工学 2 電気工学科 必修 1 1 ○
電気電子材料 2 電気工学科 必修 ○
自動制御 2 電気工学科 必修 ○
システム工学 2 電気工学科 必修 ○
通信工学概論 1 電気工学科 必修 1 ○
機械工学 1 電気工学科 必修 1 ○
工学基礎 3 電気工学科 必修 ○ ○
電気工学実験 12 電気工学科 必修 2 ○
応用物理 2 電気工学科 必修 ○
応用数学A 2 電気工学科 必修 ○
応用数学B 2 電気工学科 必修 ○
技術者倫理 2 電気工学科 必修 ○
卒業研究 8 電気工学科 必修 ○
電気回路Ⅰ 2 機械電子工学科 必修 ○
電気回路Ⅱ 2 機械電子工学科 必修 ○
アナログ電子回路 2 機械電子工学科 必修 ○
ディジタル電子回路 2 機械電子工学科 必修 ○
電気磁気Ⅰ 2 機械電子工学科 必修 ○
電気磁気Ⅱ 2 機械電子工学科 必修 ○
計測工学 2 機械電子工学科 必修 ○
制御工学 2 機械電子工学科 必修 ○
電子計算機 2 機械電子工学科 必修 ○
アルゴリズム理論 2 機械電子工学科 必修 ○
計算機プログラミング 2 機械電子工学科 必修 ○
通信工学 2 機械電子工学科 必修 ○
アンテナ工学 2 機械電子工学科 必修 ○
電気通信法規 1 機械電子工学科 必修 1 ○

2
2

22
2 2 2 2

2 2
2 2

2 2
2 2

2 2
2

2 2
2

2 2
2

2 2
2

6 6 4
2

2 2
2 2 2

2
2

2 3
2

2
4

2
4

4
3

2
2

2 2 2 1
2
1 1
2

授業科目名
*選択科目

△選択必修科目（丸数字は選択群）
開講学科 本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

授業単位 学習の内容
単位数

必修・
選択 (1) (2) (3) (4)

2014年度（平成26年度）プログラム最終年次在籍学生の授業科目

別表2.1-1 授業科目別授業時間、学習内容

2
2

2
2

1
2

2
2

2
2
2
2

2
2

2

2
2

2
2

3
3 3 4

2
2

8
2
2

2
2
2

2
2

2
2
2

2
2

2
2

2

学習の内容
当該分野の『専門的知識とそれらを応用する能力』（水準を含む）として、以下が考慮されていること。（関連：基準1(2)(d)） 
(1) 専門工学（工学（融合複合・新領域）における専門工学の内容は申請高等教育機関が規定するものとする）の知識と能力 
(2) いくつかの工学の基礎的な知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し、データを正確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・説得する能力 
(3) 工学の基礎的な知識・技術を統合し、創造性を発揮して課題を探求し、組み立て、解決する能力 
(4) （工学）技術者が経験する実務上の問題点と課題を解決し、適切に対応する基礎的な能力 

1(2)-18＜添付資料＞：別表2.1-1 授業科目別授業時間、学習内容
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

授業科目名
*選択科目

△選択必修科目（丸数字は選択群）
開講学科 本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

授業単位 学習の内容
単位数

必修・
選択 (1) (2) (3) (4)

工業材料 2 機械電子工学科 必修 ○
半導体デバイス 2 機械電子工学科 必修 ○
製図 1 機械電子工学科 必修 ○
機械加工 2 機械電子工学科 必修 ○
計算機援用設計 2 機械電子工学科 必修 ○
機構学 2 機械電子工学科 必修 ○
材料力学 2 機械電子工学科 必修 ○
機械デザイン 2 機械電子工学科 必修 ○
信号処理 2 機械電子工学科 必修 ○
音響工学 2 機械電子工学科 必修 ○
工学基礎 3 機械電子工学科 必修 ○
機械電子工学実験 12 機械電子工学科 必修 ○
創造演習 7 機械電子工学科 必修 ○
創造設計学 2 機械電子工学科 必修 ○
解析学Ⅱ 2 機械電子工学科 必修 ○
線形代数 2 機械電子工学科 必修 ○
物理学 2 機械電子工学科 必修 ○
技術者倫理 2 機械電子工学科 必修 ○
卒業研究 8 機械電子工学科 必修 ○
情報社会論 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報工学概論 2 情報工学科 必修 2 ◯
電気回路Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
電気回路Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
電気回路Ⅲ 1 情報工学科 必修 1 ◯
電気回路Ⅳ 1 情報工学科 必修 1 ◯
電子回路 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング基礎Ⅰ 2 情報工学科 必修 2 ◯
プログラミング基礎Ⅱ 2 情報工学科 必修 2 ◯
プログラミング基礎Ⅲ 1 情報工学科 必修 1 ◯
アルゴリズム論Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
アルゴリズム論Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング応用Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング応用Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング応用Ⅲ 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング応用Ⅳ 1 情報工学科 必修 1 ◯
数値計算Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
数値計算Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
ソフトウエア工学Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
ソフトウエア工学Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
論理回路Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
論理回路Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
デジタル回路設計 1 情報工学科 必修 1 ◯
計算機概論Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
計算機概論Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
計算機アーキテクチャⅠ 1 情報工学科 必修 1 ◯
計算機アーキテクチャⅡ 1 情報工学科 必修 1 ◯
OS概論Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
OS概論Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報通信システムⅠ 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報通信システムⅡ 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報ネットワーク 1 情報工学科 必修 1 ◯
ビジネス情報システム 1 情報工学科 必修 1 ◯
経営工学概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
オペレーションズ・リサーチⅠ 1 情報工学科 必修 1 ◯
オペレーションズ・リサーチⅡ 1 情報工学科 必修 1 ◯
生産管理 1 情報工学科 必修 1 ◯
数理工学概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
品質管理論 1 情報工学科 必修 1 ◯
マーケティング論 1 情報工学科 必修 1 ◯
地理情報システム概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
データベース概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
データベースシステム 1 情報工学科 必修 1 ◯
人工知能Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
人工知能Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
文書作成概論Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
文書作成概論Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
技術文書作成 1 情報工学科 必修 1 ◯
プレゼンテーション 1 情報工学科 必修 1 ◯
DTP・組版 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報数学概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
離散数学Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
離散数学Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
統計解析学Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
統計解析学Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報工学実験Ⅰ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅱ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅲ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅳ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅴ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅵ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅶ 2 情報工学科 必修 2 ◯
解析学Ⅱ 2 情報工学科 必修 2 ◯
線形代数 2 情報工学科 必修 2 ◯
技術者倫理 2 情報工学科 必修 2 ◯
卒業研究 8 情報工学科 必修 8 ○
生産システム特論 2 専攻科 必修 2 ○
論文講読Ⅰ 1 専攻科 必修 1 ◯
論文講読Ⅱ 1 専攻科 必修 1 ◯
専攻演習Ⅰ 1 専攻科 必修 1 ◯
専攻演習Ⅱ 1 専攻科 必修 1 ◯
専攻実験 2 専攻科 必修 ◯
英語Ⅰ 2 専攻科 必修 ◯

2
2

1
2

2
2
2

2
2
2

3
4 4 4

3 2 2
2

2
2

8

2
2

2
2
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

授業科目名
*選択科目

△選択必修科目（丸数字は選択群）
開講学科 本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

授業単位 学習の内容
単位数

必修・
選択 (1) (2) (3) (4)

英語Ⅱ 2 専攻科 必修 ◯
特別研究 10 専攻科 必修 ◯
伝統文化特論 2 専攻科 必修 2 ◯
△①電力システム 2 専攻科 選択 2 ◯
△①環境電磁工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△①計測制御特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△①電気電子回路特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②計算システム論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②情報数学 2 専攻科 選択 2 ◯
△②符号理論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②コンピュータアーキテクチャ 2 専攻科 選択 2 ◯
△②通信工学特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②トラヒック理論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②応用磁気工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△②応用通信特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②知識情報工学特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②信号処理論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②数理計画 2 専攻科 選択 2 ◯
△③材料科学 2 専攻科 選択 2 ◯
△③バイオメカ二クス 2 専攻科 選択 2 ◯
△③構造材料 2 専攻科 選択 2 ◯
△③半導体工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△③機能材料 2 専攻科 選択 2 ◯
△④熱統計力学 2 専攻科 選択 2 ◯
△④エネルギー変換工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△④機械工学概論 2 専攻科 選択 2 ◯
△⑤信頼・安全性工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△⑤生産管理工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△⑤技術史 2 専攻科 選択 2 ○
*量子力学 2 専攻科 選択 2 ◯
*インターンシップ 1～2 専攻科 選択 ◯
*環境特論 2 専攻科 選択 2 ◯
*数学特論　 2 専攻科 選択 2 ◯
*数理物理学 2 専攻科 選択 2 ◯
*複素関数論　 2 専攻科 選択 2 ◯

2
4 6

1～2
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- 6 -

1(2)-19＜添付資料＞：目標(C－１)関連科目として、1年次履修一般科目「表現」
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- 322 -

1(2)-20＜添付資料＞：目標(C－１)関連科目として、専攻科履修科目「論文講読Ⅰ」
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- 8 -

1(2)-21＜添付資料＞：目標(C－２)関連科目として、1年次履修一般科目「情報倫理」
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- 323 -

1(2)-22＜添付資料＞：目標(C－３)関連科目として、専攻科履修科目「論文講読Ⅱ」
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- 327 -

1(2)-23＜添付資料＞：目標(C－３)関連科目として、専攻科履修科目「英語Ⅰ」
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- 330 -

1(2)-24＜添付資料＞：目標(C－３)関連科目として、専攻科履修科目「英語Ⅱ」
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開講年度 2014 ｸﾗｽ No 
氏 

名 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

専攻実験 AC：専攻科 1年 通年 2 

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

Experiments 必修 6 12 72 0 

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

加藤 雅彦 EE・ 教授 312 木曜日以外 kato-m 

斉藤 成一 AC・ 客員教授 208 月・火・木曜日 saitos 

房野 俊夫 EE・ 准教授 216 水曜日以外 bouno 

兵頭 礼子 CS・ 准教授 404 木曜日以外 n-hyodo 

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 JABEE基準1(2) 

AC-2 B-3 B-4 D-3 (d)(1,2,3), (g),(i) 

授業概要 
生産システム工学の実験として、様々な分野の実験を行うことによって、幅広い知識と技術を修得し、システ 
ム的にものを考える力を身につける。 

到達目標 

A. 各実験の目的にあわせて正しい手順で作業することができる。 
B. 実験方法および実験結果を客観的・論理的に説明することができる。 
C. 実験結果について客観的・論理的に考察することができる。 

授業方法 

前期は通信伝送工学系および材料工学系、後期は電力系統工学系および情報工学系の実験を行う。クラスを２ 
グループに分け、各実験について６週間ずつローテーションして行う。各実験終了後は報告書を提出し、指示 
されたテーマについて発表を行う。 

教科書 配布プリント 

補助教材 適宜紹介する。 

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

全ての実験テーマについて報告書を提出し、かつ指示されたテーマについて発表していることが評価の前提と 
なる。評価は、報告書を実験テーマ毎に担当教員が採点し単純平均したものを７０％、発表内容を全教員が採 
点し単純平均したものを３０％とする。尚、報告書の提出期日遅刻は－２０点まで、欠席は－９点まで全体の 
評価に加味する。（報告書については、１～４日の遅れは－１０点、それ以降１日毎に－１点ずつ加算し、２ 
週間を超過した場合は未提出とする。欠席については、１回欠席すると－１点、１０回欠席した場合は評価し 
ない） 

関連科目 

準備学習に 

関する 

アドバイス 

各人の経験と技量により実験時間が異なる。予定に対する進み遅れは自己管理を行い、適時個人実験を行う。 
実験データは得られた時点で即座に他人とディスカッション出来る形式にまとめるよう心がけること。エンジ 
ニアとしての基本素養である。 

授業計画 

時間数 授業項目 学習内容（理解できた内容にはチェック） 

3 

18 

18 

3 
3 

3 

18 

18 

3 
3 

第１ラウンドガイダンス 

＜通信伝送工学系＞ 
直流、交流、高周波の違い実験 
伝送線路による高速パルス発生器の製作 
パルス伝搬の実験 
差動モードとコモンモードの実験 
電磁ノイズ発生の実験 
電磁ノイズ伝搬とクロストークの実験 

＜材料工学系＞ 
ガイダンスおよび X線回折法の講義と演習 
無添加 Si の面間隔の測定と格子定数の確認 
アーク溶解によるB添加Siインゴットの作製 

B 添加 Si の格子定数の決定 
電気抵抗率測定用試料の作製 
B 添加 Si の電気抵抗率の測定 

第１Ｒレポートのまとめと発表準備 
第１ラウンドの実験発表 

第２ラウンドガイダンス 

＜電力系統工学系＞ 
太陽光発電の特性，ピコ水力発電，風力発電 
の特性測定 
保護継電器試験，保護継電器製作 

インバータの設計，製作，試験 
シーケンス制御 
PSIM 電気・電子回路シミュレーション 
直流，交流サーボモータ制御 

＜情報工学系＞ 
実験ガイダンスおよび開発環境の確認 
画像データの操作・基本的なデータ抽出 
色相・彩度・明度の操作 
グレースケール・二値化 
エッジ検出 
各プログラムの処理の整理 

第２Ｒレポートのまとめと発表準備 
第２ラウンドの実験発表 

□第１ラウンドの実験内容について理解する。

（A,B,C） 
□直流、交流、高周波の違いを理解し、実測結果を考察できる。
□高速パルス発生器を製作でき、その動作原理を説明できる。
□パルスがケーブルを伝搬するときに発生する現象が理解できる。
□差動モードとコモンモードの相違を把握し、実験で確認できる。
□電磁ノイズの発生原理を把握し、発生個所を探すことができる。
□電磁ノイズの伝搬特性およびクロストーク特性を理解できる。

（A,B,C） 
□実験内容について理解することができる。
□X線回折図形より面間隔を算出できる。
□原料を希望組成に秤量し、アーク溶解によりインゴットを作製で
きる。

□X線回折図形より格子定数を算出できる。
□試料の切断・研磨と電極付けができる。
□2端子 2探針法により電気抵抗率を測定できる。

□実験内容についてまとめることができる。（B,C）
□第三者に正確にわかりやすく説明することができる。（B,C）

□第２ラウンドの実験内容について理解する。

（A,B,C） 
□基礎特性を測定を取得できる。

□保護継電器の各種試験を行うことができる。保護継電器の製作も
実施する。

□回路設計，実験して理解を深めることができる。
□シーケンス制御のレベルに応じた課題に取り組むことができる。
□基本から，複雑な回路の動作まで学理解できる。
□H8 または R8 マイコンを用いプログラム制御を行うことができる。 

（A,B,C） 
□プログラム開発環境を設定しサンプルプログラムを作成できる。
□画像データを用いて、基本的なデータの変換ができる。
□画像の色相・彩度・明度の操作プログラムを作成できる。
□変換のアルゴリズムを理解し、二値化して特徴抽出できる
□画像データからエッジの検出を行うことができる。
□画像データの構造や変換に使用したアルゴリズムを理解できる。

□実験内容についてまとめることができる。（B,C）
□第三者に正確にわかりやすく説明することができる。（B,C）

合計 

90 

時間 

試験結果 ： 前期中間試験 [ ]点，前期末試験 [   ]点，後期中間試験 [   ]点，後期末試験 [ ]点 

最終成績 ： 評価点 [    ]点 評定 □ 優 ，□ 良 ，□ 可 ，□ 不可（ → 認定試験  □ 可 ）
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

国語 7 2 2 2 1 ◎ ◎
表現 2 2 ◎
倫理 2 1 1 ◎
情報倫理 2 2 ◎ ◎
現代社会 2 2 ◎
歴史 2 2 ◎
基礎数学Ⅰ 4 4 ◎
基礎数学Ⅱ 3 3 ◎
代数幾何学(*1 ) 2 2 ◎
微分積分学(*1) 4 4 ◎
確率統計学 2 2 ◎
解析学Ⅰ 2 4 ◎
解析学Ⅰ(*2) 2 ◎
解析学Ⅱ(*2) 2 2 ◎
化学 5 2 3 ◎
基礎物理Ⅰ 2 2 ◎
基礎物理Ⅱ 2 2 ◎
物理 2 2 ◎
保健体育 4 2 2 ◎
体育実技 6 2 2 2 ◎
英語 16 6 6 4 ◎
英語演習 2 2 ◎
選択英語Ⅰ～Ⅵ 4 2 2 ◎

A群 有機化学 2
イタリア語Ⅰ 2 2
イタリア語Ⅱ 2
中国語Ⅰ 2 2
中国語Ⅱ 2
韓国語Ⅰ 2 2
韓国語Ⅱ 2
宗教学 2 2
心理学 2 2
日本語・日本文学 2 2
人間論 2 2
法学(*3) 2 ◎

経済学(*3 2 ◎
(*1)2013年度の本科5年と専攻科1・2年だけは、代数幾何学、微分積分学とも3単位で履修した。
(*2)CS科だけ2013年度の本科4年以下の学生からは、解析学Ⅰ2単位を3年次に履修し、解析学Ⅱ2単位を4年次に履修する。(なお、他学科では解析学Ⅱは専門科目として履修する)
(*3)C群の法学･経済学は選択必修

別表2－１　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(本科一般科目)

選
　
択
　
科
　
目

B群

必
　
修
　
科
　
目

区分 科目名
単
位
数

学年別単位数

教育・学習到達目標

A B C D

C群 2

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

①設計･
システム
系科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

電気磁気学 4 2 2 ◎
電気回路 8 2 2 2 2 ◎
電子工学 2 2 ◎
電子回路 2 2 ◎
情報処理 2 2 ◎
電子計算機 2 2 ◎ ◎
創造設計 1 1 ◎
電気エネルギー概論 2 2 ◎
メカトロニクス 2 2 ◎ ◎
CAD 2 2 ◎
電気機器 2 2 ◎
パワーエレクトロニクス 2 2 ◎
発変電工学 2 2 ◎
電力系統工学 2 2 ◎ ◎
高電圧工学 2 2 ◎
電気応用 2 2 ◎
電機設計 2 2 ◎ ◎
電気法規 2 2 ◎
計測工学 2 1 1 ◎
電気電子材料 2 2 ◎ ◎
自動制御 2 2 ◎ ◎
システム工学 2 2 ◎ ◎
通信工学概論 1 1 ◎
機械工学 1 1 ◎
工学基礎 3 3 ◎
電気工学実験(*) 14 4 4 4 2 ◎ ◎
応用物理 2 2 ◎
応用数学A 2 2 ◎
応用数学B 2 2 ◎
技術者倫理 2 2 ◎ ◎
卒業研究 8 8 ◎ ○ ◎ ◎
工業デザイン概論 1 1
DTP概論 1 1
材料基礎工学Ａ 1 1
材料基礎工学B 1 1
機械要素設計A 1 1
機械要素設計Ｂ 1 1
信号と符号 1 1
電気電子演習 1 1
映像メディア概論Ａ 1 1
映像メディア概論Ｂ 1 1
Webプログラミング 1 1
生化学 1 1
物理学特論 1 1

プロジェクトマネジメント 1 1

(*)電気工学実験の単位数について、2011年度以前は2・3年次の単位数は3単位であったが、2012年度以降は4単位とした。

教育・学習到達目標

A B C D

別表2－2　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(電気工学科専門科目)

選
択
科
目

D群 0

単
位
数

学年別単位数

必
修
科
目

区分 科目名
①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

電気回路Ⅰ 2 2 ◎

電気回路Ⅱ 2 2 ◎

アナログ電子回路 2 2 ◎

ディジタル電子回路 2 2 ◎

電気磁気Ⅰ 2 2 ◎

電気磁気Ⅱ 2 2 ◎

計測工学 2 2 ◎ ◎
制御工学 2 2 ◎ ◎
電子計算機 2 2 ◎

アルゴリズム理論 2 2 ◎

計算機プログラミング 2 2 ◎ ◎
通信工学 2 2 ◎

アンテナ工学 2 2 ◎

電気通信法規 1 1 ◎

工業材料 2 2 ◎

半導体デバイス 2 2 ◎

製図 1 1 ◎

機械加工 2 2 ◎

計算機援用設計 2 2 ◎

機構学 2 2 ◎

材料力学 2 2 ◎ ◎
機械デザイン 2 2 ◎ ◎
信号処理 2 2 ◎

音響工学 2 2 ◎

工学基礎 3 3 ◎

機械電子工学実験 12 4 4 4 ◎ ◎

創造演習 7 3 2 2 ◎ ◎

創造設計学 2 2 ◎ ◎ ○ ◎

解析学Ⅱ 2 2 ◎

線形代数 2 2 ◎

物理学 2 2 ◎

技術者倫理 2 2 ◎ ◎
卒業研究 8 8 ◎ ○ ◎ ◎

工業デザイン概論 1 1

DTP概論 1 1

材料基礎工学Ａ 1 1

材料基礎工学B 1 1

機械要素設計A 1 1

機械要素設計Ｂ 1 1

信号と符号 1 1

電気電子演習 1 1

映像メディア概論Ａ 1 1

映像メディア概論Ｂ 1 1

Webプログラミング 1 1

生化学 1 1

物理学特論 1 1

プロジェクトマネジメント 1 1

必
修
科
目

選
択
科
目

D群

別表2－3　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(機械電子工学科専門科目)

教育・学習到達目標

A DCB
区分 科目名

単
位

数
学年別単位数

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

情報社会論 1 1 ◎

情報工学概論 2 2 ◎

電気回路Ⅰ 1 1 ◎

電気回路Ⅱ 1 1 ◎

電気回路Ⅲ 1 1 ◎

電気回路Ⅳ 1 1 ◎

電子回路 1 1 ◎

プログラミング基礎Ⅰ 2 2 ◎

プログラミング基礎Ⅱ 2 2 ◎

プログラミング基礎Ⅲ 1 1 ◎

アルゴリズム論Ⅰ 1 1 ◎

アルゴリズム論Ⅱ 1 1 ◎

プログラミング応用Ⅰ 1 1 ◎ ◎
プログラミング応用Ⅱ 1 1 ◎ ◎
プログラミング応用Ⅲ 1 1 ◎ ◎ ◎
プログラミング応用Ⅳ 1 1 ◎ ◎ ◎
数値計算Ⅰ 1 1 ◎ ◎
数値計算Ⅱ 1 1 ◎ ◎
ソフトウエア工学Ⅰ 1 1 ◎ ◎
ソフトウエア工学Ⅱ 1 1 ◎ ◎
論理回路Ⅰ 1 1 ◎

論理回路Ⅱ 1 1 ◎

デジタル回路設計 1 1 ◎

計算機概論Ⅰ 1 1 ◎

計算機概論Ⅱ 1 1 ◎

計算機アーキテクチャⅠ 1 1 ◎ ◎
計算機アーキテクチャⅡ 1 1 ◎ ◎
OS概論Ⅰ 1 1 ◎ ◎
OS概論Ⅱ 1 1 ◎ ◎
情報通信システムⅠ 1 1 ◎

情報通信システムⅡ 1 1 ◎

情報ネットワーク 1 1 ◎ ◎
ビジネス情報システム 1 1 ◎ ◎
経営工学概論 1 1 ◎

オペレーションズ・リサーチⅠ 1 1 ◎ ◎
オペレーションズ・リサーチⅡ 1 1 ◎ ◎
生産管理 1 1 ◎ ◎
数理工学概論 1 1 ◎ ◎
品質管理論 1 1 ◎ ◎
マーケティング論 1 1 ◎ ◎
地理情報システム概論 1 1 ◎

別表2－4　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(情報工学科専門科目)

教育・学習到達目標

A B C D

必
修
科
目

区分 科目名
単
位
数

学年別単位数

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群
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データベース概論 1 1 ◎ ◎
データベースシステム 1 1 ◎ ◎
人工知能Ⅰ 1 1 ◎ ◎
人工知能Ⅱ 1 1 ◎ ◎
文書作成概論Ⅰ 1 1 ◎

文書作成概論Ⅱ 1 1 ◎

技術文書作成 1 1 ◎

プレゼンテーション 1 1 ◎ ◎

DTP・組版 1 1 ◎

情報数学概論 1 1 ◎

離散数学Ⅰ 1 1 ◎

離散数学Ⅱ 1 1 ◎

統計解析学Ⅰ 1 1 ◎

統計解析学Ⅱ 1 1 ◎

統計解析学Ⅰ(*) 1 1 ◎

統計解析学Ⅱ(*) 1 1 ◎

情報工学実験Ⅰ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅱ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅲ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅳ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅴ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅵ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅶ 2 2 ◎ ◎

解析学Ⅱ(*) 2 2 ◎

線形代数(*) 2 2 ◎

解析学Ⅲ 2 2 ◎

線形代数Ⅰ 1 1 ◎

線形代数Ⅱ 1 1 ◎

技術者倫理 2 2 ◎ ◎
卒業研究 8 8 ◎ ○ ◎ ◎

工業デザイン概論 1 1

DTP概論 1 1

材料基礎工学Ａ 1 1

材料基礎工学B 1 1

機械要素設計A 1 1

機械要素設計Ｂ 1 1

信号と符号 1 1

電気電子演習 1 1

映像メディア概論Ａ 1 1

映像メディア概論Ｂ 1 1

Webプログラミング 1 1

生化学 1 1

物理学特論 1 1

プロジェクトマネジメント 1 1
(*)2013年度の本科CS5年とCS出身専攻科1・2年だけは、統計解析学Ⅰ･Ⅱを5年次で履修し、解析学Ⅱと線形代数は4年次で履修した。2013年度4年以下の学生からは、解析学Ⅱは一般科目として4年次に履修する。

選
択
科
目

D群 0

1(2)-26＜添付資料＞：別表2-1～5_学習・教育到達目標および分野別要件との対応科目表(一般教育科、3専門学科、専攻科)

　　　 
　　201



開講期間

学年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

伝統文化特論 1年 2 ◎ ◎
英語Ⅰ 1年 2 ◎
英語Ⅱ 2年 2 ◎
生産システム特論 1年 2 ◎
論文講読Ⅰ 1年 1 ◎
論文講読Ⅱ 1年 1 ◎
専攻演習Ⅰ 1年 1 ◎
専攻演習Ⅱ 1年 1 ◎ ◎

専攻実験 1年 2 ◎ ◎ ◎

特別研究 1・2年 10 ◎ ◎ ◎ ◎

電力システム 1年 2 ◎ ◎
環境電磁工学 1年 2 ◎ ◎
計測制御特論 1年 2 ◎ ◎
電気電子回路特論 1年 2 ◎ ◎
計算システム論 2年 2 ◎ ◎
情報数学 1年 2 ◎ ◎
符号理論 1年 2 ◎ ◎ ◎
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 2年 2 ◎ ◎ ◎
通信工学特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
トラヒック理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
応用通信特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
知識情報工学特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
信号処理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
数理計画 2年 2 ◎ ◎
材料科学 2年 2 ◎ ◎
バイオメカ二クス 1年 2 ◎ ◎
構造材料 1年 2 ◎ ◎
応用磁気工学 2年 2 ◎ ◎
半導体工学 2年 2 ◎ ◎
機能材料 2年 2 ◎ ◎ ◎
熱統計力学 1年 2 ◎ ◎
エネルギー変換工学 1年 2 ◎ ◎
機械工学概論 1年 2 ◎ ◎
信頼・安全性工学 1年 2 ◎ ◎
生産管理工学 1年 2 ◎ ◎
技術史 1年 2 ◎ ◎ ◎
量子力学 2年 2
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 1年 1～2
環境特論 1年 2
数学特論 1年 2
数理物理学 2年 2

複素関数論　 2年 2
（＊）平成25年度は選択必修として履修するように、プログラム履修生（専攻科学生）を指導した。平成26年度からは課程表上で選択必修科目と明記した。

選
択

専門科目

その他

一般科目

選
択
必
修

（
＊

）

専門科目

①群

②群

③群

専門科目

専門科目 ⑤群

③材料･バ
イオ系科
目群

④力学系
科目群

⑤社会技術
系科目群

C D ①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･論
理系科目

群
区分 科目名 単位数

A B

④群

学習・教育到達目標

以下の選択科目は選択①～⑤（分野別要件①～⑤）各群から最低1科目以上を選択し、合計6科目以上履修すること

別表2－5　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(専攻科科目)

必
修
科
目

一般科目

／

専門科目

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)
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開講期間

学年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

伝統文化特論 1年 2 ◎ ◎

英語Ⅰ 1年 2 ◎

英語Ⅱ 2年 2 ◎

生産システム特論 1年 2 ◎

論文講読Ⅰ 1年 1 ◎

論文講読Ⅱ 1年 1 ◎ ◎

専攻演習Ⅰ 1年 1 ◎ ◎

専攻演習Ⅱ 1年 1 ◎ ◎

専攻実験 1年 2 ◎ ◎

特別研究Ⅰ 1年 4 ◎ ◎ ◎ ◎

特別研究Ⅱ 2年 6 ◎ ◎ ◎ ◎

技術史 1年 2 ◎ ◎ ◎

電力システム 1年 2 ◎ ◎ ◎
環境電磁工学 1年 2 ◎ ◎ ◎
計測特論 1年 2 ◎ ◎
電気電子回路特論 1年 2 ◎ ◎ ◎
パワーエレクトロニクス特論 1年 2 ◎ ◎ ◎
分布定数回路特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
通信工学特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
トラヒック理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
信号処理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
応用通信特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
数値解析 1年 2 ◎ ◎
情報数学 1年 2 ◎ ◎
応用プログラミング 1年 2 ◎ ◎
情報ネットワーク特論 1年 2 ◎ ◎ ◎
大規模情報処理 2年 2 ◎ ◎
数理計画 2年 2 ◎ ◎
計算システム論 2年 2 ◎ ◎
バイオメカ二クス 1年 2 ◎ ◎
構造材料 1年 2 ◎ ◎ ◎
半導体工学 2年 2 ◎ ◎
機能材料 2年 2 ◎ ◎
物理学特論Ⅰ 1年 2 ◎ ◎
物理学特論Ⅱ 2年 2 ◎ ◎

機械工学概論 1年 2 ◎ ◎

エネルギー変換工学 2年 2 ◎ ◎

数学特論Ⅰ 1年 2

数学特論Ⅱ 2年 2

専門科目 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 1年 1～2

一般科目

④群

専門科目

選
択

一般科目

必
修
科
目

一般科目

／

専門科目

以下の選択科目は選択①～⑤（分野別要件①～⑤）各群から最低1科目以上を選択し、合計6科目以上履修すること

選
択
必
修

専門科目

①群

②群

③群

D ①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･論
理系科目
群

③材料･バ
イオ系科
目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群

別表2－5　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(26年度の専攻科科目)

学習・教育到達目標 分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

区分 科目名 単位数
A B C

1(2)-27＜添付資料＞：別表2-5_学習・教育到達目標および分野別要件との対応表(専攻科)_2014年度版
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開講年度 2014 ｸﾗｽ No 
氏 

名 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

専攻演習Ⅰ AC：専攻科 1年 半期 1 

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

Engineering Design 1 必修 12 10.5 0 0 

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

冨田 雅史 ME・ 准教授 303 金曜日以外 tomita 

雑賀 高 AC・非常勤講師 205 水曜日のみ t-saika 

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 JABEE基準1(2) 

AC-2 D-1 D-2 (d)(4) (e) (h) 

授業概要 

エンジニアリングデザイン、すなわち、専門に限らず幅広い知識を集約し、現実的な制約条件を満たしながら 
持続的な創造的活動を行うために必要な力を身につける。専攻演習Ⅰでは、対象の問題を明確にするための学 
習を行い、専攻演習Ⅱの学習内容につなげる。授業形態は座学とワークショップを行う。 

到達目標 

A.対象のあるべき姿と現状を明確にすることができる（「問題」を明確にすることができる） 
B.問題抽出に利用できるツールを理解することができる 
C.情報収集の方法を理解することができる 
D.情報の整理・整頓方法を理解することができる 
E.課題を最後までこなすことができる 
F.自分と他人の意見を融合し、新たな意見を創造することができる 
（議論、討論によって新たな解を創造できる） 

授業方法 座学およびワークショップにより教授する。適宜課題を課し提出を求める。 

教科書 必要に応じてプリントを配布 

補助教材 なし 

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

試験と課題（演習成果）により評価する。  

  評価 = 試験素点(50%)＋課題点(50%) 

課題点はワークショップごとに提示する評価観点にもとづき成果物の内容、演習の参加度を複数の担当教員に 
よって評価し採点する。なお、課題が未提出の場合不合格となる。 

必要に応じて補講や再試験を行なうことがある 

関連科目 専攻演習Ⅱ 

準備学習に 

関する 

アドバイス 

座学と実習を組み合わせた授業であるので、座学で理解しにくい内容は実習で体験的に理解するように心掛け 
ること。すなわち、積極的な活動を望む。また、VEリーダーの受験にも是非チャレンジすべし。 

授業計画 

時間数 授業項目 学習内容（理解できた内容にはチェック） 

6 

9 

6 

1.5 

データと情報 
・問題 

・問題と情報 

情報の見える化 
・マッピングによる見える化 

・QC 活動におけるデータ分析 

デザインに至るまでの構想 
・問題発見のための情報収集 

・課題の設定 

試験 

□問題の定義
□回復問題と向上問題

□情報とは
□情報収集の原則
□データから情報を得る
□あるべき姿と現状の明確化(A,F)
□ワークショップ：向上問題解決のための未来予想(A,F)

□SWOT 分析(B,F)

□QC 七つ道具(B)
□新 QC 七つ道具(B)

□問題解決における情報収集の主な目的(A,C)
□ワークショップ：問題の見える化(B,E,F)
□ワークショップ：情報の収集(C,E,F)
□ワークショップ：情報の整理(D,E,F)
□ワークショップ：情報の整頓(D,E,F)

□問題から課題を設定する(A,B,E,F)
□ワークショップ：課題の明文化(E,F)

合計 

22.5 

時間 

試験結果 ： 前期中間試験 [   ]点，前期末試験 [   ]点，後期中間試験 [   ]点，後期末試験 [   ]点 

最終成績 ： 評価点 [    ]点  評定 □ 優 ，□ 良 ，□ 可 ，□ 不可（ → 認定試験 □ 可 ）

1(2)-28＜添付資料＞：専攻科専門科目「専攻演習Ⅰ,Ⅱ」シラバス
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開講年度 2014 ｸﾗｽ No 
氏 

名 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

専攻演習Ⅱ AC：専攻科 1年 半期 1 

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

Engineering Design 2 必修 12 10.5 0 0 

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

森 幸男 ME・ 教授 303 金曜日以外 mori 

雑賀 高 AC・ 非常勤講師 205 水曜日のみ t-saika 

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 JABEE基準1(2) 

AC-2 D-1 D-2 (d)(4) (e) (h) 

授業概要 

エンジニアリングデザイン、すなわち、専門に限らず幅広い知識を集約し、現実的な制約条件を満たしながら 
持続的な創造的活動を行うために必要な力を身につける。専攻演習Ⅰで身につけた力をもとに、機能本位によ 
る対象のとらえ方、そして、創造的なエンジニアリング活動に有益な知識を身につける。 

到達目標 

A.対象の機能を定義することができる 
B.対象の機能を評価することができる（評価関数を作成することができる） 
C.対象の問題に対して代替案が作成できる 
D.エンジニアリングの常識やビジネスの常識を理解できる 
E.課題を最後までこなすことができる 
F.自分と他人の意見を融合し、新たな意見を創造することができる 
（議論、討論によって新たな解を創造できる） 

授業方法 座学およびワークショップにより教授する。適宜課題を課し提出を求める。 

教科書 必要に応じてプリントを配布 

補助教材 なし 

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

試験と課題（演習成果）により評価する。  

  評価 = 試験素点(50%)＋課題点(50%) 

課題点はワークショップごとに提示する評価観点にもとづき成果物の内容、演習の参加度を複数の担当教員に 
よって評価し採点する。なお、課題が未提出の場合不合格となる。 

必要に応じて補講や再試験を行なうことがある 

関連科目 専攻演習Ⅰ 

準備学習に 

関する 

アドバイス 

座学と実習を組み合わせた授業であるので、座学で理解しにくい内容は実習で体験的に理解するように心掛け 
ること。すなわち、積極的な活動を望む。また、VEリーダーの受験にも是非チャレンジすべし。 

授業計画 

時間数 授業項目 学習内容（理解できた内容にはチェック） 

4.5 

3 

4.5 

3 

6 

1.5 

機能的研究法による課題解決 

機能を定義する 
・対象の情報収集 

・機能の定義 

・機能の整理 

機能を評価する 
・機能別コスト分析 

・機能の評価 

代替案の作成 
・アイデア発想法 

・概略評価 

・具体化 

・詳細評価 

エンジニアリングの常識、ビジネス常識 

グループ活動 

試験 

□Value Engineering
□VE の基本ステップ

□収集すべき情報(A)
□情報収集の手順(A)
□問題の本質を明らかにする(A)
□機能本意で対象をとらえる(A)

□機能系統図を作成する(A)

□機能の数値化(B)

□コスト・機能・価値の関係(B)
□価値の定量化(B)

□アイデア発散(C)
□BS 法(C)
□KJ 法(C)

□アイデアの収束(C)
□アイデアの取捨選択のために評価する(C)

□アイデアの洗練(C)
□アイデアの具体化(C)

□代替案として提案するための裏付け作業(C)

□ものつくりの流れ(D)
□図書、帳票(D)

□QC サークル(D,E)
□仕事の進め方(D,E)
□会議と合意形成(D,F)
□リーダーシップとチームワーク(D,F)

合計 

22.5 

時間 

試験結果 ： 前期中間試験 [   ]点，前期末試験 [   ]点，後期中間試験 [   ]点，後期末試験 [   ]点 

最終成績 ： 評価点 [    ]点  評定 □ 優 ，□ 良 ，□ 可 ，□ 不可（ → 認定試験 □ 可 ）

1(2)-28＜添付資料＞：専攻科専門科目「専攻演習Ⅰ,Ⅱ」シラバス
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添付資料編_基準 2 



表 1 学 習 ・ 教 育 到 達 目 標 と 基 準 1(2)要 件 (a)～ ( i)と の 対 応

◎ ・ ・ ・ 要 件 を 主 体 的 に 含 ん で い る

○ ・ ・ ・ 要 件 を 付 随 的 に 含 ん で い る

基 準 1 (2)の 要 件

a b  c  
d(分 野 別 要 件 )  

e  f  g  h  ｉ
1 2 3  4  

本

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

学

習

・

教

育

到

達

目

標

A 

1 ◎

2 ◎

3 ○ ◎

4 ○ ◎

5 ◎ ○

B 

1 ◎

2 ◎

3 ◎ ◎ ◎

4 ◎

C 

1 ◎

2 ◎

3 ◎

D 

1 ◎ ◎ ○

2 ◎

3 ◎ ○

2.1(1)-1＜添付資料＞：表1_学習・教育到達目標と基準1(2)要件(a)～(i)との対応
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当 該 プ ロ グ ラ ム の 学 習 ・ 教 育 到 達 目 標

（ A－ １ ）健 康 や 身 体 に つ い て の 理 解 を 深 め る と と も に 、ス ポ ー ツ の 実 践 を 通

し て 心 身 の 調 和 的 な 発 育 ・ 発 達 を 促 し 、 健 康 な 心 身 を 培 う こ と が で き る  

（ A－ 2）過 去 の 文 芸 作 品 や 現 在 の 様 々 な 書 籍 を 通 し て 、人 々 の 生 活 を 見 つ め 、

他 者 の 心 を 理 解 し 、 自 分 の 考 え を 深 め 、 豊 か な 人 間 性 を 培 う こ と が で き る  

（ A－ ３ ）近 現 代 の 社 会 と 技 術 を 理 解 す る た め に 、そ の 成 り 立 ち の 基 盤 で あ る

日 本 と 世 界 の 歴 史 を 学 習 し 、 そ れ ら の 基 礎 的 事 項 を 把 握 す る  

（ A－ ４ ）我 が 国 の 文 化 や 歴 史 の 理 解 と と も に 他 国 の 文 化 も 認 識 し 、技 術 に 関

係 す る 過 去 の 事 故 等 の 検 討 を 通 し て 、 社 会 的 な 責 任 と 使 命 （ 技 術 者 倫 理 ） に

つ い て 理 解 で き る  

（ A－ ５ ）自 然 環 境 と 社 会 と の 関 係 に 関 す る 基 礎 的 な 事 項 を 理 解 で き 、常 に 使

い 手 の 立 場 に 立 っ た も の つ く り が で き る  

（ B－ １ ）数 学 、自 然 科 学 お よ び 情 報 技 術 に 関 す る 基 礎 知 識 を 身 に つ け 、そ れ

ら を 用 い て 応 用 問 題 に 挑 戦 で き る  

（ B－ ２ ）自 分 の 専 攻 し た 専 門 分 野 の 基 礎 知 識 を 身 に つ け 、そ れ ら を 用 い て 工

学 的 な 現 象 が 理 解 で き る  

（ B－ ３ ）異 な る 技 術 分 野 を 理 解 し 、自 分 の 専 攻 し た 専 門 分 野 の 知 識 と 複 合 す

る 能 力 を 身 に つ け る  

（ B－ ４ ）実 験・実 習 を 通 し て 、実 際 の 工 学 的 現 象 を 理 解 し 、実 践 的 技 術 を 身

に つ け 、 問 題 解 決 に 応 用 で き る  

（ C－ １ ）国 語 表 現 の 技 法 を 身 に つ け る と と も に 、語 彙 力 を 高 め 、場 面 や 状 況

に 応 じ た 言 葉 、 文 章 、 図 表 な ど で 表 現 、 記 述 で き 、 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン が で き る 能 力 を 身 に つ け る  

（ C－ ２ ）コ ン ピ ュ ー タ や 情 報 ツ ー ル を 使 い こ な し 、情 報 処 理 、情 報 収 集 等 や

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン が で き る  

（ C－ ３ ）国 際 的 に 通 用 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 礎 力 、特 に 英 語 力 を 身 に

つ け 、 生 活 文 化 の 固 有 性 や 多 様 な 価 値 観 の あ る こ と を 理 解 で き る  

2.1(1)-1＜添付資料＞：表1_学習・教育到達目標と基準1(2)要件(a)～(i)との対応
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（ D－ １ ）自 律 的 に 新 た な こ と に チ ャ レ ン ジ す る 心（ プ ロ ダ ク ト マ イ ン ド ）を

育 成 し 、 問 題 解 決 の た め に 習 得 し た 専 門 知 識 を 応 用 で き る  

（ D－ ２ ）問 題 解 決 の た め の 計 画・実 行 方 法 の 立 案 、得 ら れ た 結 果 の 考 察 お よ

び 整 理 が で き る  

（ D－ ３ ）実 験・実 習 、卒 業 研 究 、特 別 研 究 科 目 の 修 得 を 通 し て 、自 主 的 、継

続 的 に 学 習 し 、 他 人 と 協 調 し て 実 行 で き る  

2.1(1)-1＜添付資料＞：表1_学習・教育到達目標と基準1(2)要件(a)～(i)との対応
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（A-1)
　健康や身体についての理解を
深めるとともに、スポーツの実践
を通して心身の調和的な発育・
発達を促し、健康な心身を培うこ
とができる。

(i) ◎
評価方法（A-1)：　別表2に定められた科目として、健康や身体についての
理解度は本科科目「保健体育」で、スポーツの実践は本科科目「体育実
技」で評価する。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-2)
　過去の文芸作品や現在の様々
な書籍を通して、人々の生活を
見つめ、他者の心を理解し、自
分の考えを深め、豊かな人間性
を培うことができる。

(a) ◎

評価方法（A-2)：　別表2に定められた科目として、過去の文芸作品や現在
の様々な書物についての知識は本科科目「国語」で、他者の心を理解し自
分の考えを深めることについては本科科目「倫理」で評価を行う。評価基準
は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-3)
　近現代の社会と技術を理解す
るために、その成り立ちの基盤
である日本と世界の歴史を学習
し、それらの基礎的事項を把握
する。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-3)：　別表2に定められた科目として、日本と世界の歴史につ
いては本科科目「現代社会」と「歴史」で、また社会の成り立ちについては
「法学」「経済学」(選択必修)で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点
以上を合格とする。

小項目（A-4)
　.我が国の文化や歴史の理解と
ともに他国の文化も認識し、技術
に関係する過去の事故等の検討
を通して、社会的な責任と使命
（技術者倫理）について理解でき
る。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-4)：　別表2に定められた科目として、我が国の文化やその歴
史については専攻科目「伝統文化特論」で、技術に関係する過去の事故等
の検討については本科科目「技術者倫理」で評価を行う。評価基準は学年
末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-5)
　自然環境と社会との関係に関
する基礎的な事項を理解でき、
常に使い手の立場に立ったもの
つくりができる

(b)
(e)

◎
○

評価方法（A-5)：　別表2に定められた科目として、自然環境と社会の関係
に関する基礎的な事項については専攻科目「環境特論」と「技術史」で評価
を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

(A)大項目A

　健全な身体と精神を培い、使
命感と奉仕の精神を養い、幅
広い教養の元に多面的に物事
をとらえ、技術者としての使命
を自覚し、実行しうる技術者

表2　学習・教育到達目標と評価方法および評価基準（全体）

2.1(1)-2＜添付資料＞：表2_学習・教育到達目標と評価方法および評価基準(全体)
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（B-1)
　数学、自然科学および情報技
術に関する基礎知識を身につ
け、それらを用いて応用問題に
挑戦できる

(c) ◎
評価方法（B-1)：　数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識につ
いては、別表2で定められた多くの本科一般科目と専門科目で評価を行う。
評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-2)
　自分の専攻した専門分野の基
礎知識を身につけ、それらを用
いて工学的な現象が理解でき
る。

(d)-1 ◎
評価方法（B-2)：　自分の専攻した専門分野の基礎知識とその応用につい
ては、別表2で定められた多くの本科専門科目で評価を行う。評価基準は
学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-3)
　異なる技術分野を理解し、自分
の専攻した専門分野の知識と複
合する能力を身につける

(d)-1
(d)-3

(i)

◎
◎
◎

評価方法（B-3)：　異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の
知識と複合する能力を身につけることは、本プログラムの専門工学(融合
複合)を修得することである。そのため、この能力は別表2で定められた多く
の本科専門科目で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格
とする。

小項目（B-4)
　実験・実習を通して、実際の工
学的現象を理解し、実践的技術
を身につけ、問題解決に応用で
きる。

(d)-2 ◎
評価方法（B-4)：　実験・実習を通した工学的現象の理解については、別表
2で定められた多くの本科工学実験と専攻科実験で評価を行う。評価基準
は学年末評価が60点以上を合格とする。

(B)大項目B

　自らの専門とする科学技術に
ついて、その基礎理論および
原理を理解し、それらを問題解
決に応用できる能力を備えた
技術者

2.1(1)-2＜添付資料＞：表2_学習・教育到達目標と評価方法および評価基準(全体)
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（C-1)
　国語表現の技法を身につける
とともに、語彙力を高め、場面や
状況に応じた言葉、文章、図表
などで表現、記述でき、効果的な
コミュニケーションができる能力
を身につける。

(f) ◎

評価方法（C-1)：　別表2に定められた科目として、国語表現の技法、語彙
力、場面や状況に応じた言葉、文章、図表などによる表現や記述について
は本科科目「国語」「表現」および専攻科目「論文講読」で評価を行う。評価
基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（C-2)
　コンピュータや情報ツールを使
いこなし、情報処理、情報収集等
やプレゼンテーションができる

(f) ◎

評価方法（C-2)：　別表2に定められた科目として、コンピュータや情報ツー
ルを使いこなし、情報処理、情報収集等やプレゼンテーションについては、
本科の「卒業研究」および専攻科の「特別研究」で総合的に評価を行う。卒
業研究と特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科
担当教員による特研審査に合格することである。

小項目（C-3)
　国際的に通用するコミュニケー
ションの基礎力、特に英語力を
身につけ、生活文化の固有性や
多様な価値観のあることを理解
できる。

(f) ◎

評価方法（C-3)：　別表2に定められた科目として、国際的に通用するコミュ
ニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、生活文化の固有性や多
様な価値観については、本科の「英語」「英語演習」および専攻科の「論文
講読」で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-1)
　自律的に新たなことにチャレン
ジする心（プロダクトマインド）を
育成し、問題解決のために習得
した専門知識を応用できる

(d)-4
(e)
(g)

◎
◎
○

評価方法（D-1)：　別表2に定められた科目として、自律的に新たなことに
チャレンジする心（プロダクトマインド）の育成や問題解決のための専門知
識の応用については、専攻科目「専攻演習」と「インターンシップ」で評価を
行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-2)
　問題解決のための計画・実行
方法の立案、得られた結果の考
察および整理ができる

(h) ◎

評価方法（D-2)：　別表2に定められた科目として、問題解決のための計
画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整理については、本科の
「卒業研究」、専攻科の「専攻演習」と「特別研究」で総合的に評価を行う。
専攻演習の評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研究と
特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当教員
による特研審査に合格することである。

小項目（D-3)
　実験・実習、卒業研究、特別研
究科目の修得を通して、自主
的、継続的に学習し、他人と協
調して実行できる

(g)
(i)

◎
○

評価方法（D-3)：　別表2に定められた科目として、実験・実習、卒業研究、
特別研究科目の修得を通して、自主的、継続的に学習し、他人と協調して
実行できる能力については、本科の「工学実験」と「卒業研究」、および専
攻科の「専攻実験」と「特別研究」で総合的に評価を行う。工学実験と専攻
実験の評価基準は、学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研究と特
別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当教員に
よる特研審査に合格することである。

(C)大項目C

　コミュニケーション能力とプレ
ゼンテーション能力を身につけ
た技術者

(D)大項目D

　技術的課題を分析し、解決す
るためのシステムをデザインす
る能力を持った技術者

2.1(1)-2＜添付資料＞：表2_学習・教育到達目標と評価方法および評価基準(全体)
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表３ 学習・教育到達目標に対するカリキュラム設計方針説明 

学習・教育到達目標 カリキュラム設計方針 

(A) 

健全な身体と精神

を培い、使命感と

奉仕の精神を養

い、幅広い教養の

元に多面的に物事

をとらえ、技術者

としての使命を自

覚し、実行しうる

技術者

（A－１）健康や身体について

の理解を深めるとともに、スポ

ーツの実践を通して心身の調

和的な発育・発達を促し、健康

な心身を培う 

心身の健康は勉学の大前提であり、

継続的に修得する必要がある。到達

目標(A-1)に直結した科目として、

「保健体育」・「体育実技」を本科 1-5

年の全学年にわたり配置する。 

（A－2）過去の文芸作品や現在

の様々な書籍を通して、人々の

生活を見つめ、他者の心を理解

し、自分の考えを深め、豊かな

人間性を培う 

豊かな人間性は本校の目指す「善き

技術者」の大前提となるものであ

り、できるだけ継続的に修得すべき

ものと考えている。到達目標(A-2)

に直結した科目として、「国語」を

本科 1-4年次に、「倫理」を本科 1，

3年次に配置する。 

（A－3）近現代の社会と技術を

理解するために、その成り立ち

の基盤である日本と世界の歴

史を学習し、それらの基礎的事

項を把握する 

一般に高専では、一般教育は低学年

時に学修し、高学年になるにしたが

い専門科目を増やしていく「くさび

形」カリキュラムとなっている。本

校でもそれにならい、到達目標

(A-3)を達成するために必要な「現

代社会」と「歴史」は、1 年次と 2

年次に配置する。また、社会生活を

送る上で必須となる「法学」と「経

済学」については、多様な知識が必

要なため、また就職が近いため、5

年次に配置する。 

（A－4）我が国の文化や歴史の

理解とともに他国の文化も認

識し、技術に関係する過去の事

故等の検討を通して、社会的な

責任と使命（技術者倫理）につ

いて理解できる 

到達目標(A-4)を達成するには、歴

史ならびに技術の基礎を学んだ上

で履修する必要がある。そのため高

学年で履修することとして、本科 5

年次で「技術者倫理」を、専攻科 1

年で「伝統文化特論」を必修科目と

して配置する。 

（A－5）自然環境と社会との関

係に関する基礎的な事項を理

解でき、常に使い手の立場に立

ったものつくりができる 

到達目標(A-5)を達成するには、事

前に自然や社会および技術につい

て履修しておくことが必要である。

これらの知識を総合した形で専攻

科 1年次に「技術史」を必修科目と

して配置する。 

2.1(1)-3＜添付資料＞：表3_学習・教育到達目標に対するカリキュラム設計方針説明
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(B) 

自らの専門とする

科学技術につい

て、その基礎理論

および原理を理解

し、それらを問題

解決に応用できる

能力を備えた技術

者 

（B－1）数学、自然科学および

情報技術に関する基礎知識を

身につけ、それらを用いて応用

問題に挑戦できる 

到達目標(B-1)に沿った基礎知識を

身につけるため、各学科共通の一般

科目として「基礎数学」「代数学」「微

積学」「基礎物理」「化学」「情報倫

理」等を本科 1年次と 2年次に配置

する。また応用問題にも挑戦できる

ように、高学年では学科毎に専門科

目として「数学」と「物理」を配置

する。 

（B－2）自分の専攻した専門分

野の基礎知識を身につけ、それ

らを用いて工学的な現象が理

解できる 

到達目標(B-2)を達成するため、専

門分野の科目(専門科目)を 1年次か

ら 5年次および専攻科 1・2年次の、

全学年に渡り配置する。低学年では

基礎的な内容から始め、高学年およ

び専攻科に向けて、細分化・高度化

した専門科目を配置していく。履修

単位数も低学年から高学年に向け

て増やしていく。 

（B－3）異なる技術分野を理解

し、自分の専攻した専門分野の

知識と複合する能力を身につ

ける 

到達目標(B-3)を達成するには、自

分の専門分野についての基礎知識

を修得していることが前提となる。

そのため、異なる技術分野の科目の

多くは高学年および専攻科に配置

する。さらに、異なる技術分野と複

合する能力を身につけさせるため、

専攻科では専門分野の異なる学生

達を組み合わせた授業展開を行う。 

（B－4）実験・実習を通して、

実際の工学的現象を理解し、実

践的技術を身につけ、問題解決

に応用できる 

到達目標(B-4)を達成するため、座

学と平行して実験・実習科目を継続

的に履修させ、知識の定着化と応用

力の養成を図る。そのため、本科 2

～5年次および専攻科 1年次に実

験・実習科目を配置する。 

2.1(1)-3＜添付資料＞：表3_学習・教育到達目標に対するカリキュラム設計方針説明
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(C) 

コミュニケーショ

ン能力とプレゼン

テーション能力を

身につけた技術者 

（C－１）国語表現の技法を身

につけるとともに、語彙力を高

め、場面や状況に応じた言葉、

文章、図表などで表現、記述で

き、効果的なコミュニケーショ

ンができる能力を身につける 

到達目標(C-1)を達成するため、「国

語」を本科 1-4年次に配置し継続的

に履修させる。また、高専を志願す

る中学生は、コミュニケーションを

苦手とする傾向にあると考え、コミ

ュニケーションの出発点となる聞

く力を養成することから始める「表

現」を 1年次に配置する。 

（C－２）コンピュータや情報

ツールを使いこなし、情報処

理、情報収集等やプレゼンテー

ションができる 

到達目標(C-2)は、様々な学修成果

をまとめる段階で修得すべきもの

である。多くの授業でコンピュータ

を使い、情報収集やプレゼンテーシ

ョンを行っているが、これらを集大

成する形として、本科の「卒業研究」

および専攻科の「特別研究」を配置

して達成を図る。 

（C－３）国際的に通用するコ

ミュニケーションの基礎力、特

に英語力を身につけ、生活文化

の固有性や多様な価値観のあ

ることを理解する 

到達目標(C-3)を達成するには英語

学習は必須である。本科入学から専

攻科修了までの 7年間にわたり、全

学年に「英語」「英語演習」等を配

置する。また専攻科においては、実

践的な英語力をつけるため、英語に

よる「論文講読」を必修化する。 

(D) 

技術的課題を分析

し、解決するため

のシステムをデザ

インする能力を持

った技術者 

（D－１）自律的に新たなこと

にチャレンジする心（プロダク

トマインド）を育成し、問題解

決のために習得した専門知識

を応用できる 

到達目標(D-1)を達成するには基礎

知識を習得した上で様々な経験を

積んでいることが必要である。本科

専門科目の中にいくつか問題解決

能力を養成する科目を配置する。こ

れらを集大成するため、専攻科に

「専攻演習」を配置する。また同時

期に平行して「インターンシップ」

を配置して、実務の模擬経験をさせ

る。 

（D－２）問題解決のための計

画・実行方法の立案、得られた

結果の考察および整理ができ

る 

到達目標（D-2）は高専教育の最終

目標とも言えるものである。これは

本科 5年次に「卒業研究」、専攻科

1・2年次に「特別研究」を配置して、

達成を図る。 

（D－３）実験・実習、卒業研

究、特別研究科目の修得を通し

て、自主的、継続的に学習し、

他人と協調して実行できる 

到達目標（D-3）も高専教育の最終

目標と言えるものである。これを達

成するため、本科 2～5年次および

専攻科 1年次に実験・実習科目を配

置し、本科 5年次に「卒業研究」、

専攻科 1・2年次に「特別研究」を

配置して達成を図る。 
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

小項目（A-1)
　健康や身体についての理解を深め
るとともに、スポーツの実践を通して
心身の調和的な発育・発達を促し、健
康な心身を培うことができる。

(i)　◎
チームで仕事をするための能力

健康な体や健全な精神は、仕事をする上で全ての基本であるが、とりわ
けチームで仕事をする場合に必要となる資質である。また団体競技を中
心としたスポーツの実践を通して、チームワークの重要性を学ぶことがで
き、チームで仕事をする能力が養われる。

小項目（A-2)
　過去の文芸作品や現在の様々な書
籍を通して、人々の生活を見つめ、他
者の心を理解し、自分の考えを深め、
豊かな人間性を培うことができる。

(a)　◎
地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

過去の文芸作品や現在の様々な書籍を通して、人々の生活を見つめ、他
者の心を理解し、自分の考えを深めることは技術以外の分野も幅広く知
ることになり、このことにより社会や環境を含めて地球的視点から多面的
に物事を捉える能力が養われていく。

(b)　◎
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，
および技術者が社会に対して負っている
責任に関する理解

近現代の社会と技術の成り立ちの基盤である日本と世界の歴史を学習す
ることにより、技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を知り、ひいては技
術者の社会的責任を理解することができるようになる。

(a)　○
地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

世界の歴史を学び、様々な事例を学習することで、地球的視点から過去
や将来を踏まえて物事を考えることができるようになり、多面的に物事を
考える能力とその素養が身につく。

別表1　学習・教育到達目標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証

(A)　健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多面的に物事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行しうる技術者

小項目（A-3)
　近現代の社会と技術を理解するた
めに、その成り立ちの基盤である日
本と世界の歴史を学習し、それらの
基礎的事項を把握する。

2.1(1)-4＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準１(２)(a)－(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

(b)　◎
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，
および技術者が社会に対して負っている
責任に関する理解

自国ならびに他国の歴史や文化を学び、とりわけ技術に関する過去の事
故等の事例も学ぶことで、技術が社会や自然に対する影響や効果を理解
することができ、ひいては技術者の社会的責任についての理解も深まる。

(a)　○
地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

多面的に物事を考えるために必要なことの1つとして、あらゆる事態を想
定して考えることが有効であり、過去の技術に関する事故等の検討は、こ
れらの能力の涵養につながる。

(b)　◎
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，
および技術者が社会に対して負っている
責任に関する理解

自然環境と社会との関係に関する基礎的事項を理解し、常に使い手の立
場に立ったものつくりができれば、自ずと技術が及ぼす社会や自然への
影響や効果が理解でき、技術者の社会的責任を認識できる。

(e)　○
種々の科学，技術及び情報を活用して社
会の要求を解決するためのデザイン能力

自然環境と社会との関係に関する基礎的事項を理解し、その制約条件を
考慮したものつくりをすることができれば、社会の要求を解決するための
デザイン能力が身につく。

小項目（A-5)
　自然環境と社会との関係に関する
基礎的な事項を理解でき、常に使い
手の立場に立ったものつくりができる

小項目（A-4)
　.我が国の文化や歴史の理解ととも
に他国の文化も認識し、技術に関係
する過去の事故等の検討を通して、
社会的な責任と使命（技術者倫理）に
ついて理解できる。

2.1(1)-4＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準１(２)(a)－(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

小項目（B-1)
　数学、自然科学および情報技術に
関する基礎知識を身につけ、それら
を用いて応用問題に挑戦できる

（ｃ）　◎
数学及び自然科学に関する知識とそれら
を応用する能力

数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身につけ、それらを
用いて応用問題に挑戦していけば、自ずと応用能力が身についてくる。

小項目（B-2)
　自分の専攻した専門分野の基礎知
識を身につけ、それらを用いて工学
的な現象が理解できる。

(d)-1　◎
専門工学（本校では工学(融合複合）であ
る)の知識と能力

本校の専門工学は工学(融合複合)である。本科（準学士課程）では電気
工学、機械電子工学、情報工学の内の１つの専門分野を学習して知識と
能力を身につけ、専攻科（学士課程）では他分野の科目の学習により異
なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を融合複合させる能力を身
につけさせることである。本科における専門分野の基礎知識を身につけ
ることが、専門工学の知識と能力を身につける初めの段階となる。

(d)-1　◎
専門工学（本校では工学(融合複合）であ
る)の知識と能力

本校の専門工学は工学(融合複合)である。本科（準学士課程）では電気
工学、機械電子工学、情報工学の内の２つの専門分野を学習して知識と
能力を身につけ、専攻科（学士課程）では他分野の科目の学習により異
なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を融合複合させる能力を身
につけさせることである。専攻科において異なる技術分野を理解し、自分
の専攻した専門分野の知識と複合する能力を身につけることで、専門工
学の知識と能力が養成される。

(d)-3　◎
工学の基礎的な知識・技術を統合し、創
造性を発揮して課題を探求し、組み立て、
解決する能力

異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の知識と複合する能
力を身につけることで、創造性を発揮して課題を探求し、組み立て、解決
する能力が養われる。

(i)　◎
チームで仕事をするための能力

本科で異なる専門分野修得した学生達を、専攻科の授業の中でチームを
組ませることにより、自分の専門分野と異なる技術分野とを複合する能力
が身につき、チームで仕事をするための能力が養われる。

小項目（B-4)
　実験・実習を通して、実際の工学的
現象を理解し、実践的技術を身につ
け、問題解決に応用できる。

(d)-2　◎
いくつかの工学の基礎的な知識・技術を
駆使して実験を計画・遂行し、データを正
確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・
説得する能力

実際の工学的現象を理解し、実践的技術を身につけ問題解決に応用して
いく実験･実習の学習を通して、工学の基礎的な知識・技術を駆使して実
験を計画・遂行し、データを正確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・説
得する能力が養われる。

小項目（B-3)
　異なる技術分野を理解し、自分の専
攻した専門分野の知識と複合する能
力を身につける

(B)　自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、それらを問題解決に応用できる能力を備えた技術者

2.1(1)-4＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準１(２)(a)－(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

小項目（C-1)
　国語表現の技法を身につけるととも
に、語彙力を高め、場面や状況に応
じた言葉、文章、図表などで表現、記
述でき、効果的なコミュニケーション
ができる能力を身につける。

(f)　◎
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の
コミュニケーション能力

国語表現力を高め、場面や状況に応じて言葉、文章、図表などを使って
効果的なコミュニケーションを身につける学習を通して、論理的な記述
力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力が養われる。

小項目（C-2)
　コンピュータや情報ツールを使いこ
なし、情報処理、情報収集等やプレゼ
ンテーションができる

(f)　◎
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の
コミュニケーション能力

コンピュータや情報ツールを使いこなし、情報処理、情報収集等ができる
ようになれば、コミュニケーション能力の向上に資することができる。

小項目（C-3)
　国際的に通用するコミュニケーショ
ンの基礎力、特に英語力を身につ
け、生活文化の固有性や多様な価値
観のあることを理解できる。

(f)　◎
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の
コミュニケーション能力

国際的に通用するコミュニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、
生活文化の固有性や多様な価値観のあることを理解できるようになれ
ば、コミュニケーション能力の幅を広げることに資することができる。

(C)  コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者

2.1(1)-4＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準１(２)(a)－(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

(d)-4　◎
(工学)技術者が経験する実務上の問題点
と課題を解決し、適切に対応する基礎的
な能力

プロダクトマインドを育成し、問題解決のために習得した専門知識を応用
する学習により、(工学)技術者が経験する実務上の問題点と課題を解決
し、適切に対応する基礎的な能力が養われる

(e)　◎
種々の科学，技術及び情報を活用して社
会の要求を解決するためのデザイン能力

問題解決のために習得した専門知識を応用できる学習の中で、種々の科
学，技術及び情報を活用すれば、社会の要求を解決するためのデザイン
能力の向上に資することができる。

(g)　○
自主的，継続的に学習する能力

問題解決のために習得した専門知識を応用できる学習は、自主的、継続
的に続けなければ身につかず、これらの能力の養成につながる。

小項目（D-2)
　問題解決のための計画・実行方法
の立案、得られた結果の考察および
整理ができる

(h)　◎
与えられた制約の下で計画的に仕事を進
め，まとめる能力

問題解決のための計画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整
理を通して、PDCAサイクルが経験でき、与えられた制約の下で計画的に
仕事を進め，まとめる能力の養成につながる。

(g)　◎
自主的，継続的に学習する能力

高専特有の低学年からある毎週の実験・実習、本科5年次の卒業研究、
そして専攻科2年間にわたる特別研究の修得は、自主的、継続的に学習
する能力を養う。

(i)　○
チームで仕事をするための能力

実験・実習、卒業研究、特別研究では、目的を明らかにし、計画立案し、
実行した後の分析･解析さらには再実験などの過程で、他者との議論や
チームを組んで取り組みことが多い。このような経験を通して、チームで仕
事をするための能力が養われる。

小項目（D-1)
　自律的に新たなことにチャレンジす
る心（プロダクトマインド）を育成し、問
題解決のために習得した専門知識を
応用できる

小項目（D-3)
　実験・実習、卒業研究、特別研究科
目の修得を通して、自主的、継続的
に学習し、他人と協調して実行できる

(D)　技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を持った技術者
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

国語 7 2 2 2 1 ◎ ◎
表現 2 2 ◎
倫理 2 1 1 ◎
情報倫理 2 2 ◎ ◎
現代社会 2 2 ◎
歴史 2 2 ◎
基礎数学Ⅰ 4 4 ◎
基礎数学Ⅱ 3 3 ◎
代数幾何学(*1 ) 2 2 ◎
微分積分学(*1) 4 4 ◎
確率統計学 2 2 ◎
解析学Ⅰ 2 4 ◎
解析学Ⅰ(*2) 2 ◎
解析学Ⅱ(*2) 2 2 ◎
化学 5 2 3 ◎
基礎物理Ⅰ 2 2 ◎
基礎物理Ⅱ 2 2 ◎
物理 2 2 ◎
保健体育 4 2 2 ◎
体育実技 6 2 2 2 ◎
英語 16 6 6 4 ◎
英語演習 2 2 ◎
選択英語Ⅰ～Ⅵ 4 2 2 ◎

A群 有機化学 2
イタリア語Ⅰ 2 2
イタリア語Ⅱ 2
中国語Ⅰ 2 2
中国語Ⅱ 2
韓国語Ⅰ 2 2
韓国語Ⅱ 2
宗教学 2 2
心理学 2 2
日本語・日本文学 2 2
人間論 2 2
法学(*3) 2 ◎

経済学(*3 2 ◎
(*1)2013年度の本科5年と専攻科1・2年だけは、代数幾何学、微分積分学とも3単位で履修した。
(*2)CS科だけ2013年度の本科4年以下の学生からは、解析学Ⅰ2単位を3年次に履修し、解析学Ⅱ2単位を4年次に履修する。(なお、他学科では解析学Ⅱは専門科目として履修する)
(*3)C群の法学･経済学は選択必修

別表2－１　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(本科一般科目)

選
　
択
　
科
　
目

B群

必
　
修
　
科
　
目

区分 科目名
単
位
数

学年別単位数

教育・学習到達目標

A B C D

C群 2

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

①設計･
システム
系科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

電気磁気学 4 2 2 ◎
電気回路 8 2 2 2 2 ◎
電子工学 2 2 ◎
電子回路 2 2 ◎
情報処理 2 2 ◎
電子計算機 2 2 ◎ ◎
創造設計 1 1 ◎
電気エネルギー概論 2 2 ◎
メカトロニクス 2 2 ◎ ◎
CAD 2 2 ◎
電気機器 2 2 ◎
パワーエレクトロニクス 2 2 ◎
発変電工学 2 2 ◎
電力系統工学 2 2 ◎ ◎
高電圧工学 2 2 ◎
電気応用 2 2 ◎
電機設計 2 2 ◎ ◎
電気法規 2 2 ◎
計測工学 2 1 1 ◎
電気電子材料 2 2 ◎ ◎
自動制御 2 2 ◎ ◎
システム工学 2 2 ◎ ◎
通信工学概論 1 1 ◎
機械工学 1 1 ◎
工学基礎 3 3 ◎
電気工学実験(*) 14 4 4 4 2 ◎ ◎
応用物理 2 2 ◎
応用数学A 2 2 ◎
応用数学B 2 2 ◎
技術者倫理 2 2 ◎ ◎
卒業研究 8 8 ◎ ○ ◎ ◎
工業デザイン概論 1 1
DTP概論 1 1
材料基礎工学Ａ 1 1
材料基礎工学B 1 1
機械要素設計A 1 1
機械要素設計Ｂ 1 1
信号と符号 1 1
電気電子演習 1 1
映像メディア概論Ａ 1 1
映像メディア概論Ｂ 1 1
Webプログラミング 1 1
生化学 1 1
物理学特論 1 1

プロジェクトマネジメント 1 1

(*)電気工学実験の単位数について、2011年度以前は2・3年次の単位数は3単位であったが、2012年度以降は4単位とした。

教育・学習到達目標

A B C D

別表2－2　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(電気工学科専門科目)

選
択
科
目

D群 0

単
位
数

学年別単位数

必
修
科
目

区分 科目名
①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

電気回路Ⅰ 2 2 ◎

電気回路Ⅱ 2 2 ◎

アナログ電子回路 2 2 ◎

ディジタル電子回路 2 2 ◎

電気磁気Ⅰ 2 2 ◎

電気磁気Ⅱ 2 2 ◎

計測工学 2 2 ◎ ◎
制御工学 2 2 ◎ ◎
電子計算機 2 2 ◎

アルゴリズム理論 2 2 ◎

計算機プログラミング 2 2 ◎ ◎
通信工学 2 2 ◎

アンテナ工学 2 2 ◎

電気通信法規 1 1 ◎

工業材料 2 2 ◎

半導体デバイス 2 2 ◎

製図 1 1 ◎

機械加工 2 2 ◎

計算機援用設計 2 2 ◎

機構学 2 2 ◎

材料力学 2 2 ◎ ◎
機械デザイン 2 2 ◎ ◎
信号処理 2 2 ◎

音響工学 2 2 ◎

工学基礎 3 3 ◎

機械電子工学実験 12 4 4 4 ◎ ◎

創造演習 7 3 2 2 ◎ ◎

創造設計学 2 2 ◎ ◎ ○ ◎

解析学Ⅱ 2 2 ◎

線形代数 2 2 ◎

物理学 2 2 ◎

技術者倫理 2 2 ◎ ◎
卒業研究 8 8 ◎ ○ ◎ ◎

工業デザイン概論 1 1

DTP概論 1 1

材料基礎工学Ａ 1 1

材料基礎工学B 1 1

機械要素設計A 1 1

機械要素設計Ｂ 1 1

信号と符号 1 1

電気電子演習 1 1

映像メディア概論Ａ 1 1

映像メディア概論Ｂ 1 1

Webプログラミング 1 1

生化学 1 1

物理学特論 1 1

プロジェクトマネジメント 1 1

必
修
科
目

選
択
科
目

D群

別表2－3　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(機械電子工学科専門科目)

教育・学習到達目標

A DCB
区分 科目名

単
位

数
学年別単位数

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

情報社会論 1 1 ◎

情報工学概論 2 2 ◎

電気回路Ⅰ 1 1 ◎

電気回路Ⅱ 1 1 ◎

電気回路Ⅲ 1 1 ◎

電気回路Ⅳ 1 1 ◎

電子回路 1 1 ◎

プログラミング基礎Ⅰ 2 2 ◎

プログラミング基礎Ⅱ 2 2 ◎

プログラミング基礎Ⅲ 1 1 ◎

アルゴリズム論Ⅰ 1 1 ◎

アルゴリズム論Ⅱ 1 1 ◎

プログラミング応用Ⅰ 1 1 ◎ ◎
プログラミング応用Ⅱ 1 1 ◎ ◎
プログラミング応用Ⅲ 1 1 ◎ ◎ ◎
プログラミング応用Ⅳ 1 1 ◎ ◎ ◎
数値計算Ⅰ 1 1 ◎ ◎
数値計算Ⅱ 1 1 ◎ ◎
ソフトウエア工学Ⅰ 1 1 ◎ ◎
ソフトウエア工学Ⅱ 1 1 ◎ ◎
論理回路Ⅰ 1 1 ◎

論理回路Ⅱ 1 1 ◎

デジタル回路設計 1 1 ◎

計算機概論Ⅰ 1 1 ◎

計算機概論Ⅱ 1 1 ◎

計算機アーキテクチャⅠ 1 1 ◎ ◎
計算機アーキテクチャⅡ 1 1 ◎ ◎
OS概論Ⅰ 1 1 ◎ ◎
OS概論Ⅱ 1 1 ◎ ◎
情報通信システムⅠ 1 1 ◎

情報通信システムⅡ 1 1 ◎

情報ネットワーク 1 1 ◎ ◎
ビジネス情報システム 1 1 ◎ ◎
経営工学概論 1 1 ◎

オペレーションズ・リサーチⅠ 1 1 ◎ ◎
オペレーションズ・リサーチⅡ 1 1 ◎ ◎
生産管理 1 1 ◎ ◎
数理工学概論 1 1 ◎ ◎
品質管理論 1 1 ◎ ◎
マーケティング論 1 1 ◎ ◎
地理情報システム概論 1 1 ◎

別表2－4　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(情報工学科専門科目)

教育・学習到達目標

A B C D

必
修
科
目

区分 科目名
単
位
数

学年別単位数

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群
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データベース概論 1 1 ◎ ◎
データベースシステム 1 1 ◎ ◎
人工知能Ⅰ 1 1 ◎ ◎
人工知能Ⅱ 1 1 ◎ ◎
文書作成概論Ⅰ 1 1 ◎

文書作成概論Ⅱ 1 1 ◎

技術文書作成 1 1 ◎

プレゼンテーション 1 1 ◎ ◎

DTP・組版 1 1 ◎

情報数学概論 1 1 ◎

離散数学Ⅰ 1 1 ◎

離散数学Ⅱ 1 1 ◎

統計解析学Ⅰ 1 1 ◎

統計解析学Ⅱ 1 1 ◎

統計解析学Ⅰ(*) 1 1 ◎

統計解析学Ⅱ(*) 1 1 ◎

情報工学実験Ⅰ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅱ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅲ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅳ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅴ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅵ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅶ 2 2 ◎ ◎

解析学Ⅱ(*) 2 2 ◎

線形代数(*) 2 2 ◎

解析学Ⅲ 2 2 ◎

線形代数Ⅰ 1 1 ◎

線形代数Ⅱ 1 1 ◎

技術者倫理 2 2 ◎ ◎
卒業研究 8 8 ◎ ○ ◎ ◎

工業デザイン概論 1 1

DTP概論 1 1

材料基礎工学Ａ 1 1

材料基礎工学B 1 1

機械要素設計A 1 1

機械要素設計Ｂ 1 1

信号と符号 1 1

電気電子演習 1 1

映像メディア概論Ａ 1 1

映像メディア概論Ｂ 1 1

Webプログラミング 1 1

生化学 1 1

物理学特論 1 1

プロジェクトマネジメント 1 1
(*)2013年度の本科CS5年とCS出身専攻科1・2年だけは、統計解析学Ⅰ･Ⅱを5年次で履修し、解析学Ⅱと線形代数は4年次で履修した。2013年度4年以下の学生からは、解析学Ⅱは一般科目として4年次に履修する。

選
択
科
目

D群 0
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開講期間

学年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

伝統文化特論 1年 2 ◎ ◎
英語Ⅰ 1年 2 ◎
英語Ⅱ 2年 2 ◎
生産システム特論 1年 2 ◎
論文講読Ⅰ 1年 1 ◎
論文講読Ⅱ 1年 1 ◎
専攻演習Ⅰ 1年 1 ◎
専攻演習Ⅱ 1年 1 ◎ ◎

専攻実験 1年 2 ◎ ◎ ◎

特別研究 1・2年 10 ◎ ◎ ◎ ◎

電力システム 1年 2 ◎ ◎
環境電磁工学 1年 2 ◎ ◎
計測制御特論 1年 2 ◎ ◎
電気電子回路特論 1年 2 ◎ ◎
計算システム論 2年 2 ◎ ◎
情報数学 1年 2 ◎ ◎
符号理論 1年 2 ◎ ◎ ◎
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 2年 2 ◎ ◎ ◎
通信工学特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
トラヒック理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
応用通信特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
知識情報工学特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
信号処理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
数理計画 2年 2 ◎ ◎
材料科学 2年 2 ◎ ◎
バイオメカ二クス 1年 2 ◎ ◎
構造材料 1年 2 ◎ ◎
応用磁気工学 2年 2 ◎ ◎
半導体工学 2年 2 ◎ ◎
機能材料 2年 2 ◎ ◎ ◎
熱統計力学 1年 2 ◎ ◎
エネルギー変換工学 1年 2 ◎ ◎
機械工学概論 1年 2 ◎ ◎
信頼・安全性工学 1年 2 ◎ ◎
生産管理工学 1年 2 ◎ ◎
技術史 1年 2 ◎ ◎ ◎
量子力学 2年 2
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 1年 1～2
環境特論 1年 2
数学特論 1年 2
数理物理学 2年 2

複素関数論　 2年 2
（＊）平成25年度は選択必修として履修するように、プログラム履修生（専攻科学生）を指導した。平成26年度からは課程表上で選択必修科目と明記した。

選
択

専門科目

その他

一般科目

選
択
必
修

（
＊

）

専門科目

①群

②群

③群

専門科目

専門科目 ⑤群

③材料･バ
イオ系科
目群

④力学系
科目群

⑤社会技術
系科目群

C D ①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･論
理系科目

群
区分 科目名 単位数

A B

④群

学習・教育到達目標

以下の選択科目は選択①～⑤（分野別要件①～⑤）各群から最低1科目以上を選択し、合計6科目以上履修すること

別表2－5　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(専攻科科目)

必
修
科
目

一般科目

／

専門科目

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

2.1(1)-5＜添付資料＞：別表2-1～5_学習・教育到達目標および分野別要件との対応科目表(一般教育科、3専門学科、専攻科)
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目 選択必修科目 選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

表４ 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 
2014 年度（平成 26 年度）プログラム最終年次在籍学生の授業科目 2014/06/14 版 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ａ－１） 
    

（Ａ－２） 

（Ａ－３） 

（Ａ－４） 
    

（Ａ－５） 

保健体育（◎） 保健体育（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅠ） 体育実技（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅡ） 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

倫理

（◎） 倫理（◎） 

伝統文化

特論（◎） 

現代社会（◎） 歴史（◎） △法学（◎） 

△経済学（◎） 

情報倫理（◎） 技術者倫理（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

伝統文化

特論（◎） 
技術史 
（◎） 

技術史 
（◎） 

2.1(1)-6＜添付資料＞：表4_学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ

　　　 
　　226



【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目 選択必修科目 選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－１） 

      基礎数学Ⅰ（◎） 

基礎数学Ⅱ（◎） 

代数幾何学（◎） 

微分積分学（◎） 

確率統計学（◎） 

解析学Ⅰ（◎） 解析学Ⅱ（◎） 
(ME,CS) 

化学（◎） 化学（◎） 

基礎物理Ⅰ 
（◎） 

基礎物理Ⅱ 
（◎） 

物理（◎） 

情報処理（◎） 
(EE) 

電子計算機（◎） 
(EE) 

応用数学Ａ（◎） 
(EE) 

応用数学Ｂ（◎） 
(EE) 

線形代数（◎） 
(ME,CS) 

物理学（◎） 
(ME) 

離散数学Ⅰ 
（◎） (CS) 

離散数学Ⅱ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅰ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅱ

（◎） (CS) 
情報数学 

（◎） 

熱統計力学 
（◎）

数理物理学 
 (◎） 

専攻演習Ⅰ 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目 選択必修科目 選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気エネルギー 
概論（◎）(EE) 

電気機器（◎） 
(EE) 

パワーエレクトロ 
ニクス（◎）(EE) 

発変電工学（◎） 
(EE) 

電力系統工学（◎） 
(EE) 

高電圧工学（◎） 
(EE) 

電気応用（◎） 
(EE) 

電機設計（◎） 
(EE) 

電気法規（◎） 
(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

電気電子材料（◎） 
(EE) 

自動制御（◎） 
(EE) 

通信工学概論

（◎） (EE) 

応用物理（◎） 
(EE) 

電子工学（◎） 
(EE) 

電子回路（◎） 
(EE) 

電力システム 
（◎） 

計測制御特論 
（◎） 

電気電子回路

特論 （◎）

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目 選択必修科目 選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 
続き

        

電気回路Ⅱ（◎） 
(ME) 

電気回路Ⅰ（◎） 
(ME) 

アナログ電子回路 
（◎）(ME) 

ディジタル電子回路 
（◎）(ME) 

電気磁気Ⅰ（◎） 
(ME) 

電気磁気Ⅱ（◎） 
(ME) 

計測工学（◎） 
(ME) 

制御工学（◎） 
(ME) 

電子計算機（◎） 
(ME) 

アルゴリズム理論 
（◎）(ME) 

計算機プログラミング 
（◎）(ME) 

通信工学（◎） 
(ME) 

アンテナ工学（◎） 
(ME) 

電気通信法規

（◎） (ME) 

工業材料（◎） 
(ME) 

半導体デバイス（◎） 
(ME) 

製図（◎） 
(ME) 

機械加工（◎） 
(ME) 

計算機援用設計 
（◎）(ME) 

機構学（◎） 
(ME) 

材料力学（◎） 
(ME) 

機械デザイン（◎） 
(ME) 

工学基礎（◎） 
(ME) 

電気電子回路

特論 （◎）

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目 選択必修科目 選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 
続き

       電気回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅲ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅳ 
（◎） (CS) 

電子回路 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

デジタル回路設計 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

計算機アーキテク

チャⅠ （◎） (CS) 
計算機アーキテク

チャⅡ （◎） (CS) 

プログラミング応

用Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅲ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

ソフトウェア工学

Ⅰ（◎ ） (CS) 
ソフトウェア工学

Ⅱ （◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅰ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報通信システム

Ⅰ （◎） (CS) 
情報通信システム

Ⅱ （◎） (CS) 
 

情報ネットワーク

（◎） (CS) 

データベース概論 
（◎） (CS) 

データベースシス

テム （◎） (CS) 
 

地理情報システム

概論（◎）(CS) 
 

オペレーションズ・リ

サーチⅠ（◎）(CS) 
オペレーションズ・リ

サーチⅡ（◎）(CS) 
 

情報社会論 
（◎） (CS) 

ビジネス情報シス

テム （◎） CS) 

情報数学概論 
（◎） (CS) 

プログラミング基

礎Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅲ （◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅰ 
（◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅱ 
（◎） (CS) 

 

数値計算Ⅰ 
（◎） (CS) 

数値計算Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報工学概論 
（◎） (CS) 

電気電子回路

特論 （◎）

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目 選択必修科目 選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－３） 

   

品質管理論

（◎） (CS) 

生産管理

（◎）(CS) 

ＣＡＤ（◎） 
(EE) 

システム工学（◎） 
(EE) 

機械工学

（◎）(EE) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

音響工学（◎） 
(ME) 

信号処理（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

数理工学概論 
（◎） (CS) 

経営工学概論

（◎） (CS) 
マーケティング論

（◎） ((CS) 

ＤＴＰ・組版 
（◎） (CS) 

生産システム

特論 （◎）

環境電磁工学 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

構造材料 
（◎） 

機械工学概論 
（◎） 

信頼・安全性工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

生産管理工学 
（◎） 

専攻実験（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目 選択必修科目 選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－４） 

（Ｃ－１） 

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

創造設計 
（◎） (EE) 

メカトロニクス（◎） 
(EE) 

工学基礎（◎） 
(EE) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

表現（◎） 

文書作成概論Ⅰ

（◎） (CS) 
文書作成概論Ⅱ

（◎） (CS) 
 

専攻実験（◎） 

論文講読Ⅰ

（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目 選択必修科目 選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｃ－２） 

 

（Ｃ－３） 

 

（Ｄ－１） 

  

情報倫理（◎） 卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

プレゼンテーション

（◎） (CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

英語（◎） 英語（◎） 英語（◎） 英語演習（◎） 

選択英語（◎） 

プレゼンテーション

（◎） (CS) 
 

技術文書作成 
（◎） (CS) 

論文講読Ⅱ 
（◎） 

英語Ⅰ（◎） 英語Ⅱ（◎） 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

プログラミング応

用Ⅲ( （◎） CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

生産システム

特論 （◎）

選択英語（◎） 
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目 選択必修科目 選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｄ－２） 

（Ｄ－３） 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 専攻実験（◎） 

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 
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1 

１．はじめに 

 今日のものつくりには地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

が必要です。また、技術者には作られたものが社会や自然にどのように影響を

及ぼすか、また、その効果についても考える能力が求められています。

 これに応えるために、本校では、準学士課程の４年次から専攻科課程までの

一貫教育プログラム「生産システム工学」を設定し、国際化にも対応できる技

術者教育を実施しています。

 本教育プログラムは、最も得意とする専門分野の知識と能力を身につけ、さ

らに異なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を複合融合させる能力を身

につけることを目的としています。具体的には、準学士課程で開設されている

機械電子工学、電気工学、情報工学の１つの専門分野を学習し、さらに他専門

分野の科目も学習します。

 本年度の専攻科生が専攻科を修了する際に「日本技術者教育認定機構

（JABEE）」の審査を受けて、本校の「生産システム工学」のプログラム教育

が世界に通ずる技術者教育であることを認めてもらおうと考えています。

受審分野は「工学（融合複合・新領域）関連分野」です。

２．JABEE の目的 

日本技術者教育認定機構（JABEE : Japan Accreditation Board for 

Engineering Education、1999 年 11 月 19 日設立）は、教育の質を高めること

を通じてわが国の技術者教育の国際的な同等性を確保し、国際的に通用する技

術者育成の基盤を担うことを通じて社会と産業の発展に寄与することを目的と

して、技術者教育プログラムの審査・認定を行う非政府団体です。 

JABEE は、高等教育機関における技術者教育プログラムを認定するために、次

の認定基準を設けて、根拠となる資料審査や実地審査を行います。 

基準１ 学習・教育到達目標の設定と公開 

基準２ 教育手段 

基準３ 学習・教育到達目標の達成 

基準４ 教育改善 

JABEE の審査によって認定された教育プログラムを修了した修了生は、国際的

に通用する技術者として認められます。 

また修了生は、その修了が技術士第一次試験の合格と同等であると見なされ､

技術士補となる資格が得られます｡その後、（１）技術士補として登録し指導技

術士の下で４年以上の実務経験を積むか、（２）優れた指導技術者の監督下で４

年以上の実務経験を積むか、（３）７年以上の実務経験を積めば、技術士になる

ための技術士第二次試験を受験することができます。 
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３．履修対象者 

 本校の「生産システム工学」教育プログラムは、準学士課程の４年次から専

攻科２年次までの４年間と設定していますので、３年次にこのプログラムを紹

介するために、この「履修の手引」配布します。

「生産システムエ学」教育プログラムは、電気工学科、機械電子工学科及び

情報工学科準学士課程の４・５年次必修科目(選択必修科目を含む)と専攻科の

開講科目から構成されています。したがって、教育プログラムは準学士課程の

４年次から始まりますが、教育プログラム履修者の決定は本校専攻科に入学し

た時点となり、専攻科学生は全員が「生産システムエ学」教育プログラムの履

修者となります。 

※ 本校専攻科に入学するためには、入学前に本校準学士課程(電気工学科、機

械電子工学科および情報工学科)の４・５年次の教育と同等な内容の教育を

受けている必要があります。そのため本校専攻科入試に出願する前に、この

点についての事前審査があります。ただし、本校準学士課程の電気工学科、

機械電子工学科および情報工学科のいずれかの学科を卒業した学生はこの

審査が免除されます。 

 準学士課程を卒業して専攻科に入学する学生、大学へ編入する学生は勿論で

すが、一度、就職し、専攻科へ入学、あるいは大学へ編入学することもありま

すので、全員が本プログラムの履修対象者となる可能性を持っていることを自

覚し、この「履修の手引」をよく読んで勉学に励んでください。
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４．学習・教育到達目標 

本校では設立の当初から、創立者ヨハネ・ボスコの精神に基づき、キリスト

教精神に基づく人間観を持った善き職業人を養成することを目標としています。

キリスト教精神とは、忍耐、寛容、ゆるし、謙遜、誠実を意味しています。 

それは技術を通して人類社会に貢献できる人間を育てることであり、 社会の

華やかな舞台だけではなく、聖書の言葉である「地の塩・世の光」に象徴され

る見えないところで大地を支える岩塩のように、あるいは周りを照らす灯台の

光のように、社会を支え、人々を幸せにする技術者になることを勧めています。 

この本校の伝統に基づき、次に示す（A）～（D）の４つの技術者像と、各々

の像について、それを達成するための学習・教育到達目標を定めています。 

（A） 健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多

面的に物事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行しうる技術者

（A－１）健康や身体についての理解を深めるとともに、スポーツの実践を通

して心身の調和的な発育・発達を促し、健康な心身を培うことでき

る

（A－２）過去の文芸作品や現在の様々な書籍を通して、人々の生活を見つめ、

他者の心を理解し、自分の考えを深め、豊かな人間性を培うことがで

きる

（A－３）近現代の社会と技術を理解するために、その成り立ちの基盤である

日本と世界の歴史を学習し、それらの基礎的事項を把握する

（A－４）我が国の文化や歴史の理解とともに他国の文化も認識し、技術に関

係する過去の事故等の検討を通して、社会的な責任と使命（技術者

倫理）について理解できる

（A－５）自然環境と社会との関係に関する基礎的な事項を理解でき、常に使

い手の立場に立ったものつくりができる

（B） 自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、

それらを問題解決に応用できる能力を備えた技術者

（B－１）数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身につけ、それ

らを用いて応用問題に挑戦できる

（B－２）自分の専攻した専門分野の基礎知識を身につけ、それらを用いて工

学的な現象が理解できる

（B－３）異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の知識と複合す

る能力を身につける
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（B－４）実験・実習を通して、実際の工学的現象を理解し、実践的技術を身

につけ、問題解決に応用できる

（C） コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者 
（C－１）国語表現の技法を身につけるとともに、語彙力を高め、場面や状況

に応じた言葉、文章、図表などで表現、記述でき、効果的なコミュ

ニケーションができる能力を身につける

（C－２）コンピュータや情報ツールを使い、情報処理、情報収集等やプレゼ

ンテーションができる

（C－３）国際的に通用するコミュニケーションの基礎力、特に英語力を身に

つけ、生活文化の固有性や多様な価値観のあることを理解できる

（D） 技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を持

った技術者

（D－１）自律的に新たなことにチャレンジする心（プロダクトマインド）を

育成し、問題解決のために習得した専門知識を応用できる

（D－２）問題解決のための計画・実行方法の立案、得られた結果の考察およ

び整理ができる

（D－３）実験・実習、卒業研究、特別研究科目の修得を通して、自主的、継

続的に学習し、他人と協調して実行できる
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５．科目構成 

 「生産システムエ学」教育プログラムの内容は、以下の科目から構成されま

す。 

(1) 本校準学士課程（電気工学科・機械電子工学科・情報工学科）の教育課

程表において 4・5年次に配当されている必修科目・選択必修科目。（資

料-1：準学士課程におけるプログラム科目） 

(2) 本校専攻科課程の教育課程表において配当されている必修科目・選択必

修科目。(資料-2：専攻科課程におけるプログラム科目) 

(3) 基礎工学の知識・能力科目 

上記(1)および(2)にあげた科目のうち、基礎工学の知識・能力科目とし

て以下の（３－１）～（３－５）の科目を配当しています。 

（３－１）設計・システム系科目群 

学科 科目名 配当 区分 単位

電気工学科

メカトロニクス ４年 必修 2 
電力系統工学 ４年 必修 2 
電機設計 ５年 必修 2 
自動制御 ５年 必修 2 
システム工学 ５年 必修 2 

機械電子工学科

計測工学 ５年 必修 2 
制御工学 ５年 必修 2 
機械デザイン ５年 必修 2 

情報工学科

計算機アーキテクチャⅠ ４年 必修 1 
計算機アーキテクチャⅡ ４年 必修 1 
ビジネス情報システム ４年 必修 1 
データベース概論 ４年 必修 1 
データベースシステム ４年 必修 1 

専攻科

電力システム １年 選択必修 2 
環境電磁工学 １年 選択必修 2 
計測制御特論 １年 選択必修 2 
電機電子回路特論 １年 選択必修 2 
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（３－２）情報・論理系科目群 

学科 科目名 配当 区分 単位

電気工学科 電子計算機 ４年 必修 2 
機械電子工学科 計算機プログラミング ４年 必修 2 

情報工学科

プログラミング応用Ⅰ ４年 必修 1 
プログラミング応用Ⅱ ４年 必修 1 
数値計算Ⅰ ４年 必修 1 
数値計算Ⅱ ４年 必修 1 
情報ネットワーク ４年 必修 1 
プログラミング応用Ⅲ ５年 必修 1 
プログラミング応用Ⅳ ５年 必修 1 
ソフトウエア工学Ⅰ ５年 必修 1 
ソフトウエア工学Ⅱ ５年 必修 1 
ＯＳ概論Ⅰ ５年 必修 1 
ＯＳ概論Ⅱ ５年 必修 1 
人工知能Ⅰ ５年 必修 1 
人工知能Ⅱ ５年 必修 1 

専攻科

情報数学 １年 選択必修 2 
符号理論 １年 選択必修 2 
計算システム論 ２年 選択必修 2 
コンピュータアーキテクチャ ２年 選択必修 2 
通信工学特論 ２年 選択必修 2 
トラヒック理論 ２年 選択必修 2 
応用通信特論 ２年 選択必修 2 
知識情報工学特論 ２年 選択必修 2 
信号処理論 ２年 選択必修 2 
数理計画 ２年 選択必修 2 
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（３－３）材料・バイオ系科目群 

学科 科目名 配当 区分 単位

電気工学科 電気電子材料 ５年 必修 2 
機械電子工学科 該当科目なし

情報工学科 該当科目なし

専攻科

バイオメカニクス １年 選択必修 2 
構造材料 １年 選択必修 2 
材料科学 ２年 選択必修 2 
応用磁気工学 ２年 選択必修 2 
半導体工学 ２年 選択必修 2 
機能材料 ２年 選択必修 2 

（３－４）力学系科目群 

学科 科目名 配当 区分 単位

電気工学科 該当科目なし

機械電子工学科 材料力学 ４年 必修 2 
情報工学科 該当科目なし

専攻科

熱統計力学 １年 選択必修 2 
エネルギー変換工学 １年 選択必修 2 
機械工学概論 １年 選択必修 2 

（３－５）社会技術系科目群 

科目 科目名 配当 区分 単位

電気工学科 技術者倫理 ５年 必修 2 
機械電子工学科 技術者倫理 ５年 必修 2 

情報工学科

オペレーションズ・リサーチⅠ ４年 必修 1 
オペレーションズ・リサーチⅡ ４年 必修 1 
生産管理 ５年 必修 1 
数理工学概論 ５年 必修 1 
品質管理論 ５年 必修 1 
マーケティング論 ５年 必修 1 
技術者倫理 ５年 必修 2 

専攻科

信頼・安全性工学 １年 選択必修 2 
生産管理工学 １年 選択必修 2 
技術史 １年 選択必修 2 
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６．履修について 

（１）履修計画

 履修計画は、本手引「７．『生産システム』教育プログラムの終了要件」を満

たす必要があります。この修了要件には、準学士課程の卒業と専攻科の修了が

含まれますから、準学士課程の卒業要件、専攻科の修了要件、および学位授与

要件を考慮に入れて、科目の履修計画を立ててください。

（２）単位の認定

「生産システム工学」教育プログラムの学習・教育目標（A）～（D）に基づ

いて科目ごとに定められた達成目標に到達したことをもって、各科目の単位が

認められます。

シラバスの各科目のプログラム目標欄には、本プログラムの学習・教育目標

との対応が（A－１）～（D－３）の記号で表記されていますので、到達すべき

内容を把握して学習に望んでください。

（３）他の高等教育機関で修得した単位および編入学生が編入前に修得した単 

位の認定 

① 専攻科課程在籍中に他大学などで修得した単位は、本校の専攻科の授業科

目と置き換えて、専攻科における単位として認定される場合があり、この

ときは、専攻科における必修または選択必修単位として認定されれば，本

プログラムの単位として認定し、評価をそのまま認めます。この単位認定

を希望する場合は、他大学などで開設されている授業科目を履修する前に、

「大学等における学修許可願」等を提出しなくてはなりません。希望者は

専攻科長に相談して下さい。

② 高等学校から準学士課程４年次に編入学した場合､編入学前に修得した単

位は、本プログラムの単位としては認めません。

③ 本校以外から本校専攻科に入学した（本プログラムに途中編入した）場合、

本校専攻科入学前（本プログラム編人前）の出身校において修得した単位

については、専攻科入試出願前の事前審査で本プログラムの単位として、

次の原則の下で認定の可否が判定されます。

ⅰ）本手引「5.科目構成」に掲げられた科目群に該当する科目は本プログ

ラムの単位として認定し、出身校の評価をそのまま認めます。 

ⅱ）本手引「5.科目構成」に掲げられた科目群に該当しない科目は、本プ

ログラムの単位としては認めません。 

2.1(1)-7＜添付資料＞：履修の手引き

　　　 
　　244



9 

７．「生産システムエ学」教育プログラムの修了要件 

 本校における「生産システムエ学」教育プログラムを修了するためには、以

下に挙げる３つの修了要件を全て満たすことが必要です。 

生産システムエ学修了要件［１］ 

本校専攻科の課程を修了し、学位（学士）を取得していること。 

本校専攻科の修了要件は、「一般科目 8単位、専門共通科目 22 単位以上、専

門専攻科目 32 単位以上、合計 62 単位以上修得すること」です。この中には「必

修科目 39 単位、必修選択科目 10 単位以上の修得」が含まれます。詳しくは、

学生便覧をご覧下さい。 

 学士を取得するためには、大学評価･学位授与機構の審査に合格しなければな

りません。詳しくは、本手引「8.学位（学士）の取得についての注意」、学生便

覧、大学評価･学位授与機構の小冊子「新しい学士への途」などをご覧下さい。 

生産システムエ学修了要件［２］ 

 「生産システムエ学」教育プログラムにおいて、履修の手引「５．科目構成」 

に挙げられた科目で 124 単位以上修得していること。 

本プログラムの課程、すなわち準学士課程４年～専攻科２年の４年間で、124

単位以上修得しなければなりません。既述のように専攻科で 62 単位以上を修得

するので、残りの単位は準学士課程４・５年で修得します。準学士課程４・５

年生は、この要件に留意しながら単位を修得して下さい。専攻科１・２年生は、

自身が４・５年で修得した単位数を確認して下さい。 

生産システムエ学修了要件［３］ 

 履修の手引「５．科目構成」における（3）基礎工学の知識・能力科目には、

（3－1）設計･システム系科目群、（3－2）情報･論理系科目群、(3-3)材料･バイ

オ系科目群、（3－4）力学系科目群、(3-5)社会技術系科目群の５科目群がある

が、各科目群から少なくとも１科目、合計６科目以上を修得していること。 

この要件は、複合領域の知識を得るためのものです。この要件に十分留意し

て専攻科の選択必修科目を履修して下さい。 

大学生相当の学年に達した皆さんにとって、自らが修得すべきカリキュラム 

を自らの手によって設計することは、必須です。サポートはしますので、まず

は自ら考えてみて下さい。学びに対する自主自律の精神は、きっとそれを原点

とするはずです。 

2.1(1)-7＜添付資料＞：履修の手引き

　　　 
　　245



10 

８．学位（学士）の取得についての注意 

学位は「大学評価･学位授与機構」という組織によって与えられます。 

 学士の学位を取得しようとする者は、「大学評価･学位授与機構」の定める様

式に従い、学修成果レポート等の必要書類を 10 月上旬に「大学評価･学位授与

機構」に提出し、「大学評価･学位授与機構」の行う学修成果レポートの審査お

よび 12 月中旬に行われる小論文試験に合格することが必要です。審査及び試験

に合格した学生には「大学評価･学位授与機構」より学士の学位が授与されます。

必要書類の提出期日を厳守して下さい。 

なお、学位授与要件の詳細や申請に必要な事項については、専攻科長に問い

合わせて下さい。 
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資料-1．準学士課程におけるプログラム科目 

一般科目

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

国語 １  A-2 
解析学Ⅱ ２  B-1 
体育実技 ２ ２ A-1 
英語演習 ２  C-3 
選択英語Ⅰ～Ⅵ ２ ２ C-3 

選択

必修

法学 ２ A-3 
経済学 ２ A-3 

電気工学科専門科目

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

電気磁気学 ２  B-2 
電気回路 ２  B-2 
電子回路 ２  B-2 
電子計算機 ２  B-1 
メカトロニクス ２  B-4 
パワーエレクトロニクス ２  B-2 
発変電工学 ２  B-2 
電力系統工学 ２  B-2 
高電圧工学 ２ B-2 
電気応用 ２ B-2 
電機設計 ２ B-2 
計測工学 １ B-2 
電気電子材料 ２ B-2 
自動制御 ２ B-2 
システム工学 ２ B-3 
通信工学概論 １ B-2 
電気工学実験 ４ ２ B-4、D-3 
応用物理 ２  B-2 
応用数学 A ２  B-1 
応用数学 B ２ B-1 
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区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修
技術者倫理 ２ A-4 
卒業研究 ８ C-2、D-1、D-2、D-3 

機械電子工学科専門科目

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

電気回路Ⅱ ２  B-2 

アナログ電子回路 ２  B-2 

ディジタル電子回路 ２ B-2 

電気磁気Ⅱ ２  B-2 

計測工学 ２ B-2 

制御工学 ２ B-2 

計算機プログラミング ２  B-2 

アンテナ工学 ２  B-2 

電気通信法規 １ B-2 

半導体デバイス ２  B-2 

機構学 ２  B-2 

材料科学 ２  B-2 

機械デザイン ２ B-2 

信号処理 ２ B-3 

音響工学 ２ B-3 

機械電子工学実験 ４ B-4、D-3 

創造設計学 ２ A-5、B-3、D-1、D-2 

解析学Ⅱ ２  B-1 

線形代数 ２  B-1 

物理学 ２ B-1 

技術者倫理 ２ A-4 

卒業研究 ８ C-2、D-1、D-2、D-3 
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情報工学科専門科目

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

プログラミング応用Ⅰ １  B-2 

プログラミング応用Ⅱ １  B-2 

プログラミング応用Ⅲ １ B-2、D-1 

プログラミング応用Ⅳ １ B-2、D-1 

数値計算Ⅰ １  B-2 

数値計算Ⅱ １  B-2 

ソフトウエア工学Ⅰ １ B-2 

ソフトウエア工学Ⅱ １ B-2 

計算機アーキテクチャⅠ １  B-2 

計算機アーキテクチャⅡ １  B-2 

OS 概論Ⅰ １ B-2 

OS 概論Ⅱ １ B-2 

情報ネットワーク １  B-2 

ビジネス情報システム １  B-2 

オペレーションズ・リサーチⅠ １  B-2 

オペレーションズ・リサーチⅡ １  B-2 

生産管理 １ B-3 

数理工学概論 １ B-3 

品質管理論 １ B-3 

マーケティング論 １ B-3 

データベース概論 １  B-2 

データベースシステム １  B-2 

人工知能Ⅰ １ B-2 

人工知能Ⅱ １ B-2 

技術文書作成 １  C-3 

プレゼンテーション １ C-2、C-3 

2.1(1)-7＜添付資料＞：履修の手引き

　　　 
　　249



14 

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
４年 ５年

必修

DTP・組版 １ B-3 

離散数学Ⅰ １  B-1 

離散数学Ⅱ １  B-1 

統計解析学Ⅰ １ B-1 

統計解析学Ⅱ １ B-1 

情報工学実験Ⅴ ２ B-4、D-3 

情報工学実験Ⅵ ２ B-4、D-3 

情報工学実験Ⅶ ２ B-4、D-3 

解析学Ⅱ ２  B-1 

線形代数 ２  B-1 

技術者倫理 ２ A-4 

卒業研究 ８ C-2、D-1、D-2、D-3 

2.1(1)-7＜添付資料＞：履修の手引き

　　　 
　　250



15 

資料-2．専攻科課程におけるプログラム科目 

区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
１年 ２年

必修

伝統文化特論 ２ A-2、A-4 

英語Ⅰ ２  C-3 

英語Ⅱ ２ C-3 

生産システム特論 ２  B-3 

論文講読Ⅰ １  C-1 

論文講読Ⅱ １  C-3 

専攻演習Ⅰ １  B-1 

専攻演習Ⅱ １ B-1、B-2 

専攻実験 ２ B-4、D-3 

特別研究 ５ ５ C-2、D-1、D-2、D-3 

選択

必修

電力システム ２  B-2 

環境電磁工学 ２  B-3 

計測制御特論 ２  B-2 

電気電子回路特論 ２  B-2 

計算システム論 ２ B-2 

情報数学 ２  B-1 

符号理論 ２ B-2、B-3 

コンピュータアーキテクチャ ２ B-2、B-3 

通信工学特論 ２ B-2、B-3 

トラヒック理論 ２ B-2、B-3 

応用通信特論 ２ B-2、B-3 

知識情報工学特論 ２ B-2、B-3 

信号処理論 ２ B-2、B-3 

数理計画 ２ B-2 

材料科学 ２ B-2 

バイオメカニクス ２  B-2 
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区分 科目名
単位数

学習・教育到達目標
１年 ２年

選択

必修

構造材料 ２  B-3 

応用磁気工学 ２ B-2 

半導体工学 ２ B-2 

機能材料 ２ B-2、B-3 

熱統計力学 ２  B-1 

エネルギー変換工学 ２  B-2 

機械工学概論 ２  B-3 

信頼・安全性工学 ２  B-3 

生産管理工学 ２  B-3 

技術史 ２ A-4、A-5 
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表 1 学習・教育到達目標と基準 1(2)要件(a)～(i)との対応 

◎・・・要件を主体的に含んでいる

○・・・要件を付随的に含んでいる

基準 1 (2)の要件 

a b c 
d(分野別要件) 

e f g h I 
1 2 3 4 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
習
・
教
育
到
達
目
標

A 

1 ◎

2 ◎

3 ○ ◎

4 ○ ◎

5 ◎ ○

B 

1 ◎

2 ◎

3 ◎

4 ◎

C 

1 ◎

2 ◎

3 ◎

D 

1 ◎ ◎ ○

2 ◎

3 ◎ ○
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（A-1)
　健康や身体についての理解を
深めるとともに、スポーツの実践
を通して心身の調和的な発育・
発達を促し、健康な心身を培うこ
とができる。

(i) ◎
評価方法（A-1)：　別表2に定められた科目として、健康や身体についての
理解度は本科科目「保健体育」で、スポーツの実践は本科科目「体育実
技」で評価する。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-2)
　過去の文芸作品や現在の様々
な書籍を通して、人々の生活を
見つめ、他者の心を理解し、自
分の考えを深め、豊かな人間性
を培うことができる。

(a) ◎

評価方法（A-2)：　別表2に定められた科目として、過去の文芸作品や現在
の様々な書物についての知識は本科科目「国語」で、他者の心を理解し自
分の考えを深めることについては本科科目「倫理」で評価を行う。評価基
準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-3)
　近現代の社会と技術を理解す
るために、その成り立ちの基盤
である日本と世界の歴史を学習
し、それらの基礎的事項を把握
する。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-3)：　別表2に定められた科目として、日本と世界の歴史につ
いては本科科目「現代社会」と「歴史」で、また社会の成り立ちについては
「法学」「経済学」(選択必修)で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点
以上を合格とする。

小項目（A-4)
　.我が国の文化や歴史の理解と
ともに他国の文化も認識し、技
術に関係する過去の事故等の
検討を通して、社会的な責任と
使命（技術者倫理）について理
解できる。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-4)：　別表2に定められた科目として、我が国の文化やその歴
史については専攻科目「伝統文化特論」で、技術に関係する過去の事故
等の検討については本科科目「技術者倫理」で評価を行う。評価基準は学
年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-5)
　自然環境と社会との関係に関
する基礎的な事項を理解でき、
常に使い手の立場に立ったもの
つくりができる

(b)
(e)

◎
○

評価方法（A-5)：　別表2に定められた科目として、自然環境と社会の関係
に関する基礎的な事項については専攻科目「環境特論」と「技術史」で評
価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

(A)大項目A

　健全な身体と精神を培い、使
命感と奉仕の精神を養い、幅
広い教養の元に多面的に物事
をとらえ、技術者としての使命
を自覚し、実行しうる技術者

表2　学習・教育到達目標と評価方法および評価基準（全体）

1
8
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（B-1)
　数学、自然科学および情報技
術に関する基礎知識を身につ
け、それらを用いて応用問題に
挑戦できる

(c) ◎
評価方法（B-1)：　数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識につ
いては、別表2で定められた多くの本科一般科目と専門科目で評価を行
う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-2)
　自分の専攻した専門分野の基
礎知識を身につけ、それらを用
いて工学的な現象が理解でき
る

(d)-1 ◎
評価方法（B-2)：　自分の専攻した専門分野の基礎知識とその応用につい
ては、別表2で定められた多くの本科専門科目で評価を行う。評価基準は
学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-3)
　異なる技術分野を理解し、自
分の専攻した専門分野の知識と
複合する能力を身につける

(d)-3 ◎
評価方法（B-3)：　異なる技術分野および自分の専攻した専門分野との関
連については、別表2で定められた多くの本科専門科目で評価を行う。評
価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-4)
　実験・実習を通して、実際の工
学的現象を理解し、実践的技術
を身につけ、問題解決に応用で
きる。

(d)-2 ◎
評価方法（B-4)：　実験・実習を通した工学的現象の理解については、別
表2で定められた多くの本科工学実験と専攻科実験で評価を行う。評価基
準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（C-1)
　国語表現の技法を身につける
とともに、語彙力を高め、場面や
状況に応じた言葉、文章、図表
などで表現、記述でき、効果的な
コミュニケーションができる能力
を身につける。

(f) ◎

評価方法（C-1)：　別表2に定められた科目として、国語表現の技法、語彙
力、場面や状況に応じた言葉、文章、図表などによる表現や記述について
は本科科目「国語」「表現」および専攻科目「論文講読」で評価を行う。評
価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（C-2)
　コンピュータや情報ツールを使
いこなし、情報処理、情報収集
等やプレゼンテーションができる

(f) ◎

評価方法（C-2)：　別表2に定められた科目として、コンピュータや情報ツー
ルを使いこなし、情報処理、情報収集等やプレゼンテーションについては、
本科の「卒業研究」および専攻科の「特別研究」で総合的に評価を行う。卒
業研究と特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科
担当教員による特研審査に合格することである。

(B)大項目B

　自らの専門とする科学技術に
ついて、その基礎理論および
原理を理解し、それらを問題解
決に応用できる能力を備えた
技術者

(C)大項目C

　コミュニケーション能力とプレ
ゼンテーション能力を身につけ
た技術者

1
9
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（C-3)
　国際的に通用するコミュニケー
ションの基礎力、特に英語力を
身につけ、生活文化の固有性や
多様な価値観のあることを理解
できる。

(f) ◎

評価方法（C-3)：　別表2に定められた科目として、国際的に通用するコ
ミュニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、生活文化の固有性や
多様な価値観については、本科の「英語」「英語演習」および専攻科の「論
文講読」で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-1)
　自律的に新たなことにチャレン
ジする心（プロダクトマインド）を
育成し、問題解決のために習得
した専門知識を応用できる

(d)-4
(e)
(g)

◎
◎
○

評価方法（D-1)：　別表2に定められた科目として、自律的に新たなことに
チャレンジする心（プロダクトマインド）の育成や問題解決のための専門知
識の応用については、専攻科目「専攻演習」と「インターンシップ」で評価を
行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-2)
　問題解決のための計画・実行
方法の立案、得られた結果の考
察および整理ができる

(h) ◎

評価方法（D-2)：　別表2に定められた科目として、問題解決のための計
画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整理については、本科
の「卒業研究」、専攻科の「専攻演習」と「特別研究」で総合的に評価を行
う。専攻演習の評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研
究と特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当
教員による特研審査に合格することである。

小項目（D-3)
　実験・実習、卒業研究、特別研
究科目の修得を通して、自主
的、継続的に学習し、他人と協
調して実行できる

(g)
(i)

◎
○

評価方法（D-3)：　別表2に定められた科目として、実験・実習、卒業研究、
特別研究科目の修得を通して、自主的、継続的に学習し、他人と協調して
実行できる能力については、本科の「工学実験」と「卒業研究」、および専
攻科の「専攻実験」と「特別研究」で総合的に評価を行う。工学実験と専攻
実験の評価基準は、学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研究と特
別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当教員
による特研審査に合格することである。

(D)大項目D

　技術的課題を分析し、解決す
るためのシステムをデザインす
る能力を持った技術者

2
0
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表 3 学習・教育到達目標に対するカリキュラム設計方針 

学習・教育到達目標 カリキュラム設計方針 

(A) 

健全な身体と精神を

培い、使命感と奉仕

の精神を養い、幅広

い教養の元に多面的

に物事をとらえ、技

術者としての使命を

自覚し、実行しうる

技術者

（A－１）健康や身体につ

いての理解を深めるとと

もに、スポーツの実践を

通して心身の調和的な発

育・発達を促し、健康な

心身を培う 

心身の健康は勉学の大前提であり、継続的に修

得する必要がある。到達目標(A-1)に直結した科

目として、「保健体育」・「体育実技」を本科 1-5

年の全学年にわたり配置する。 

（A－2）過去の文芸作品

や現在の様々な書籍を通

して、人々の生活を見つ

め、他者の心を理解し、

自分の考えを深め、豊か

な人間性を培う 

豊かな人間性は本校の目指す「善き技術者」の

大前提となるものであり、できるだけ継続的に

修得すべきものと考えている。到達目標(A-2)

に直結した科目として、「国語」を本科 1-4 年次

に、「倫理」を本科 1，3年次に配置する。 

（A－3）近現代の社会と

技術を理解するために、

その成り立ちの基盤であ

る日本と世界の歴史を学

習し、それらの基礎的事

項を把握する 

一般に高専では、一般教育は低学年時に学修し、

高学年になるにしたがい専門科目を増やしてい

く「くさび形」カリキュラムとなっている。本

校でもそれにならい、到達目標(A-3)を達成する

ために必要な「現代社会」と「歴史」は、1年

次と 2年次に配置する。また、社会生活を送る

上で必須となる「法学」と「経済学」について

は、多様な知識が必要なため、また就職が近い

ため、5年次に配置する。 

（A－4）我が国の文化や

歴史の理解とともに他国

の文化も認識し、技術に

関係する過去の事故等の

検討を通して、社会的な

責任と使命（技術者倫理）

について理解できる 

到達目標(A-4)を達成するには、歴史ならびに技

術の基礎を学んだ上で履修する必要がある。そ

のため高学年で履修することとして、本科 5年

次で「技術者倫理」を、専攻科 1年で「伝統文

化特論」を必修科目として配置する。 

（A－5）自然環境と社会

との関係に関する基礎的

な事項を理解でき、常に

使い手の立場に立ったも

のつくりができる 

到達目標(A-5)を達成するには、事前に自然や社

会および技術について履修しておくことが必要

である。これらの知識を総合した形で専攻科 1

年次に「技術史」を必修科目として配置する。
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(B) 

自らの専門とする科

学技術について、そ

の基礎理論および原

理を理解し、それら

を問題解決に応用で

きる能力を備えた技

術者 

（B－1）数学、自然科学

および情報技術に関する

基礎知識を身につけ、そ

れらを用いて応用問題に

挑戦できる 

到達目標(B-1)に沿った基礎知識を身につける

ため、各学科共通の一般科目として「基礎数学」

「代数学」「微積学」「基礎物理」「化学」「情報

倫理」等を本科 1年次と 2年次に配置する。ま

た応用問題にも挑戦できるように、高学年では

学科毎に専門科目として「数学」と「物理」を

配置する。 

（B－2）自分の専攻した

専門分野の基礎知識を身

につけ、それらを用いて

工学的な現象が理解でき

る 

到達目標(B-2)を達成するため、専門分野の科目

(専門科目)を 1年次から 5年次および専攻科 1・

2年次の、全学年に渡り配置する。低学年では

基礎的な内容から始め、高学年および専攻科に

向けて、細分化・高度化した専門科目を配置し

ていく。履修単位数も低学年から高学年に向け

て増やしていく。 

（B－3）異なる技術分野

を理解し、自分の専攻し

た専門分野の知識と複合

する能力を身につける 

到達目標(B-3)を達成するには、自分の専門分野

についての基礎知識を修得していることが前提

となる。そのため、異なる技術分野の科目の多

くは高学年および専攻科に配置する。 

（B－4）実験・実習を通

して、実際の工学的現象

を理解し、実践的技術を

身につけ、問題解決に応

用できる 

到達目標(B-4)を達成するため、座学と平行して

実験・実習科目を継続的に履修させ、知識の定

着化と応用力の養成を図る。そのため、本科 2

～5年次および専攻科 1年次に実験・実習科目

を配置する。 
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(C) 

コミュニケーション

能力とプレゼンテー

ション能力を身につ

けた技術者 

（C－１）国語表現の技法

を身につけるとともに、

語彙力を高め、場面や状

況に応じた言葉、文章、

図表などで表現、記述で

き、効果的なコミュニケ

ーションができる能力を

身につける 

到達目標(C-1)を達成するため、「国語」を本科

1-4 年次に配置し継続的に履修させる。また、

高専を志願する中学生は、コミュニケーション

を苦手とする傾向にあると考え、コミュニケー

ションの出発点となる聞く力を養成することか

ら始める「表現」を 1年次に配置する。 

（C－２）コンピュータや

情報ツールを使いこな

し、情報処理、情報収集

等やプレゼンテーション

ができる 

到達目標(C-2)は、様々な学修成果をまとめる段

階で修得すべきものである。多くの授業でコン

ピュータを使い、情報収集やプレゼンテーショ

ンを行っているが、これらを集大成する形とし

て、本科の「卒業研究」および専攻科の「特別

研究」を配置して達成を図る。 

（C－３）国際的に通用す

るコミュニケーションの

基礎力、特に英語力を身

につけ、生活文化の固有

性や多様な価値観のある

ことを理解する 

到達目標(C-3)を達成するには英語学習は必須

である。本科入学から専攻科修了までの 7年間

にわたり、全学年に「英語」「英語演習」等を配

置する。また専攻科においては、実践的な英語

力をつけるため、英語による「論文講読」を必

修化する。 

(D) 

技術的課題を分析

し、解決するための

システムをデザイン

する能力を持った技

術者 

（D－１）自律的に新たな

ことにチャレンジする心

（プロダクトマインド）

を育成し、問題解決のた

めに習得した専門知識を

応用できる 

到達目標(D-1)を達成するには基礎知識を習得

した上で様々な経験を積んでいることが必要で

ある。本科専門科目の中にいくつか問題解決能

力を養成する科目を配置する。これらを集大成

するため、専攻科に「専攻演習」を配置する。

また同時期に平行して「インターンシップ」を

配置して、実務の模擬経験をさせる。 

（D－２）問題解決のため

の計画・実行方法の立案、

得られた結果の考察およ

び整理ができる 

到達目標（D-2）は高専教育の最終目標とも言え

るものである。これは本科 5年次に「卒業研究」、

専攻科 1・2年次に「特別研究」を配置して、達

成を図る。 

（D－３）実験・実習、卒

業研究、特別研究科目の

修得を通して、自主的、

継続的に学習し、他人と

協調して実行できる 

到達目標（D-3）も高専教育の最終目標と言える

ものである。これを達成するため、本科 2～5年

次および専攻科 1年次に実験・実習科目を配置

し、本科 5年次に「卒業研究」、専攻科 1・2年

次に「特別研究」を配置して達成を図る。 
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表４ 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 
2014 年度（平成 26 年度）プログラム最終年次在籍学生の授業科目 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ａ－１） 
    

（Ａ－２） 

（Ａ－３） 

（Ａ－４） 
    

（Ａ－５） 

保健体育（◎） 保健体育（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅠ） 体育実技（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅡ） 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

倫理

（◎） 倫理（◎） 

伝統文化

特論（◎） 

現代社会（◎） 歴史（◎） △法学（◎） 

△経済学（◎） 

情報倫理（◎） 技術者倫理（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

伝統文化

特論（◎） 
技術史 
（◎） 

技術史 
（◎） 

2
4
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－１） 

      基礎数学Ⅰ（◎） 

基礎数学Ⅱ（◎） 

代数幾何学（◎） 

微分積分学（◎） 

確率統計学（◎） 

解析学Ⅰ（◎） 解析学Ⅱ（◎） 
(ME,CS) 

化学（◎） 化学（◎） 

基礎物理Ⅰ 
（◎） 

基礎物理Ⅱ 
（◎） 

物理（◎） 

情報処理（◎） 
(EE) 

電子計算機（◎） 
(EE) 

応用数学Ａ（◎） 
(EE) 

応用数学Ｂ（◎） 
(EE) 

線形代数（◎） 
(ME,CS) 

物理学（◎） 
(ME) 

離散数学Ⅰ 
（◎） (CS) 

離散数学Ⅱ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅰ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅱ

（◎） (CS) 
情報数学 

（◎） 

熱統計力学 
（◎）

数理物理学 
 (◎） 

専攻演習Ⅰ 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

2
5
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気エネルギー 
概論（◎）(EE) 

電気機器（◎） 
(EE) 

パワーエレクトロ 
ニクス（◎）(EE) 

発変電工学（◎） 
(EE) 

電力系統工学（◎） 
(EE) 

高電圧工学（◎） 
(EE) 

電気応用（◎） 
(EE) 

電機設計（◎） 
(EE) 

電気法規（◎） 
(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

電気電子材料（◎） 
(EE) 

自動制御（◎） 
(EE) 

通信工学概論

（◎） (EE) 

応用物理（◎） 
(EE) 

電子工学（◎） 
(EE) 

電子回路（◎） 
(EE) 

電力システム 
（◎） 

計測制御特論 
（◎） 

電気電子回路

特論 （◎）

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

2
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 
続き

        

電気回路Ⅱ（◎） 
(ME) 

電気回路Ⅰ（◎） 
(ME) 

アナログ電子回路 
（◎）(ME) 

ディジタル電子回路 
（◎）(ME) 

電気磁気Ⅰ（◎） 
(ME) 

電気磁気Ⅱ（◎） 
(ME) 

計測工学（◎） 
(ME) 

制御工学（◎） 
(ME) 

電子計算機（◎） 
(ME) 

アルゴリズム理論 
（◎）(ME) 

計算機プログラミング 
（◎）(ME) 

通信工学（◎） 
(ME) 

アンテナ工学（◎） 
(ME) 

電気通信法規

（◎） (ME) 

工業材料（◎） 
(ME) 

半導体デバイス（◎） 
(ME) 

製図（◎） 
(ME) 

機械加工（◎） 
(ME) 

計算機援用設計 
（◎）(ME) 

機構学（◎） 
(ME) 

材料力学（◎） 
(ME) 

機械デザイン（◎） 
(ME) 

工学基礎（◎） 
(ME) 

電気電子回路

特論 （◎）

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

2
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 
続き

       電気回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅲ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅳ 
（◎） (CS) 

電子回路 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

デジタル回路設計 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

計算機アーキテク

チャⅠ （◎） (CS) 
計算機アーキテク

チャⅡ （◎） (CS) 

プログラミング応

用Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅲ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

ソフトウェア工学

Ⅰ（◎ ） (CS) 
ソフトウェア工学

Ⅱ （◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅰ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報通信システム

Ⅰ （◎） (CS) 
情報通信システム

Ⅱ （◎） (CS) 
 

情報ネットワーク

（◎） (CS) 

データベース概論 
（◎） (CS) 

データベースシス

テム （◎） (CS) 
 

地理情報システム

概論（◎）(CS) 
 

オペレーションズ・リ

サーチⅠ（◎）(CS) 
オペレーションズ・リ

サーチⅡ（◎）(CS) 
 

情報社会論 
（◎） (CS) 

ビジネス情報シス

テム （◎） CS) 

情報数学概論 
（◎） (CS) 

プログラミング基

礎Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅲ （◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅰ 
（◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅱ 
（◎） (CS) 

 

数値計算Ⅰ 
（◎） (CS) 

数値計算Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報工学概論 
（◎） (CS) 

電気電子回路

特論 （◎）

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

2
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－３） 

   

品質管理論

（◎） (CS) 

生産管理

（◎）(CS) 

ＣＡＤ（◎） 
(EE) 

システム工学（◎） 
(EE) 

機械工学

（◎）(EE) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

音響工学（◎） 
(ME) 

信号処理（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

数理工学概論 
（◎） (CS) 

経営工学概論

（◎） (CS) 
マーケティング論

（◎） ((CS) 

ＤＴＰ・組版 
（◎） (CS) 

生産システム

特論 （◎）

環境電磁工学 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

構造材料 
（◎） 

機械工学概論 
（◎） 

信頼・安全性工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

生産管理工学 
（◎） 

2
9
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－４） 

（Ｃ－１） 

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

創造設計 
（◎） (EE) 

メカトロニクス（◎） 
(EE) 

工学基礎（◎） 
(EE) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

表現（◎） 

文書作成概論Ⅰ

（◎） (CS) 
文書作成概論Ⅱ

（◎） (CS) 
 

専攻実験（◎） 

論文講読Ⅰ

（◎） 

3
0
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｃ－２） 

 

（Ｃ－３） 

 

（Ｄ－１） 

  

情報倫理（◎） 卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

プレゼンテーション

（◎） (CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

英語（◎） 英語（◎） 英語（◎） 英語演習（◎） 

選択英語（◎） 

プレゼンテーション

（◎） (CS) 
 

技術文書作成 
（◎） (CS) 

論文講読Ⅱ 
（◎） 

英語Ⅰ（◎） 英語Ⅱ（◎） 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

プログラミング応

用Ⅲ( （◎） CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

生産システム

特論 （◎）

選択英語（◎） 3
1
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｄ－２） 

（Ｄ－３） 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 専攻実験（◎） 

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

3
2
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【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目

必修科目    選択必修科目      選択必修①群    選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 

表４ 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 
2014 年度（平成 26 年度）プログラム最終年次在籍学生の授業科目 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年）
1 年

（準学士課程 4 年）

2 年

（準学士課程 5 年）

3 年

（専攻科課程 1 年）

4 年

（専攻科課程 2 年）

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ａ－１）
 

（Ａ－２）

（Ａ－３）

（Ａ－４）
   

（Ａ－５）

保健体育（◎） 保健体育（◎）
体育実技（◎）

（生涯スポーツⅠ）
体育実技（◎）

体育実技（◎）

（生涯スポーツⅡ）

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎）国語（◎）

倫理

（◎）
倫理（◎）

伝統文化

特論（◎）

現代社会（◎） 歴史（◎） △法学（◎）

△経済学（◎）

情報倫理（◎） 技術者倫理（◎）

創造設計学（◎）
(ME) 

伝統文化

特論（◎）
技術史

（◎）

技術史

（◎）

2.1(1)-9＜添付資料＞：シラバスにおける表４の部分（一部）
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
国語 7 全３学科 必修 ○
表現 2 全３学科 必修 ○
倫理 2 全３学科 必修 ○
情報倫理 2 全３学科 必修 ○
現代社会 2 全３学科 必修 ○
歴史 2 全３学科 必修 ○
基礎数学Ⅰ 4 全３学科 必修 ○
基礎数学Ⅱ 3 全３学科 必修 ○
代数幾何学 2 全３学科 必修 ○
微分積分学 4 全３学科 必修 ○
確率統計学 2 全３学科 必修 ○
解析学Ⅰ 4 全３学科 必修 ○
化学 5 全３学科 必修 ○
基礎物理Ⅰ 2 全３学科 必修 ○
基礎物理Ⅱ 2 全３学科 必修 ○
物理 2 全３学科 必修 ○
保健体育 4 全３学科 必修 ○
体育実技 6 全３学科 必修 ○
英語 16 全３学科 必修 ○
△英語演習 2 全３学科 選択必修 ○
△選択英語Ⅰ～Ⅵ 4 全３学科 選択必修 ○
*有機化学 2 全３学科 選択 ○
*イタリア語Ⅰ 4 全３学科 選択 ○
*イタリア語Ⅱ 2 全３学科 選択 ○
*中国語Ⅰ 4 全３学科 選択 ○
*中国語Ⅱ 2 全３学科 選択 ○
*韓国語Ⅰ 4 全３学科 選択 ○
*韓国語Ⅱ 2 全３学科 選択 ○
*宗教学 4 全３学科 選択 ○
*心理学 4 全３学科 選択 ○
*日本語・日本文学 4 全３学科 選択 ○
*人間論 4 全３学科 選択 ○
△法学 2 全３学科 選択必修 ○
△経済学 2 全３学科 選択必修 ○
電気磁気学 4 電気工学科 必修 ○
電気回路 8 電気工学科 必修 ○
電子工学 2 電気工学科 必修 ○
電子回路 2 電気工学科 必修 ○
情報処理 2 電気工学科 必修 ○
電子計算機 2 電気工学科 必修 ○
創造設計 1 電気工学科 必修 ○
電気エネルギー概論 2 電気工学科 必修 ○
メカトロニクス 2 電気工学科 必修 ○
CAD 2 電気工学科 必修 ○
電気機器 2 電気工学科 必修 ○
パワーエレクトロニクス 2 電気工学科 必修 ○
発変電工学 2 電気工学科 必修 ○
電力系統工学 2 電気工学科 必修 ○
高電圧工学 2 電気工学科 必修 ○
電気応用 2 電気工学科 必修 ○
電機設計 2 電気工学科 必修 ○
電気法規 2 電気工学科 必修 ○
計測工学 2 電気工学科 必修 1 1 ○
電気電子材料 2 電気工学科 必修 ○
自動制御 2 電気工学科 必修 ○
システム工学 2 電気工学科 必修 ○
通信工学概論 1 電気工学科 必修 1 ○
機械工学 1 電気工学科 必修 1 ○
工学基礎 3 電気工学科 必修 ○ ○
電気工学実験 12 電気工学科 必修 2 ○
応用物理 2 電気工学科 必修 ○
応用数学A 2 電気工学科 必修 ○
応用数学B 2 電気工学科 必修 ○
技術者倫理 2 電気工学科 必修 ○
卒業研究 8 電気工学科 必修 ○
電気回路Ⅰ 2 機械電子工学科 必修 ○
電気回路Ⅱ 2 機械電子工学科 必修 ○
アナログ電子回路 2 機械電子工学科 必修 ○
ディジタル電子回路 2 機械電子工学科 必修 ○
電気磁気Ⅰ 2 機械電子工学科 必修 ○
電気磁気Ⅱ 2 機械電子工学科 必修 ○
計測工学 2 機械電子工学科 必修 ○
制御工学 2 機械電子工学科 必修 ○
電子計算機 2 機械電子工学科 必修 ○
アルゴリズム理論 2 機械電子工学科 必修 ○
計算機プログラミング 2 機械電子工学科 必修 ○
通信工学 2 機械電子工学科 必修 ○
アンテナ工学 2 機械電子工学科 必修 ○
電気通信法規 1 機械電子工学科 必修 1 ○

2
2

22
2 2 2 2

2 2
2 2

2 2
2 2

2 2
2

2 2
2

2 2
2

2 2
2

6 6 4
2

2 2
2 2 2

2
2

2 3
2

2
4

2
4

4
3

2
2

2 2 2 1
2
1 1
2

授業科目名
*選択科目

△選択必修科目（丸数字は選択群）
開講学科 本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

授業単位 学習の内容
単位数

必修・
選択 (1) (2) (3) (4)

2014年度（平成26年度）プログラム最終年次在籍学生の授業科目

別表2.1-1 授業科目別授業時間、学習内容

2
2

2
2

1
2

2
2

2
2
2
2

2
2

2

2
2

2
2

3
3 3 4

2
2

8
2
2

2
2
2

2
2

2
2
2

2
2

2
2

2

学習の内容
当該分野の『専門的知識とそれらを応用する能力』（水準を含む）として、以下が考慮されていること。（関連：基準1(2)(d)） 
(1) 専門工学（工学（融合複合・新領域）における専門工学の内容は申請高等教育機関が規定するものとする）の知識と能力 
(2) いくつかの工学の基礎的な知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し、データを正確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・説得する能力 
(3) 工学の基礎的な知識・技術を統合し、創造性を発揮して課題を探求し、組み立て、解決する能力 
(4) （工学）技術者が経験する実務上の問題点と課題を解決し、適切に対応する基礎的な能力 
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

授業科目名
*選択科目

△選択必修科目（丸数字は選択群）
開講学科 本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

授業単位 学習の内容
単位数

必修・
選択 (1) (2) (3) (4)

工業材料 2 機械電子工学科 必修 ○
半導体デバイス 2 機械電子工学科 必修 ○
製図 1 機械電子工学科 必修 ○
機械加工 2 機械電子工学科 必修 ○
計算機援用設計 2 機械電子工学科 必修 ○
機構学 2 機械電子工学科 必修 ○
材料力学 2 機械電子工学科 必修 ○
機械デザイン 2 機械電子工学科 必修 ○
信号処理 2 機械電子工学科 必修 ○
音響工学 2 機械電子工学科 必修 ○
工学基礎 3 機械電子工学科 必修 ○
機械電子工学実験 12 機械電子工学科 必修 ○
創造演習 7 機械電子工学科 必修 ○
創造設計学 2 機械電子工学科 必修 ○
解析学Ⅱ 2 機械電子工学科 必修 ○
線形代数 2 機械電子工学科 必修 ○
物理学 2 機械電子工学科 必修 ○
技術者倫理 2 機械電子工学科 必修 ○
卒業研究 8 機械電子工学科 必修 ○
情報社会論 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報工学概論 2 情報工学科 必修 2 ◯
電気回路Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
電気回路Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
電気回路Ⅲ 1 情報工学科 必修 1 ◯
電気回路Ⅳ 1 情報工学科 必修 1 ◯
電子回路 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング基礎Ⅰ 2 情報工学科 必修 2 ◯
プログラミング基礎Ⅱ 2 情報工学科 必修 2 ◯
プログラミング基礎Ⅲ 1 情報工学科 必修 1 ◯
アルゴリズム論Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
アルゴリズム論Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング応用Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング応用Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング応用Ⅲ 1 情報工学科 必修 1 ◯
プログラミング応用Ⅳ 1 情報工学科 必修 1 ◯
数値計算Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
数値計算Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
ソフトウエア工学Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
ソフトウエア工学Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
論理回路Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
論理回路Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
デジタル回路設計 1 情報工学科 必修 1 ◯
計算機概論Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
計算機概論Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
計算機アーキテクチャⅠ 1 情報工学科 必修 1 ◯
計算機アーキテクチャⅡ 1 情報工学科 必修 1 ◯
OS概論Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
OS概論Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報通信システムⅠ 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報通信システムⅡ 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報ネットワーク 1 情報工学科 必修 1 ◯
ビジネス情報システム 1 情報工学科 必修 1 ◯
経営工学概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
オペレーションズ・リサーチⅠ 1 情報工学科 必修 1 ◯
オペレーションズ・リサーチⅡ 1 情報工学科 必修 1 ◯
生産管理 1 情報工学科 必修 1 ◯
数理工学概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
品質管理論 1 情報工学科 必修 1 ◯
マーケティング論 1 情報工学科 必修 1 ◯
地理情報システム概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
データベース概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
データベースシステム 1 情報工学科 必修 1 ◯
人工知能Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
人工知能Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
文書作成概論Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
文書作成概論Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
技術文書作成 1 情報工学科 必修 1 ◯
プレゼンテーション 1 情報工学科 必修 1 ◯
DTP・組版 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報数学概論 1 情報工学科 必修 1 ◯
離散数学Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
離散数学Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
統計解析学Ⅰ 1 情報工学科 必修 1 ◯
統計解析学Ⅱ 1 情報工学科 必修 1 ◯
情報工学実験Ⅰ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅱ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅲ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅳ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅴ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅵ 2 情報工学科 必修 2 ◯
情報工学実験Ⅶ 2 情報工学科 必修 2 ◯
解析学Ⅱ 2 情報工学科 必修 2 ◯
線形代数 2 情報工学科 必修 2 ◯
技術者倫理 2 情報工学科 必修 2 ◯
卒業研究 8 情報工学科 必修 8 ○
生産システム特論 2 専攻科 必修 2 ○
論文講読Ⅰ 1 専攻科 必修 1 ◯
論文講読Ⅱ 1 専攻科 必修 1 ◯
専攻演習Ⅰ 1 専攻科 必修 1 ◯
専攻演習Ⅱ 1 専攻科 必修 1 ◯
専攻実験 2 専攻科 必修 ◯
英語Ⅰ 2 専攻科 必修 ◯

2
2

1
2

2
2
2

2
2
2

3
4 4 4

3 2 2
2

2
2
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2
2
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

授業科目名
*選択科目

△選択必修科目（丸数字は選択群）
開講学科 本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 専攻科１年 専攻科２年

授業単位 学習の内容
単位数

必修・
選択 (1) (2) (3) (4)

英語Ⅱ 2 専攻科 必修 ◯
特別研究 10 専攻科 必修 ◯
伝統文化特論 2 専攻科 必修 2 ◯
△①電力システム 2 専攻科 選択 2 ◯
△①環境電磁工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△①計測制御特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△①電気電子回路特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②計算システム論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②情報数学 2 専攻科 選択 2 ◯
△②符号理論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②コンピュータアーキテクチャ 2 専攻科 選択 2 ◯
△②通信工学特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②トラヒック理論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②応用磁気工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△②応用通信特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②知識情報工学特論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②信号処理論 2 専攻科 選択 2 ◯
△②数理計画 2 専攻科 選択 2 ◯
△③材料科学 2 専攻科 選択 2 ◯
△③バイオメカ二クス 2 専攻科 選択 2 ◯
△③構造材料 2 専攻科 選択 2 ◯
△③半導体工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△③機能材料 2 専攻科 選択 2 ◯
△④熱統計力学 2 専攻科 選択 2 ◯
△④エネルギー変換工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△④機械工学概論 2 専攻科 選択 2 ◯
△⑤信頼・安全性工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△⑤生産管理工学 2 専攻科 選択 2 ◯
△⑤技術史 2 専攻科 選択 2 ○
*量子力学 2 専攻科 選択 2 ◯
*インターンシップ 1～2 専攻科 選択 ◯
*環境特論 2 専攻科 選択 2 ◯
*数学特論　 2 専攻科 選択 2 ◯
*数理物理学 2 専攻科 選択 2 ◯
*複素関数論　 2 専攻科 選択 2 ◯

2
4 6

1～2
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出身学科 EE ME CS EE ME CS EE ME CS EE ME CS

一般科目
４～５年次

準学士課程
４～５年次

2 2.5 2 29 37.5 35 0 2 4 3 9 10

専攻科過程
必修

専攻科過程
選択必修

単位合計
（最小値）

10.5 11 10.5 63.16 71.66 69.16 14.83 16.83 18.83 9.83 15.83 16.83

割合 10.7% 9.5% 9.1% 64.2% 62.1% 60.0% 15.1% 14.6% 16.3% 10.0% 13.7% 14.6%

0～0.67 23.33～45.33 0

D

教育・学習到達目標に相当する単位数

6.5 4 6.5 0

0

2 6.83 8.33 6.83

別表2.1-2　当該分野にふさわしい数学、自然科学および科学技術に関する内容の割合計算表（集計）

A
B

数学、自然科学、科学技術
に関する内容

C
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平平成２2 年度アンケート質問票(講義・演習科目用) 

（自学自習時間について）

問１ この授業 1回につき，予習にどのくらいの時間をかけましたか？（1つ選択） 

1：なし 2：1回の授業時間の半分くらい 

3：1回の授業時間と同じくらい 4：1回の授業時間の倍以上 

問２ この授業 1回につき，復習（課題・宿題も含む）にどのくらいの時間をかけましたか？（1

つ選択） 

1：なし 2：1回の授業時間の半分くらい 

3：1回の授業時間と同じくらい 4：1回の授業時間の倍以上 

（授業のやり方について）

問３ 教員は毎回よく授業の準備をしていましたか？（1つ選択） 

1：全く準備不足であった 2：少し準備不足であった 

3：よく準備されていた 4：大変よく準備されていた 

問４ 教員は，その日の授業の目的を説明していましたか？（1つ選択） 

1：全く説明しなかった 2：説明することは少なかった 

3：説明することが多かった 4：いつも説明した 

問５ 教員の話し方は聞き取りやすかったですか？（1つ選択） 

1：全く不明瞭であった 2：どちらかというと不明瞭であった 

3：どちらかというと明瞭であった  4：明瞭であった 

問６ 授業の進度について，教員は学生の様子を見て調整していましたか？（1つ選択） 

1：全く調整していなかった 2：どちらかというと調整不足 

3：どちらかというと調整していた  4：十分調整していた 

問７ 教員は授業をする雰囲気を保つようにしていましたか？(例えば，授業中の私語などの注

意) （1 つ選択） 

1：全くしていなかった 2：あまりしていなかった 

3：どちらかというとしていた 4：とてもよくしていた 

問８ 教員は授業中，重要な箇所を強調して解説していましたか？（1つ選択） 

1：全く強調していなかった 2：ときどき強調していた 

3：わりと強調していた 4：常に強調していた 

Ａ 問９ 教員は時間通りに授業を始め，時間通りに授業を終えましたか？（1つ選択） 

1：全く時間通りに行っていなかった 2：あまり時間通りに行っていなかった 

3：大体時間通りに行っていた 4：ほとんど時間通りに行っていた 

問 10 あなたはこの授業についていけましたか？（1つ選択） 

1：全くついていけなかった 2：あまりついていけなかった 

3：なんとかついていけた  4：十分についていけた 

問 11 この授業を受けた感想はどうですか？（1つ選択） 

1：力がついた気がまったくしない 2：力がついた気があまりしない 

3：少し力がついた気がする 4：とても力がついた気がする 

（評価について）

問 12 この科目の試験問題は，講義との関連性が妥当でしたか？（1つ選択） 

1：全く妥当でなかった 2：少し妥当でなかった 

3：ほぼ妥当であった 4：十分妥当であった 

問 13 教員は成績評価方法について，詳しく説明していましたか？（1つ選択） 

1：全く説明しなかった 2：どちらかというと詳しく説明しなかった 

3：どちらかというと詳しく説明した 4：十分詳しく説明した 

＜前期だけの開講科目の場合のみ答えてください＞ 

問 14 あなたはシラバスに書かれている到達目標は達成できたと思いますか？（1つ選択） 

1：そもそも達成目標が明確でなかった 2：あまり達成できなかった 

3：何とか達成できた 4：十分達成できた 

＜自由記述欄＞ 

問 15 あなたがこの授業の理解に役立ったと思うものの番号を選んで，自由記述欄にその番号を

記入してください．（複数回答可） 

1：シラバス 2：複数教員(コース)制 3：教科書 

4：シラバスに書いてある参考書 5：配布プリント  6：小テスト 

7：課題・宿題 8：板書 9：プロジェクターなどの AV 機器 

問 16 この授業における教員の姿勢・態度，この授業で扱っている内容，授業の難しさ，授業の

進め方，教授方法などで工夫してもらいたいこと，教員に知ってもらいたいことがあれば

自由に意見を書いてください．

2.2(1)-1＜添付資料＞：授業アンケート
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平平成 20 年度アンケート質問票(実験・実習科目用) 

（自学自習時間について）

問１ 授業時間以外にレポートや課題の作成にかける時間は 1 週間にどれくらいですか？（1 つ

選択） 

1：なし 2：1回の授業時間の半分くらい 

3：1回の授業時間と同じくらい 4：1回の授業時間の倍以上 

（授業のやり方について）

問２ 教員は毎回よく実験・実習の準備をしていましたか？（1つ選択） 

1：全く準備不足であった 2：少し準備不足であった 

3：よく準備されていた 4：大変よく準備されていた 

問３ 教員は実験・実習をする雰囲気を保つようにしていましたか？ （1つ選択） 

1：全くしていなかった 2：あまりしていなかった 

3：どちらかというとしていた 4：とてもよくしていた 

問４ 教員は時間通りに授業を始めましたか？（1つ選択） 

1：全く時間通りに始めていなかった 2：あまり時間通りに始めていなかった 

3：大体時間通りに始めていた 4：ほとんど時間通りに始めていた 

問５ あなたはこの授業を受けて，実力がついたと思いますか？（1つ選択） 

1：まったく実力はつかなかったと思う 2：あまり実力はつかなかったと思う 

3：少し実力がついたと思う 4：非常に実力がついたと思う 

（評価について）

問６ この科目の課題等は，授業の到達目標に合っていましたか？（1つ選択） 

1：全く合っていなかった 2：あまり合っていなかった 

3：ほぼ合っていた 4：十分合っていた 

問７ 教員は成績評価方法について，詳しく説明していましたか？（1つ選択） 

1：全く説明しなかった 2：どちらかというと詳しく説明しなかった 

3：どちらかというと詳しく説明した 4：十分詳しく説明した 

Ｂ ＜＜前期だけの開講科目の場合のみ答えてください＞ 

問８ あなたはシラバスに書かれている到達目標を達成できたと思いますか？（1つ選択） 

1：そもそも達成目標が明確でなかった 2：あまり達成できなかった 

3：何とか達成できた 4：十分達成できた 

＜自由記述欄＞ 

問９ あなたがこの授業の理解に役立ったと思うものの番号を選んで，自由記述欄にその番号を

記入してください．（複数回答可） 

1：シラバス 2：複数教員(コース)制 3：教科書 

4：指導書 5：配布プリント 6：板書 

7：実験・実習ガイダンス 8：プロジェクターなどの AV 機器 

問 10 この授業における教員の姿勢・態度，この授業で扱っている内容，授業の難しさ，授業の

進め方，教授方法などで工夫してもらいたいこと，教員に知ってもらいたいことがあれば

自由に意見を書いてください．

2.2(1)-1＜添付資料＞：授業アンケート
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授業アンケート結果（H25年度後期） 

全学年 JABEEプログラム課程 

授業数

全科目：221科目 
JABEE課程：83科目 
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平平成２2 年度アンケート質問票(講義・演習科目用) 

（自学自習時間について）

問１ この授業 1回につき，予習にどのくらいの時間をかけましたか？（1つ選択） 

1：なし 2：1回の授業時間の半分くらい 

3：1回の授業時間と同じくらい 4：1回の授業時間の倍以上 

問２ この授業 1回につき，復習（課題・宿題も含む）にどのくらいの時間をかけましたか？（1

つ選択） 

1：なし 2：1回の授業時間の半分くらい 

3：1回の授業時間と同じくらい 4：1回の授業時間の倍以上 

（授業のやり方について）

問３ 教員は毎回よく授業の準備をしていましたか？（1つ選択） 

1：全く準備不足であった 2：少し準備不足であった 

3：よく準備されていた 4：大変よく準備されていた 

問４ 教員は，その日の授業の目的を説明していましたか？（1つ選択） 

1：全く説明しなかった 2：説明することは少なかった 

3：説明することが多かった 4：いつも説明した 

問５ 教員の話し方は聞き取りやすかったですか？（1つ選択） 

1：全く不明瞭であった 2：どちらかというと不明瞭であった 

3：どちらかというと明瞭であった  4：明瞭であった 

問６ 授業の進度について，教員は学生の様子を見て調整していましたか？（1つ選択） 

1：全く調整していなかった 2：どちらかというと調整不足 

3：どちらかというと調整していた  4：十分調整していた 

問７ 教員は授業をする雰囲気を保つようにしていましたか？(例えば，授業中の私語などの注

意) （1 つ選択） 

1：全くしていなかった 2：あまりしていなかった 

3：どちらかというとしていた 4：とてもよくしていた 

問８ 教員は授業中，重要な箇所を強調して解説していましたか？（1つ選択） 

1：全く強調していなかった 2：ときどき強調していた 

3：わりと強調していた 4：常に強調していた 

Ａ 問９ 教員は時間通りに授業を始め，時間通りに授業を終えましたか？（1つ選択） 

1：全く時間通りに行っていなかった 2：あまり時間通りに行っていなかった 

3：大体時間通りに行っていた 4：ほとんど時間通りに行っていた 

問 10 あなたはこの授業についていけましたか？（1つ選択） 

1：全くついていけなかった 2：あまりついていけなかった 

3：なんとかついていけた  4：十分についていけた 

問 11 この授業を受けた感想はどうですか？（1つ選択） 

1：力がついた気がまったくしない 2：力がついた気があまりしない 

3：少し力がついた気がする 4：とても力がついた気がする 

（評価について）

問 12 この科目の試験問題は，講義との関連性が妥当でしたか？（1つ選択） 

1：全く妥当でなかった 2：少し妥当でなかった 

3：ほぼ妥当であった 4：十分妥当であった 

問 13 教員は成績評価方法について，詳しく説明していましたか？（1つ選択） 

1：全く説明しなかった 2：どちらかというと詳しく説明しなかった 

3：どちらかというと詳しく説明した 4：十分詳しく説明した 

＜前期だけの開講科目の場合のみ答えてください＞ 

問 14 あなたはシラバスに書かれている到達目標は達成できたと思いますか？（1つ選択） 

1：そもそも達成目標が明確でなかった 2：あまり達成できなかった 

3：何とか達成できた 4：十分達成できた 

＜自由記述欄＞ 

問 15 あなたがこの授業の理解に役立ったと思うものの番号を選んで，自由記述欄にその番号を

記入してください．（複数回答可） 

1：シラバス 2：複数教員(コース)制 3：教科書 

4：シラバスに書いてある参考書 5：配布プリント  6：小テスト 

7：課題・宿題 8：板書 9：プロジェクターなどの AV 機器 

問 16 この授業における教員の姿勢・態度，この授業で扱っている内容，授業の難しさ，授業の

進め方，教授方法などで工夫してもらいたいこと，教員に知ってもらいたいことがあれば

自由に意見を書いてください．

2.2(1)-1＜添付資料＞：授業アンケート 2.2(2）-1_添付資料_授業アンケート（問１，２集計）
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平平成 20 年度アンケート質問票(実験・実習科目用) 

（自学自習時間について）

問１ 授業時間以外にレポートや課題の作成にかける時間は 1 週間にどれくらいですか？（1 つ

選択） 

1：なし 2：1回の授業時間の半分くらい 

3：1回の授業時間と同じくらい 4：1回の授業時間の倍以上 

（授業のやり方について）

問２ 教員は毎回よく実験・実習の準備をしていましたか？（1つ選択） 

1：全く準備不足であった 2：少し準備不足であった 

3：よく準備されていた 4：大変よく準備されていた 

問３ 教員は実験・実習をする雰囲気を保つようにしていましたか？ （1つ選択） 

1：全くしていなかった 2：あまりしていなかった 

3：どちらかというとしていた 4：とてもよくしていた 

問４ 教員は時間通りに授業を始めましたか？（1つ選択） 

1：全く時間通りに始めていなかった 2：あまり時間通りに始めていなかった 

3：大体時間通りに始めていた 4：ほとんど時間通りに始めていた 

問５ あなたはこの授業を受けて，実力がついたと思いますか？（1つ選択） 

1：まったく実力はつかなかったと思う 2：あまり実力はつかなかったと思う 

3：少し実力がついたと思う 4：非常に実力がついたと思う 

（評価について）

問６ この科目の課題等は，授業の到達目標に合っていましたか？（1つ選択） 

1：全く合っていなかった 2：あまり合っていなかった 

3：ほぼ合っていた 4：十分合っていた 

問７ 教員は成績評価方法について，詳しく説明していましたか？（1つ選択） 

1：全く説明しなかった 2：どちらかというと詳しく説明しなかった 

3：どちらかというと詳しく説明した 4：十分詳しく説明した 

Ｂ ＜＜前期だけの開講科目の場合のみ答えてください＞ 

問８ あなたはシラバスに書かれている到達目標を達成できたと思いますか？（1つ選択） 

1：そもそも達成目標が明確でなかった 2：あまり達成できなかった 

3：何とか達成できた 4：十分達成できた 

＜自由記述欄＞ 

問９ あなたがこの授業の理解に役立ったと思うものの番号を選んで，自由記述欄にその番号を

記入してください．（複数回答可） 

1：シラバス 2：複数教員(コース)制 3：教科書 

4：指導書 5：配布プリント 6：板書 

7：実験・実習ガイダンス 8：プロジェクターなどの AV 機器 

問 10 この授業における教員の姿勢・態度，この授業で扱っている内容，授業の難しさ，授業の

進め方，教授方法などで工夫してもらいたいこと，教員に知ってもらいたいことがあれば

自由に意見を書いてください．

2.2(1)-1＜添付資料＞：授業アンケート 2.2(2）-1_添付資料_授業アンケート（問１，２集計）
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授業アンケート結果（H25年度後期） 

全学年 JABEEプログラム課程 

授業数

全科目：57科目 
JABEE課程：10科目 

2.2(2）-1_添付資料_授業アンケート（問１，２集計）
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EE

１年 ２年 ３年 ４年 ５年専1年専2年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

1 国語 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 優 18.0 18.0
1 表現 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 40.5
1 倫理 ⼀般 必修 1 22.5 1 ◎ 可 13.5
1 情報倫理 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 良 15.8 15.8
1 現代社会 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0
1 基礎数学Ⅰ ⼀般 必修 4 90.0 4 ◎ 優 81.0
1 基礎数学Ⅱ ⼀般 必修 3 67.5 3 ◎ 優 57.4
1 化学 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
1 保健体育 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 39.2
1 英語 ⼀般 必修 6 135.0 6 ◎ 優 135.0
2 国語 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 可 13.5 13.5
2 歴史 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
2 代数幾何学(*1 ) ⼀般 必修 3 67.5 3 ◎ 可 40.5
2 微分積分学(*1) ⼀般 必修 3 67.5 3 ◎ 良 47.3
2 化学 ⼀般 必修 3 67.5 3 ◎ 優 60.8
2 基礎物理Ⅰ ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
2 基礎物理Ⅱ ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
2 保健体育 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0
2 英語 ⼀般 必修 6 135.0 6 ◎ 良 94.5
3 国語 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 優 18.0 18.0
3 倫理 ⼀般 必修 1 22.5 1 ◎ 可 13.5
3 確率統計学 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 44.1
3 解析学Ⅰ ⼀般 必修 4 90.0 4 ◎ 優 81.0
3 物理 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
3 体育実技 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
3 英語 ⼀般 必修 4 90.0 4 ◎ 可 54.0
3 有機化学 ⼀般 選択A 2 45.0 2
4 国語 ⼀般 必修 1 22.5 1 ◎ ◎ 可 7.3 7.3
4 体育実技 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
4 英語演習 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 良 33.8
4 選択英語Ⅰ〜Ⅵ ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
4 イタリア語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 中国語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 韓国語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 宗教学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 ⼼理学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 ⽇本語・⽇本⽂学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 ⼈間論 ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 体育実技 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0
5 選択英語Ⅰ〜Ⅵ ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
5 法学 / 経済学(*3) ⼀般 選択C必修 2 45.0 2 ◎ 良 35.1

5 イタリア語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 イタリア語Ⅱ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 中国語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 中国語Ⅱ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 韓国語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 韓国語Ⅱ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 宗教学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 ⼼理学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 ⽇本語・⽇本⽂学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 ⼈間論 ⼀般 選択B 2 45.0 2
1 電気回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0
1 CAD 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
1 ⼯学基礎 専⾨ 必修 3 67.5 3 ◎ 良 47.3
1 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1

2 電気磁気学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
2 電気回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
2 電気法規 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
2 電気⼯学実験(*) 専⾨ 必修 3 67.5 3 ◎ ◎ 可 20.3 20.3
2 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1

3 電気回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 40.5
3 電⼦⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
3 情報処理 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 40.5
3 創造設計 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 優 21.4
3 ソーラーカー⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 33.8
3 電気機器 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
3 計測⼯学 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 可 13.5
3 機械⼯学 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
3 電気⼯学実験(*) 専⾨ 必修 3 67.5 3 ◎ ◎ 優 33.8 33.8
3 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1

4 電気磁気学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
4 電気回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0
4 電⼦回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
4 電⼦計算機 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5 ◎
4 メカトロニクス 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 30.6 ◎
4 パワーエレクトロニクス 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 40.5
4 発変電⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0
4 電⼒系統⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0 ◎
4 電気⼯学実験(*) 専⾨ 必修 4 90.0 4 ◎ ◎ 優 45.0 45.0
4 応⽤物理 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
4 応⽤数学A 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0

4 ⼯業デザイン概論 専⾨ 選択D 1 22.5 1 優
4 DTP概論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 材料基礎⼯学Ａ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 材料基礎⼯学B 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 機械要素設計A 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 機械要素設計Ｂ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 信号と符号 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 電気電⼦演習 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 映像メディア概論Ａ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 映像メディア概論Ｂ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 Webプログラミング 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 ⽣化学 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 物理学特論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1
5 ⾼電圧⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
5 電気応⽤ 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0
5 電機設計 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5 ◎
5 計測⼯学 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
5 電気電⼦材料 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0 ◎
5 ⾃動制御 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0 ◎
5 システム⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0 ◎
5 通信⼯学概論 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
5 電気⼯学実験(*) 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 優 22.5 22.5
5 応⽤数学B 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0
5 技術者倫理 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0 ◎
5 卒業研究 専⾨ 必修 8 180.0 8 ◎ ○ ◎ ◎ 優 46.3 23.1 46.3 46.3

5 ⼯業デザイン概論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 DTP概論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 材料基礎⼯学Ａ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 材料基礎⼯学B 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 機械要素設計A 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 機械要素設計Ｂ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 信号と符号 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 電気電⼦演習 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 映像メディア概論Ａ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 映像メディア概論Ｂ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 Webプログラミング 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 ⽣化学 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 物理学特論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1

専攻1 ⽣産システム特論 専攻科 必修 2 45 2 ◎ 可 27.0
専攻1 論⽂講読Ⅰ 専攻科 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
専攻1 論⽂講読Ⅱ 専攻科 必修 1 22.5 1 ◎ 優 18.0
専攻1 専攻演習Ⅰ 専攻科 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
専攻1 専攻演習Ⅱ 専攻科 必修 1 22.5 1 ◎ ◎ 不可 0.0 0.0
専攻1 専攻実験 専攻科 必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎ 優 15.0 15.0 15.0
専攻1 英語Ⅰ 専攻科 必修 2 45 2 ◎ 可 27.0
専攻1 伝統⽂化特論 専攻科 必修 2 45 2 ◎ ◎ 優 22.5 22.5
専攻1 熱統計⼒学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻1 機械⼯学概論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 バイオメカ⼆クス 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 優 40.5 ◎
専攻1 信頼・安全性⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻1 構造材料 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 情報数学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 符号理論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻1 技術史 専攻科 選択必修(*) 2 45 2 ◎ ◎ 可 13.5 13.5 ◎
専攻1 エネルギー変換⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻1 電⼒システム 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 良 31.5 ◎
専攻1 環境電磁⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 ⽣産管理⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻1 計測制御特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 優 36.0 ◎
専攻1 電気電⼦回路特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 環境特論 専攻科 専⾨選択 2 45 2 優 40.5
専攻1 数学特論  専攻科 ⼀般選択 2 45 2 可
専攻2 英語Ⅱ 専攻科 必修 2 45 2 ◎ 可 27.0
専攻2 特別研究 専攻科 必修 10 225 10 ◎ ◎ ◎ ◎ 優 56.3 56.3 56.3 56.3
専攻2 材料科学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻2 計算システム論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻2 応⽤磁気⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻2 半導体⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻2 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ 可 13.5 13.5 ◎
専攻2 機能材料 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻2 通信⼯学特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻2 トラヒック理論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ 可 13.5 13.5 ◎
専攻2 応⽤通信特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ 優 18.0 18.0 ◎
専攻2 知識情報⼯学特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻2 信号処理論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻2 数理計画 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻2 量⼦⼒学 専攻科 専⾨選択 2 45 2 可
専攻2 複素関数論  専攻科 ⼀般選択 2 45 2
専攻2 数理物理学 専攻科 ⼀般選択 2 45 2
専攻1 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 専攻科 ⼀般選択 1 22.5 1〜2 1〜2 優

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

確認⽇ 平成    年  ⽉  ⽇

優 良 可 不可 修得
単位

6 1 3 0 26 実施時間 45.0 45.0 45.0 0.0 0.0 225.0 45.0 45.0 67.5 67.5 22.5 135.0 0.0 0.0 0.0
1 1 1 0 7 修得ポイント 39.2 31.5 27.0 0.0 0.0 183.4 27.0 36.0 47.3 58.5 15.8 135.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 達成度 87% 70% 60% - - 82% 60% 80% 70% 87% 70% 100% - - -
7 2 4 0 33
3 3 3 0 25 実施時間 45.0 22.5 45.0 0.0 0.0 292.5 135.0 0.0 33.8 22.5 0.0 135.0 0.0 0.0 33.8
1 1 2 0 9 修得ポイント 27.0 13.5 31.5 0.0 0.0 220.5 96.8 0.0 20.3 13.5 0.0 94.5 0.0 0.0 20.3
0 0 0 0 達成度 60% 60% 70% - - 75% 72% - 60% 60% - 70% - - 60%
4 4 5 0 34
4 1 2 0 17 実施時間 45.0 45.0 0.0 0.0 0.0 225.0 202.5 22.5 56.3 22.5 0.0 90.0 0.0 0.0 33.8
6 1 2 0 16 修得ポイント 31.5 31.5 0.0 0.0 0.0 201.6 153.0 22.5 55.1 18.0 0.0 54.0 0.0 0.0 33.8
0 0 0 0 達成度 70% 70% - - - 90% 76% 100% 98% 80% - 60% - - 100%
10 2 4 0 33
1 1 2 0 7 実施時間 45.0 11.3 0.0 0.0 0.0 90.0 315.0 0.0 90.0 11.3 0.0 90.0 0.0 0.0 45.0
6 2 3 0 24 修得ポイント 36.0 7.3 0.0 0.0 0.0 67.5 256.5 0.0 75.6 7.3 0.0 63.0 0.0 0.0 45.0
1 0 0 1 達成度 80% 65% - - - 75% 81% - 84% 65% - 70% - - 100%
8 3 5 0 32
0 2 1 0 6 実施時間 45.0 0.0 45.0 45.0 0.0 45.0 270.0 45.0 22.5 0.0 51.4 45.0 25.7 51.4 73.9
9 1 2 0 28 修得ポイント 27.0 0.0 35.1 36.0 0.0 45.0 229.5 27.0 22.5 0.0 46.3 31.5 23.1 46.3 68.8
0 0 0 0 達成度 60% - 78% 80% - 100% 85% 60% 100% - 90% 70% 90% 90% 93%
9 3 3 0 34
5 0 2 1 11 実施時間 0.0 22.5 0.0 45.0 22.5 78.8 191.3 195.0 15.0 22.5 0.0 67.5 0.0 0.0 15.0
2 1 6 0 3 修得ポイント 0.0 22.5 0.0 36.0 13.5 67.5 180.0 177.0 15.0 22.5 0.0 45.0 0.0 0.0 15.0
1 0 1 20 達成度 - 100% - 80% 60% 未達 未達 91% 100% 100% - 67% - - 100%
8 1 9 1 34
1 0 1 0 12 実施時間 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 67.5 157.5 0.0 0.0 0.0 56.3 45.0 56.3 56.3 56.3
1 0 4 0 2 修得ポイント 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 45.0 99.0 0.0 0.0 0.0 56.3 27.0 56.3 56.3 56.3
1 0 0 10 達成度 - - - - - 67% 63% - - - 100% 60% 100% 100% 100%
3 0 5 0 24
14 8 11 0 81 実施時間 225.0 123.8 135.0 45.0 0.0 877.5 967.5 112.5 270.0 123.8 73.9 495.0 25.7 51.4 186.4
23 6 10 0 84 修得ポイント 160.7 83.8 93.6 36.0 0.0 718.0 762.8 85.5 220.7 97.3 62.0 378.0 23.1 46.3 167.8
1 0 0 1 達成度 71% 68% 69% 80% - 82% 79% 76% 82% 79% 84% 76% 90% 90% 90%
38 14 21 0 166
6 0 3 1 23 実施時間 0.0 22.5 0.0 45.0 22.5 146.3 348.8 195.0 15.0 22.5 56.3 112.5 56.3 56.3 71.3
3 1 10 0 5 修得ポイント 0.0 22.5 0.0 36.0 13.5 112.5 279.0 177.0 15.0 22.5 56.3 72.0 56.3 56.3 71.3
2 0 1 30 達成度 - 100% - 80% 60% 未達 未達 91% 100% 100% 100% 64% 100% 100% 100%
11 1 14 1 58
22 6 11 1 88 実施時間 90.0 33.8 45.0 90.0 22.5 281.3 933.8 240.0 127.5 33.8 107.7 247.5 82.0 107.7 190.2
3 1 10 0 5 修得ポイント 63.0 29.8 35.1 72.0 13.5 225.0 765.0 204.0 113.1 29.8 102.5 166.5 79.4 102.5 185.0
3 0 1 31 達成度 70% 88% 78% 80% 60% 未達 未達 85% 89% 88% 95% 67% 97% 95% 97%
28 7 22 1 124

① ② ③ ④ ⑤ 合計
9 6 4 1 2 22

総合達成度 83% ←未達項⽬あり

分野別要件
(本科4年〜専攻科2年)

(①〜⑤各群から1科⽬、
合計最低6科⽬履修)

総実施時間 2,632.5
総修得ポイント 2,186.3

合計 ←不⾜単位数： 4単位
JABEE
本科4年

〜
専2年

必修
選択必修

選択
合計

合計

本科
1〜5年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計 ←選択科⽬不⾜単位数： 1単位

専攻科
1〜2年

必修

専
攻
科
2年

必修
選択必修

選択
合計

選択必修
選択

 異なる技術分
野を理解し、⾃
分の専攻した専
⾨分野の知識と
複合する能⼒を
⾝につける

 実験・実習を
通して、実際の
⼯学的現象を理
解し、実践的技
術を⾝につけ、
問題解決に応⽤
できる。

4年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計

5年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計

専
攻
科
1年

必修
選択必修

選択
合計

3年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計

合計

2年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計

1年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

 国語表現の技
法を⾝につける
とともに、語彙
⼒を⾼め、場⾯
や状況に応じた
⾔葉、⽂章、図
表などで表現、
記述でき、効果
的なコミュニ
ケーションがで
きる能⼒を⾝に
つける

 コンピュータ
や情報ツールを
使いこなし、情
報処理、情報収
集等やプレゼン
テーションがで
きる

学籍番号 名前

評価集計

 健康や⾝体に
ついての理解を
深めるととも
に、スポーツの
実践を通して⼼
⾝の調和的な発
育・発達を促
し、健康な⼼⾝
を培うことがで
きる。

 過去の⽂芸作
品や現在の様々
な書籍を通し
て、⼈々の⽣活
を⾒つめ、他者
の⼼を理解し、
⾃分の考えを深
め、豊かな⼈間
性を培うことが
できる。

 近現代の社会
と技術を理解す
るために、その
成り⽴ちの基盤
である⽇本と世
界の歴史を学習
し、それらの基
礎的事項を把握
する。

健全な⾝体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元
に多⾯的に物事をとらえ、技術者としての使命を⾃覚し、実⾏しうる技術

⾃らの専⾨とする科学技術について、その基礎理論およ
び原理を理解し、それらを問題解決に応⽤できる能⼒を備

コミュニケーション能⼒とプレゼンテー
ション能⼒を⾝につけた技術者

技術的課題を分析し、解決するためのシ
ステムをデザインする能⼒を持った技術者

 国際的に通⽤
するコミュニ
ケーションの基
礎⼒、特に英語
⼒を⾝につけ、
⽣活⽂化の固有
性や多様な価値
観のあることを
理解できる。

 ⾃律的に新た
なことにチャレ
ンジする⼼（プ
ロダクトマイン
ド）を育成し、
問題解決のため
に習得した専⾨
知識を応⽤でき
る

 問題解決のた
めの計画・実⾏
⽅法の⽴案、得
られた結果の考
察および整理が
できる

 実験・実習、
卒業研究、特別
研究科⽬の修得
を通して、⾃主
的、継続的に学
習し、他⼈と協
調して実⾏でき
る

 .我が国の⽂化
や歴史の理解と
ともに他国の⽂
化も認識し、技
術に関係する過
去の事故等の検
討を通して、社
会的な責任と使
命（技術者倫
理）について理
解できる。

 ⾃然環境と社
会との関係に関
する基礎的な事
項を理解でき、
常に使い⼿の⽴
場に⽴ったもの
つくりができる

 数学、⾃然科
学および情報技
術に関する基礎
知識を⾝につ
け、それらを⽤
いて応⽤問題に
挑戦できる

 ⾃分の専攻し
た専⾨分野の基
礎知識を⾝につ
け、それらを⽤
いて⼯学的な現
象が理解でき
る。

※インターンシップの単位は2年⽣で計上

教育⽬標達成度 ⾃⼰評価チェックシート 教育・学習到達⽬標
A B C D

65

80
インターンシップ 獲得単位数 → 1

60
80

100

60
60

60

80
60
90
60
60

60

60

70
60

100

60
90

60

100
80
100
50
100
60

60

100
100
80
90

70
100
100
60
60
100

80
100

100

100
80
100
65
80

70
100
65
70
68
90

分野別要件
(①〜⑤各群から1科⽬、合計最低6科⽬
①設計･
システ
ム系科
⽬群

②情報･
論理系
科⽬群

③材料･
バイオ
系科⽬

群

④⼒学
系科⽬

群

⑤社会
技術系
科⽬群

65
60
100
100

90
80
90
95
75

80
70
65
60

60
80
70

70
78

60

65
80
75
65

70 ①設計･
システ
ム系科
⽬群

②情報･
論理系
科⽬群

③材料･
バイオ
系科⽬

群

④⼒学
系科⽬

群

⑤社会
技術系
科⽬群

60

80
60
98
90 分野別要件

(①〜⑤各群から1科⽬、合計最低6科⽬80

70
90
80
80
60
70

65
87
100
60
70
60

90
60
70
60
90
85

点数⼊⼒

80

A B C D

時間換算ポイント

学年 科⽬名 分野
必修/
選択

単位数
授業
時間
[h]

学年別単位数 A B C D

教育・学習到達⽬標 学年末
成績 成績

オレンジ色のセルに点数を

入力してください。

点数がポイント換算され、下

の表に学年別で集計されま

学校目標に対する達成度が表示されます。必

修科目に不可があった場合は、該当する学校

目標は「未達」になります。

優・良・可・不可の評価

数を学年別に集計します

修得単位数の集計です。

(EEのみ)選択科目＞2単位を検出します。

専攻科の要修得単位＞62単位を検出します。

分野別要件の単位修得状況を検出します。

JABEEコースの目標

達成度を集計します。

2.2(3)-1＜添付資料＞：達成度チェックシート
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職名 一般 電気 機械電子 情報 専攻科

特任教授 0 0 1 0 1

教授 2 3 3 2 0

准教授 8 3 1 3 0

講師 12 0 2 3 0

助教 1 1 1 0 0

助手 1 0 0 0 0

計 24 7 8 8 1

非常勤講師 12 3 2 7 1

TA 0 0 2 0 0

客員教授 0 0 0 0 1

合計 36 10 12 15 3

別表2.3(1)-1　教員在籍数
2013年4月現在

2.3(1)-1＜添付資料＞：別表2.3(1)-1 教員在籍数
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Subject: [staff: 8079] 研究委員会＿課題研究費申請＿説明会（重要）
From: 
Date: 2014/04/01 18:08
To: <staff@salesio-sp.ac.jp>

課題研究費申請予定者各位

山下＠研究委員会です。以下日程で，課題研究費申請の説明会を開催いたします。

課題研究費申請予定者は必ずご出席くださいますようよろしくお願いいたします。

日時：4月7日（月）12:30～

場所：204専攻科会議室

本年度課題研究費の申請を予定されている方は必ず参加してください。

★平成25年度課題研究費申請資格は

①平成26年度の科研費申請者（平成25年度に申請）

②科研費に準ずる外部資金申請をしている者（平成25年度に申請）

③平成26年4月に本校へ赴任した新規教員（年齢問わず）

なお，新任教員の申請は必ず採択されますので，是非申請をしてください。研究費の
額は申請内容によって審査いたします。

また，当日不都合のある方がいましたら，山下までご連絡ください。

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/

サレジオ工業高等専門学校

194-0215 東京都町田市小山ヶ丘4－6－8
TEL  042-775-3020(代表)
TEL  
E-mail:  

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/

1 / 1 2014/05/29 17:49

2.3(1)-4＜添付資料＞：課題研究費公募書類（staffメールより）

　　　 
　　286



2.3(1)-5＜添付資料＞：課題研究費実績報告書（研究紀要No.41より）
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電気工学科会議規程

（趣旨）

第1条 この規程はサレジオ工業高等専門学校部署設置規程第 15 条に基づき電気工学科

会議（以下「会議」という）の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。

（召集と進行）

第2条 会議は学科長が召集し、会議の運営を行う。 
  ２ 会議の進行については召集者が別に指名することができる。

（審議事項）

第3条 会議は以下の各号に定める事項を審議する。 
１．学科の中期目標・部署目標に関する事項

２．別に定める科目に関する事項

３．学科主催の行事関する事項

４．学科予算の執行に関する事項

５．学生の成績および操行に関する事項

６．その他、学科長が必要とする事項

 （組織）

第4条 会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
１．電気工学科専任教員

２．その他、召集者が必要と認める者

（議事録）

第5条 会議の記録は議事録として何らかの媒体に残すものとする。 
２ 議事録を作成するものは会議の召集者によって指名される。

３ 議事録は公開を原則とし、召集者の判断によって必要あるとき、その全部または

一部を秘匿することができる

（合議） 

第 6 条 会議を運営する者が必要と認めるときは審議事項について賛否を問い、その結果

の取り扱いについては別に定める。

（細則）

第7条 その他本会議の運営上、必要な取り決めごとは第 4 条に定める者の申し合わせとし

て議事録に残す。

附則

１．本規程は平成 20 年 4 月 1 日より実施する。 
２．本規程の改定は第 4 条に定める者の合議により行い校長に届け出る。 
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機械電子工学科会議規程

（趣旨）

第1条 この規程はサレジオ工業高等専門学校部署設置規程第 15 条に基づき機械電子工

学科会議（以下「会議」という）の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。 
２ 本規程の機械電子工学科の名称は平成 19年度以前の入学者に関して電子工学科

と読み替えるものとする。

（召集と進行）

第2条 会議は学科長が召集し、会議の運営を行う。 
  ２ 会議の進行については召集者が別に指名することができる。

（審議事項）

第3条 会議は以下の各号に定める事項を審議する。

１．学科の中期目標・部署目標に関する事項

２．別に定める科目に関する事項

３．学科主催の行事関する事項

４．学科予算の執行に関する事項

５．学生の成績および操行に関する事項

６．その他、学科長が必要とする事項

（組織）

第4条 会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。

１．機械電子工学科専任教員

２．その他、召集者が必要と認める者

（議事録）

第5条 会議の記録は議事録として何らかの媒体に残すものとする。 
２ 議事録を作成するものは会議の召集者によって指名される。

３ 議事録は公開を原則とし、召集者の判断によって必要あるとき、その全部または

一部を秘匿することができる

（合議） 

第 6 条 会議を運営する者が必要と認めるときは審議事項について賛否を問い、その結果

の取り扱いについては別に定める。

（細則）

第7条 その他本会議の運営上、必要な取り決めごとは第 4 条に掲げる者の申し合わせとし

て議事録に残す。

附則

１．本規程は平成 20 年 4 月 1 日より実施する。 
２．本規程の改定は第 4 条に掲げる者の合議により行い校長に届け出る。 

以上  
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情報工学科会議規程

（趣旨）

第1条 この規程はサレジオ工業高等専門学校部署設置規程第 15 条に基づき情報工学科

会議（以下「会議」という）の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。

（召集と進行）

第1条 会議は学科長が召集し、会議の運営を行う。 
  ２ 会議の進行については召集者が別に指名することができる。

（審議事項）

第2条 会議は以下の各号に定める事項を審議する。 
１．学科の中期目標・部署目標に関する事項

２．別に定める科目に関する事項

３．学科主催の行事関する事項

４．学科予算の執行に関する事項

５．学生の成績および操行に関する事項

６．その他、学科長が必要とする事項

（組織）

第3条 会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
１．情報工学科専任教員

２．その他、召集者が必要と認める者

（議事録）

第4条 会議の記録は議事録として何らかの媒体に残すものとする。 
２ 議事録を作成するものは会議の召集者によって指名される。

３ 議事録は公開を原則とし、召集者の判断によって必要あるとき、その全部または

一部を秘匿することができる

（合議） 

第 6 条 会議を運営する者が必要と認めるときは審議事項について賛否を問い、その結果

の取り扱いについては別に定める。

（細則）

第7条 その他本会議の運営上、必要な取り決めごとは第 4 条に掲げる者の申し合わせとし

て議事録に残す。

附則

１．本規程は平成 20 年 4 月 1 日より実施する。 
２．本規程の改定は第 4 条に掲げる者の合議により行い校長に届け出る。 
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一般教育文系会議規程

（趣旨）

第1条 この規程はサレジオ工業高等専門学校部署設置規程第 23 条に基づき一般教育文

系会議（以下「会議」という）の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。

（召集と進行）

第2条 会議は一般教育文系主任が召集し、会議の運営を行う。 
  ２ 会議の進行については召集者が別に指名することができる。

（審議事項）

第3条 会議は以下の各号に定める事項を審議する。 
１．○○に関する事項

２．○○に関する事項

・ ・・

・ その他、召集者が必要とする事項

（組織）

第4条 会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
１．○○

２．○○

・ ・・

・ その他、召集者が必要と認める者

（委任等）

第5条 会議は、第 3 条に掲げる者が欠けるとき、代理出席または委任を認める。 
（議事録）

第6条 会議の記録は議事録として何らかの媒体に残すものとする。 
２ 議事録を作成するものは会議の召集者によって指名される。

３ 議事録は公開を原則とし、召集者の判断によって必要あるとき、その全部または

一部を秘匿することができる

（合議）

第7条 会議の合意は出席者全員によるものとし、異なる意見がある場合は議事録に残す

ことができる。

  ２ 会議を運営する者が必要と認めるときは審議事項について賛否を問い、その結果

を会議の合意とすることができる。

３ 前項の場合の議決のルールは第 4 条に掲げる者の申し合わせとする 
（細則）

第8条 その他本会議の運営上、必要な取り決めごとは第 4 条に掲げる者の申し合わせと

して議事録に残す。

附則
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１．本規程は平成 20 年 4 月 1 日より実施する。 
２．本規程の改定は第 4 条に掲げる者の合議により行い校長に届け出る。 
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一般教育理系会議規程

（趣旨）

第1条 この規程はサレジオ工業高等専門学校部署設置規程第 23 条に基づき一般教育理

系会議（以下「会議」という）の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。

（召集と進行）

第2条 会議は一般教育理系主任が召集し、会議の運営を行う。 
  ２ 会議の進行については召集者が別に指名することができる。

（審議事項）

第3条 会議は以下の各号に定める事項を審議する。 
１．一般教科の理系に関する事項

２．一般教育の予算、各種委員会に関する事項

３．その他、召集者が必要とする事項

（組織）

第4条 会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
１．一般教育理系教員又は各教科コーディネータ

２．その他、召集者が必要と認める者

（委任等）

第5条 会議は、第４条に掲げる者が欠けるとき、代理出席または委任を認める。 
（議事録）

第6条 会議の記録は議事録として何らかの媒体に残すものとする。 
２ 議事録を作成するものは会議の召集者によって指名される。

３ 議事録は公開を原則とし、召集者の判断によって必要あるとき、その全部または

一部を秘匿することができる

（合議）

第7条 会議の合意は出席者全員によるものとし、異なる意見がある場合は議事録に残す

ことができる。

  ２ 会議を運営する者が必要と認めるときは審議事項について賛否を問い、その結果

を会議の合意とすることができる。

  ３ 前項の場合の議決のルールは第４条に掲げる者の申し合わせとする

（細則）

第8条 その他本会議の運営上、必要な取り決めごとは第４条に掲げる者の申し合わせと

して議事録に残す。

附則

１．本規程は平成 20 年 4 月 1 日より実施する。 
２．本規程の改定は第４条に掲げる者の合議により行い校長に届け出る。

2.3(2)-2＜添付資料＞：一般教科会議規定

　　　 
　　331



専攻科会議規程 

（平成 19.3.1制定） 

（平成 20.4.1改定） 

（設置） 

第１条 サレジオ工業高等専門学校専攻科に専攻科担当教員会議（以下「会議」という。）

を置く。 

（審議事項） 

第２条 会議は、校長の諮問に応じ、専攻科に関し、次に掲げる事項を審議する。 

(1)教務に関する事項 

(2)厚生補導に関する事項 

(3)入学者の選抜に関する事項 

(4)自己点検・評価に関する事項 

(5)専攻科担当教員の資格審査に関する事項 

(6)大学評価・学位授与機構の審査に関する事項 

(7)その他専攻科の運営に関し、専攻科長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 会議は、次に掲げる教員をもって組織する。 

(1)専攻科長 

(2)専攻科担当教員（本校専任の教授(特任含む)、准教授、講師、助教、助手に限る。） 

（議長） 

第４条 会議に議長を置き、専攻科長をもって充てる。 

２ 議長は、会議を主宰する。 

３ 専攻科長に事故があるときは、あらかじめ専攻科長の指名する教員がその職務を代行

する。 

（議事） 

第５条 会議は、３分の２以上の構成員が出席しなければ、議事を開き、議決することが

できない。 

２ 会議の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

（企画・運営委員会） 

第６条 会議の円滑な運営を図るため、企画・運営委員会（以下「委員会」という。）を

置くことがある。 

２ 委員会は、専攻科長及び第３条第２号の構成員のうちから専攻科長が指名する者をも

って組織する。 

（意見の聴取） 

第７条 議長が必要と認めるときは、関係教員に会議への出席を求め、その意見を聴くこ

とができる。 

（細目） 

第 8条 この規則に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な細目は、別に定める。 

附 則 

この規則は、平成 19年 4月１日から施行する。 
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教務関係内規 

（平成１５年４月１日制定） 

略 

 [成績操行会議]

内規 0601 準学士課程教務規則第 12 条に基づき成績操行会議は学生の履修状況、学校生活状況を関係教

員が把握し、指導上の資料を得るために実施する

内規 0602 学年末においては及落判定会議において当該学生の及落を判定する資料を得るために実施す

る

内規 0603 第 3 学年以上については，学科会議を成績操行会議にかえることができる 

[同構成員]

内規 0604 会議を構成する教員は原則以下の通りである 

(1) プレテック成績操行会議 

議長・書記  プレテック主任、同副主任、プレテック教務担当、プレテック学生担当

参加者  担任、科目担当、他に指定された教員

陪席者  校長、副校長、教務主事、学生主事

(2) テック 

議長・書記  学科主任、学科教務担当、学科学生担当

参加者 担任、科目担当、他に指定された教員

陪席者 校長、副校長、教務主事、学生主事

(3) 陪席者は必ずしも出席を義務付けられない

[成績操行会議の進行] 

内規 0605 会議の進行については以下の各号の手順に従う 

(1) 配布資料の確認 

(2) 内規 0401 (1)号

(3) 評価点・欠課時数の訂正（記載漏れ、誤入力等確認） 

(4) 担任講評 

(5) 科目担当講評 

(6) 学生主事補講評 

(7) 措置の決定（担任面談、学科面談、中央面談、警告書発送等措置） 

内規 0606 内規 0605 の(7)はプレテックにおいてはこの限りではない。別途プレテック主任のもとで決定

される

内規 0607 会議終了後、措置を含めて指定の様式による措置報告を教務主事に提出する 

[学年末成績操行会議]
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内規 0701 学年末にあたっては措置の決定は以下の各号に替わる 

(1) 担任講評では及落調書に記載する事項の報告 

(2) 内規による進級可否の判定、留年候補者の選定等 

(3) 条件付候補の認定科目の確認等 

(4) 校長賞の決定 

(5) 努力賞の決定 

(6) 学年皆勤賞・精勤賞の確認 

(7) 学生部条件の確認 

内規 0702 会議終了後、担任は指定の様式による及落調書を完成し教務主事に提出する。ただし、報告は

担任の代理者が行うこともできる 

[同会議の成績判定・修正] 

内規 0703 成績審議は学年末総合評価（100 点法）一覧によって行う 

内規 0704 未修得科目数が 3 科目を超える学生については意見を聴取した後留年候補とする 

内規 0705 学科指定の学年修了要件科目（実験実習等）をもつ学生についても、審議の上留

年候補とすることがある

内規 0706 学年末における表彰は教育的配慮により以下の通り行う 

(1) 校長賞は学年において 4～5 名とする 

(2) 努力賞は学年において 8～10 名とする 

略 

 [付則] 

内規 9901 この内規は平成１５年４月１日に遡って施行する 

内規 9902 この内規の改廃は教務委員会の議を経て校長の裁可により発効する。ただし字句文言の訂正等

軽微な変更はこの限りではない

[付則] (平成 18 年 10 月 1 日 教務関係内規第 1 号) 

内規 9903 この教務関係内規は，平成 18 年 10 月 1 日から施行し，平成 18 年 4 月 1 日から適用する 

[付則] (平成 20 年 3 月 7 日 教務関係内規第 1 号) 

内規 9904 この教務関係内規は，平成 20 年 3 月 7 日から施行し，平成 19 年 4 月 1 日から適用する 

[付則] (教務関係内規) 

内規 9905 この教務関係内規は，平成 20 年 4 月 1 日から施行する 
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教職員集会（Weekly）規程 
（趣旨）

第1条 この規程は学則第 11条に基づき教職員集会(通称 Weekly といい以下集会と称す)
の組織及び運営等に関し必要な事項を定める。

（召集と進行）

第2条 集会は校長が原則隔週初めの月曜日に召集し、集会の運営を行う。 
  ２ 校長は必要とするとき臨時に召集することができる。

  ３ 校長は周知すべき内容によって教員または職員のみの集会に替えることができる。 
  ４ 集会の進行については召集者が別に指名することができる。

（審議事項）

第3条 集会は以下の各号に定める事項等を報告、告知することで教職員に周知すること

を目的とする。

１．校長の指針に関する事項

２．教務主事の所管に関する事項

３．学生主事の所管に関する事項

４．事務長の所管に関する事項

５．その他の部署に関する事項

（組織）

第4条 集会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
１．専任教員

２．専任職員

３．その他召集者が必要とする者

（連絡等）

第5条 集会に欠席した教職員は別途集会の情報を得る者とする 
（議事録）

第6条 集会の記録は集会記録として何らかの媒体に残し公開を原則とする。

２ 集会記録を作成するものは会議の召集者によって指名される。

（合議）

第7条 この集会においては合議、決議を行わない 
（細則）

第8条 その他本集会の運営上、必要な事項は校長が AMC に諮問して決める。 
附則

１．本規程は平成 20 年 4 月 1 日より実施する。 
２．本規程の改正は校長が AMC に諮問して行う 
３．第 2 条の 2 については総合企画本部長がその任にあたる。 
４．第 6 条の 2 については総合企画本部長補佐がその任にあたる。 
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第1分科会
教育内容検討

分科会

第2分科会
教育評価・改善

分科会

第3分科会
システム評価

分科会

第4分科会
FD推進
分科会

JABEEコース教育システム委員会

EMC会議

企業採用者
アンケート

カリキュラム改訂等Action

Plan
(RePlan)

Check
＆
Action

Plan
(RePlan)

Check
＆
Action

教育点検・改善の総括

改善提言 改善提言

Check

Check 活動の点
検・改善

改善 改善

活動の
点検・改善

活動状況
チェツク

第1分科会業務
・学習・教育目標の検討
・カリキュラム編成
・授業担当、教育方法の検討

第2分科会業務
・目標の達成度評価
・教育、カリキュラム内容の評価
・各種アンケート実施・分析・評価
・改善検討

第3分科会業務
・資料収集
　達成度評価資料
　議事録
　その他　ＪＡＢＥＥ関連資料
・分科会活動チェック

第4分科会業務
・授業内容・方法の改善
・教員の資質向上
・教育に関する啓蒙活動全般

教育点検・改善のPDCA
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各基準に対する委員会組織等 

基準の各項目 全学の委員会 JABEE コース教育システム

委員会 

基準 1：学習・教育目標の設

定と公開 

第 1分科会 

基準 2： 

2.1 教育課程の設計 

第 1分科会 

2.2 学習・教育の実施 第 1分科会 

2.3 教育組織 JABEE コース教育システム

委員会 

第 1分科会 

2.4 入学、学生受け入れ及

び異動の方法 

募集委員会 JABEE コース教育システム

委員会 

2.5 教育環境・学生支援 ＡＭＣ会議、ＥＭＣ会議 JABEE コース教育システム

委員会 

基準３ 学習・教育到達目標

の達成 

第 2分科会 

基準 4 教育改善 

4.1 教育点検 

第 2分科会 

第 3分科会 

第 4分科会 

4.2 継続的改善 第 2分科会 

第 3分科会 

第 4分科会 
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JABEEコース教育システム委員会規則 

平成 25年 4月 1日 

(設置) 

第1条 サレジオ工業高等専門学校の一般教育科、電気工学科、機械電子工学科、情報工

学科および専攻科(生産システム工学専攻)に合同の JABEE コース教育システム

委員会を置く。 

第2条 JABEE コース教育システム委員会は当該コースの教育システムを継続的に点

検・改善することを目的とする。 

(審議事項) 

第3条 JABEE コース教育システム委員会は当該コースに関する次にあげる事項を審

議・決定し、その運用に関して責任を持つ。 

(1) 教育目標・学習目標の設定・改定、および教育内容の検討に関する事項 

(2) カリキュラム内容の設定および教育環境の整備に関する事項 

(3) 教育目標・学習目標の達成度の評価に関する事項 

(4) 教育内容およびカリキュラム内容に関する評価と改善に関する事項 

(5) 教育システムの点検・整備・改良に関する事項 

(6) 教育実施記録の収集と保管に関する事項 

(7) 教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動に関する事項 

(8) その他、教育システムの点検・改善に関する事項 

(組織) 

第4条 JABEE コース教育システム委員会は、一般教育科、電気工学科、機械電子工学

科、情報工学科および専攻科(生産システム工学専攻)長の指名を受けた当該コー

スの常勤教員によって組織される。 

(委員長) 

第 5 条 JABEE コース教育システム委員会に委員長を置き、一般教育科、電気工学科、

機械電子工学科、情報工学科および専攻科(生産システム工学専攻)長の互選で決ま

るものをもって充てる。 

2．委員長は委員会を招集し、その議長となる。また、教育システムの点検・改善に

関するすべての活動を管掌する。 

(議事) 

第 6条 JABEEコース教育システム委員会は、年 6回以上開催する。 

   2．JABEEコース教育システム委員会は委員の 2／3以上の出席がなければ議事を開

き、議決することができない。 

   3．JABEE コース教育システム委員会の議事は、出席委員の過半数以上を持って決

する。可否同数のときは、議長の決するところによる。 
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(委員以外の者の出席) 

第 7 条 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴収する

ことができる。 

(分科会) 

第 8条 第 3条に掲げる審議事項の特定の業務を遂行する目的で分科会を設置する。 

   2．分科会の設置、廃止および改変は委員会の決議による。 

   3．分科会設置要項を定め、適用する。 

   4．分科会に委員長および副委員長を置き、業務遂行に責任を持つ。 

   5．分科会構成員および分科会委員長、分科会副委員長は委員長の指名により、教育

システム委員会の承認を経て決定される。 

(連絡協議会) 

第 9 条 各分科会の審議内容の連絡、調整および協同審議事項の検討を行う目的で連絡協

議会を設置する。 

   2．委員長、各分科会委員長、副委員長および教育システム委員により構成される。 

3．構成員が必要と認める、かつ委員長が認めた場合、構成員以外の者を出席させ、

討議することができる。 

(書記) 

第 10条 委員長は書記を任命できる。 

   2．委員長は書記に委員会の活動記録を会議終了後 1週間以内に作成させ、全委員に

閲覧した後に保存する。また必要に応じてこれを公表する。 

(解任) 

第 11条 委員ならびに分科会委員長が教育システム委員会および分科会運営に著しく支障

をきたしたと委員長が認めた場合、委員の過半数の賛成をもって委員職ならびに

分科会委員長職を解任することができる。 

(任期) 

第 12条 委員の任期は 4月 1日から 1年間とする。ただし、再任を妨げない。 

(雑則) 

第 13 条 この規則に定めるもののほか、JABEE コース教育システム委員会の運営に関し

て必要な事項は、JABEEコース教育システム委員会が別に定める。 

附則 

(施行期日) 

1．この規則はＥＭＣ会議の決議を経て、平成 25年 4月 1日から施行する。 
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教育システム委員会に置く分科会要項 

平成 25年 4月 1日 

(設置) 

第1条 サレジオ工業高等専門学校教育システム委員会規則第 8 条に基づき、JABEE コ

ース教育システム委員会に JABEEコース教育システム委員会規則第 3条に定め

る審議事項の特定の業務遂行のため次に掲げる分科会を置く。 

(1) 第 1分科会(教育内容検討分科会) 

(2) 第 2分科会(教育評価・改善分科会) 

(3) 第 3分科会(システム評価分科会) 

(4) 第 4分科会(ＦＤ推進分科会) 

(審議事項) 

第2条 第 1分科会は次に掲げる事項を審議する。 

(1)教育目標・学習目標の設定および見直しに関すること。 

(2)教育内容、教育実施方法、実施担当者の検討および見直しに関すること。 

(3)カリキュラム内容の設定および教育環境の整備に関する事項。 

(4)実習教育科目内容の検討および見直しに関すること。 

(5)その他、教育システム委員会委員長が当該分科会において審議することが適当と判

断した事項。 

2．第 2分科会は次に掲げる事項を審議する。 

(1)教育目標・学習目標の達成度の評価に関すること。 

(2)教育内容およびカリキュラム内容に関する評価と改善の検討に関すること。 

(3)教育システムの点検、整備および改善に関すること。 

(4)改善検討項目案の作成に関すること。 

(5)その他、JABEE コース教育システム委員会委員長が当該分科会において審議するこ

とが適当と判断した事項。 

3．第 3分科会は次に掲げる事項を審議する。 

(1)教育実施記録の収集と保管に関すること。 

(2)各種委員会、各分科会の活動の監視および勧告に関すること。また、その活動記録

の収集および保管に関すること。 

(3)必要書類の収集と情報提供に関すること。 

(4)JABEEに関する資料および情報の収集に関すること。 

  (5)その他、JABEE コース教育システム委員会委員長が当該分科会において審議するこ

とが適当と判断した事項 

4． 第 4分科会は次に掲げる事項を審議する。 

(1)教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な取り組みに関すること。 
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(2)教員の教育活動の資質向上に関すること。 

(3)教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動に関すること。 

(5)その他、JABEE コース教育システム委員会委員長が当該分科会において審議するこ

とが適当と判断した事項。 

(組織) 

第3条 全分科会は一般教育科、電気工学科、機械電子工学科、情報工学科および専攻科

(生産システム工学専攻)の所属教員によって構成され、各分科会は 4 名以上の委

員によって構成される。 

第4条 分科会に委員長および副委員長を置き、JABEE コース教育システム委員会委員

長の指名する委員をもって充てる。 

2．委員長は分科会を招集し、その議長となる。また、当該分科会に関するすべ

ての活動を管掌する。 

3．委員長に不可避な事情があり、分科会を招集できない場合は副委員長がその

職務を代行する。 

(業務細則の作成) 

第5条 分科会は審議事項に関する業務細則を作成し、JABEE コース教育システム委員

会委員長に提出する。 

(議事) 

第6条 分科会は年 6回以上開催する。 

2．分科会は委員の 2／3 以上の出席がなければ議事を開き、議決することがで

きない。 

3．分科会の議事は、出席委員の過半数以上を持って決する。可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

(委員以外の者の出席) 

(議事) 

第7条 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴収する

ことができる。 

(教育システム委員会への報告) 

第8条 委員長は、当該分科会で審議した結果を教育システム委員会に報告するものとす

る。 

(任期) 

第9条 委員の任期は 4月 1日から 1年間とする。ただし、再任を妨げない。 

第10条 この要項に定めるもののほか、分科会の運営に関して必要な事項は、JABEE コ

ース教育システム委員会が別に定める。 

附則 

(施行期日) 
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1． この規則は JABEEコース教育システム委員会の決議を経て、平成 25年 4月 1日 

から施行する。 
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JABEEコース教育システム委員会・教育内容検討分科会(第 1分科会)業務細則 

平成 25年 4月 1日 

教育内容検討分科会(第 1分科会)は JABEEコース教育システム委員会に置く分科会設置

要項第 5条により第 2条第 1項に定める審議事項について業務細則を次のように定める。 

○審議事項 1：教育目標・学習目標の設定および見直しに関すること。

業務内容 1-1:教育目標・学習目標の検討 

・教育目標・学習目標の検討・見直しを行い、JABEE コース教育システム委員会に報告す

る。 

業務内容 1-2：改善提言への対応 

・教育目標・学習目標に関して、講義担当者、他分科会および JABEEコース教育システム

委員会を通して外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果を

JABEEコース教育システム委員会へ提案する。 

○審議事項 2：教育内容、教育実施方法、実施担当者の検討および見直しに関すること。

業務内容 2-1:教育内容、教育実施方法の検討 

・教育内容、教育実施方法の検討・見直しを行い、JABEEコース教育システム委員会に報

告する。 

業務内容 2-2:講義実施担当者の検討 

・毎年 11 月までに、次年度の講義実施担当者の検討・見直しを行い、JABEE コース教育

システム委員会に報告する。 

業務内容 2-3:改善提言への対応 

・教育内容、教育実施方法に関して、講義担当者、他分科会および JABEEコース教育シス

テム委員会を通して外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果

を JABEEコース教育システム委員会に提案する。 

○審議事項 3：カリキュラム内容の設定および教育環境の整備に関する事項。

業務内容 3-1：カリキュラム内容の検討 

・カリキュラム内容の検討・見直しを行い、JABEEコース教育システム委員会に提案する。 

業務内容 3-2:改善提言への対応 

・カリキュラム内容の設定および教育環境の整備に関して、講義担当者、他分科会および

JABEEコース教育システム委員会を通して外部からの改善提言があった場合、速やかに

検討を行い、その結果を JABEEコース教育システム委員会に提案する。 

○審議事項 4：実習教育科目内容の検討および見直しに関すること。
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業務内容 4-1:実習教育科目内容の検討 

・実習教育科目内容、実施法等の検討・見直しを行い、JABEEコース教育システム委員会

に提言する。 

業務内容 4-2:改善提言への対応 

・実習教育科目内容、実施法等に関して、講義担当者、他分科会および JABEE コース教育

システム委員会を通して外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その

結果を JABEEコース教育システム委員会に提案する。 
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JABEEコース教育システム委員会・教育評価・改善分科会(第 2分科会)業務細則 

平成 25年 4月 1日 

教育評価・改善分科会(第 2分科会)は JABEEコース教育システム委員会に置く分科会設

置要項第5条により第2条第2項に定める審議事項について業務細則を次のように定める。 

○審議事項 1：教育目標・学習目標の達成度の評価に関して

業務内容 1-1:「学習自己点検評価シート」 

・本シートの作成により卒業生および在学生の学習・教育目標の達成度の評価を表 1 に定

める日程により定期的に行う。 

・学習教育目標の達成度を評価・分析し、JABEE コース教育システム委員会に報告する。 

○審議事項 2：教育内容およびカリキュラム内容に関する評価と改善の検討に関して

業務内容 2-1:「シラバスの検討」 

・コースカリキュラムに関連する科目のシラバスを点検し、不適切な記述の修正を要求す

る。 

業務内容 2-2:「成績原簿点検」 

・シラバスに記述された評価方法どおりに実際の評価が行われたかを成績原簿を基に点検

する。また、中間試験、期末試験期間間近にシラバスどおりの成績評価実施の注意を行

う。異なる場合は厳重注意する。 

業務内容 2-3:「授業アンケート」 

・改善が必要と思われる科目については、分科会の改善案を添えて JABEEコース教育シス

テム委員会委員長を通じて、科目担当者に改善を要求する。 

・改善案に対して、JABEE コース教育システム委員会委員長を通じて、科目責任者から意

見または改善実施案の提出を求め、改善実施を促す。 

・科目責任者による自主的な改善姿勢が見られない場合は、JABEEコース教育システム委

員会委員長を通じて、第 1 分科会に担当者の変更を依頼する。または第 4 分科会により

教授方法向上の指導を受けるように薦める。 

○審議事項 3：教育システムの点検、整備および改良に関して

業務内容 3-1：システム改正案、規則案の作成 

・教育システムの効率的な運用のため、必要と思われる場合はコース教育システムの改正

案や規則変更案作成などを行う。 

業務内容 3-2:外部アンケート 

・「企業採用担当者アンケート」「卒業者アンケート」など外部からの評価を分析する。 

業務内容 3-3：教員アンケート 
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・本コースの教育システムおよびカリキュラムについて、教職員に対してアンケートを実

施し、内容を分析し、改善すべき点を検討する。 

業務内容 3-4：卒業予定者アンケート 

・卒業時に学生に対して行うアンケート結果について分析し、改善すべき点を検討する。 

業務内容 3-5：その他、教育システムの点検・改善に必要なアンケートの実施 

・必要が生じた際に随時計画し実施する。 

○審議事項 4：改善検討項目案に関して

業務内容 4-1: 各種アンケートなどによって評価を行った事項についって、分析結果と共に

改善が必要と思われる場合は必ず改善案を添えて、JABEEコース教育システム委員会委

員長を通じて、責任者に伝達する。また、この事実を JABEEコース教育システム委員会

に報告する。 
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JABEEコース教育システム委員会・ＦＤ推進分科会(第 4分科会)業務細則 

平成 25年 4月 1日 

FD 推進分科会(第 4 分科会)は JABEE コース教育システム委員会に置く分科会設置要項

第 5条により第 2条第 4項に定める審議事項について業務細則を次のように定める。なお、

必要に応じて分科会内に作業委員会を設置して検討を行う。 

○審議事項 1：教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な取組みに関する

こと。

業務内容 1-1：教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための活動の検討 

・本活動の年度計画、各活動の検討・見直しを行い、次年度の計画を 3 月の JABEE コー

ス教育システム委員会に提案する。 

業務内容 1-2：教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための活動の実施 

・JABEEコース教育システム委員会で定めた年度計画に従い、活動を実施する。実施結果

を JABEEコース教育システム委員会に報告する。 

業務内容 1-3：教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための活動の改善提言への対応 

・本活動に関して、活動参加者、他分科会および JABEEコース教育システム委員会を通し

て外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果を JABEE コース教

育システム委員会に提案する。 

○審議事項 2：日頃の教育活動や社会貢献を含む広範な教員の活動の資質向上に関すること。 

業務内容 2-1：日頃の教育活動や社会貢献を含む広範な教員の活動の検討 

・本活動の年度計画、各活動の検討・見直しを行い、次年度の計画を 3 月の JABEE コー

ス教育システム委員会に提案する。 

業務内容 2-2：日頃の教育活動や社会貢献を含む広範な教員の活動の実施 

・JABEEコース教育システム委員会で定めた年度計画に従い、活動を実施する。実施結果

を JABEEコース教育システム委員会に報告する。 

業務内容 2-3：日頃の教育活動や社会貢献を含む広範な教員の活動の改善提言への対応 

・本活動に関して、活動参加者、他分科会および JABEEコース教育システム委員会を通し

て外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果を JABEE コース教

育システム委員会に提案する。 

○審議事項 3：教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動に関すること。

業務内容 3-1：教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動の検討 

・本活動の年度計画、各活動の検討・見直しを行い、次年度の計画を 3 月の JABEE コー

ス教育システム委員会に提案する。 
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業務内容 3-2：教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動の実施 

・JABEEコース教育システム委員会で定めた年度計画に従い、活動を実施する。実施結果

を JABEEコース教育システム委員会に報告する。 

業務内容 3-3：改善提言への対応 

・本活動に関して、活動参加者、他分科会および JABEEコース教育システム委員会を通し

て外部から改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果を JABEE コース教育

システム委員会に提案する。 

○審議事項 4：その他 JABEE コース教育システム委員会委員長が当該分科会において審議

することが適当と判断した事項。 

業務内容 4-1：JABEE コース教育システム委員会委員長から依頼を受けた審議事項につい

て速やかに検討し、JABEE コース教育システム委員会に提案する。 
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JABEEコース教育システム委員会・システム評価分科会(第 3分科会)業務細則 

平成 25年 4月 1日 

システム評価分科会(第 3分科会)は JABEEコース教育システム委員会に置く分科会設置

要項第 5条により第 2条第 3項に定める審議事項について業務細則を次のように定める。 

○審議事項 1：教育実施記録の収集と保管に関すること。

教育実施記録資料 

・試験問題(レポートの場合はレポート課題などこれに相当するもの) 

・試験における採点基準 

・試験解答例 

・最低合格基準試験答案(レポートの場合はレポート採点答案などこれに相当するもの) 

・答案返却の有無 

教育実施記録資料の収集・保管方法 

原則的に、毎年、9 月末(前期分)および 3 月末(後期分)を科目担当教員による保管作業の締

め切りとして、科目担当教員において、専用のサーバへ電子ファイルの形式で保存するも

のとする。 

○審議事項 2：各種委員会、各分科会の活動の監視および勧告に関すること。また、その活

動記録の収集および保管に関すること。 

監視対象の各種委員会・各分科会 

・JABEEコース教育システム委員会 

・教育内容検討分科会(第 1分科会) 

・教育評価・改善分科会(第 2分科会) 

・システム評価分科会(第 3分科会) 

・FD推進分科会(第 4分科会) 

・その他、JABEEコース教育システム委員会で設置された委員会 

各種委員会・各分科会の活動記録の収集・保管方法 

・原則的に、各委員会、分科会において、専用のサーバへ電子ファイルの形式で保存する

ものとする。 

業務内容 2-1：各種委員会・各分科会の活動の監視 

・業務細則の策定の有無の監視を行う。 

・業務細則に基づいて活動が行われているかの点検を行う。(各分科会の議事録によるチェ

ック) 

・教育内容検討分科会での検討項目をベースに PDCA サイクルが機能しているかの点検を

行う。(JABEEコース教育システム委員会の議事録によるチェック) 
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・問題のある場合は、当該委員会、分科会に活動の実施の勧告を行う。 

業務内容 2-2：各種委員会・各分科会の活動記録の収集および保管 

前期中間、前期末、後期中間、後期末に資料保管状況を点検し、不足の場合は、当該

委員会、分科会に督促を行うなどして資料収集の徹底を図る。 

○審議事項 3：必要資料の収集と情報提供に関すること。

業務内容 3-1：各教員のオフィスアワー表 

・各教員のオフィスアワー表をシラバス上に掲載し、Web等でも公開して周知する。 

業務内容 3-2：その他の必要資料 

・JABEEコース教育システム委員会の指示に基づき、その他必要な資料を収集し、収集し

た資料に基づき情報の提供を行う。 

○審議事項 4：JABEE に関する資料および情報の収集に関すること。

業務内容 4-1：達成度評価自己点検シートの収集と保管 

・達成度評価自己点検シートの記入期間の 1 ヶ月後を目途に保管状況を点検し、不足のあ

る場合は、当該学生へ督促を行うなどして資料収集の徹底を図る。 

業務内容 4-2：その他の JABEEに関する資料 

・JABEE コース教育システム委員会の指示に基づき、JABEE に関する資料を収集し、収

集した資料に基づき情報の提供を行う。 
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平成 24 年度 

サレジオ工業高等専門学校 

FD 研修会 

期 日 平成 24年 9月 26日(水) 

場 所 サレジオ高専 231教室 
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＜スケジュール＞ 

平成 23年 9 月 26 日(水) 

時 間 内 容 

10:30 １．オープニング 

10:45 ～ 12:15 
２．講演 本校における創造性を育む教育・特徴的な教育の事

例報告（発表 10分＋質疑応答 5分） 

(10:45 ～ 11:00) 

(11:05 ～ 11:20) 

(11:25 ～ 11:40) 

(11:45 ～ 12:00) 

(12:05 ～ 12:20) 

① 「ADオリジナルのサマーセミナー」

デザイン学科 比留間先生 

② 「工学基礎「電動カートの製作」」

電気工学科 斉藤先生 

③ 「創造性を育む教育の事例 機械電子工学科・創造演習」

機械電子工学科 冨田先生 

④ 「プロダクトマインドを育む教育」

情報工学科 清水先生 

⑤ 「「バリアフリー」な英語教育

---サレジオ高専の英語教育革命---」 

一般教育科 椎名先生 

休憩 12:20 ～ 13:00 

13:00 ～ 13:30 
３．グループ討議（7グループ） 

午前の講演を基にこれからの教育に生かせること 

13:30 ～ 14:00 
４．討議内容発表（各グループ 3分程度） 

５．クロージング 

（配布資料） 

� 「ADオリジナルのサマーセミナー」

� 「工学基礎「電動カートの製作」」

� 「創造性を育む教育の事例 機械電子工学科・創造演習」

� 「プロダクトマインドを育む教育」

� 「「バリアフリー」な英語教育 ---サレジオ高専の英語教育革命---」

※ 本日の資料は ¥2012 年度¥(委員会)自己点検評価委員会¥一般公開¥FD (2012.09.26)にも置い

てあります。 
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１． 今回の FD研修会の目的 

平成27年度受審予定の機関別認証評価では高等専門学校評価基準５(教育内容及び方法)において、

「教育課程については，教育の目的に照らして体系的に編成されており，その内容，水準において

適切であり，社会の要請等に配慮していることが必要です。また，教育課程教育課程教育課程教育課程をををを展開展開展開展開するにふさわしするにふさわしするにふさわしするにふさわし

いいいい授業形態授業形態授業形態授業形態，，，，学習指導法等学習指導法等学習指導法等学習指導法等がががが整備整備整備整備されていることがされていることがされていることがされていることが必要必要必要必要」との趣旨から、「創造性を育む教育法の工

夫が図られているか。」(観点5-2-③および5-6-③)が評価観点として挙げられています。また、JABEE

における分野別要件(工学(融合複合・新領域))の勘案事項として「工学の基礎的な知識・技術を統合

し、創造性創造性創造性創造性をををを発揮発揮発揮発揮してしてしてして課題課題課題課題をををを探求探求探求探求しししし、、、、組組組組みみみみ立立立立てててて、、、、解決解決解決解決するするするする能力能力能力能力」が挙げられています。 

そこで、本年度の FD研修会の目的は、各科において行われている「創造性を育む教育法」・「特

徴的な教育法」の実践事例を紹介することにより、今まで各科内で共有されていた優れた試みを広

く全科で共有することを目的にしています。このことが、各科の今後の教育法をより優れたものに

するための助けになることを願っています。 

２． 研修会の流れ 

（午前） 

本科 4学科＋一般教育科から「創造性を育む教育法」・「特徴的な教育法」の実践事例を紹介して

頂きます。発表前に自己点検評価委員会からポイントを説明いたします。 

（午後） 

グループに分かれて討議をしていただきます。この討議の目的は講演で聞いた優れた手法等を整

理して、ご自分の科で展開するための足がかりにすることです。自由に話し合ってみてください。

討議の後には各グループ 3分程度で討議内容を発表して頂きます。また、討議の議事録（メモでも

結構です）を後日ご提出ください。 

グループグループグループグループ割割割割    

グループＡ デザイン学科 グループＥ 一般教育科（理系） 

グループＢ 機械電子工学科 グループＦ 一般教育科（英語科） 

グループＣ 電気工学科 グループＧ 一般教育科（国語科・人文社会科・

体育科） グループＤ 情報工学科 
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1

工学基礎「電動カートの製作」

電気工学科

斉藤 純

2012/9/26 サレジオ工業高等専門学校 教員研修会(FD)講演

教員研修会(FD)講演

(実習担当 斉藤 純、山下 幸三、藤野 裕之)

はじめに

高専高専高専高専ロボコンロボコンロボコンロボコン、、、、高専高専高専高専デザコンデザコンデザコンデザコン、、、、高専高専高専高専プロコンプロコンプロコンプロコン、、、、ソーラーカーソーラーカーソーラーカーソーラーカー、、、、ソーラーソーラーソーラーソーラー
プレーンプレーンプレーンプレーン、、、、かわさきロボットかわさきロボットかわさきロボットかわさきロボット、、、、エコノパワーエコノパワーエコノパワーエコノパワー などなどなどなど

「「「「プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト型教育型教育型教育型教育」」」」「「「「プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト型教育型教育型教育型教育」」」」 学年・学科をまたいだ活動

(※)渡邉ほか, 「サレジオ高専プロジェクト教育その4-プロジェクト型教育に
よる工業技術教育-」,工学・工業教育研究講演会 3-329（平成20年)

ものづくりものづくりものづくりものづくり+ チームワーク・チームワーク・チームワーク・チームワーク・報告報告報告報告・・・・情報交換情報交換情報交換情報交換ものづくりものづくりものづくりものづくり+ チームワーク・チームワーク・チームワーク・チームワーク・報告報告報告報告・・・・情報交換情報交換情報交換情報交換
技術者技術者技術者技術者にににに要求要求要求要求されるされるされるされる複合的複合的複合的複合的なななな能力能力能力能力のののの育成育成育成育成技術者技術者技術者技術者にににに要求要求要求要求されるされるされるされる複合的複合的複合的複合的なななな能力能力能力能力のののの育成育成育成育成

企画企画企画企画・・・・立案立案立案立案 活動活動活動活動・・・・実行実行実行実行 報告報告報告報告

Project Based Learning

(※)斉藤ほか, 「サレジオ高専プロジェクト教育その6-ソーラーカー
海外遠征の挑戦-」,工学・工業教育研究講演会 3-331（平成20年)

電動カートの製作

学生学生学生学生がががが興味興味興味興味をををを持持持持つつつつ
ことのできるテーマことのできるテーマことのできるテーマことのできるテーマ

ものづくりものづくりものづくりものづくり

専門科目専門科目専門科目専門科目へのへのへのへの
動機付動機付動機付動機付けけけけ

専門科目専門科目専門科目専門科目へのへのへのへの
動機付動機付動機付動機付けけけけ

達成感達成感達成感達成感・・・・満足感満足感満足感満足感

体験体験体験体験・・・・経験経験経験経験

定量的定量的定量的定量的なななな理解理解理解理解感覚的感覚的感覚的感覚的なななな理解理解理解理解

電力電力電力電力・エネルギー・エネルギー・エネルギー・エネルギー
のののの理解理解理解理解

電力電力電力電力・エネルギー・エネルギー・エネルギー・エネルギー
のののの理解理解理解理解

計測計測計測計測によるによるによるによる数値化数値化数値化数値化

実践的実践的実践的実践的なななな技術者技術者技術者技術者
のののの育成育成育成育成

実践的実践的実践的実践的なななな技術者技術者技術者技術者
のののの育成育成育成育成

チームワーク・グループチームワーク・グループチームワーク・グループチームワーク・グループ作業作業作業作業
報告報告報告報告・プレゼンテーション・プレゼンテーション・プレゼンテーション・プレゼンテーション

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

創作意欲創作意欲創作意欲創作意欲・・・・好奇心好奇心好奇心好奇心をををを喚起喚起喚起喚起

エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの感覚的理解感覚的理解感覚的理解感覚的理解

自分自分自分自分たちでたちでたちでたちで作作作作ったったったった車両車両車両車両にににに

乗車乗車乗車乗車することができるすることができるすることができるすることができる

(※)斉藤ほか, 「サレジオ高専におけるものづくり教育の一事例その2 
-自由な発想で製作できる電動カートキットを用いたものづくり教育-」,
工学・工業教育研究講演会 3-226（平成21年)

1年次工学基礎年次工学基礎年次工学基礎年次工学基礎 実習課題実習課題実習課題実習課題（（（（2009年年年年～）～）～）～）
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2

実習課題・車両規定

� 既存既存既存既存のののの自動車自動車自動車自動車にとらわれずにとらわれずにとらわれずにとらわれず自由自由自由自由なななな発想発想発想発想をもとにをもとにをもとにをもとに、、、、低消費低消費低消費低消費エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの
電動電動電動電動カートをカートをカートをカートを作作作作るるるる。。。。

� 製作製作製作製作したカートにしたカートにしたカートにしたカートに試乗試乗試乗試乗しししし、、、、走行中走行中走行中走行中のののの消費消費消費消費エネルギーをエネルギーをエネルギーをエネルギーを計測計測計測計測するするするする。。。。

車両規定車両規定車両規定車両規定車両規定車両規定車両規定車両規定

課題課題課題課題課題課題課題課題

� 安全安全安全安全にににに走行走行走行走行できできできでき、、、、消費消費消費消費エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーがががが少少少少なくなるようになくなるようになくなるようになくなるように工夫工夫工夫工夫をすることをすることをすることをすること。。。。

� 車両本体車両本体車両本体車両本体はベニヤはベニヤはベニヤはベニヤ板板板板でででで製作製作製作製作するするするする。。。。

� 車両車両車両車両のののの全全全全てのてのてのての部品部品部品部品がががが全長全長全長全長1820mm,全幅全幅全幅全幅910mmにににに収収収収まることまることまることまること。。。。

� 車輪数車輪数車輪数車輪数はははは3輪輪輪輪もしくはもしくはもしくはもしくは4輪輪輪輪。。。。駆動輪駆動輪駆動輪駆動輪はははは1輪輪輪輪。。。。

� 車輪車輪車輪車輪のレイアウトはのレイアウトはのレイアウトはのレイアウトは自由自由自由自由。。。。

� バッテリバッテリバッテリバッテリ ：：：： 鉛鉛鉛鉛シールドバッテリシールドバッテリシールドバッテリシールドバッテリ 12V 18Ah ×××× 2直列直列直列直列

� モータモータモータモータ ：：：： DCブラシモータブラシモータブラシモータブラシモータ 24V 150W (ギアヘッドギアヘッドギアヘッドギアヘッド付付付付 26:1)

「「「「電動電動電動電動カートのカートのカートのカートの製作製作製作製作」」」」「「「「電動電動電動電動カートのカートのカートのカートの製作製作製作製作」」」」

実習目標

1.グループワークグループワークグループワークグループワークでででで実践的実践的実践的実践的なななな創作活動創作活動創作活動創作活動にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。

2.電気電気電気電気エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの大大大大きさをきさをきさをきさを体感体感体感体感をををを通通通通してしてしてして理解理解理解理解するするするする。。。。

3.自分自分自分自分たちでたちでたちでたちで企画企画企画企画したものをしたものをしたものをしたものを完成完成完成完成させるさせるさせるさせる。。。。

4.問題点問題点問題点問題点をををを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために工夫工夫工夫工夫・・・・努力努力努力努力をするをするをするをする。。。。

5.丁寧丁寧丁寧丁寧にににに作業作業作業作業してしてしてして良良良良いいいい作品作品作品作品をををを作作作作るるるる。。。。

6.自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの作業過程作業過程作業過程作業過程やややや作品作品作品作品についてについてについてについて報告報告報告報告するするするする。。。。

1.グループワークグループワークグループワークグループワークでででで実践的実践的実践的実践的なななな創作活動創作活動創作活動創作活動にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。

2.電気電気電気電気エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの大大大大きさをきさをきさをきさを体感体感体感体感をををを通通通通してしてしてして理解理解理解理解するするするする。。。。

3.自分自分自分自分たちでたちでたちでたちで企画企画企画企画したものをしたものをしたものをしたものを完成完成完成完成させるさせるさせるさせる。。。。

4.問題点問題点問題点問題点をををを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために工夫工夫工夫工夫・・・・努力努力努力努力をするをするをするをする。。。。

5.丁寧丁寧丁寧丁寧にににに作業作業作業作業してしてしてして良良良良いいいい作品作品作品作品をををを作作作作るるるる。。。。

6.自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの作業過程作業過程作業過程作業過程やややや作品作品作品作品についてについてについてについて報告報告報告報告するするするする。。。。

学生に期待する「気付き」
1. 「電力 ＝ エネルギー」 という認識。

→電動カートに乗って消費電力を見る。加速感と消費電力のマッチングから認識させる。

2. 物を作ることは簡単ではない。

→実際作ってみるとそう簡単には出来上がらない。出来上がった時の満足感。

3. 上手くいかせるためには創意工夫が必要である。

→やってみて初めて分かること。それを工夫してクリアしていく。

4. 一人でできる規模ではないのでチームワークが重要。

→様々な考え方を持つ人間がチームと機能するための、コミュニケーションの重要性の認識。

部品点数も多く、時間も限られているので分担作業で進めないと完成できない。リーダーの重要性の認識。

5. いい加減に取り組むとそれなりのものしかできない。

→適当に作ってしまうと機能しなかったりすぐに壊れてしまったりするので、結果的に満足できない。

6. 自由に発想することが楽しい。

→画一的なもの作りでなく、自分のアイデアを形にすることの価値の認識。

1. 「電力 ＝ エネルギー」 という認識。

→電動カートに乗って消費電力を見る。加速感と消費電力のマッチングから認識させる。

2. 物を作ることは簡単ではない。

→実際作ってみるとそう簡単には出来上がらない。出来上がった時の満足感。

3. 上手くいかせるためには創意工夫が必要である。

→やってみて初めて分かること。それを工夫してクリアしていく。

4. 一人でできる規模ではないのでチームワークが重要。

→様々な考え方を持つ人間がチームと機能するための、コミュニケーションの重要性の認識。

部品点数も多く、時間も限られているので分担作業で進めないと完成できない。リーダーの重要性の認識。

5. いい加減に取り組むとそれなりのものしかできない。

→適当に作ってしまうと機能しなかったりすぐに壊れてしまったりするので、結果的に満足できない。

6. 自由に発想することが楽しい。

→画一的なもの作りでなく、自分のアイデアを形にすることの価値の認識。
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実習のながれ

設計設計設計設計
工作作業工作作業工作作業工作作業

作業日誌作業日誌作業日誌作業日誌

グループグループグループグループ分分分分けけけけ

5,6人人人人

話話話話しししし合合合合いいいい アイデアシートアイデアシートアイデアシートアイデアシート記入記入記入記入 プレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーション

レポートレポートレポートレポート提出提出提出提出試験走行試験走行試験走行試験走行

簡易電気自動車キット

主要機能主要機能主要機能主要機能(操舵機構操舵機構操舵機構操舵機構やややや駆動機構駆動機構駆動機構駆動機構)をををを
モジュールモジュールモジュールモジュール化化化化したキットをしたキットをしたキットをしたキットを開発開発開発開発

マウント 操舵機構操舵機構操舵機構操舵機構

車軸車軸車軸車軸

車輪車輪車輪車輪

駆動機構駆動機構駆動機構駆動機構

乗車可能乗車可能乗車可能乗車可能なななな車両車両車両車両をををを製作製作製作製作

機械部品機械部品機械部品機械部品のののの設計設計設計設計・・・・製作製作製作製作のののの難易度難易度難易度難易度がががが高高高高いいいい

キット部品構成 従動輪

マウント + 車軸 + 車輪
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キット部品構成 操舵輪

マウント +操舵機構 + 車軸 + 車輪

キット部品構成 駆動輪

マウント + 駆動機構 + 車輪

キット部品構成 駆動＋操舵輪

マウント + 操舵機構 + 駆動機構 + 車輪
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配布するキット部品

キット部品の一部

マウント ブラケット(下) ブラケット(上) 車軸 車軸プレート モータプレート

組み合わせ例 操舵機構部

実習風景

設計・話し合い キットの準備 適宜アドバイス 車体材料の切り出し

必要な補強をアドバイス キット部品を組み付ける 剛性を試す もう少しで完成

作品紹介(2011年度)
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作品例1 「ホイールチェアー」
� コンパクトな車両(歴代最小を目指す)

� 着座位置が高くなるので安定性も検討

� 4輪

� ステアリングユニットを立てて使用

作品例2 「はやぶさカー」

� 小惑星探査機”はやぶさ”をモチーフに

� ボディ・装飾品も製作

� 3輪(前1輪,後2輪)

� 二人乗り

作品例3 「道 鉄 船」
� 特徴のある操縦方法・走行を目指す

� 前輪駆動、後輪操舵

� 4輪(前2輪,後2輪)

� 船舶の操舵レバーのように操縦する
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試験走行

20102010年度年度年度年度年度年度年度年度

20112011年度年度年度年度年度年度年度年度

20092009年度年度年度年度年度年度年度年度

教育プログラムとしての改善
問題点問題点問題点問題点（（（（プログラム・プログラム・プログラム・プログラム・教材教材教材教材））））問題点問題点問題点問題点（（（（プログラム・プログラム・プログラム・プログラム・教材教材教材教材））））

� カリキュラム上、作業時間が不足
→正課授業時間内での完成を目指す

� キットの部品精度が悪くて組み付け・調整に時間がかかる

カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムをををを調整調整調整調整してしてしてして
実習実習実習実習時間時間時間時間のののの拡大拡大拡大拡大
カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムをををを調整調整調整調整してしてしてして
実習実習実習実習時間時間時間時間のののの拡大拡大拡大拡大

部品部品部品部品のののの再設計再設計再設計再設計・・・・再製作再製作再製作再製作・・・・精度向上精度向上精度向上精度向上部品部品部品部品のののの再設計再設計再設計再設計・・・・再製作再製作再製作再製作・・・・精度向上精度向上精度向上精度向上

内容内容内容内容

1111 3h3h3h3h ガイダンス・グループガイダンス・グループガイダンス・グループガイダンス・グループ分分分分け・け・け・け・話話話話しししし合合合合いいいい

2222 3h3h3h3h 話話話話しししし合合合合い・プレゼンテーションい・プレゼンテーションい・プレゼンテーションい・プレゼンテーション

設計設計設計設計

アイデアシートアイデアシートアイデアシートアイデアシート提出提出提出提出

3333 3h3h3h3h 工作機械安全講習工作機械安全講習工作機械安全講習工作機械安全講習・・・・作業作業作業作業1111

4444 3h3h3h3h 作業作業作業作業2222

5555 3h3h3h3h 作業作業作業作業3333

6666 3h3h3h3h 作業作業作業作業4444

7777 3h3h3h3h 作業作業作業作業5555

8888 3h3h3h3h 作業作業作業作業6666

試験走行試験走行試験走行試験走行

レポートレポートレポートレポート提出提出提出提出

授業回数授業回数授業回数授業回数

宿題宿題宿題宿題

2011年度年度年度年度

課題課題課題課題・・・・作業作業作業作業にににに課題課題課題課題・・・・作業作業作業作業にににに
目的意識目的意識目的意識目的意識をををを持持持持たせるたせるたせるたせる目的意識目的意識目的意識目的意識をををを持持持持たせるたせるたせるたせる

作業時間作業時間作業時間作業時間をををを作業時間作業時間作業時間作業時間をををを
若干拡大若干拡大若干拡大若干拡大若干拡大若干拡大若干拡大若干拡大

自分達自分達自分達自分達のののの成果成果成果成果のののの報告報告報告報告自分達自分達自分達自分達のののの成果成果成果成果のののの報告報告報告報告

内容内容内容内容

1111 3h3h3h3h ガイダンス・グループガイダンス・グループガイダンス・グループガイダンス・グループ分分分分けけけけ

2222 3h3h3h3h 話話話話しししし合合合合いいいい

3333 3h3h3h3h 話話話話しししし合合合合い・プレゼンテーションい・プレゼンテーションい・プレゼンテーションい・プレゼンテーション

設計設計設計設計

4444 3h3h3h3h 工作機械安全講習工作機械安全講習工作機械安全講習工作機械安全講習・・・・作業作業作業作業1111

5555 3h3h3h3h 作業作業作業作業2222

6666 3h3h3h3h 作業作業作業作業3333

7777 3h3h3h3h 作業作業作業作業4444

8888 1.5h1.5h1.5h1.5h 作業作業作業作業5555

試験走行試験走行試験走行試験走行

レポートレポートレポートレポート提出提出提出提出

授業回数授業回数授業回数授業回数

宿題宿題宿題宿題

2009年度年度年度年度,2010年度年度年度年度

自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの企画企画企画企画をををを自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの企画企画企画企画をををを
相手相手相手相手にににに伝伝伝伝えるえるえるえる能力能力能力能力相手相手相手相手にににに伝伝伝伝えるえるえるえる能力能力能力能力

正課授業内正課授業内正課授業内正課授業内でのでのでのでの作業時間作業時間作業時間作業時間

13.5h

正課授業内正課授業内正課授業内正課授業内でのでのでのでの作業時間作業時間作業時間作業時間

18h
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正課授業正課授業正課授業正課授業 13.5h13.5h13.5h13.5h正課授業正課授業正課授業正課授業 13.5h13.5h13.5h13.5h 課外作業課外作業課外作業課外作業 25h25h25h25h課外作業課外作業課外作業課外作業 25h25h25h25h

キットのキットのキットのキットの精度精度精度精度にににに依存依存依存依存
作業時間短縮作業時間短縮作業時間短縮作業時間短縮がががが可能可能可能可能
キットのキットのキットのキットの精度精度精度精度にににに依存依存依存依存
作業時間短縮作業時間短縮作業時間短縮作業時間短縮がががが可能可能可能可能

作業時間の内訳
2010年度年度年度年度2010年度年度年度年度

設計
シャーシ
切り出し

シャーシ
組み立て

車輪
取り付け・調整

操舵
調整

ブレーキ
調整 配線

5 10 15 20 25 30 35
作業時間[h]

2.5 4.5 7 16 3 2 3.5

40

21h21h21h21h21h21h21h21h

※学生による作業記録より(平均時間)

38.5h38.5h38.5h38.5h38.5h38.5h38.5h38.5h

簡易電気自動車キットの改良

駆動系駆動系駆動系駆動系・・・・制動系制動系制動系制動系駆動系駆動系駆動系駆動系・・・・制動系制動系制動系制動系

� 旧型キット(～2010年度) → 安全性 ＞ コスト抑制 ＞ 精度

� 新型キット(2011年度) → 安全性 ＞ 精度+汎用性 ＞ コスト

車輪 ： 手押し式運搬台車用車輪

車軸 ： 車輪に合わせた長ネジ

ブレーキ ： アダプタを介してブレーキロータを装着

マウント ： 過大な入力があった場合に強度不足

車輪 ： 専用設計のハブ

車軸 ： 専用設計

ブレーキ ： ハブに直接装着

マウント ： リブ追加で補強

個体差個体差個体差個体差もももも大大大大きくきくきくきく、、、、組組組組みみみみ付付付付けけけけ精度精度精度精度とととと調整調整調整調整にににに時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる。。。。個体差個体差個体差個体差もももも大大大大きくきくきくきく、、、、組組組組みみみみ付付付付けけけけ精度精度精度精度とととと調整調整調整調整にににに時間時間時間時間がかかるがかかるがかかるがかかる。。。。

通常通常通常通常のののの組組組組みみみみ付付付付けのみでけのみでけのみでけのみで煩雑煩雑煩雑煩雑なななな調整調整調整調整はははは不要不要不要不要。。。。通常通常通常通常のののの組組組組みみみみ付付付付けのみでけのみでけのみでけのみで煩雑煩雑煩雑煩雑なななな調整調整調整調整はははは不要不要不要不要。。。。
ブレーキのワイヤブレーキのワイヤブレーキのワイヤブレーキのワイヤ調整調整調整調整のみのみのみのみ。。。。ブレーキのワイヤブレーキのワイヤブレーキのワイヤブレーキのワイヤ調整調整調整調整のみのみのみのみ。。。。

旧型旧型旧型旧型キットキットキットキット旧型旧型旧型旧型キットキットキットキット

新型新型新型新型キットキットキットキット新型新型新型新型キットキットキットキット

簡易電気自動車キットの改良

操舵系操舵系操舵系操舵系操舵系操舵系操舵系操舵系

� 旧型キット(～2010年度) → 安全性 ＞ コスト抑制 ＞ 精度

� 新型キット(2011年度) → 安全性 ＞ 精度+汎用性 ＞ コスト

支点支点支点支点がボールエンドなのでがボールエンドなのでがボールエンドなのでがボールエンドなので可動範囲可動範囲可動範囲可動範囲がががが狭狭狭狭いいいい支点支点支点支点がボールエンドなのでがボールエンドなのでがボールエンドなのでがボールエンドなので可動範囲可動範囲可動範囲可動範囲がががが狭狭狭狭いいいい

支点支点支点支点とはとはとはとは別別別別にユニバーサルジョイントをにユニバーサルジョイントをにユニバーサルジョイントをにユニバーサルジョイントを設設設設けたのでけたのでけたのでけたので支点支点支点支点とはとはとはとは別別別別にユニバーサルジョイントをにユニバーサルジョイントをにユニバーサルジョイントをにユニバーサルジョイントを設設設設けたのでけたのでけたのでけたので
可動範囲可動範囲可動範囲可動範囲がががが広広広広いいいい可動範囲可動範囲可動範囲可動範囲がががが広広広広いいいい

旧型旧型旧型旧型キットキットキットキット旧型旧型旧型旧型キットキットキットキット

新型新型新型新型キットキットキットキット新型新型新型新型キットキットキットキット

学生からの要望に応えて回転式ステアリングに変更

操舵方法 ： T字バー全体を左右に動かす

体格差対応 ： 支点にボールエンドを使うことでT字バーを上下可能

操舵方法 ： ステアリングを左右に回転

体格差対応 ： ユニバーサルジョイントを使うことでステアリング位置を上下可能

ステアリングを前後も可能。

ステアリングレイアウトのステアリングレイアウトのステアリングレイアウトのステアリングレイアウトの自由度自由度自由度自由度がががが向上向上向上向上することですることですることですることでステアリングレイアウトのステアリングレイアウトのステアリングレイアウトのステアリングレイアウトの自由度自由度自由度自由度がががが向上向上向上向上することですることですることですることで
多彩多彩多彩多彩なななな車両形状車両形状車両形状車両形状にににに対応可能対応可能対応可能対応可能多彩多彩多彩多彩なななな車両形状車両形状車両形状車両形状にににに対応可能対応可能対応可能対応可能
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キット改良による効果

2010
年度

設計
シャーシ
切り出し

シャーシ
組み立て

車輪
取り付け・調整

操舵
調整

ブレーキ
調整 配線

2011
年度

5 10 15 20 25 30 35
作業時間[h]

2.5 4.5 7 16 3 2 3.5

2.5 4.5 11.5 2 2 1 3.5

40

� 部品精度向上による組み付け・調整作業の時間短縮

※学生による作業記録より(平均時間)

作業時間作業時間作業時間作業時間のののの短縮短縮短縮短縮作業時間作業時間作業時間作業時間のののの短縮短縮短縮短縮

正課授業正課授業正課授業正課授業 13.5h13.5h13.5h13.5h正課授業正課授業正課授業正課授業 13.5h13.5h13.5h13.5h

正課授業正課授業正課授業正課授業 18h18h18h18h正課授業正課授業正課授業正課授業 18h18h18h18h

課外作業課外作業課外作業課外作業 25h25h25h25h課外作業課外作業課外作業課外作業 25h25h25h25h

課外作業課外作業課外作業課外作業 9h9h9h9h課外作業課外作業課外作業課外作業 9h9h9h9h

約約約約-11.5h
(-30%)

約約約約-11.5h
(-30%)

38.5h38.5h38.5h38.5h38.5h38.5h38.5h38.5h

27h27h27h27h27h27h27h27h

シャーシシャーシシャーシシャーシ組立組立組立組立にかけるにかけるにかけるにかける時間時間時間時間をををを増増増増やすことがでやすことがでやすことがでやすことがで
きききき、、、、

凝凝凝凝ったったったった車体車体車体車体もももも製作製作製作製作されたされたされたされた。。。。

シャーシシャーシシャーシシャーシ組立組立組立組立にかけるにかけるにかけるにかける時間時間時間時間をををを増増増増やすことがでやすことがでやすことがでやすことがで
きききき、、、、

凝凝凝凝ったったったった車体車体車体車体もももも製作製作製作製作されたされたされたされた。。。。

キット改良による効果

� 部品精度向上,タイヤ変更による損失低減

※学生による試験走行の結果より(加減速時含む)

電動カートの消費電力 キット改良前後の比較

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

消
費
電
力

消
費
電
力

消
費
電
力

消
費
電
力
P
[W
]

走行速度走行速度走行速度走行速度V[km/h]

2010Model
2011Model

約約約約-70%減減減減約約約約-70%減減減減

消費消費消費消費エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの低減低減低減低減消費消費消費消費エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの低減低減低減低減

アンケート調査

実習後に、33名(2009年度)、39名(2010年度)、32名(2011年度)を対象に

選択と自由記述形式で実施。

2011年度受講した32名を対象に4段階選択式で実施。

�目標達成度

�実習内容についてアンケート
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アンケート結果 目標達成度

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31

44

47

56

31

44

63

44

44

41

69

56

6

12

9

3

0

0

十分に達成できた まあまあ達成できた あまり達成できなかった 全然できなかった

1. グループワークでグループワークでグループワークでグループワークで実践的実践的実践的実践的なななな創作活動創作活動創作活動創作活動にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。

2. 電気電気電気電気エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの大大大大きさをきさをきさをきさを体感体感体感体感をををを通通通通してしてしてして理解理解理解理解するするするする。。。。

3. 自分自分自分自分たちでたちでたちでたちで企画企画企画企画したものをしたものをしたものをしたものを完成完成完成完成させるさせるさせるさせる。。。。

4. 問題点問題点問題点問題点をををを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために工夫工夫工夫工夫・・・・努力努力努力努力をするをするをするをする。。。。

5. 丁寧丁寧丁寧丁寧にににに作業作業作業作業してしてしてして良良良良いいいい作品作品作品作品をををを作作作作るるるる。。。。

6. 自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの作業過程作業過程作業過程作業過程やややや作品作品作品作品についてについてについてについて報告報告報告報告するするするする。。。。

1. グループワークでグループワークでグループワークでグループワークで実践的実践的実践的実践的なななな創作活動創作活動創作活動創作活動にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。

2. 電気電気電気電気エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの大大大大きさをきさをきさをきさを体感体感体感体感をををを通通通通してしてしてして理解理解理解理解するするするする。。。。

3. 自分自分自分自分たちでたちでたちでたちで企画企画企画企画したものをしたものをしたものをしたものを完成完成完成完成させるさせるさせるさせる。。。。

4. 問題点問題点問題点問題点をををを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために工夫工夫工夫工夫・・・・努力努力努力努力をするをするをするをする。。。。

5. 丁寧丁寧丁寧丁寧にににに作業作業作業作業してしてしてして良良良良いいいい作品作品作品作品をををを作作作作るるるる。。。。

6. 自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの作業過程作業過程作業過程作業過程やややや作品作品作品作品についてについてについてについて報告報告報告報告するするするする。。。。

アンケート調査 実習内容

1. この実習について、どのような感想を持ちましたか？

2. グループ作業でのアイデア出しは上手くいきましたか？

3. グループ作業での設計は上手くいきましたか？

4. 電動カートはイメージしていた通りのものを作れましたか？

5. 電気エネルギーについて、実習前後ではどのような印象をもちま
したか？

実習後、33名(2009年度)、39名(2010年度)、32名(2011年度)を対象に
選択式と自由記述形式で実施。

アンケート結果 実習内容1

この実習について、どのような感想を持ちましたか？

そのそのそのその理由理由理由理由としてとしてとしてとして…

•予想以上にかっこいいカートを作ることができた。
•初めてカートを作っただけでなく運転することができた。
•自分たちのアイデアが形になって動かすことができた。
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アンケート結果 実習内容2

そのそのそのその理由理由理由理由としてとしてとしてとして…

グループグループグループグループ作業作業作業作業でのアイデアでのアイデアでのアイデアでのアイデア出出出出しはしはしはしは上手上手上手上手くいきましたかくいきましたかくいきましたかくいきましたか?

•全員が積極的に意見を出すことができた。(上手くいった)

•意見を出し合ってしっかりまとめる。(上手くいった)

•意見が対立してしまってうまくまとめることができなかった。
(上手くいかなかった)

アンケート結果 実習内容3

そのそのそのその理由理由理由理由としてとしてとしてとして…

グループグループグループグループ作業作業作業作業でのでのでのでの設計設計設計設計はははは上手上手上手上手くいきましたかくいきましたかくいきましたかくいきましたか？？？？

•全員で協力することができたから。(上手くいった)
•先生のアドバイスと全員のアイデアを組み合わせることができた。(上手くいった)

•考えが甘くてしっかり設計しなかった。(上手くいかなかった)

•チームのまとまりがなく、うまく協力しあうことができなかった。

アンケート結果 実習内容4

そのそのそのその理由理由理由理由としてとしてとしてとして…

電動電動電動電動カートはイメージカートはイメージカートはイメージカートはイメージ通通通通りのものをりのものをりのものをりのものを作作作作れましたかれましたかれましたかれましたか？？？？

•設計の時点でしっかり寸法も決めたから。(イメージ通り)

•全員で良い物をつくろうと取り組んだから(イメージ通り)

•難しい設計にしすぎた。(違ってしまった)
•作業途中に設計を変えてしまった。(違ってしまった)
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アンケート結果 実習内容5

� 形がなく、数値だけでよく分からない

� 何も意識してこなかった

� ものを動かすためにはたくさん必要になる

� 小さな電力でも物を動かすことができるの
ではないか

� あまり大きな力は出ない物だと思っていた

� 怪しいエネルギー

� 目に見えない物だからよく分からない

� 熱・光・音になるエネルギー

� ビリビリ

電気電気電気電気エネルギーについてエネルギーについてエネルギーについてエネルギーについて、、、、
実習前後実習前後実習前後実習前後ではどのようなではどのようなではどのようなではどのような印象印象印象印象をもちましたかをもちましたかをもちましたかをもちましたか？？？？

� 人間人間人間人間よりもよりもよりもよりも力強力強力強力強くくくく、、、、大大大大きなエネルギーがあるきなエネルギーがあるきなエネルギーがあるきなエネルギーがある

� 人の役に立つエネルギーだと思った

� 少ないエネルギーでも物を動かすことが出来る

� ものを動かすには意外とたくさんの電力が必要
だった

� とてもとてもとてもとても速速速速くくくく走走走走ったのでったのでったのでったので、、、、電気電気電気電気エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの大大大大きききき
さにさにさにさに驚驚驚驚いたいたいたいた

� 利用利用利用利用しやすくしやすくしやすくしやすく、、、、効率効率効率効率のののの良良良良いエネルギーいエネルギーいエネルギーいエネルギー

� 扱い方によっては危険でもある

� 運動運動運動運動にもにもにもにも変換変換変換変換できるエネルギーだとできるエネルギーだとできるエネルギーだとできるエネルギーだと分分分分かったかったかったかった

� 力強い

実習前実習前実習前実習前 実習後実習後実習後実習後

アンケート結果 総括
�目標達成度

� 全項目を通じて「達成できた」 → 90%前後

� 「全然達成できなかった」 → 0%

� 電気エネルギーの体験的理解 → 100%を達成した

→→→→目的意識目的意識目的意識目的意識をををを持持持持ってってってって作業作業作業作業にににに取取取取りりりり組組組組みみみみ、、、、それをそれをそれをそれを達成達成達成達成することがすることがすることがすることが出来出来出来出来たたたた。。。。

実習内容
� 全体的に面白かったという感想 → 「面白かった」+「まあまあ面白かった」97%

� 「グループ作業でのアイデア出し」 → 72% 昨年度比で大きな推移は見られず。

� 「グループ作業での設計」 → 「うまくいった」75%

� 作った電動カートの出来 → 概ね「イメージ通り」63%、「全然違った」0%

→→→→キットのキットのキットのキットの組組組組みみみみ付付付付け・け・け・け・調整調整調整調整にかかるにかかるにかかるにかかる時間時間時間時間がががが低減低減低減低減されされされされ、、、、そのぶんそのぶんそのぶんそのぶん集中集中集中集中してしてしてして作業作業作業作業にににに取取取取りりりり組組組組
むことができたむことができたむことができたむことができた。。。。 →→→→ 高高高高いいいい満足度満足度満足度満足度がががが得得得得られたられたられたられた

→→→→各班各班各班各班にリーダーシップをにリーダーシップをにリーダーシップをにリーダーシップを取取取取ることがることがることがることが出来出来出来出来るるるる学生学生学生学生がいてがいてがいてがいて牽引役牽引役牽引役牽引役をををを務務務務めためためためた。。。。

→→→→話話話話しししし合合合合いのいのいのいの進行進行進行進行やチームワークのフォローはやチームワークのフォローはやチームワークのフォローはやチームワークのフォローは今後工夫今後工夫今後工夫今後工夫するするするする必要性必要性必要性必要性があるがあるがあるがある。。。。
(※)斉藤ほか, 「高専導入教材としての簡易電気自動車キットを用いた
ものづくり教育」,工学・工業教育研究講演会 3-107（平成24年)

まとめ
実習課題「電動カートの製作」の教育プログラム・教材・改善についてまとめた

キットのキットのキットのキットの改良改良改良改良

目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度
アンケートアンケートアンケートアンケート

• 車体設計車体設計車体設計車体設計のののの自由度自由度自由度自由度がががが向上向上向上向上

• 作業時間作業時間作業時間作業時間をををを-11.5h(-30%)短縮短縮短縮短縮

• 課外作業時間課外作業時間課外作業時間課外作業時間をををを25h→→→→9hにににに短縮短縮短縮短縮

• 走行時走行時走行時走行時のののの消費電力消費電力消費電力消費電力をををを-70%低減低減低減低減

• キットキットキットキット改良改良改良改良によりによりによりにより煩雑煩雑煩雑煩雑なななな調整調整調整調整がががが必要必要必要必要なくなりなくなりなくなりなくなり、、、、集中集中集中集中してものしてものしてものしてもの作作作作りりりり
にににに取取取取りりりり組組組組ませることができたませることができたませることができたませることができた。。。。 →→→→ 高高高高いいいい満足度満足度満足度満足度

• 「「「「実習目標実習目標実習目標実習目標」」」」についてについてについてについて、、、、全般的全般的全般的全般的にににに90%以上以上以上以上がががが達成達成達成達成できたといできたといできたといできたとい
うううう自己評価自己評価自己評価自己評価がががが得得得得られたられたられたられた。。。。

• 「「「「気付気付気付気付きききき」」」」についてについてについてについて、、、、実習中実習中実習中実習中のののの““““やりとりやりとりやりとりやりとり””””やややや目標達成度目標達成度目標達成度目標達成度からからからから十十十十
分分分分にににに実践実践実践実践することができているとすることができているとすることができているとすることができていると考考考考えるえるえるえる。。。。

教育教育教育教育プログラムプログラムプログラムプログラム
課題点課題点課題点課題点

正課授業内正課授業内正課授業内正課授業内でででで作業作業作業作業がががが完了完了完了完了できることをできることをできることをできることを目指目指目指目指すすすす。。。。

カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム変更変更変更変更でででで作業時間拡大作業時間拡大作業時間拡大作業時間拡大 ＋＋＋＋ 作業時間作業時間作業時間作業時間のののの短縮短縮短縮短縮
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今後の展望

� 教育プログラム・教材資料の開発・改良

� 成績評価方法の検討

� 出張授業などに展開

� 小学校・中学校などでも技術教育に使用できる実習教材

工学教育工学教育工学教育工学教育のののの連携連携連携連携をををを目指目指目指目指すすすす。。。。工学教育工学教育工学教育工学教育のののの連携連携連携連携をををを目指目指目指目指すすすす。。。。

• 別所中学校別所中学校別所中学校別所中学校
• 小山小山小山小山ケケケケ丘小学校丘小学校丘小学校丘小学校、、、、小山中央小学校小山中央小学校小山中央小学校小山中央小学校

• 資料資料資料資料のののの充実充実充実充実
• 報告報告報告報告・プレゼンテーション・プレゼンテーション・プレゼンテーション・プレゼンテーション能力向上能力向上能力向上能力向上

• 自己評価自己評価自己評価自己評価をををを成績成績成績成績にににに反映反映反映反映

今年度実施予定今年度実施予定今年度実施予定今年度実施予定

今年度実施予定今年度実施予定今年度実施予定今年度実施予定

実施済実施済実施済実施済

“電気電気電気電気エネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギーの感覚的理解感覚的理解感覚的理解感覚的理解”

デモンストレーション用車両

ソーラーカープロジェクトにて、簡易電気自動
車キットを使用して製作。

電気工学科とデザイン学科との連携作品

出張授業出張授業出張授業出張授業出張授業出張授業出張授業出張授業

謝辞

本教育プログラムに関する研究の一部は科研費(基盤(C) 23501040)

「創作意欲を喚起する高専導入教科としての簡易電気自動車キットを用いた教
育手法の評価」

の助成を受けたものである。
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創造性を育む教育の事例

機械電子工学科・創造演習

機械電子工学科・冨田 雅史

発表の流れ

1. 背景

2. 本学科の創造教育カリキュラム

3. 「創造演習」の問題（明確化）

4. 課題の抽出

5. 課題解決

6. 再構成されたカリキュラム

7. 再構成後の評価

8. 今後の期待

１．背景

機関別認証評価

「創造性教育」

創造性を発揮させる教育

個々の創造性を伸ばす教育

創造性を発揮させる教育

・
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1年生 平岡・稲毛(4時限)
2年生 冨田・吉田

3年生 森・米盛

創造演習

創造設計学

5年生 森・冨田

２．本学科の創造教育カリキュラム

２．本学科の創造教育カリキュラム
設計要件 目的

機械・電子系のテーマ
対象学生の就学分野とすることで問題
意識の持ちやすさをねらう

体験的な作業を伴う
より高いモチベーションを維持して訓練
に参加させるため”ものつくり”を題材とし
て展開する

低学年から展開
思考を阻む関の影響がもっとも小さい学
年から始める

科学的手法を活用
学生が元々備えている創造力に頼るの
ではなく，科学的手法によりさらに創造
力を発揮させる

リズミカルな授業展開
体験活動の重みを適正とし，科学的手
法を用いたアイディア発想の利点が直ぐ
に体験できるテーマを選定する

・

３．問題の明確化

問題点１ 受講学生の意識

製作に対する興味

問題解決（知識の解体結合）

カリキュラム作成時のもくろみ

・
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自身が持つ技術を活用したい気持ち
・技術先行
・アイデアの洗練が十分でない

問題点１ 受講学生の意識

製作技術に対する興味

5年経過して・・

創造性を発揮させる教育

・

３．問題の明確化

３．問題の明確化

問題点２ 受講学生の姿勢

「創造演習」における創造力

知識を解体・結合する力

この力を習得するための講義

受け身の姿勢

高いモチベーションで参加→行動力

・

４．課題の抽出

(課題1) アイデアの取捨選択技術の導入

複数のアイデアの中から最良のものを選択する
方法（技術）を身につけさせる。

(課題２) 技術先行の抑止

技術先行とならないようにコントロールしつつ、学
生のモチベーションを高めながら授業を展開する。

・
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５．課題解決（課題１）

評価

△

×

△

○

Idea
A

Idea
B

Idea
C

Idea
D

学生が実施したいと思う
アイデア

効果的なアイデア

定量的

必要要件

採択
他者からも評価
されるアイデア

・

５．課題解決（課題１）

評価

△

×

△

○

Idea
A

Idea
B

Idea
C

Idea
D

たくさんのアイデアを出す
定量的

定量的に評価する

洗練する

・

５．課題解決（課題１）
2つの技術を導入

①QC(Quality Control)サークル活動
→ 定量化と対策の検討

・デミングサイクル
・パレート図
・特性要因図

②VE(Value Engineering)
→ 価値創造

・制約を考慮した創造
・ステップを踏んだ活動
（機能定義、機能評価、代替案作成）

・
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５．課題解決（課題１）
2つの技術を導入

①QC(Quality Control)サークル活動
→ 定量化と対策の検討

・デミングサイクル
・パレート図
・特性要因図

②VE(Value Engineering)
→ 価値創造

・制約を考慮した創造
・ステップを踏んだ活動
（機能定義、機能評価、代替案作成）

グループ活動

定量的

・

５．課題解決（課題２）

創造活動に必要な知識

ものつくりを対象としたテーマ

進度

創造活動に必要な知識の教授は、学年進行に合わせて展開する。

・

６．再構成されたカリキュラム
適用する技術 BS・KJ 要因図 QC活動 VE

学年 1 2 3 4 5

他の教科による知識量

アイディア発散と整理の経験 ○ ○ ○ ○

アイディア収束技術 ○ ○ ○ ○

アイディア収束経験 △ ○ ○ ○

アイディア収束技術 ○

グループ作業の経験 ○ ○ ○ ○

グループ作業の知識 ○ ○

問題の抽出技術と経験 ○ ○

課題の定量化技術と経験 ○

改善型問題解決プロセス
の知識と経験

○

機能的研究プロセス
の知識と経験

○

機能分析と評価 ○

アイディアの定量化と
それに基づく評価

○

・
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７．再構成後の評価
23年度 5年生(23名) 前期末と学年末の比較

・

７．再構成後の評価

VE活動により

・グループで着実に結果を導いた成功体験を得た

・既存方法にとらわれないアイデアの発想ができた

・発想したアイデアを定量的な評価により自身を持っ
て取捨選択できた

・

８．今後の期待

①学生の能力を学外団体に証明

QC検定、VEリーダー認定

②キャリア教育としての可能性

企業でQC、VEは導入されている

学生への適用方法についてさらに洗練

・
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5)冨田雅史，森幸男：アイディア発想力を育成する電子機械系創造性教育カリキュ
ラム，論文集「高専教育」，31，pp.95-100，2008

6)品質管理検定運営委員会：品質管理検定（QC検定） ４級の手引き，財団法人日
本規格協会品質管理検定センター
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・

分類 基本ステップ 項目
はじめに、企業経営とVE
VEの定義、VEの基本原則
VE実施手順
VEの適用対象と適用段階
VEと情報
グループ活動の心構え
詳細ステップ①リムーバーの情報収集（それは何か？）
詳細ステップ②機能の定義の練習（その働きは何か？）
詳細ステップ②機能の定義（部品ごとの機能を定義する）
詳細ステップ③機能の整理（機能系統図の作成）
<機能系統図の確認、プレゼンテーション（討論）>
詳細ステップ⑤機能別コスト分析
詳細ステップ⑥機能の評価
詳細ステップ⑥対象分野の選定
詳細ステップ⑦アイデア発想（3つの機能について発想する）
詳細ステップ⑧概略評価
詳細ステップ⑨具体化（複数の代替案の作成）
詳細ステップ⑨機能別代替案の総合化
詳細ステップ⑩詳細評価と洗練
<提案書作成>
<VE提案のプレゼンテーション>

V
E
の
知
識

V
E
の
実
践

Ⅱ.機能評価

Ⅲ.代替案作成

Ⅰ.機能定義
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1

「バリアフリー」な英語教育
---サレジオ高専の英語教育革命---

サレジオ工業高等専門学校

一般教育科 椎名正明

サレジオ工業高等専門学校 教員研修会

平成24年9月26日

∗ 入学時に約８０％の学生が英語に苦手意識や嫌悪感

∗ 講義形式が苦手

∗ 文法詰め込み式・訳読式授業が苦手
→中学校の時に勉強をしてこなかった学生
→勉強についていけなくなった学生

∗ 入学時TOEIC-Bridge平均約１００点（高専平均１１６点）

本校学生の特徴

目的・目標

∗英語の苦手意識を軽減し、マイナススタートを
早期にゼロないしはプラスにする

∗基礎的な英語を「発信できる」ように訓練する

∗実践的運用能力を身につける

2.3(3)-7＜添付資料＞：2012年度FD研修
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Ⅰ． 低学年の科目名「英語（英文法）」「英会話」の分別
の廃止

旧カリキュラム

週３コマ「英語」：reading/writing

週２コマ「英会話」：listening/speaking

新カリキュラム

週６コマ「（総合）英語」

「バリアフリー」な英語教育

解放

Ⅱ． ティームティーチング（TT)体制の導入

１・２年次

∗ １クラスに１人の教員体制

∗ １クラスに外国人と日本人教員の２人体制

「バリアフリー」な英語教育

Ⅱ． ティームティーチング（TT)体制の導入

∗ 質問がしにくい／してはいけない雰囲気

∗ 外国人（教員）に話しかけにくい

∗ 教員と学生間の人間関係が閉鎖的

∗ 授業進行を妨げることなく、質問ができる

∗ クラスコントロールが容易

∗ 個々の学生への細やかなケアにより、外国人教員と身
近に接し、話しかけやすい

∗ 色んな先生に質問をしに行ける

「バリアフリー」な英語教育

2.3(3)-7＜添付資料＞：2012年度FD研修
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Ⅲ． 高等学校用検定教科書の廃止

∗ 普通高校の授業をしなければいけない

∗ 文法事項を全て教えなければいけない

日本人向けの洋書版コースブックを採用

「PASSPORT 1 &2, 2nd Edition, OXFORD」

∗ コミュニケーション活動を中心

∗ 文法は必要に応じて適宜worksheetで対応

「バリアフリー」な英語教育

解放

Ⅳ． 一貫した教育目標へ向けたプロセス

∗ 各学年が各科目担当者の裁量において独立して行っ
ているような授業

∗ 新年度ごとに学生の意識のリセット

∗ 学年ごとにテーマ性を設けたリニアなカリキュラムデザ
イン（効果測定としてTOEIC-Bridge/TOEIC-IPを利用）

「バリアフリー」な英語教育

１学年：英語（必修）、週６コマ

∗ （気持ちの面で）マイナススタートの学生をゼロスタート／
好きになってもらう

∗ 英語の日常生活での使用頻度の高い表現を覚え、口頭
表現できる

学生の能力に添ったカリキュラム

2.3(3)-7＜添付資料＞：2012年度FD研修
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２学年：英語（必修）、週６コマ

∗ １年次で学んだ表現を基に少しずつ実践力を養いなが
ら、応用力を高める

∗ 学んだ表現を聞けて、言えて、書くことができる

コミュニケーション能力の効果測定として、１，２年次に
TOEIC-Bridge IPを導入

→ 上級学年に向けてのTOEICテストへの準備

学生の能力に添ったカリキュラム

３学年：英語（必修）、週４コマ

∗ TOEICで要求される英語での情報処理能力を養成する

基礎段階として、「文字の音声化」「音声の文字化」を目
的とした音読中心の英語トレーニングを実践

∗ TOEICテストの紹介と導入を英語トレーニングの一環とし
て実施

学年末にTOEIC-IPテストを実施

→ ４年次の習熟度別クラス分け（４クラス）を行う

学生の能力に添ったカリキュラム

４学年：英語演習（必修）、週２コマ

∗ １−３年生までの学習を基礎に音読も取り入れた演習中
心の授業

∗ TOEIC受験のストレスを軽減する為に受験スキルの開発
（訓練）

年２回、定期テストとしてTOEIC-IPテストを実施

→スコアを成績評価に反映する

学生の能力に添ったカリキュラム
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４・５学年：選択英語（必修選択）、各学年週２コマ

∗ 各学年で以下の科目から１つずつ履修しなければなら
ない

ビジネス英語 英文講読 進学英語

スピーチライティング 英文法 TOEIC演習

∗ 自身が選ぶことによって、学生の興味を引きのばし、動
機づけを強く保たせている

学生の能力に添ったカリキュラム

サレジオ高専の英語教育
配当科目間関連イメージ

1年「英語」
Communication Skills I (T.T.)

（6単位）

2年「英語」
Communication Skills II (T.T.)

（6単位）

3年英語
Bridge to TOEIC

（4単位）

4年「英語演習」
TOEIC Preparation

（2単位）

5年「選択英語」
Selective Topics

（2単位）

Speaking 
Skills

Reading 
Skills

4年「選択英語」
Selective Topics

（2単位）

教養系

∗ 学生のモチベーションを高く保たせることに成功

∗ 教員間でも刺激を与え、ＦＤとしても成功

∗ 文法に関して、苦手意識強く、特に進学希望の学生から文法
の授業への要望あり

→上級生で選択英語に「英文法」、進学補講を実施

→下級生で補講実施及び、２学年で週２コマは文法事項に配慮
した授業実施

おわりに

2.3(3)-7＜添付資料＞：2012年度FD研修
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 平成２５年（２０１３年）４月２２日  副校長・平岡 

2 

単年度目標の体系図

本校目標(校長) 

教育目標
（平岡副校長）

事務目標
（高橋事務長）

一般教育科 
デザイン学科 
電気工学科 
機械電子工学科 
情報工学科 
専攻科 
プレテック 
教務部 
学生部 
寮務部

事務部

個  人  目  標

全校目標

部門目標

部署目標

個人目標

校長

副校長

部署長

個人

事務長

総合メディアセンター
応用技術センター
地域交流センター
キャリアセンター
国際交流センター

教育目標・中期経営計画目標

2.3(4)-2＜添付資料＞：SMS個人目標体系図　認証資料９－１－⑬その１
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平 成 25 年 度 個 人 活 動 ~t 画 氏名回 白
本人/部署長 本人 部署長評冊

部署目標 個人目標 目 標 値
活動予定 実績報告
(完了日)

課題貢献庄 ウェイト 達成度 達成度 目標評毎定の

教育指導

No.6 音響学会秋季大i学会生指会導指1件 3D'
'No.7IEICE 東京支部 導 5件 15pt

教育論文
5 

学会発表・指導

教育・研究業績の積み増し
論文誌・口頭発表(圏外ー圏内)・著書

電高子専音情フ響報オ学通会ラ学ム会1件3(3 件3件点(9() 9点点)) 
平成田年3月

B 30 
達成/目標

5 5 
を合わせて、 2件以上/人 末

109.17/21 
キ5.2 より

百十 109.17pt

那須耳鼻咽喉科臨床セミナー
(NCNAW2013) 講師 1件(10 点) セミナ講演 3 

-機関別認証評価専門霊員 N ロ1 那須耳皐咽喉科臨床セミナ 1件 10pt

教育・研究成果の社会への尭信 1件以上/人 評(審価査部員会活(0動F105 点+6)h x 2=23 点，
平成26 年3月

B 20 達成/目標 5 5 
京 認証評価審査員 =76/59 

審査員研修会6h x 1=6 点計39 点) No.13.....18 霊員会、訪問調査 66pt
弓1. 3よりZ十76pt

教育改善活動

-学内力 'J キュラム見芭L ブロジェヲト
No.11 学内カリキュラム見直しプロシ.エクト活動 22 同

活動(教育改善活動 24h x 1=24 点)
'No.12 学内JABEE 壷員活動 15 .4 pt

3 

ー学内JABEE 垂員(12h x 0.5=6 点)
平成田年3月 教材作成

学生支援 学生への直接支援または間接主援 -中学校へ白出前授業 B 50 達成/目標 5 5 

(教材作成 2h xO.5=1 点) 末 No.8 出前授部業(鶴川中学校) 1 pt =45.4/37 

-サマースターリンゲ No.9 天文 活動ー天リ文ン講グ座実(施町田市愛宕Camp) lpt ==::1.2 より
(教材作成 (3hx4 日)x 0.5=6 点)

'No.10 サマースク 6p' 

言十 45.4pt

2.3(4)-3＜添付資料＞：個人目標記述書（部署長評価付）の一例
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業績一覧票（2012年度分）

通番 大分類 中分類 評価内容
内容を
簡潔に

素点
自己
評価

所属長
評価

部門長
評価

評点 素点
自己
評価

所属長
評価

部門長
評価

評点

１－１ 教育 授業改善 自分の授業の改善が進んだか 8 A 8 6.4 0 0

１－２ 補習指導 授業外に補習、個別指導をやったか 5 A 5 4 0 0

１－３ 公開講座 スクーリング等講座を担当したか 4 A 4 3.2 0 0

１－４ 卒特研指導 指導成果をあげられたか 4 S 4 4 0 0

１－５ 資格指導 学生の資格取得の指導をやったか 4 A 4 3.2 0 0

１－６ 25 20.8 0.0 0.0 6.9 25.0 20.8 0.0 0.0 6.9

２－１ 指導 学生指導 学生の生活指導・進路指導をやったか 3 C 3 1.2 0 0

２－２ 担任業務 担任業務が適切にできたか 6 C 6 2.4 0 0

２－３ クラブ指導 クラブ活動が適切に指導できたか 3 B 3 1.8 0 0

２－４ 課外指導 クラブ以外の学生活動を行ったか 3 D 3 0 0 0

２－５ 15 5.4 0.0 0.0 1.8 15.0 5.4 0.0 0.0 1.8

３－１ 研究 著作・論文 著作刊行、査読付論文を出せたか 10 S 10 10 0 0

３－２ 研究紀要 研究紀要に投稿したか 6 A 6 4.8 0 0

３－３ 研究発表 学会等発表を行ったか 5 S 5 5 0 0

３－４ 制作発表 制作発表を行ったか 3 D 3 0 0 0

３－５ テーマ研究 テーマ研究を行ったか 3 A 3 2.4 0 0

３－６ 外部資金 科研費、産学連携資金を取得したか 3 D 3 0 0 0

３－７ 30 22.2 0.0 0.0 7.4 30.0 22.2 0.0 0.0 7.4

４－１ 管理 校務部会 EMC、教務、学生部会にかかわったか 5 A 5 4 0 0

４－２ 校務委員会等 委員会等にかかわったか 4 S 4 4 0 0

４－３ 他の校務分掌 他の校務分掌にかかわったか 3 B 3 1.8 0 0

４－４ 試験報告 試験報告を果たしたか 4 S 4 4 0 0

４－５ 入試 入試(募集・作問）に貢献したか 4 B 4 2.4 0 0

４－６ 20 16.2 0.0 0.0 5.4 20.0 16.2 0.0 0.0 5.4

５－１ 貢献 公的活動 公的機関の委員になった 2 A 2 1.6 0 0

５－２ 学会活動 学会の委員や運営にかかわった 2 D 2 0 0 0

５－３ 地域活動 地域貢献にかかわった 2 D 2 0 0 0

５－４ 国際貢献 海外の関係機関との交流 2 D 2 0 0 0

５－５ 生涯教育 対外的生涯教育講座にかかわった 2 D 2 0 0 0

10 1.6 0.0 0.0 0.5 10.0 1.6 0.0 0.0 0.5

重み 評価 その指針 0 0 総点 22.1 66.2 0.0 総点 22.1

1.0 S 極めて成果を上げた 個人は2012年度分を記述する

0.8 A 成果を上げた 所属長は所属長欄に記述する

0.6 B 従事した 部門長は自己評価と所属長評価を元に評価する

0.4 C 協力した

0.0 D 関わらなかった

個人

所属長

部門長

別表１　業績一覧表（原票）　　以下の表については平成25年度に一部評価内容が修正されている

SABCDは半角大文字です。

の入力欄です。それ以外は触らないでください

の入力欄です。それ以外は触らないでください

の入力欄です。それ以外は触らないでください

所属　　　　　　　　学科　　氏名

評価点の付け方については、
次シート「評価事例」を参照 
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1

平成２６年（２０１４年）４月２１日 副校長・平岡

２６年度 副校長（教育部門）方針

副校長 平岡 一則

平成２６年（２０１４年）４月２１日 副校長・平岡

2

単年度目標の体系図

本校目標(校長)

教育目標
（平岡副校長）

事務目標
（高橋事務長）

一般教育科
デザイン学科
電気工学科

機械電子工学科
情報工学科

専攻科
プレテック
教務部
学生部
寮務部

総センター長

個人目標は不要

事務部

全校目標

部門目標

部署目標

ｾﾝﾀｰ目標

個人目標

校長

副校長

部署長

ｾﾝﾀｰ長

個人

事務長

総合メディアセンター
応用技術センター
地域交流センター
キャリアセンター
国際交流センター
基礎教育センター

学生相談室

個人目標の中に、センター
目標を１～2つ入れる。
この評価は総センター長と
副校長が行う。

教育目標・中期経営計画目標

平成２６年（２０１４年）４月２１日 副校長・平岡

◆学校広報の実践
◆地域連携の強化
◆国際交流の強化

Ⅰ.教育・研究力の強化

Ⅱ.社会貢献の強化 Ⅲ.経営力の強化

◆教育改善PDCAの定着
◆教育実践の質的向上
◆研究環境の整備と推進

◆収支の改善
◆人事・給与制度の再構築
◆財政基盤の強化
◆人財（材）の育成

中計平成２６年度 校長方針と目標

平成２６年（２０１４年）４月２１日 副校長・平岡

4

副校長（教育部門）方針の設定に当たって

• 本校は高専であるから、学生募集で苦労なく
特色を出せ、進路先でも優位性を保てる。

• 「高専船団」から離脱しないように注意が必要

• 高専船団の航路と各教員の使命

教育： エンジニアリングデザイン、マネージメント力

高度化： 教育・研究業績の積み増し

外部評価： 学校運営に参画

国際化： 留学生受入、海外インターンシップ

2.3(4)-6＜添付資料＞：平成26年度教育部門長方針
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2

平成２６年（２０１４年）４月２１日 副校長・平岡

技術系高等教育機関として信頼される高専教育を確立する
ために、学校方針を受けて次の６つの方針・目標を設定する。

5

平成２６年度 副校長（教育部門）方針と目標

＜教育・研究力の強化＞

①目に見える形での学生の学力・能力向上
中上位層の実力引き上げ（校長重点目標）

-> 資格・検定・対外活動・進路先のレベルアップ
下位層支援

-> 退学・留年・条件付進級減

②外部評価に耐える組織体制作りと個人業績積み増し
JABEE認定、機関別認証評価準備、外部資金獲得
エンジニアリングデザインとマネージメント教育の実践

平成２６年（２０１４年）４月２１日 副校長・平岡

6

平成２６年度 副校長（教育部門）方針と目標

＜社会貢献の強化＞
①善き人材を社会に継続的に輩出

地元企業を中心とした進路先、インターンシップ先開拓
②教育・研究成果の社会への発信

学校広報との連携強化、地域・産学連携の実践

-> 就職・進学決定率100％維持、国際交流の増進

＜経営力の強化＞
①教育の信頼性向上よる学生数の確保

入学定員4年連続確保、退学者減で本科総数850人超
②バランス(教育、研究、校務)ある教員資質の向上

部署別FD、適切な教員評価
-> 安定した経営、教育研究環境の整備

平成２６年（２０１４年）４月２１日 副校長・平岡

下記項目については必ず目標設定

固有課題の抽出とその解決策

学生支援（学力・能力向上、退学者減など）

教育・研究活動における産学・学学・学科間
連携の強化

7

部署目標の策定に当たって

平成２６年（２０１４年）４月２１日 副校長・平岡

落ちこぼれ、吹きこぼれ対策
特に一般教育担当、プレ担任は個人目標に入れる
基礎教育センターへの協力（入学前も同様）

正課外での学生指導・キャリア教育
クラブ、プロジェクト、学友会活動への積極的関与
コミュニケーション、躾（礼儀・作法）の指導

◆教員間連携の促進
共同研究等により、新分野・学際分野への進出
産学連携実践、業績の積み増し

8

個人目標での取り組み例
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3

平成２６年（２０１４年）４月２１日 副校長・平岡

行 動 指 針

嫌いなこと、イヤなこと、予期しないことほど将来役
に立つ。自分に枠をはめず、伸び代を持とう。

「全体最適は部分最適の総和に勝る」
常に一段上の目線で考えよう！

提案を歓迎！！
問題提起には解決案を、反対には対案を提示

学生に言ったことは、翻って自分も守ろう！！！
（提出物期限、会合時間、感謝と謝罪、等々）

9
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1

部署目標、個人目標の書き方について

目標管理の協議（6月中に実施）

部署目標：副校長vs部署長

個人目標：部署長vs個人

においては、評価の公平性を期すため、以下の点に
留意する。

①目標値は達成度が客観的に評価できるものにする。
（数値、資料作成・発表、投稿等）

②課題貢献度、ウエイト付けは協議して合意を取る。

部署目標における課題貢献度A,B,Cの定め方

部門目標に貢献できること（必須）

課題貢献度は難易度(前年比、達成確率)で定める

A：極めて貢献できる

前年比＋30％以上あるいは達成確率30％以下

B：大いに貢献できる

前年比±30％以内あるいは達成確率30％～７０％

C：貢献できる

前年比ー30％以下あるいは達成確率７０％以上

個人目標における課題貢献度A,B,Cの定め方

部署目標と方向性が一致している（必須）

(センター長、委員長、P長等は部門目標と一致)
活動実態を考慮する

A：極めて貢献できる

グループ活動のリーダとして挑戦（矢面に立つ）

B：大いに貢献できる

グループ活動の主要メンバーとして参画（汗をかく）

教員としては個人活動であるが、学生と共同

C：貢献できる

グループ活動のメンバーとして議論参加（汗はかかない）

教員単独の個人活動

達成度０～５の目安(部署目標、個人目標共通)

達成度５：予定をはるかに超えて達成した （かなり難しい）

目標値の６０％以上

達成度４：予定を超えて達成した（継続的に努力すれば可能）

目標値の３０％以上

達成度３：予定通り（努力すれば可能）

目標値±３０％

達成度２：予定に達しなかった（少し手を抜いた）

目標値の３０％以下

達成度１：着手はしたが成果がない（途中であきらめた）

目標値の６０％以下

達成度０：着手しなかった（目標が方向違い）

本来業務、委託業務等との関連

• 維持型業務であっても重要ならば個人目標
にしてもよい。その際は、PDCAサイクルで
改善点を明確にすること。

• 手当等が出ている業務・活動については、
手当以上の成果を上げる場合は、目標に掲
げても良い。（クラブ、学習支援等）
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サレジオ工業高等専門学校 基準９

9-57 

資料９－１－④－３ 

（出典 平成 23 年度自己点検評価報告書（デザイン学科/工学科）） 

デザイン学科における授業改善の取り組み（抜粋） 

2.3(4)-8＜添付資料＞：授業改善の取り組み事例（2012自己点検書資料9-1-④-3～8より）
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サレジオ工業高等専門学校 基準９

9-58 

資料９－１－④－４ 

（出典 平成 23 年度自己点検評価報告書（電気工学科）） 

電気工学科における授業改善の取り組み（抜粋） 

2.3(4)-8＜添付資料＞：授業改善の取り組み事例（2012自己点検書資料9-1-④-3～8より）
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サレジオ工業高等専門学校 基準９

9-59 

資料９－１－④－５ 

（出典 平成 23 年度自己点検評価報告書（機械電子工学科）） 

機械電子工学科における授業改善の取り組み（抜粋） 

2.3(4)-8＜添付資料＞：授業改善の取り組み事例（2012自己点検書資料9-1-④-3～8より）
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サレジオ工業高等専門学校 基準９

9-60 

資料９－１－④－６ 

（出典 平成 23 年度自己点検評価報告書（情報工学科）） 

情報工学科における授業改善の取り組み（抜粋） 

2.3(4)-8＜添付資料＞：授業改善の取り組み事例（2012自己点検書資料9-1-④-3～8より）
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サレジオ工業高等専門学校 基準９

9-61 

資料９－１－④－７ 

（出典 平成 23 年度自己点検評価報告書（一般教育科）） 

一般教育科における授業改善の取り組み（抜粋） 

2.3(4)-8＜添付資料＞：授業改善の取り組み事例（2012自己点検書資料9-1-④-3～8より）
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サレジオ工業高等専門学校 基準９

9-62 

資料９－１－④－８ 

（出典 平成 23 年度自己点検評価報告書（電気工学科）） 

自己点検評価報告書による創意工夫された教育法の報告例（抜粋） 

2.3(4)-8＜添付資料＞：授業改善の取り組み事例（2012自己点検書資料9-1-④-3～8より）
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テキストボックス
　　アドミッションポリシー　「モノづくり」をする「人づくり」を目指している私たちの学校は、こんなあなたを待っています。　高等専門学校で学ぶための基礎学力を有し、１.人の優しさを受け入れ、感謝の気持ちを大切にできる人（人間性）２.目標に向かって困難に挑戦する意欲があり、自分のために継続して努力できる人（専門性）３．母国の文化を大切にし、異文化交流に積極的に取り組める人（国際性）

yamanobe
長方形
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コード 学校名 設置者 グループ クラス数 担当者

130401 新宿区立牛込第一 新宿区 1 3 川本　成美

130402 新宿区立牛込第二 新宿区 1 2 川本　成美

130403 新宿区立牛込第三 新宿区 1 3 川本　成美

130406 新宿区立落合 新宿区 1 2 川本　成美

130407 新宿区立落合第二 新宿区 1 3 川本　成美

130412 新宿区立西新宿 新宿区 1 2 川本　成美

130413 新宿区立四谷 新宿区 1 3 川本　成美

130414 新宿区立西早稲田 新宿区 1 4 川本　成美

130415 新宿区立新宿 新宿区 1 3 川本　成美
130416 新宿区立新宿西戸山 新宿区 1 5 川本　成美

131202 世田谷区立太子堂 世田谷区 1 1 川本　成美

131203 世田谷区立桜丘 世田谷区 1 4 井上　謙

131204 世田谷区立松沢 世田谷区 1 4 井上　謙

131205 世田谷区立駒沢 世田谷区 1 3 川本　成美

131206 世田谷区立北沢 世田谷区 1 2 井上　謙

131207 世田谷区立緑丘 世田谷区 1 4 井上　謙

131208 世田谷区立駒留 世田谷区 1 3 川本　成美

131209 世田谷区立梅丘 世田谷区 1 4 井上　謙

131210 世田谷区立桜木 世田谷区 1 2 川本　成美

131212 世田谷区立富士 世田谷区 1 3 川本　成美

131213 世田谷区立三宿 世田谷区 1 3 川本　成美

131215 世田谷区立弦巻 世田谷区 1 4 川本　成美

131216 世田谷区立奥沢 世田谷区 1 2 川本　成美

131217 世田谷区立八幡 世田谷区 1 2 川本　成美

131218 世田谷区立玉川 世田谷区 1 3 川本　成美

131219 世田谷区立瀬田 世田谷区 1 3 川本　成美

131220 世田谷区立深沢 世田谷区 1 4 川本　成美

131221 世田谷区立尾山台 世田谷区 1 4 川本　成美

131222 世田谷区立用賀 世田谷区 1 4 川本　成美

131223 世田谷区立東深沢 世田谷区 1 3 川本　成美

131224 世田谷区立砧 世田谷区 1 6 川本　成美

131225 世田谷区立烏山 世田谷区 1 5 井上　謙

131226 世田谷区立千歳 世田谷区 1 5 川本　成美

131227 世田谷区立芦花 世田谷区 1 3 井上　謙

131229 世田谷区立上祖師谷 世田谷区 1 5 井上　謙

131230 世田谷区立砧南 世田谷区 1 4 川本　成美

131231 世田谷区立喜多見 世田谷区 1 3 川本　成美

131233 世田谷区立世田谷 世田谷区 1 3 井上　謙

131234 世田谷区立船橋希望 世田谷区 1 5 川本　成美

131301 渋谷区立広尾 渋谷区 1 3 川本　成美

131302 渋谷区立鉢山 渋谷区 1 1 川本　成美

131303 渋谷区立上原 渋谷区 1 3 川本　成美

131304 渋谷区立代々木 渋谷区 1 2 川本　成美

131305 渋谷区立笹塚 渋谷区 1 3 川本　成美

131306 渋谷区立松濤 渋谷区 1 2 川本　成美

131307 渋谷区立渋谷本町学園渋谷区 1 1 川本　成美

131308 渋谷区立原宿外苑 渋谷区 1 3 川本　成美

131402 中野区立第二 中野区 1 4 川本　成美

131403 中野区立第三 中野区 1 2 川本　成美

131404 中野区立第四 中野区 1 2 川本　成美

131405 中野区立第五 中野区 1 3 川本　成美

131407 中野区立第七 中野区 1 3 川本　成美

131408 中野区立第八 中野区 1 2 川本　成美

131410 中野区立第十 中野区 1 2 川本　成美

131414 中野区立北中野 中野区 1 4 川本　成美

131415 中野区立緑野 中野区 1 4 川本　成美

131416 中野区立南中野 中野区 1 3 川本　成美

131417 中野区立中野 中野区 1 5 川本　成美

131501 杉並区立高円寺 杉並区 1 2 川本　成美

131502 杉並区立高南 杉並区 1 1 川本　成美

131503 杉並区立杉森 杉並区 1 3 川本　成美

131504 杉並区立阿佐ヶ谷 杉並区 1 2 川本　成美

131505 杉並区立東田 杉並区 1 3 川本　成美
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コード 学校名 設置者 グループ クラス数 担当者

131506 杉並区立松渓 杉並区 1 3 川本　成美

131507 杉並区立天沼 杉並区 1 3 川本　成美

131508 杉並区立東原 杉並区 1 2 川本　成美

131509 杉並区立中瀬 杉並区 1 3 川本　成美

131510 杉並区立井荻 杉並区 1 4 川本　成美

131511 杉並区立井草 杉並区 1 4 川本　成美

131512 杉並区立荻窪 杉並区 1 2 川本　成美

131513 杉並区立神明 杉並区 1 4 川本　成美

131514 杉並区立宮前 杉並区 1 2 川本　成美

131515 杉並区立富士見丘 杉並区 1 3 川本　成美

131516 杉並区立高井戸 杉並区 1 4 川本　成美

131517 杉並区立向陽 杉並区 1 3 川本　成美

131518 杉並区立松ノ木 杉並区 1 2 川本　成美

131519 杉並区立大宮 杉並区 1 2 川本　成美

131520 杉並区立泉南 杉並区 1 2 川本　成美

131521 杉並区立和田 杉並区 1 5 川本　成美

131522 杉並区立和泉 杉並区 1 2 川本　成美

131523 杉並区立西宮 杉並区 1 4 川本　成美

132001 練馬区立旭丘 練馬区 1 2 川本　成美

132002 練馬区立豊玉 練馬区 1 3 川本　成美

132003 練馬区立豊玉第二 練馬区 1 2 川本　成美

132004 練馬区立中村 練馬区 1 5 川本　成美

132005 練馬区立開進第一 練馬区 1 5 川本　成美

132006 練馬区立開進第二 練馬区 1 4 川本　成美

132007 練馬区立開進第三 練馬区 1 4 川本　成美

132008 練馬区立開進第四 練馬区 1 4 川本　成美

132009 練馬区立北町 練馬区 1 3 川本　成美

132010 練馬区立練馬 練馬区 1 4 川本　成美

132011 練馬区立貫井 練馬区 1 4 川本　成美

132012 練馬区立田柄 練馬区 1 5 川本　成美

132013 練馬区立豊渓 練馬区 1 2 川本　成美

132014 練馬区立石神井 練馬区 1 6 川本　成美

132015 練馬区立石神井南 練馬区 1 4 川本　成美

132016 練馬区立石神井東 練馬区 1 5 川本　成美

132017 練馬区立石神井西 練馬区 1 5 川本　成美

132018 練馬区立上石神井 練馬区 1 4 川本　成美

132019 練馬区立大泉 練馬区 1 6 川本　成美

132020 練馬区立大泉学園 練馬区 1 5 川本　成美

132021 練馬区立大泉第二 練馬区 1 6 川本　成美

132022 練馬区立八坂 練馬区 1 3 川本　成美

132023 練馬区立練馬東 練馬区 1 5 川本　成美

132024 練馬区立大泉西 練馬区 1 5 川本　成美

132025 練馬区立関 練馬区 1 5 川本　成美

132026 練馬区立谷原 練馬区 1 3 川本　成美

132027 練馬区立三原台 練馬区 1 5 川本　成美

132028 練馬区立大泉北 練馬区 1 4 川本　成美

132029 練馬区立南が丘 練馬区 1 4 川本　成美

132030 練馬区立大泉学園桜 練馬区 1 3 川本　成美

132031 練馬区立光が丘第一 練馬区 1 3 川本　成美

132032 練馬区立光が丘第二 練馬区 1 4 川本　成美

132033 練馬区立光が丘第三 練馬区 1 3 川本　成美

132034 練馬区立光が丘第四 練馬区 1 2 川本　成美
130501 文京区立第一 文京区 1 2 川本　成美
130503 文京区立第三 文京区 1 2 川本　成美
130514 文京区立音羽 文京区 1 3 川本　成美
130511 文京区立茗台 文京区 1 3 川本　成美
130513 文京区立本郷台 文京区 1 2 川本　成美
130506 文京区立第六 文京区 1 3 川本　成美
130510 文京区立第十 文京区 1 2 川本　成美
131601 豊島区立駒込 豊島区 1 2 川本　成美
131603 豊島区立池袋 豊島区 1 3 川本　成美
131610 豊島区立千登世橋 豊島区 1 5 川本　成美
131612 豊島区立西池袋 豊島区 1 3 川本　成美
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コード 学校名 設置者 グループ クラス数 担当者

131613 豊島区立明豊 豊島区 1 4 川本　成美
131602 豊島区立西巣鴨 豊島区 1 2 川本　成美
131607 豊島区立千川 豊島区 1 3 川本　成美
131611 豊島区立巣鴨北 豊島区 1 4 川本　成美

133101 八王子市立第一 八王子市 6 5 野島伸仁

133102 八王子市立第二 八王子市 6 4 花山康雄・長尾明美

133103 八王子市立第三 八王子市 6 3 花山康雄・長尾明美

133104 八王子市立第四 八王子市 6 4 花山康雄・長尾明美

133105 八王子市立第五 八王子市 6 3 野島伸仁

133106 八王子市立第六 八王子市 6 4 花山康雄・長尾明美

133107 八王子市立第七 八王子市 6 5 花山康雄・長尾明美

133108 八王子市立横山 八王子市 4 4 大杉　功

133109 八王子市立長房 八王子市 6 3 花山康雄・長尾明美

133110 八王子市立館 八王子市 5 2

133111 八王子市立元八王子 八王子市 6 3 野島伸仁

133112 八王子市立恩方 八王子市 6 4 花山康雄・長尾明美

133113 八王子市立川口 八王子市 6 4 花山康雄・長尾明美

133114 八王子市立加住 八王子市 6 1 花山康雄・長尾明美

133115 八王子市立由井 八王子市 5 4

133116 八王子市立打越 八王子市 5 5

133117 八王子市立浅川 八王子市 6 3 花山康雄・長尾明美

133118 八王子市立由木 八王子市 4 4 大杉　功

133119 八王子市立四谷 八王子市 6 4 花山康雄・長尾明美

133120 八王子市立楢原 八王子市 6 3 野島伸仁

133121 八王子市立松が谷 八王子市 2 4 島川　陽一

133122 八王子市立椚田 八王子市 5 6

133123 八王子市立ひよどり山 八王子市 6 3 野島伸仁

133124 八王子市立横川 八王子市 6 2 野島伸仁

133125 八王子市立中山 八王子市 3 4 竹内

133126 八王子市立甲ノ原 八王子市 6 2 野島伸仁

133127 八王子市立石川 八王子市 3 6 菅原　由佳

133128 八王子市立城山 八王子市 6 3

133129 八王子市立南大沢 八王子市 4 3 大杉　功

133130 八王子市立陵南 八王子市 4 2 大杉　功

133131 八王子市立宮上 八王子市 4 5 大杉　功

133132 八王子市立別所 八王子市 2 4 島川　陽一

133133 八王子市立上柚木 八王子市 4 3 大杉　功

133134 八王子市立松木 八王子市 2 6 島川　陽一

133135 八王子市立みなみ野 八王子市 5 5

133136 八王子市立鑓水 八王子市 3 4 菅原　由佳

133137 八王子市立七国 八王子市 5 4

133201 立川市立立川第一 立川市 3 4 比留間　真

133202 立川市立立川第二 立川市 3 4 比留間　真

133203 立川市立立川第三 立川市 3 4 比留間　真

133204 立川市立立川第四 立川市 3 5 比留間　真

133205 立川市立立川第五 立川市 3 7 比留間・氏家

133206 立川市立立川第六 立川市 3 3 比留間　真

133207 立川市立立川第七 立川市 3 5 比留間・氏家

133208 立川市立立川第八 立川市 3 2 比留間　真

133209 立川市立立川第九 立川市 3 3 比留間・氏家

133301 武蔵野市立第一 武蔵野市 6 3 石田　毅

133302 武蔵野市立第二 武蔵野市 6 3 石田　毅

133303 武蔵野市立第三 武蔵野市 6 4 石田　毅

133304 武蔵野市立第四 武蔵野市 6 3 石田　毅

133305 武蔵野市立第五 武蔵野市 6 2 石田　毅

133306 武蔵野市立第六 武蔵野市 6 3 石田　毅

133401 三鷹市立第一 三鷹市 4 6 森　幸男

133402 三鷹市立第二 三鷹市 4 5 森　幸男

133403 三鷹市立第三 三鷹市 4 3 森　幸男

133404 三鷹市立第四 三鷹市 4 4 森　幸男
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133405 三鷹市立第五 三鷹市 4 4 森　幸男

133406 三鷹市立第六 三鷹市 4 5 森　幸男

133407 三鷹市立第七 三鷹市 4 4 森　幸男

133501 青梅市立第一 青梅市 3 4 西野

133502 青梅市立第二 青梅市 3 5 西野

133503 青梅市立第三 青梅市 3 5 西野

133504 青梅市立西 青梅市 3 4 西野

133505 青梅市立第六 青梅市 3 1 谷上　欣也

133506 青梅市立第七 青梅市 3 1 谷上　欣也

133507 青梅市立霞台 青梅市 3 5 西野

133508 青梅市立吹上 青梅市 3 3 西野

133509 青梅市立新町 青梅市 3 5 谷上　欣也

133510 青梅市立泉 青梅市 3 5 谷上　欣也

133601 府中市立府中第一 府中市 2 5 小出由起夫

133602 府中市立府中第二 府中市 2 6 小出由起夫

133603 府中市立府中第三 府中市 2 6 小出由起夫

133604 府中市立府中第四 府中市 2 6 小出由起夫

133605 府中市立府中第五 府中市 2 5 小出由起夫

133606 府中市立府中第六 府中市 2 6 小出由起夫

133607 府中市立府中第七 府中市 2 3 小出由起夫

133608 府中市立府中第八 府中市 2 5

133609 府中市立府中第九 府中市 2 4

133610 府中市立府中第十 府中市 2 3

133611 府中市立浅間 府中市 2 5

133701 昭島市立昭和 昭島市 3 5 竹内　明

133702 昭島市立清泉 昭島市 3 6 竹内　明

133703 昭島市立拝島 昭島市 3 6 竹内　明

133704 昭島市立多摩辺 昭島市 3 3 竹内　明

133705 昭島市立福島 昭島市 3 2 竹内　明

133706 昭島市立瑞雲 昭島市 3 5 竹内　明

133801 調布市立調布 調布市 4 5 米盛弘信

133802 調布市立神代 調布市 4 7 米盛弘信

133803 調布市立第三 調布市 4 6 米盛弘信

133804 調布市立第四 調布市 4 4 米盛弘信

133805 調布市立第五 調布市 4 7 米盛弘信

133806 調布市立第六 調布市 4 4 米盛弘信

133807 調布市立第七 調布市 4 4 米盛弘信

133808 調布市立第八 調布市 4 1 米盛弘信

133901 町田市立町田第一 町田市 6 7 竹下尚克

133902 町田市立町田第二 町田市 6 6 竹下尚克

133903 町田市立町田第三 町田市 3 4 杉島　一男

133904 町田市立南 町田市 6 6 竹下尚克

133905 町田市立薬師 町田市 6 3 竹下尚克

133906 町田市立鶴川 町田市 2 5 島川　陽一

133907 町田市立忠生 町田市 3 7 杉島一男

133908 町田市立堺 町田市 5 7

133909 町田市立鶴川第二 町田市 6 7 濱邊　正

133910 町田市立南大谷 町田市 6 4 濱邊　正

133912 町田市立つくし野 町田市 6 8 濱邊　正

133913 町田市立成瀬台 町田市 6 4 濱邊　正

133914 町田市立山崎 町田市 4 4 冨田雅史

133915 町田市立真光寺 町田市 2 4 島川　陽一

133916 町田市立南成瀬 町田市 6 5 濱邊　正

133917 町田市立武蔵岡 町田市 5 1

133918 町田市立木曽 町田市 3 3 杉島一男

133919 町田市立小山田 町田市 4 6 冨田雅史

133920 町田市立金井 町田市 6 5 答礼訪問

133921 町田市立小山 町田市 4 1 冨田雅史

134001 小金井市立小金井第一小金井市 4 4 稲毛達朗
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134002 小金井市立小金井第二小金井市 4 5 稲毛達朗

134003 小金井市立東 小金井市 4 3 稲毛達朗

134004 小金井市立緑 小金井市 4 6 稲毛達朗

134005 小金井市立南 小金井市 4 4 稲毛達朗

134101 小平市立小平第一 小平市 4 4 吉野純一

134102 小平市立小平第二 小平市 4 6 吉野純一

134103 小平市立小平第三 小平市 4 7 吉野純一

134104 小平市立小平第四 小平市 4 5 吉野純一

134105 小平市立小平第五 小平市 4 5 吉野純一

134106 小平市立小平第六 小平市 4 6 吉野純一

134107 小平市立上水 小平市 4 3 吉野純一

134108 小平市立花小金井南 小平市 4 4 吉野純一

134201 日野市立日野第一 日野市 3 5 菅原　由佳

134202 日野市立日野第二 日野市 3 3 菅原　由佳

134203 日野市立七生 日野市 3 4 谷上　欣也

134204 日野市立日野第三 日野市 3 4 谷上　欣也

134205 日野市立日野第四 日野市 3 7 坂元愛史

134206 日野市立三沢 日野市 3 7 谷上　欣也

134207 日野市立大坂上 日野市 3 7 坂元愛史

134208 日野市立平山 日野市 3 3 谷上　欣也

134301 東村山市立東村山第一東村山市 2 4 大島真樹

134302 東村山市立東村山第二東村山市 2 6 大島真樹

134303 東村山市立東村山第三東村山市 2 5 杉本文司

134304 東村山市立東村山第四東村山市 2 5 杉本文司

134305 東村山市立東村山第五東村山市 2 6 杉本文司

134306 東村山市立東村山第六東村山市 2 4 杉本文司

134307 東村山市立東村山第七東村山市 2 4 杉本文司

134401 国分寺市立第一 国分寺市 2 5 山野辺基雄

134402 国分寺市立第二 国分寺市 2 3 山野辺基雄

134403 国分寺市立第三 国分寺市 2 4 山野辺基雄

134404 国分寺市立第四 国分寺市 2 4 山野辺基雄

134405 国分寺市立第五 国分寺市 2 4 山野辺基雄

134501 国立市立国立第一 国立市 3 5 氏家

134502 国立市立国立第二 国立市 3 5 氏家

134503 国立市立国立第三 国立市 3 4 氏家

134601 福生市立福生第一 福生市 3 4 坂元愛史

134602 福生市立福生第二 福生市 3 5 坂元愛史

134603 福生市立福生第三 福生市 3 3 坂元愛史

134701 狛江市立狛江第一 狛江市 4 4 吉田　将司

134702 狛江市立狛江第二 狛江市 4 5 吉田　将司

134703 狛江市立狛江第三 狛江市 4 3 吉田　将司

134704 狛江市立狛江第四 狛江市 4 4 吉田　将司

134801 東大和市立第一 東大和市 4 5 冨田雅史

134802 東大和市立第二 東大和市 4 4 冨田雅史

134803 東大和市立第三 東大和市 4 4 冨田雅史

134804 東大和市立第四 東大和市 4 5 冨田雅史

134805 東大和市立第五 東大和市 4 3 冨田雅史

135101 武蔵村山市立第一 武蔵村山市 2 4 大島真樹

135102 武蔵村山市立第二 武蔵村山市 2 3 大島真樹

135103 武蔵村山市立第三 武蔵村山市 2 2 大島真樹

135104 武蔵村山市立第四 武蔵村山市 2 5 大島真樹

135105 武蔵村山市立第五 武蔵村山市 2 6 大島真樹

135201 多摩市立多摩 多摩市 2 4

135202 多摩市立東愛宕 多摩市 2 2

135204 多摩市立和田 多摩市 2 4 杉本文司

135205 多摩市立諏訪 多摩市 2 3 内田　健

135207 多摩市立聖ヶ丘 多摩市 2 3 内田　健

135208 多摩市立鶴牧 多摩市 2 3 内田　健

135209 多摩市立多摩永山 多摩市 2 4 内田　健
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135210 多摩市立落合 多摩市 2 3 内田　健

135211 多摩市立青陵 多摩市 2 4 内田　健

135301 稲城市立稲城第一 稲城市 2 4 兵頭礼子

135302 稲城市立稲城第二 稲城市 2 3 兵頭礼子

135303 稲城市立稲城第三 稲城市 2 4 兵頭礼子

135304 稲城市立稲城第四 稲城市 2 2 兵頭礼子

135305 稲城市立稲城第五 稲城市 2 4 兵頭礼子

135306 稲城市立稲城第六 稲城市 2 5 兵頭礼子

135401 羽村市立羽村第一 羽村市 3 7 菅原　由佳

135402 羽村市立羽村第二 羽村市 3 5 菅原　由佳

135403 羽村市立羽村第三 羽村市 3 3 菅原　由佳

135501 あきる野市立秋多 あきる野市 1 6 柴田　宏子

135502 あきる野市立東 あきる野市 1 5 柴田　宏子

135503 あきる野市立西 あきる野市 1 3 柴田　宏子

135504 あきる野市立御堂 あきる野市 1 3 柴田　宏子

135505 あきる野市立増戸 あきる野市 1 2 柴田　宏子

135506 あきる野市立五日市 あきる野市 1 3 柴田　宏子

135701 瑞穂町立瑞穂 瑞穂町 1 5 郵送

135702 瑞穂町立瑞穂第二 瑞穂町 1 5 郵送

140201 横浜市立栗田谷 横浜市神奈川 6 4 高野　修

140202 横浜市立浦島丘 横浜市神奈川 6 4 高野　修

140203 横浜市立六角橋 横浜市神奈川 6 7 高野　修

140204 横浜市立神奈川 横浜市神奈川 6 5 高野　修

140205 横浜市立松本 横浜市神奈川 6 4 高野　修

140206 横浜市立錦台 横浜市神奈川 6 6 高野　修

140207 横浜市立菅田 横浜市神奈川 6 4 高野　修

140601 横浜市立港南 横浜市港南区 1 9 川本　成美
140602 横浜市立上永谷 横浜市港南区 1 5 川本　成美
140603 横浜市立笹下 横浜市港南区 1 6 川本　成美
140604 横浜市立港南台第一 横浜市港南区 1 5 川本　成美
140605 横浜市立日野南 横浜市港南区 1 5 川本　成美
140606 横浜市立野庭 横浜市港南区 1 3 川本　成美
140607 横浜市立芹が谷 横浜市港南区 1 4 川本　成美
140608 横浜市立日限山 横浜市港南区 1 4 川本　成美
140609 横浜市立丸山台 横浜市港南区 1 4 川本　成美
140610 横浜市立東永谷 横浜市港南区 1 4 川本　成美

140701 横浜市立保土ヶ谷 横浜市保土ヶ 1 9 郵送

140702 横浜市立西谷 横浜市保土ヶ 1 6 郵送

140703 横浜市立岩崎 横浜市保土ヶ 1 8 郵送

140704 横浜市立上菅田 横浜市保土ヶ 1 3 郵送

140705 横浜市立新井 横浜市保土ヶ 1 2 郵送

140706 横浜市立岩井原 横浜市保土ヶ 1 4 郵送

140707 横浜市立宮田 横浜市保土ヶ 1 4 郵送

140708 横浜市立橘 横浜市保土ヶ 1 7 郵送

140801 横浜市立鶴ヶ峯 横浜市旭区 6 6 米山　秋文

140802 横浜市立万騎が原 横浜市旭区 6 9 米山　秋文

140803 横浜市立希望が丘 横浜市旭区 6 7 米山　秋文

140804 横浜市立上白根 横浜市旭区 6 2 安藤　昭

140805 横浜市立左近山 横浜市旭区 6 2 米山　秋文

140806 横浜市立都岡 横浜市旭区 6 3 安藤　昭

140807 横浜市立旭 横浜市旭区 6 3 米山　秋文

140808 横浜市立今宿 横浜市旭区 6 5 安藤　昭

140809 横浜市立南希望が丘 横浜市旭区 6 5 米山　秋文

140810 横浜市立本宿 横浜市旭区 6 4 米山　秋文

140813 横浜市立旭北 横浜市旭区 6 5 安藤　昭

140814 横浜市立若葉台 横浜市旭区 6 3 安藤　昭

141101 横浜市立日吉台 横浜市港北区 6 7 松尾 貴哲

141102 横浜市立日吉台西 横浜市港北区 6 5

141103 横浜市立城郷 横浜市港北区 6 6

141104 横浜市立新田 横浜市港北区 6 6 松尾 貴哲

141105 横浜市立高田 横浜市港北区 6 3 松尾 貴哲
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141106 横浜市立大綱 横浜市港北区 6 8 松尾 貴哲

141107 横浜市立樽町 横浜市港北区 6 8 相川　智洋

141108 横浜市立篠原 横浜市港北区 6 5 相川　智洋

141109 横浜市立新羽 横浜市港北区 6 5 松尾 貴哲

141201 横浜市立都田 横浜市都筑区 6 4 マルケス

141202 横浜市立川和 横浜市都筑区 6 7 マルケス

141203 横浜市立荏田南 横浜市都筑区 6 8 マルケス

141204 横浜市立中川 横浜市都筑区 6 6 マルケス

141205 横浜市立茅ヶ崎 横浜市都筑区 6 7 マルケス

141206 横浜市立中川西 横浜市都筑区 6 10 マルケス

141207 横浜市立東山田 横浜市都筑区 6 8 松尾 貴哲

141208 横浜市立早渕 横浜市都築区 6 4 マルケス

141301 横浜市立山内 横浜市青葉区 6 6 西岡　広志

141302 横浜市立美しが丘 横浜市青葉区 6 3 西岡　広志

141303 横浜市立谷本 横浜市青葉区 6 6 山本　孝司

141304 横浜市立青葉台 横浜市青葉区 6 4 山本　孝司

141305 横浜市立みたけ台 横浜市青葉区 6 4 山本　孝司

141306 横浜市立すすき野 横浜市青葉区 6 3 西岡　広志

141307 横浜市立奈良 横浜市青葉区 6 6 山本　孝司

141308 横浜市立緑が丘 横浜市青葉区 6 6 西岡　広志

141309 横浜市立もえぎ野 横浜市青葉区 6 4 山本　孝司

141310 横浜市立あざみ野 横浜市青葉区 6 7

141311 横浜市立鴨志田 横浜市青葉区 6 3 山本　孝司

141312 横浜市立市ヶ尾 横浜市青葉区 6 6 西岡　広志

141313 横浜市立あかね台 横浜市青葉区 6 6 山本　孝司

141401 横浜市立田奈 横浜市緑区 6 8 渡邉鉱

141402 横浜市立中山 横浜市緑区 6 7 渡邉鉱

141403 横浜市立十日市場 横浜市緑区 6 7 渡邉鉱

141404 横浜市立鴨居 横浜市緑区 6 5 渡邉鉱

141405 横浜市立東鴨居 横浜市緑区 6 4 渡邉鉱

141406 横浜市立霧が丘 横浜市緑区 6 3 渡邉鉱

141501 横浜市立戸塚 横浜市戸塚区 1 7 川本　成美

141502 横浜市立南戸塚 横浜市戸塚区 1 5 川本　成美

141503 横浜市立境木 横浜市戸塚区 1 6 川本　成美

141504 横浜市立平戸 横浜市戸塚区 1 6 川本　成美

141505 横浜市立舞岡 横浜市戸塚区 1 6 川本　成美

141506 横浜市立大正 横浜市戸塚区 1 5 川本　成美

141507 横浜市立豊田 横浜市戸塚区 1 7 川本　成美

141508 横浜市立汲沢 横浜市戸塚区 1 5 川本　成美

141509 横浜市立名瀬 横浜市戸塚区 1 4 川本　成美

141510 横浜市立秋葉 横浜市戸塚区 1 5 川本　成美

141511 横浜市立深谷 横浜市戸塚区 1 3 川本　成美

141601 横浜市立岡津 横浜市泉区 1 9 川本　成美

141602 横浜市立領家 横浜市泉区 1 6 川本　成美

141603 横浜市立中和田 横浜市泉区 1 8 川本　成美

141604 横浜市立泉が丘 横浜市泉区 1 4 川本　成美

141605 横浜市立いずみ野 横浜市泉区 1 5 川本　成美

141606 横浜市立中田 横浜市泉区 1 5 川本　成美

141607 横浜市立上飯田 横浜市泉区 1 3 川本　成美

141801 横浜市立瀬谷 横浜市瀬谷区 1 10 川本　成美

141802 横浜市立南瀬谷 横浜市瀬谷区 1 5 川本　成美

141803 横浜市立東野 横浜市瀬谷区 1 5 川本　成美

141804 横浜市立原 横浜市瀬谷区 1 8 川本　成美

141805 横浜市立下瀬谷 横浜市瀬谷区 1 5 川本　成美

142201 川崎市立平間 川崎市中原区 6 4 村田　昌巳

142202 川崎市立玉川 川崎市中原区 6 3 村田　昌巳

142203 川崎市立住吉 川崎市中原区 6 4 村田　昌巳

142204 川崎市立中原 川崎市中原区 6 4 村田　昌巳

142205 川崎市立西中原 川崎市中原区 6 13 村田　昌巳

142206 川崎市立井田 川崎市中原区 6 5 村田　昌巳

142207 川崎市立宮内 川崎市中原区 6 5 村田　昌巳
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142208 川崎市立今井 川崎市中原区 6 4

142301 川崎市立高津 川崎市高津区 6 4 相川　智洋

142302 川崎市立西高津 川崎市高津区 6 7 相川　智洋

142303 川崎市立東高津 川崎市高津区 6 4 相川　智洋

142304 川崎市立橘 川崎市高津区 6 8 相川　智洋

142305 川崎市立東橘 川崎市高津区 6 8 相川　智洋

142401 川崎市立宮崎 川崎市宮前区 6 8 山舘順

142402 川崎市立向丘 川崎市宮前区 6 6 山舘順

142403 川崎市立菅生 川崎市宮前区 6 3 椎名　正明

142404 川崎市立犬蔵 川崎市宮前区 6 5 山舘順

142405 川崎市立宮前平 川崎市宮前区 6 10 山舘順

142406 川崎市立有馬 川崎市宮前区 6 7 山舘順

142407 川崎市立野川 川崎市宮前区 6 8 山舘順

142408 川崎市立平 川崎市宮前区 6 3 山舘順

142501 川崎市立中野島 川崎市多摩区 6 7 椎名　正明

142502 川崎市立稲田 川崎市多摩区 6 9 山舘順

142503 川崎市立生田 川崎市多摩区 6 5 椎名　正明

142504 川崎市立菅 川崎市多摩区 6 4 椎名　正明

142505 川崎市立南菅 川崎市多摩区 6 4 椎名　正明

142506 川崎市立南生田 川崎市多摩区 6 4 椎名　正明

142507 川崎市立枡形 川崎市多摩区 6 4 椎名　正明

142601 川崎市立柿生 川崎市麻生区 6 5 伊藤　光雅

142602 川崎市立麻生 川崎市麻生区 6 4 伊藤　光雅

142603 川崎市立西生田 川崎市麻生区 6 5 伊藤　光雅

142604 川崎市立長沢 川崎市麻生区 6 5 伊藤　光雅

142605 川崎市立白鳥 川崎市麻生区 6 6 伊藤　光雅

142608 川崎市立金程 川崎市麻生区 6 4 伊藤　光雅

142609 川崎市立はるひ野 川崎市麻生区 6 3 伊藤　光雅

142610 川崎市立王禅寺中央 川崎市麻生区 6 3 伊藤　光雅

142701 平塚市立江陽 平塚市 1 5 宮野　祐矢

142702 平塚市立太洋 平塚市 1 3 宮野　祐矢

142703 平塚市立浜岳 平塚市 1 7 宮野　祐矢

142704 平塚市立中原 平塚市 1 4 宮野　祐矢

142705 平塚市立春日野 平塚市 1 3 宮野　祐矢

142706 平塚市立大野 平塚市 1 6 宮野　祐矢

142707 平塚市立神田 平塚市 1 4 宮野　祐矢

142708 平塚市立土沢 平塚市 1 1 宮野　祐矢

142709 平塚市立金旭 平塚市 1 6 宮野　祐矢

142710 平塚市立大住 平塚市 1 4 宮野　祐矢

142711 平塚市立山城 平塚市 1 5 宮野　祐矢

142712 平塚市立神明 平塚市 1 5 宮野　祐矢

142713 平塚市立金目 平塚市 1 3 宮野　祐矢

142714 平塚市立横内 平塚市 1 3 宮野　祐矢

142715 平塚市立旭陵 平塚市 1 4 宮野　祐矢

142901 藤沢市立第一 藤沢市 1 5 宮野　祐矢

142902 藤沢市立鵠沼 藤沢市 1 7 宮野　祐矢

142903 藤沢市立明治 藤沢市 1 5 宮野　祐矢

142904 藤沢市立六会 藤沢市 1 7 宮野　祐矢

142905 藤沢市立片瀬 藤沢市 1 4 宮野　祐矢

142906 藤沢市立御所見 藤沢市 1 3 宮野　祐矢

142907 藤沢市立湘洋 藤沢市 1 7 宮野　祐矢

142908 藤沢市立長後 藤沢市 1 3 宮野　祐矢

142909 藤沢市立藤ヶ岡 藤沢市 1 5 宮野　祐矢

142910 藤沢市立高浜 藤沢市 1 4 宮野　祐矢

142911 藤沢市立善行 藤沢市 1 4 宮野　祐矢

142912 藤沢市立秋葉台 藤沢市 1 4 宮野　祐矢

142913 藤沢市立滝の沢 藤沢市 1 7 宮野　祐矢

142914 藤沢市立大庭 藤沢市 1 5 宮野　祐矢

142915 藤沢市立村岡 藤沢市 1 6 宮野　祐矢

142916 藤沢市立湘南台 藤沢市 1 6 宮野　祐矢

142917 藤沢市立高倉 藤沢市 1 4 宮野　祐矢
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142918 藤沢市立大清水 藤沢市 1 3 宮野　祐矢

142919 藤沢市立羽鳥 藤沢市 1 4 宮野　祐矢

143001 相模原市立相陽 相模原市 5 8 宮野（答礼訪問）

143002 相模原市立上溝 相模原市 6 8 佐藤　豊（安藤先生同席）

143003 相模原市立田名 相模原市 6 7 安藤　昭

143004 相模原市立大沢 相模原市 6 6 安藤　昭

143005 相模原市立旭 相模原市 3 8 杉島　一男

143006 相模原市立相原 相模原市 3 5 杉島　一男

143007 相模原市立由野台 相模原市 4 4 吉田　将司

143008 相模原市立大野北 相模原市 4 7 吉田　将司

143009 相模原市立大野南 相模原市 6 7 佐藤　豊（安藤先生同席）

143010 相模原市立上鶴間 相模原市 6 4 佐藤　豊

143011 相模原市立谷口 相模原市 6 5 佐藤　豊（安藤先生同席）

143012 相模原市立東林 相模原市 6 4 佐藤　豊（安藤先生同席）

143013 相模原市立新町 相模原市 6 5 佐藤　豊（安藤先生同席）

143014 相模原市立清新 相模原市 2 7 島川　陽一

143015 相模原市立麻溝台 相模原市 5 3 山下　健一郎

143016 相模原市立相模台 相模原市 5 4 宮野（答礼訪問）

143017 相模原市立共和 相模原市 4 6 吉田　将司

143018 相模原市立大野台 相模原市 5 4 宮野（答礼訪問）

143019 相模原市立緑が丘 相模原市 4 4 稲毛達朗

143020 相模原市立相武台 相模原市 5 3 山下　健一郎

143021 相模原市立若草 相模原市 5 3 山下　健一郎

143022 相模原市立中央 相模原市 2 6 島川　陽一

143023 相模原市立弥栄 相模原市 4 5 稲毛達朗

143024 相模原市立上溝南 相模原市 4 6 稲毛達朗

143025 相模原市立小山 相模原市 2 7 島川　陽一

143026 相模原市立内出 相模原市 3 5 杉島　一男

143027 相模原市立鵜野森 相模原市 6 4 安藤　昭

144411 相模原市立相模丘 相模原市 6 5 安藤　昭

144412 相模原市立中沢 相模原市 1 1 柴田　宏子

144421 相模原市立串川 相模原市 1 3 柴田　宏子

144422 相模原市立鳥屋 相模原市 1 1 郵送

144423 相模原市立青野原 相模原市 1 1 郵送

144424 相模原市立青根 相模原市 1 1 郵送

144425 相模原市立中野 相模原市 1 4 柴田　宏子

144431 相模原市立内郷 相模原市 1 1 郵送

144432 相模原市立北相 相模原市 1 1 郵送

144441 相模原市立藤野 相模原市 1 2 郵送

143101 茅ヶ崎市立第一 茅ヶ崎市 1 6 鎌田　俊司

143102 茅ヶ崎市立鶴嶺 茅ヶ崎市 1 5 鎌田　俊司

143103 茅ヶ崎市立松林 茅ヶ崎市 1 5 鎌田　俊司

143104 茅ヶ崎市立赤羽根 茅ヶ崎市 1 4 鎌田　俊司

143105 茅ヶ崎市立西浜 茅ヶ崎市 1 3 鎌田　俊司

143106 茅ヶ崎市立松浪 茅ヶ崎市 1 4 鎌田　俊司

143107 茅ヶ崎市立梅田 茅ヶ崎市 1 3 鎌田　俊司

143108 茅ヶ崎市立鶴が台 茅ヶ崎市 1 4 鎌田　俊司

143109 茅ヶ崎市立浜須賀 茅ヶ崎市 1 5 鎌田　俊司

143110 茅ヶ崎市立中島 茅ヶ崎市 1 5 鎌田　俊司

143111 茅ヶ崎市立北陽 茅ヶ崎市 1 3 鎌田　俊司

143112 茅ヶ崎市立円蔵 茅ヶ崎市 1 3 鎌田　俊司

143113 茅ヶ崎市立萩園 茅ヶ崎市 1 4 鎌田　俊司

143201 小田原市立城山 小田原市 1 4 佐伯

143202 小田原市立白鴎 小田原市 1 3 佐伯

143203 小田原市立白山 小田原市 1 5 佐伯

143204 小田原市立城南 小田原市 1 3 佐伯

143205 小田原市立鴨宮 小田原市 1 5 佐伯

143206 小田原市立国府津 小田原市 1 3 佐伯

143207 小田原市立酒匂 小田原市 1 5 佐伯

143208 小田原市立千代 小田原市 1 6 佐伯

143210 小田原市立泉 小田原市 1 6 佐伯
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143211 小田原市立城北 小田原市 1 4 佐伯

143212 小田原市立橘 小田原市 1 3 佐伯

143501 秦野市立本町 秦野市 1 7 佐伯

143502 秦野市立東 秦野市 1 3 佐伯

143503 秦野市立南 秦野市 1 5 佐伯

143504 秦野市立北 秦野市 1 4 佐伯

143505 秦野市立西 秦野市 1 7 佐伯

143506 秦野市立大根 秦野市 1 5 佐伯

143507 秦野市立南が丘 秦野市 1 3 佐伯

143508 秦野市立渋沢 秦野市 1 4 佐伯

143509 秦野市立鶴巻 秦野市 1 5 佐伯

143601 厚木市立厚木 厚木市 5 6 水谷　浩

143602 厚木市立小鮎 厚木市 5 4 斉藤　純

143603 厚木市立玉川 厚木市 5 5 斉藤　純

143604 厚木市立南毛利 厚木市 5 6 水谷　浩

143605 厚木市立睦合 厚木市 5 5 房野　俊夫

143606 厚木市立睦合東 厚木市 5 6 房野　俊夫

143607 厚木市立荻野 厚木市 5 6 房野　俊夫

143608 厚木市立東名 厚木市 5 2 水谷　浩

143609 厚木市立依知 厚木市 5 4 房野　俊夫

143610 厚木市立林 厚木市 5 4 房野　俊夫

143611 厚木市立藤塚 厚木市 5 5 房野　俊夫

143612 厚木市立森の里 厚木市 5 3 斉藤　純

143613 厚木市立相川 厚木市 5 2 斉藤　純

143701 大和市立大和 大和市 5 7 山下幸三

143702 大和市立つきみ野 大和市 5 8 山下幸三

143703 大和市立渋谷 大和市 5 4 山下幸三

143704 大和市立引地台 大和市 5 7 山下幸三

143705 大和市立光丘 大和市 5 7 山下幸三

143706 大和市立鶴間 大和市 5 4 山下幸三

143707 大和市立南林間 大和市 5 7 加藤雅彦

143708 大和市立上和田 大和市 5 4 加藤雅彦

143709 大和市立下福田 大和市 5 4 山下幸三

143801 海老名市立有馬 海老名市 5 5 斉藤　純

143802 海老名市立海老名 海老名市 5 5 水谷　浩

143803 海老名市立海西 海老名市 5 5 水谷　浩

143804 海老名市立柏ケ谷 海老名市 5 6 水谷　浩

143805 海老名市立大谷 海老名市 5 5 加藤雅彦

143806 海老名市立今泉 海老名市 5 5 房野　俊夫

143901 座間市立座間 座間市 5 4 水谷　浩

143902 座間市立西 座間市 5 5 房野　俊夫

143903 座間市立東 座間市 5 6 加藤雅彦

143904 座間市立南 座間市 5 4 加藤雅彦

143905 座間市立栗原 座間市 5 5 加藤雅彦

143906 座間市立相模 座間市 5 6 加藤雅彦

144001 伊勢原市立成瀬 伊勢原市 1 6 斉藤　純

144002 伊勢原市立山王 伊勢原市 1 5 斉藤　純

144003 伊勢原市立伊勢原 伊勢原市 1 7 斉藤　純

144004 伊勢原市立中沢 伊勢原市 1 4 宮野　祐矢

144201 綾瀬市立綾瀬 綾瀬市 1 4 川本　成美

144202 綾瀬市立綾北 綾瀬市 1 6 川本　成美

144203 綾瀬市立城山 綾瀬市 1 4 川本　成美

144204 綾瀬市立北の台 綾瀬市 1 3 川本　成美

144205 綾瀬市立春日台 綾瀬市 1 3 川本　成美

144301 寒川町立寒川 寒川町 5 3 斉藤　純

144302 寒川町立旭が丘 寒川町 5 5 斉藤　純

144303 寒川町立寒川東 寒川町 5 4 斉藤　純

144311 大磯町立大磯 大磯町 1 4 佐伯

144312 大磯町立国府 大磯町 1 3 佐伯

144321 二宮町立二宮 二宮町 1 4 佐伯

144322 二宮町立二宮西 二宮町 1 3 佐伯
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コード 学校名 設置者 グループ クラス数 担当者

144331 松田町立寄 松田町 1 1 郵送

144332 松田町立松田 松田町 1 3 郵送

144351 開成町立文命 開成町 1 5 佐伯

144361 大井町立湘光 大井町 1 5 佐伯

144371 中井町立中井 中井町 1 3 佐伯
144104 南足柄市立足柄台 南足柄市 1 4 佐伯
144103 南足柄市立岡本 南足柄市 1 4 佐伯
144102 南足柄市立南足柄 南足柄市 1 4 佐伯

144451 愛川町立愛川 愛川町 1 4 郵送

144452 愛川町立愛川東 愛川町 1 5 郵送

144453 愛川町立愛川中原 愛川町 1 3 郵送

134901 清瀬市立清瀬 清瀬市 5 郵送

134902 清瀬市立清瀬第二 清瀬市 5 郵送

134903 清瀬市立清瀬第三 清瀬市 2 郵送

134904 清瀬市立清瀬第四 清瀬市 2 郵送

134905 清瀬市立清瀬第五 清瀬市 3 郵送

135001 東久留米市立久留米 東久留米市 5 郵送

135002 東久留米市立東 東久留米市 2 郵送

135003 東久留米市立西 東久留米市 4 郵送

135004 東久留米市立南 東久留米市 4 郵送

135005 東久留米市立大門 東久留米市 4 郵送

135006 東久留米市立下里 東久留米市 3 郵送

135007 東久留米市立中央 東久留米市 4 郵送

135601 西東京市立田無第一 西東京市 5 郵送

135602 西東京市立田無第二 西東京市 4 郵送

135603 西東京市立田無第三 西東京市 4 郵送

135604 西東京市立田無第四 西東京市 5 郵送

135605 西東京市立保谷 西東京市 5 郵送

135606 西東京市立ひばりが丘 西東京市 4 郵送

135607 西東京市立青嵐 西東京市 4 郵送

135608 西東京市立柳沢 西東京市 3 郵送

135609 西東京市立明保 西東京市 4 郵送

131001 目黒区立第一 目黒区 1 2 川本　成美

131003 目黒区立第三 目黒区 2 川本　成美

131004 目黒区立第四 目黒区 1 3 川本　成美

131007 目黒区立第七 目黒区 2 川本　成美

131008 目黒区立第八 目黒区 1 3 川本　成美

131009 目黒区立第九 目黒区 3 川本　成美

131010 目黒区立第十 目黒区 3 川本　成美

131011 目黒区立第十一 目黒区 1 2 川本　成美

131012 目黒区立東山 目黒区 1 5 川本　成美

131013 目黒区立目黒中央 目黒区 1 4 川本　成美

131917 板橋区立向原 板橋区 1 川本　成美

131916 板橋区立桜川 板橋区 4 川本　成美

131920 板橋区立赤塚第三 板橋区 7 川本　成美
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2013 年 9 月 25 日 

平成２5 年度「秋期」中学校訪問 

今年度も中学校訪問へのご協力をお願いいたします。訪問にあたり下記の点にご留意ください。 

1．出張に関する書類 ※必ず事前に申請を済ませてください。 

書類様式は「\2013 年度\(運営)入試広報室\一般公開」フォルダ内にあります。 

○募集用出張及び旅費申請書

所属長より承認⇒教務主事⇒事務長⇒総務課⇒申請者へ 

訪問終了後、交通費記入⇒事務室（中学校訪問精算専用の提出箱が用意してあります） 

○私有車両使用申請書【私有車使用の場合】

申請者⇒入試広報室長に提出⇒（許可証が）申請者へ 

2．報告書（Excel データ） ⇒ naka-ｙ@salesio-sp.ac.jp（入試募集課 中田） 

報告書様式は「\2013 年度\（運営）入試広報室\一般公開\中学校訪問」フォルダ内にあります。 

訪問期間 平成２5 年 10 月 1 日（火）～ 11 月 22 日（金）（厳守） 

訪問校 各所属長と相談 

持参資料 学校案内セット（クラス数分＋教員用 1 セット）+入試相談用受験希望者名簿（入試相談用紙） 

※231 会議室に用意してあります（開放時間 9：00～16：50）。 

説明内容 

  １．希望者の有無を確認願います 

2．入試区分の説明（詳細は「2014 年度入学生 学生募集要項」〈桜色〉参照） 

・AO 入試、A1 特待推薦、A2 推薦、併願（B1・B2）、学力選抜（C1・C2）、D 帰国子女、 

E 特別入試 

３．入試相談（＝入試相談用受験希望者名簿の提出）の説明 

・AO 入試は 1 学期の成績（出願に間に合う場合は、2 学期の成績でも可）または 

模試の偏差値で入試相談を受け付けます。 

・その他の入試区分は、2 学期の成績で入試相談を受け付けます。 

・入試相談は、出願日の前日まで出来ます。 

サレジオ高専は東京都中高協会に加盟していないため、私立高校の事前相談は 

12 月 15 日（解禁）ですが、この期日以前より相談に応じています。 

募集要項改訂内容（質問があれば答えて下さい） 

○入試区分の変更

・「Ｅ自己推薦入試」⇒「Ｃ2 学力選抜入試Ⅱ」に変更しています。

「Ｅ自己推薦入試」：公開模試による成績基準あり、試験は面接のみ。⇒ 廃止 

「Ｃ2 学力選抜入試Ⅱ」：成績基準はないが、国・数・英の学力試験あり。⇒ 新設 

注：詳しい内容については、「入試広報室へご連絡ください」とお伝えください。 

・入試に関する問い合わせ ⇒ 042-775-3040(入試広報室) 
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３．履修対象者 

 本校の「生産システム工学」教育プログラムは、準学士課程の４年次から専

攻科２年次までの４年間と設定していますので、３年次にこのプログラムを紹

介するために、この「履修の手引」配布します。

「生産システムエ学」教育プログラムは、電気工学科、機械電子工学科及び

情報工学科準学士課程の４・５年次必修科目(選択必修科目を含む)と専攻科の

開講科目から構成されています。したがって、教育プログラムは準学士課程の

４年次から始まりますが、教育プログラム履修者の決定は本校専攻科に入学し

た時点となり、専攻科学生は全員が「生産システムエ学」教育プログラムの履

修者となります。 

※ 本校専攻科に入学するためには、入学前に本校準学士課程(電気工学科、機

械電子工学科および情報工学科)の４・５年次の教育と同等な内容の教育を

受けている必要があります。そのため本校専攻科入試に出願する前に、この

点についての事前審査があります。ただし、本校準学士課程の電気工学科、

機械電子工学科および情報工学科のいずれかの学科を卒業した学生はこの

審査が免除されます。 

 準学士課程を卒業して専攻科に入学する学生、大学へ編入する学生は勿論で

すが、一度、就職し、専攻科へ入学、あるいは大学へ編入学することもありま

すので、全員が本プログラムの履修対象者となる可能性を持っていることを自

覚し、この「履修の手引」をよく読んで勉学に励んでください。
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サレジオ工業高等専門学校 専攻科 生産システム工学専攻 2015 年度入学生 学生募集要項（男・女共学 募集定員：14 名）

入試区分 募集資格
選抜試験 出願

合格発表
入学手続き

日時 内容・選抜方法 出願書類 受付期間 期間 方法

推

薦

に

よ

る

選

抜

推薦Ⅰ

以下の条件のうち、いずれか一つを満たす者

①平成 27 年 3 月に高等専門学校卒業見込みの者または、高等専門

学校を卒業し企業等に在籍する者で、出身学校長または、所属企業

等の所属長が、人物・学業または勤務成績ともに優れていると認め、

推薦する者

②平成 27 年 3 月に短期大学卒業見込みの者または、短期大学を卒

業し企業等に在籍する者で、出身学校または所属企業等の所属長

が、人物・学業または勤務成績ともに優れていると認め、推薦する

者

③平成 27 年 3 月に専修学校の専門課程修了見込みの者または、専

修学校の専門課程を修了し企業等に在籍する者のうち、 学校教育

法第 132 条の規定により大学に編入することができる者で、出身

学校長または、所属企業等の所属長が、人物・学業または勤務成績

ともに優れていると認め、推薦する者

④外国において、学校教育法における 14 年の課程を修了した者で、

出身学校または所属企業等の所属長が人物・学業または勤務成績と

もに優れていると認め、推薦する者

平成 26 年 
6 月 7 日（土） 
9:00～ 

面接試験：本人

推薦書、調査書、および面接

試験の結果を総合して行い

ます。

①入学志願書

②受験票

③推薦書

④調査書

⑤合否通知用封筒

⑥入学検定料払込票

平成 26 年 
6 月 2 日（月）～ 
6 月 4 日（水） 
9:00～16:00 

＊願書を郵送する

場合は、「書留郵

便」で「願書在中」

と朱書きし、受験

票返信用封筒（郵

便番号、住所、氏

名を表記し、362
円切手を貼付）を

同封し、受付期間

最終日（当日消印

有効）までに送付

してください。

平成 26 年 
6 月 10 日（火） 
速達郵便による通知

平成 26 年 
6 月 10 日（火）～

6 月 13 日（金） 

指定期間の最終

日 15：00 までに、

入学金 150,000
円を合格通知記

載の指定口座へ

お振込みくださ

い。

入金が確認でき

次第、必要書類を

ご自宅へ郵送し

ます。

推薦Ⅱ

平成 26 年 
10 月 4 日（土） 
9:00～ 

平成 26 年 
9 月 29 日（月）～

9 月 30 日（火） 
9:00～16:00 

平成 26 年 
10 月 7 日（火） 
速達郵便による通知

平成 26 年 
10 月 7 日（火）～

10 月 10 日（金） 

学

力

に

よ

る

選

抜

学力Ⅰ
以下の条件のうち、いずれか一つを満たす者

①平成 27 年 3 月に高等専門学校卒業見込みの者または、高等専門

学校を卒業した者

②平成 27 年 3 月に短期大学卒業見込みの者または、短期大学を卒

業した者

③平成 27 年 3 月に専修学校の専門課程を修了見込みの者または、

専修学校の専門課程を修了した者のうち、学校教育法第 132 条の

規定により大学に編入することができる者

④外国において、学校教育法における 14 年の課程を修了した者

平成 26 年 
7 月 5 日（土） 
9:00～ 

①学力試験

英語*9：00～9：50 

数学 10：00～10：50 

②小論文

11：00～11：50 

③面接試験：本人

13：00～ 

*「TOEIC」の点数によって

英語試験を免除することが

あります。該当すると思われ

る受験生は、専攻科入試係ま

でお問い合わせください。

①入学志願書

②受験票

③調査書

④合否通知用封筒

⑤入学検定料払込票

平成 26 年 
6 月 30 日（月）～

7 月 2 日（水） 
9:00～16:00 

平成 26 年 
7 月 8 日（火） 
速達郵便による通知

平成 26 年 
7 月 8 日（火）～ 
7 月 11 日（金） 

学力Ⅱ

平成 27 年 
1 月 17 日（土） 
9:00～ 

平成 27 年 
1 月 13 日（火）～

1 月 15 日（木） 
9:00～16:00 

平成 27 年 
1 月 20 日（火） 
速達郵便による通知

平成 27 年 
1 月 20 日（水）～

1 月 23 日（金） 

本校専攻科に入学を許可されたものは、本校の「生産システム工学」教育プログラムの履修

者となります。この教育プログラムは JABEE（日本技術者教育認定機構）の基準に対応す

る教育プログラムで、出願者が本校専攻科に入学するまでに学んだ内容が本校のプログラム

での学習に適しているかを判定しなければなりません。そのため出願を希望する者は事前に

入試広報室にご相談ください。

●入学後の経費【5 月・7 月・10 月・12 月に分割納入（4 回）】

授 業 料               年額 700,000 円 
施設設備費 年額  200,000 円 
実験実習費 年額  140,000 円 
校費（学校健康会、健康診断、冷暖房費） 年額  42,000 円 

合  計 1,082,000 円 

●出願時費用

入学検定料（指定口座へ振込み） ・・・・・・・ 20,000 円 

●入学手続時費用

入 学 金（指定口座へ振込み） ・・・・・・・150,000 円 

〇一度受理した書類ならびに入学検定料、入学金は返却いたしません。

〇本校では入学前の寄付金は受け付けません。

  専攻科課程アドミッションポリシー

工業の基礎学力を有し ・ 開発型技術者になりたい人

・ 学ぶことの大切さを自覚したい人

・ 失敗体験を生かし、再挑戦したい人

願書請求・受験相談・学校説明会／体験入学など入試に関するお問い合わせは サレジオ高専 入試広報室：☎ 042-775-3020 もしくはホームページ（http://www.salesio-sp.ac.jp）からお願いします。 Email: nyusi@saleio-sp.ac.jp

サレジオ工業高等専門学校 〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘４丁目 6番 8号 交通案内 京王相模原線「多摩境」駅下車徒歩 10 分／JR 横浜線・京王相模原線「橋本」駅北口から【橋 76】多摩車庫行バス利用約 5 分「響きの丘」下車 
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サレジオ高等専門学校 基準８

8-1 

基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい

施設・設備が整備され，適切な安全管理の下に有効に活用されているか。また，

施設・設備のバリアフリー化や環境面への配慮がなされているか。 

（観点に係る状況） 

本高専が当地に移転開設した際の設置基準に関わる状況については平成20年度の機関別審査当時と

特に変更がないが、隣接地を取得している。資料集に校地面積一覧を示す。これによれば高専設置基

準の学生定員一人あたり10[m

2

] から定員900名を乗じて9000[m

2

]以上の校地を必要とするが現有校地

は45463[m

2

]を超えている。また校舎面積の設置基準について一学科あたり1652.89[m

2

]として4学科

構成であることから6612[m

2

]以上を必要とするが14079[m

2

]が確保されているので基準を満たしてい

る。 

資料８－１－①－１ 学校主要敷地図（杉並キャンパスを除く 出典：1nfo2012） 

隣接地については現在第二グランドとして利用しているが、今後学校法人育英学院の理事会の方針

に基づき、順次利用計画が遂行される予定である。 

2
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資料８－１－①－２ 敷地面積表（出典：学校要覧2012） 

バリアフリー化についてはエレベータの設置、床段差の解消、引き戸扉の設置などを考慮し、車い

す対応のトイレも用意されている。 

８－１－①－３ バリアフリー施設写真 

教室、実験室、研究室等についても学科ごと

に必要な広さと数を用意してある。共用施設に

関しても総合メディアセンター（図書館、情報

館）、応用技術センター（夢工房）が、学科ご

とには1階では電気工学科実験室、デザイン工

学科工房、電子工学科電波暗室、無響室などが

配置されている。2階以上にはホームルーム教

室、語学教室、学科研究室、デザインスタジオ、

デッサン室が配置されている。（資料８－１－

①－４）

総敷地面積 45463.8445463.8445463.8445463.84 ㎡

校舎棟敷地面積 24894.5124894.5124894.5124894.51 ㎡ 準校舎棟延面積 4200.59 ㎡

校舎棟延面積 14079.47 ㎡ 　第1アリーナ面積 1221.00 ㎡

 1階面積 4453.08 ㎡ 　第2アリーナ面積 1098.00 ㎡

 2階面積 4063.89 ㎡ 　学生食堂面積 607.00 ㎡

 3階面積 2782.56 ㎡ 　学生施設延面積 938.94 ㎡

 4階面積 2779.94 ㎡ 　その他施設面積 335.65 ㎡

機能別面積 学寮面積（土地） 2103.002103.002103.002103.00 ㎡

　管理部門延べ面積 732.00 ㎡ 学寮面積（建物） 1122.00 ㎡

　プレテック(1,2年)面積 1054.00 ㎡ 夢工房面積 596.00 ㎡

　デザイン工学科面積 1618.00 ㎡ 主要グランド等面積 12798.0012798.0012798.0012798.00 ㎡

　電気工学科面積 1309.00 ㎡  人工芝グランド面積 6732.00 ㎡

　機械電子工学科面積 1086.00 ㎡  テニスコート面積 1152.00 ㎡

　情報工学科面積 1013.00 ㎡  ハンドボールコート面積 648.00 ㎡

共用施設面積  民有緑地 4266.00 ㎡

　総合メディアセンター図書館 403.00 ㎡ 隣接地総面積（現第二グランド） 5668.335668.335668.335668.33 ㎡

　総合メディアセンター情報館 219.00 ㎡

　大会議室231 122.00 ㎡

　大講義室119 158.00 ㎡ 以下は参考

　サレジアンホール 422.00 ㎡ 育英ＳＩＴＥＣ面積

　育英ＳＩＴＥＣ敷地面積 4719.19 ㎡

　育英ＳＩＴＥＣ建物面積 2158.84 ㎡

校地面積

3
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資料８－１－①－４ 校舎棟施設（学校要覧2012） 

4
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学生のための十分なコミュニケーションスペース、及び休息エリアを備えているのも本校の特色で

ある。校舎棟には学生の休息のためのエリア学生ラウンジを設け、３階屋上ルーフガーデン、食堂を

開放するなど、学生の学校生活に豊かなスペースを提供している。（資料８－１－①－５） 

資料８－１－①－５ 学生のための環境（出典：施設課資料） 

学生食堂 

屋上庭園 プレテックラウンジ 

準校舎棟には、体育館（第１アリーナ・第２アリーナ）、サレジアンホールが整備されている。第

１アリーナは、練習用バスケットコート２面、公式バスケットコート１面、バレーボールコート２面、

バトミントンコート６面等を共用利用することが可能であり、他に体育教員室・体育会議室・温水シ

ャワー・更衣室などが用意されている。また、学生食堂・売店・部室・同窓会室・父母会室の設備も

併設されている。第２アリーナには、多目的コート（卓球、モダンダンス等）、柔道場、剣道場が整

備されている。サレジアンホールは教会聖堂様式を踏襲したアンシンメントリカルな外形をもつ斬新

なデザインの多目的ホールである。内部には多様な角度の面を組合わせて自然光と照明が組み合わさ

って個性豊かな空間を作り音響反射に工夫を凝らした構造であると共に、大型プロジェクターなどの

情報設備も完備している。別棟には応用技術センター（夢工房）が整備され、ロボコンやソーラーカ

ーなど学生のプロジェクト活動の拠点となっている。 

屋外の運動施設では、全天候型人工芝のサッカーグランド１面（陸上トラック共用）、多目的コー

ト（ハンドボール）１面、オムニコートのテニスコート２面が整備されている。 学生寮は、町田キ

ャンパスに併設され、部屋数 39 室、52 収容人収容できる男子寮として整備している。 特定校務施

設として医務室、学生相談室が身体及び心の健康のケアーのための施設として整備されている。 

5
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資料８－１－①－６ 準校舎棟、学寮、その他の施設写真（出典：施設課資料） 

第１アリーナ室内 第二アリーナ室内 

体育館（第一アリーナ）・学生食堂 第二アリーナ・サレジアンホール 

学生寮（多摩境SITEC寮） 野尻湖山の家 

6
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227A

齊藤成

品
質
管
理
論
／
後

物
理
学

選択英語Ⅳ

319

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
Ⅲ

今田

選択英語Ⅵ

選択英語Ⅲ

杉島

稲毛

解
析
学
Ⅱ

解
析
学
Ⅲ

渡邉紘

307

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
グ
ラ
フ

ィ

ッ
ク
ス
Ⅰ

西野

国
語

論
理
回
路
Ⅰ
／
後

B群：５年一般選択
417

伊藤 伊藤

242
花山

306307

229

423

317

森

兵頭 水谷
227A

渡邉紘 307

122

担当教員

8
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227B

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
応
用
Ⅲ
／
前

英
語
Ⅱ

松尾
227B

422

英
語
Ⅰ

松尾

B群：４・５年　一般選択

イタリア語Ⅰ

水谷

A B C D
AD EE ME CS

熱
統
計
力
学

統
計
解
析
学
Ⅰ
／
前

統
計
解
析
学
Ⅱ
／
後

O
S
概
論
Ⅱ
／
後

自
動
制
御

大島

吉村
227B

論
文
講
読
Ⅱ

半
導
体
工
学

大杉
227B

応
用
通
信
特
論

吉田

229

227B

中国語Ⅰ

韓国語Ⅰ

心理学

人間論

竹内

日本語・日本文学

前期

宗教学

マルケス

大戸

石田

中根

306

422

311

320

DTP概論

315

生化学

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
論
Ⅱ
／
後

濱邊

小島

110

310

井上

加藤

大杉

基
礎
数
学
Ⅱ

渡邉絋
233

123

英
語

機
械
デ
ザ
イ
ン

兵頭

122

兵頭

310

229

119

清水

321

320

大和

坂本

生地

経
済
学

119

吉村
清水

吉村

425
306小島

421 309

421

内田

倫
理
／
後

319

320

機
械
電
子
工
学
実
験

国
語

山下健

デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅱ

小島 鳥羽

渡邉聡

113316

加藤

小泉

吉田

柳澤臼井

山舘

英
語

243

歴
史

石田

D

情
報
倫
理

体
育
実
技

CS
立
体
基
礎
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅱ

電
気
回
路
Ⅲ
／
前

P
立
体
基
礎
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅱ

創
造
演
習

信号と符号

杉本

308 308
410 電気電子演習

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ア
ー

キ
テ
ク
チ

ャ

高野

310

構
造
材
料

信号と符号

材
料
科
学

409

長尾

D群：４・５年　選択科目

大杉

227A227A

山野辺

加藤

杉本 122

後期

符
号
理
論

材料基礎工学A

森

422

相川（前）・村田（後）

321

310 材料基礎工学B

工業デザイン概論

Ｗｅｂプログラミング

119

映像メディア概論B

森

418
114

工房 321

佐
久
間

坂本

機
構
学

体
育
実
技

電
気
工
学
実
験

306

O
S
概
論
Ⅰ
／
前

大島
227B123

306 吉村

知
識
情
報
工
学
特
論

大杉 大杉
119

法
学

経
済
学

大和 生地307
柿島 310122
高野

曜日
学年 １年 ２年 ３年

兵頭

308
410

英
語

文
書
作
成
概
論
Ⅱ
／
後

227A

環
境
特
論

227A

227A
前期

317

専
攻
演
習
Ⅰ

吉田

映像メディア概論A

大杉

法
学

後期G
EE

計
算
機
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

計
算
機
ア
ー

キ
テ
ク
チ

ャ
Ⅰ
／
前

227B

307

清水

後期前期
ME

I
CS

水曜日
４年 AC５年

AD
G

AD
ME CS

I P
EE

PI
ME CS

文
書
作
成
概
論
Ⅰ
／
前

創
造
演
習

山下健

杉本森

G
AD

柿島 410319
米盛

EE

山野辺
杉本
308

電
気
回
路

大島

電
気
回
路
Ⅳ
／
後

野島

409

電
気
回
路

水谷 大島
309

稲毛

233
パルナス

424

240

歴
史

423

233

英
語

232

山本孝

242

英
語

409241 317

240

柳澤

243110

代
数
幾
何
学

235

歴
史

国
語

234

235

濱邊伊藤

濱邊

教室NO

７
・
８
校
時
目

14:45～16:15

担当者

体
育
実
技

伊藤

表
現

相川
229 242

228
濱邊

表
現

教室NO 229
長尾

409110
杉本

米山・竹下

比留間
234

基
礎
数
学
Ⅰ

山本孝

英
語

杉本
松尾

スザンヌ

谷上

パルナス

花山 渡邉紘山本孝担当者

基
礎
数
学
Ⅰ

３
・
４
校
時
目

10:50～12:20

国
語

EE ME

9:10～10:40

担当者

倫
理
／
後

現
代
社
会

教室NO
山舘 米山

基
礎
数
学
Ⅱ
／
前

13:05～14:35

５
・
６
校
時
目

教室NO
村田

担当者

英
語

234

2013年度　授業時間割

学科

１
・
２
校
時
目

235

混成 A B

232 122

C
AD

椎名 米山・竹下

415

小泉

241232

情
報
工
学
実
験
Ⅲ
／
前

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
論
Ⅰ
／
前

倫
理
／
前

計
算
機
ア
ー

キ
テ
ク
チ

ャ
Ⅱ
／
後

スザンヌ
椎名 414

相川花山

石川
吉野

長尾

デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅱ

小出

DTP概論

物理学特論

井上

313

加藤

307

109

320

竹
内

兵頭

電
気
磁
気
Ⅰ

平岡

米盛

山野辺

410

情
報
工
学
実
験
Ⅳ
／
後

デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅱ

冨田
307

機
械
工
学
／
後

柿島

309

307410

米盛

内田

317

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
応
用
Ⅳ
／
後

112

321

島川

317

比
留
間

315

島川
石川

122

311

108

稲毛

306
122

シ
ス
テ
ム
工
学

稲毛

英
語

松尾

化
学

臼井
241

228 409 241

232

化
学
／
前

309 227A 227A414
410
308

鳥羽
319 314 122

9
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224240

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
Ⅰ
／
後

224

佐藤
243

基
礎
物
理
Ⅰ
／
前

体
育
･
球
技
／
後

代
数
幾
何
学

伊藤

309 工房

鳥羽

電
気
工
学
実
験

製
図

大島319

242
志岐

製
図

稲毛
228

化
学

（
実
験

）

情
報
社
会
論
／
前

創
造
演
習

227B

量
子
力
学

山野辺

A B C D
AD EE

基
礎
物
理
Ⅱ
／
後

229

伝
統
文
化
特
論

野島
真島顕415

240

花山

英
語

臼井

243

308
424
110

小島

CS

伊藤 伊藤

基
礎
物
理
Ⅱ
／
後

真島

242

斉藤努

谷上

自
然
科
学
概
論
／
前

マルケス

電
子
回
路
／
前

物
理
／
後

309424
243

冨田

117

化
学

（
実
験

）

英
語

野島

電
気
回
路
Ⅰ
／
前

花山

学年 １年
A D

電
気
回
路

C
学科 EE

１
・
２
校
時
目

真島

2013年度　授業時間割

大島
119

マルケス

混成

242
241

曜日

微
分
積
分
学

西
野

長尾

314

佐藤
伊藤

242

129

化
学
／
前

英
語

野島

224

308

森

応
用
デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅰ

解
析
学
Ⅰ

309

319

デ
ザ
イ
ン
史

内田

319

電
子
工
学

計
算
機
援
用
設
計

稲毛

制
作
演
習

比留間
421

宮澤

山下幸

パ
ワ
ー

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

渡邉聡

経
営
工
学
概
論
／
後

応
用
デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅰ

308
311410

坂
元

応
用
デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅰ

石
黒

319

224 224

242
マッカン

谷
上

制
作
演
習

電
気
回
路
Ⅰ

小島

制
作
演
習

房野

114113
111 112

花山

317 山野辺
422

法
学

体
育
実
技

229

経
営
論

人
工
知
能
Ⅰ
／
前

425
斉藤努

423
大和

経
済
学

227A
山下健

鎌田
306425 高野
大島

310
山舘

井上

306

斉藤努

大島

斉藤成

山舘

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学

306

電
力
シ
ス
テ
ム

227A 204

環
境
電
磁
工
学

技
術
者
倫
理
／
後

227A

福島

音
響
工
学

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
／
前

227A

吉野 吉野

人
工
知
能
Ⅱ
／
後

論
文
講
読
Ⅰ

EE ME

技
術
者
倫
理

森

信
号
処
理

310
山下健

(前期)

(後期)
井山

321

２年 AC

CSEE ME CS EE

３年
木曜日

４年 ５年

ME
P

CS
G

ADB
ME CS P G

AD
I GP

AD
ME

227B
前期 後期 前期 後期

227A
II

長尾

ア
ン
テ
ナ
工
学

吉野

山舘
235

現
代
社
会

体
育
･
武
道
／
後

体
育
･
球
技
／
前

119

高野

伊藤

長尾
240 117

基
礎
物
理
Ⅱ
／
後

宮澤
241

教室NO

教室NO

７
・
８
校
時
目

14:45～16:15

担当者

柿島234

教室NO
佐久間 稲毛

C
A
D

斉藤純

110 111

冨田
鳥羽

三橋

416

西岡

315

真島

基
礎
物
理
Ⅰ
／
前

241

317

微
分
積
分
学

伊藤

担当者
234

菅原

AD

9:10～10:40

317

山下幸

平
面
基
礎
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅳ

424

13:05～14:35

担当者

５
・
６
校
時
目

基
礎
数
学
Ⅱ

安藤

教室NO

平
面
基
礎
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅱ

３
・
４
校
時
目

10:50～12:20

担当者

保
健

柿島

保
健

224

真島

体
育
･
武
道
／
前

233 菊地

232
高野

224

基
礎
物
理
Ⅱ
／
後

240240

真島
伊藤 伊藤

基
礎
物
理
Ⅰ
／
前

英
語

臼井

130

代
数
幾
何
学

308

山下健 倫
理
／
前

坂
元

243
241

313

氏
家

論
理
回
路
Ⅱ
／
前

314
志岐

410

山野辺
山下健

320
大杉

三橋
415

菅原
423 柿島

321310
吉澤

電
気
電
子
材
料

417

技
術
者
倫
理

(前期)

409 418 311

(後期)

321310

杉島
山舘

大島

320

410

小出

119

410

小出

307

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
／
後

409

計
算
シ
ス
テ
ム
論

307

内田
清水

307

227A

数
理
計
画

島川

内田

307

技
術
文
書
作
成
／
前

電
気
回
路

吉澤

信
頼
・
安
全
性
工
学
斉藤成

応
用
デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅱ

内田

体
育
実
技

TA(前期)

清水

志岐

情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
／
前
307
清水

306

半
導
体
デ
バ
イ
ス

井山

経
済
学

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
シ
ス
テ
ム
／
後

技
術
者
倫
理

斉藤純 410

227B

情
報
工
学
実
験
Ⅴ
/
前

情
報
工
学
実
験
Ⅵ
/
後

電
子
回
路

齊藤純
311122 227B

電
気
電
子
回
路
特
論

電
気
応
用

227A122

石黒

110

123
409
氏家

基
礎
物
理
Ⅰ
／
前

計
算
機
概
論
Ⅱ
／
後

大杉 山野辺

物
理
／
前

内田真島

微
分
積
分
学

真島

工
業
材
料

佐久間
山本孝

308

米盛
森 大杉(後期)

機
械
電
子
工
学
実
験

110

デ
ザ
イ
ン
概
論
/
後

422
224

比留間

デ
ザ
イ
ン
心
理

竹内

424

氏家

322

渡邉聡

倫
理
／
後

308

114
317 320

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
／
前

ホール

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

311 111島川
308

島川
宇都木

119
122

マルケス
241

山本孝
243

真島

10
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イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

体
育
実
技

体
育
実
技

専
攻
演
習
Ⅱ

通
信
工
学
概
論
／
前

武井(前期) 三橋(後期)

伊原

122

319 122 422

国
語
／
前

西野

応
用
物
理

大杉
227A

大藤

菊地(前期)

氏家307307

吉野

A B C D
AD EE ME CS

斉藤純

電
気
工
学
実
験

英
語

松尾

233

128

谷
上

西
野

423

立
体
基
礎
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅲ

227B

米盛

ア
ナ
ロ
グ
電
子
回
路

島川

武井(後期)

数
学
特
論

渡邉紘
227A

吉澤

伊原

複
素
関
数
論

離
散
数
学
Ⅰ
／
前

307

氏
家

310

渡邉紘

310

吉澤

機
械
工
学
概
論

113

山本和

清水

解
析
学
Ⅰ

宮澤 吉野

計
算
機
概
論
Ⅰ
／
前

319

国
語

通
信
工
学

英
語

保
健
体
育
･
球
技
／
後

微
分
積
分
学

308

茂木

鎌田

宮澤

谷
上

坂
元

保
健
体
育
･
武
道
／
前

234

武井

保
健
体
育
･
球
技
／
後

佐藤

421415

坂元

大島

デ
ザ
イ
ン
実
習
Ⅰ

佐藤
415

409水谷

414 414

米盛

228 112 317315

安藤

工房

409
410斉藤努 410

清水吉田

内田

倫
理
／
後

基
礎
数
学
Ⅱ
／
前

保
健
体
育
･
武
道
／
前

国
語

保
健
体
育
･
球
技
／
前

保
健
体
育
･
武
道
／
後

2013年度　授業時間割

D

山舘 相川

現
代
社
会

井山濱邊

曜日
学年 １年 ２年
混成

CS学科 AD EE ME
A B C

担当者

234

234

基
礎
数
学
Ⅱ
／
前

教室NO
米山

３
・
４
校
時
目

10:50～12:20

担当者
教室NO 235 235

濱邊 村田安藤

微
分
積
分
学

西岡
232

国
語

英
語

椎名
茂木スザンヌ

保
健
体
育
･
武
道
／
後

232 240

保
健
体
育
･
球
技
／
前

パルナス

機
械
電
子
工
学
実
験

基
礎
数
学
Ⅱ
／
前

倫
理
／
後

渡邉紘 濱邊

加藤

武井

131

基
礎
数
学
Ⅰ

工
業
技
術
概
論

314

立
体
基
礎
デ
ザ
イ
ン
演
習
Ⅲ

英
語

松尾

233

418

確
率
統
計
学

岸 228

プ
ロ
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Ⅲ
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後
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2013.5.27. 

教員各位 

サマースクーリング 2013 講座開講希望のご案内 

キャリアセンター長 水谷 浩 

サマースクーリング 2013 開講にあたりご協力のほどお願い申し上げます。 

 今年度、キャリアセンターでは、昨年度≪23 講座開講、314 人のべ 768

人参加≫の反省を踏まえ、先生方のサマースクーリング（以下、ＳＳ講座）開

講予定講座の日程調整をさせていただくこととなりました。 

これは、昨年度、資格試験講座の日程のみ公表しましたが、講座の重複や開

講講座の把握ができず、ご迷惑をおかけしました。今年度は、可能な限りスケ

ジュール調整をし、講座や担当者の重複を避け、多くの学生が気持ちよく受講

できるよう配慮したいと考えています。 

開講講座は、① ライセンス（資格・検定試験）講座 

② アドバンス（普段授業では扱えない内容の授業）講座

③ リカバリー（補習）講座

3 グループに分けて紹介する予定です。 

また、開講期間は、原則、夏休み（8/3～9/25）ですが、夏休み以外の開講 

もご相談ください。調整は、個別に対応させていただきます。 

開講希望の先生方は、『サマースクーリング 2013 開講申請書≪(支援)キャ 

リアセンター//2013//汎用フォルダー//サマースクーリング 2013 開講申請

書≫』ご記入いただき、柴田までご提出ください。 

ＳＳ講座の公開は、6 月 29 日（土）父母懇談会配布予定。 

提出先：atsuko@salesio-sp.ac.jp 

締 切：2013 年 6 月 7 日（金）正午まで 

お問い合わせは、事務・柴田まで 
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氏名
フリガナ

学年 学科 受講料 教材費等 合計額

1 2年英語フォローアップゼミ　　 野島 2 全 ¥0 ¥0 ¥0 9/9～9/13 5 119

2 プログラミングの基礎　　　　　 小出 2・3 ＣＳ ¥0 ¥0 ¥0 9/3～6・9/17・
19・20

7 410

別 3 【外部講師】ステップアップ講座数学　 担当：杉本 1 全 ¥9,500 ¥0 ¥9,500 9/9～9/13 5 235

途 4 【外部講師】ステップアップ講座数学　 担当：杉本 2 全 ¥9,500 ¥0 ¥9,500 9/9～9/13 5 234

申 5 【外部講師】基礎英文法 担当：杉本 1 全 ¥9,500 ¥0 ¥9,500 9/9～9/13 5 235

込 6 【外部講師】基礎英文読解 担当：杉本 2 全 ¥9,500 ¥0 ¥9,500 9/9～9/13 5 234

7 【外部講師】千頭和講師による進学英語講座 担当：西岡 3・4・5 全 ¥6,000 ¥0 ¥6,000 9/2・14・21 3 228

8 【外部講師】江川講師による進学数学講座 担当：西岡 3・4・5 全 ¥6,000 ¥0 ¥6,000 9/3・5・19 3 228

9 【外部講師】ガス溶接技能講習 担当：米盛 全 全 ¥12,000 ¥620 ¥12,620 9/17・18 2 317/119

10 【外部講師】有機溶剤安全衛生教育 担当：米盛 全 全 ¥8,400 ¥1,600 ¥10,000 8/23 1 317/119

11 進学準備講座　数学 西岡 3・4・5 全 ¥0 ¥0 ¥0
9/4・6・17・18・

20
5 235

12 英語筆記体で遊ぼう 野島 1・2 全 ¥0 ¥0 ¥0 9/9～9/13 5 119

13 英検準2級取得講座 椎名 全 全 ¥3,600 ¥1,400 ¥5,000 9/13・17・25・28・
10/5

5 228

14 はじめてのハングル 石田 全 全 ¥0 ¥1,000 ¥1,000 9/3～9/7 5 110

15 英文法の鍛錬 石田 全 全 ¥3,100 ¥1,900 ¥5,000 9/3～9/7 5 110

16 日本語検定2級対策講座 村田 全 全 ¥3,000 ¥1,000 ¥4,000 9/3～9/5 3 240

17 日本語検定3級対策講座 相川 全 全 ¥3,500 ¥1,500 ¥5,000 9/2～9/6 5 241

18 数検　　2級　1次試験講座 山本 全 全 ¥1,000 ¥0 ¥1,000 9/3～9/5 3 234

19 数検　　2級　2次試験講座 渡邉 全 全 ¥1,000 ¥0 ¥1,000 9/3～9/5 3 234

20 数検　準2級　１次試験講座 安藤 全 全 ¥1,000 ¥0 ¥1,000 9/3～9/5 3 235

21 数検　準2級　２次試験講座 佐藤 全 全 ¥1,000 ¥0 ¥1,000 9/3～9/5 3 235

22 第4級アマチュア無線技士受験対策 吉田 1・2 全 ¥1,000 ¥0 ¥1,000 8/27～30・9/3 5 228

23 色彩検定3級対策講座 杉本 全 全 ¥3,000 ¥1,200 ¥4,200 9/2～9/6 5 409/414

24 危険物取扱者(乙種第4類）対策講座 花山 全 全 ¥4,000 ¥4,000 ¥8,000 8/27～31 5 240

25 ディジタル技術検定３級受験対策講座 吉野 全 全 ¥5,000 ¥1,900 ¥6,900 8/19～22 4 319

26 第2種電気工事士受験対策講座 房野・大杉 全 全 ¥3,000 ¥2,420 ¥5,420 9/17～21 5 320/309

27 ＶＥリーダー認定試験対策 森・冨田 3.4 全 ¥4,000 ¥0 ¥4,000 8/6～8/9 4 321

28 ＣＡＤ利用技術者基礎試験対策 稲毛 2～5 ＭＥ ¥3,000 ¥4,300 ¥7,300 9/2～9/6 5 319

29 基本情報技術者試験対策講座 ＣＳ教員 3・4 ＣＳ ¥2,900 ¥7,100 ¥10,000
8/28～30

9/3～5・9/17～
20

10 409

30 模写勉強会 谷上 2・3 ＡＤ ¥0 自費 ¥0 8/5～8/8 4 423/424

31 イラストレーター基礎追加編 菅原 2・3 ＡＤ ¥0 ¥0 ¥0 9/10～13 4 122/123

①
②

32 【外部講師】ペンタブレットＣＧセミナー　①・②コース 担当：三河 3・4・5 ＡＤ ①￥1,800
②￥1,800

①\0　　(持参）
②\700(借用）

①\1,800
②\2,500 9/17.18 2 417

33 【外部講師】デッサン集中セミナー 担当：比留
間 3・4・5 ＡＤ ¥1,500 自費 ¥1,500 9/17～21 5 424

34 ポートフォリオ制作指導 比留間・菅
原 4 ＡＤ ¥0 自費 ¥0 8/29・30 2 423/122

35 【外部講師】ワークショップで木材加工を学ぶ 担当：坂元 3・4・5 ＡＤ ¥2,000 自費 ¥2,000
①8/20・21
②8/22・23

2Ｘ2回 ＡＤ工房

36 【外部講師】写真撮影セミナー 担当：谷上 2・3・4 ＡＤ ¥1,500 自費 ¥1,500 9/19・20 2 423

37 ワークショップで木材の造形体験をする 小西・坂元 2・3 ＡＤ ¥0 自費 ¥0 8/20～8/23 4 ＡＤ工房

38 東京見学ツアー　　　　　　　　　 氏家 全 ＡＤ ¥0 自費
(交通費など） ¥0 随時 1 校外

2013サマースクーリング　　申込票

開講日
日
数

対象 料金

教室

混成クラス　　　　　　　　　　　　学科クラス

　　（例：1A65）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（例：3AD65）

申込
○印

講
座
番
号

講　座　名 講師
学内担当
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2年英語フォローアップゼミ　　 ≪リカバリ≫  前期学習内容を復習しながら基礎固めの訓練をする。　　　※前期評価が合格点に届かない学生対象 Ⅰ 45

プログラミングの基礎　　　　　　 ≪リカバリ≫プログラミングのコツを基礎から勉強する。　　 ⅢⅣ 15

【外部講師】ステップアップ講座数学　　　別紙配布済み 三角比・三角関数・２次関数の最大最少について基本事項の確認と実践的な演習を行う。 Ⅱ 40

【外部講師】ステップアップ講座数学　　　別紙配布済み ベクトル・整関数の微分について、基本事項の確認と実践的な演習を行う。 Ⅰ 40

【外部講師】基礎英文法　　　　　　　　　　 別紙配布済み 準動詞（不定詞・分詞・動名詞）中心に英文法の知識を体系的に学習する。 Ⅰ 40

【外部講師】基礎英文読解　　　　　　　　　別紙配布済み 不定詞・分詞・動名詞・関係詞・比較野重要単元を復習し、英文解釈のスキルを身につける。 Ⅱ 40

【外部講師】千頭和講師による進学英語講座 大学編入などを目指す学生のための基礎力養成と出題必須分野の解説と演習 ※Ⅰ・Ⅱ 45

【外部講師】江川講師による進学数学講座 微分積分、線形代数の編入試験に必須の内容の解説と演習 ※Ⅰ・Ⅱ 45

【外部講師】ガス溶接技能講習 ≪資格取得≫労働安全衛生法で指定されたガス溶接作業のための技能講習を実施し、資格取得。 ⅠⅡⅢⅣ なし

【外部講師】有機溶剤安全衛生教育 ≪資格取得≫労働安全衛生法で指定された有機溶剤取扱いのための特別教育を実施し、資格取得。 ⅠⅡⅢⅣ なし

進学準備講座　数学 微分積分・線形代数を中心に授業でやっていない内容の解説と演習。≪８.進学数学講座≫とのＷ受講がよい。 Ⅲ・Ⅳ 40

英語筆記体で遊ぼう 平易な英文を教材にして英語の基本を復習しながら筆記体を読み書きできるよう訓練する。 Ⅱ 64

英検準2級取得講座 英検準２級の取得をめざし、構文や表現を学び、構文を読解する。 Ⅲ 40

はじめてのハングル 隣国で使われている「ハングル」という文字体系を学ぶ。簡単な読み書きができるように演習する。 Ⅰ 25

英文法の鍛錬 「表現のための実践ロイヤル英文法」を教材として読みながら参考書を学習の手助けにする姿勢と活用力を考察する。 Ⅱ 25

日本語検定2級対策講座 問題演習形式による日本語検定２級受検対策講座　　　　　　　　　※検定受検料は、含まれていません Ⅲ 10

日本語検定3級対策講座 問題演習形式による日本語検定３級受検対策講座　　　　　　　　　※検定受検料は、含まれていません Ⅳ 20

数検　　2級　1次試験講座 数学検定２級の１次試験の出題必須分野の解説と演習 Ⅰ 30

数検　　2級　2次試験講座 数学検定２級の２次試験の出題必須分野の解説と演習 Ⅱ 45

数検　準2級　１次試験講座 数学検定準２級の1次試験の出題必須分野の解説と演習 Ⅰ 30

数検　準2級　２次試験講座 数学検定準２級の2次試験の出題必須分野の解説と演習 Ⅱ 30

第4級アマチュア無線技士受験対策 ９/３の受験のための法規及び無線工学の概要を解説　※9/3受験する学生に限る（申込みは7/1～20　各自申込） Ⅳ 10

色彩検定3級対策講座 色彩理論の基礎方学習し、色彩検定３級合格を目指す。 Ⅲ 20

危険物取扱者(乙種第4類）対策講座 危険物取扱者(乙種第4類）合格を目指す Ⅱ 48

ディジタル技術検定３級受験対策講座 ディジタル技術検定３級合格を目指す Ⅱ 30

第2種電気工事士１次試験受験講座 10/5第２種電気工事士１次試験(筆記）合格を目指す Ⅱ なし

ＶＥリーダー認定試験対策 ＶＥ（Ｖalue  Engineering)リーダー資格認定試験合格を目指す ⅢⅣ 20

ＣＡＤ利用技術者基礎試験対策 講座最終日ＣＡＤ利用技術者基礎試験を受験し、合格を目指す。　　　　　　　※受験料は、教材費に含みます。 Ⅱ なし

基本情報技術者試験対策講座 １０月の基本情報技術者試験を受験する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　※受験料は、教材費に含みます。 ⅠⅡ 409定員

模写勉強会 アクリル絵の具による模写の勉強会 9：30～12：30
13：30～17：00 50

イラストレーター基礎追加編 エディトリアルデザインへむけてイラストレーターの追加講習 9：30～12：30
13：30～17：00 30

【外部講師】ペンタブレットＣＧセミナー　①・②コース ペンタブレットを使ったデザインスケッチの実習指導　　　※受講料は、ペンタブレット①持参、②借用で変わります。9：30～12：30
13：30～17：00 20

【外部講師】デッサン集中セミナー 大学院生講師による実習指導 9：30～12：30
13：30～17：00 30

ポートフォリオ制作指導 ポートフォリオ制作指導
13：30～17：
00

10

【外部講師】ワークショップで木材加工を学ぶ 木材とその加工、木工旋盤体験実習 9：30～12：30
13：30～17：00

①5
②5

【外部講師】写真撮影セミナー プロカメラマンによる撮影指導 9：30～12：30
13：30～17：00 30

ワークショップで木材の造形体験をする 一輪挿しオブジェの制作を通して、木に触れ、加工し、形作る体験を行う 9：30～12：30
13：30～17：00 10

東京見学ツアー　　　　　　　　　（随時） 終日 10

定員

講　　座　　内　　容

開講時間・・Ⅰ＝9:10～10:40　Ⅱ＝10:50～12:20　Ⅲ＝13:05～14:35　Ⅳ＝14:45～16:15　　　※Ⅰ＝9:30～11:00　　※Ⅱ＝11:15～12:45　　

講　座　名 内　　　　容 時間

35

2.5(2)-1＜添付資料＞：サマースクーリング2013講座開講希望のご案内
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13/11/17 サレジオ工業高等専門学校 メール - [staff: 7404] 研究委員会_学生発表に関する調査

https://mail.google.com/mail/u/0/?ui=2&ik=b9b66178c0&view=pt&q=yamasita%40salesio-sp.ac.jp&qs=true&search=query&th=13e5a37362e6d1c1 1/3

Shimakawa Yoichi <simakawa@salesio-sp.ac.jp>

[staff: 7404] 研究委員会_学生発表に関する調査
4 件のメッセージ

Yamashita Ken-ichiro <yamasita@salesio-sp.ac.jp> 2013年4月30日 18:12
To: staff@salesio-sp.ac.jp

各位

山下＠研究委員会です。スタッフメールで失礼いたします。表題の件に関するお願いです。今年度も学生の学会発表
等に研究委員会より補助金を支給する予定です。先生方の研究室等に所属する学生で学会発表等を予定していて，
補助金を希望される先生は下記のフォルダにあります「学生発表に関する調査.xlsx」に必要事項をご記入くださ
い。

フォルダの場所：\\tfilesv\tfilesv\staff\2013年度\(委員会)研究委員会\一般公開\00.その他

お忙しい中大変申し訳ございませんがどうぞよろしくお願い申し上げます。締め切りは5月25日終日といたします。

※大学コンソーシアム八王子学生発表会に関しましてはこのファイルにご記入する必要はございません（同発表に関
しましては後日再調査致します）。

※補助金は「交通費」「参加費」「宿泊費」です。目安としては3万円～5万円程度と考えておりますが，希望調査の結
果を見て，研究委員会予算内で算出いたします。

※交通費について：JR線の場合は，学割使用を前提とし，未使用の場合にはその差額は自己負担となります。飛行
機を使用しなければならない場合は，早割等で安いチケットをご購入下さい。

※宿泊費について：1泊6000円を限度とし，遠方の場合には2泊まで認めます。

※参加費について：学生員料金とします。非会員の場合，その差額は自己負担となります。また，Establishされた学
会以外（大学評価学位授与機構での審査で認められないような学会）での発表は避けてください。

※引率責任者(指導教員)は必ず同行して下さい。引率責任が果たせない場合，予算は出ません。なお引率者には補
助金は出ませんのでご了承願います（課題研究費等の使用は無論可能です）。

※あくまで補助金ですので，全額出るとは限りません。ご了承願いますようよろしくお願い申し上げます。

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/

サレジオ工業高等専門学校

電気工学科　准教授
山下　健一郎 （Ken-ichiro Yamashita）

2.5(2)-2＜添付資料＞：研究委員会_学生発表に関する調査

　　　 
　　434



 2013　サマースクーリング　　集計

1年 2年 3年 4年 5年 学科別合計
12名 36名 28名 22名 1名 99名
20名 24名 28名 7名 1名 80名
27名 37名 25名 15名 2名 106名
32名 25名 19名 6名 0名 82名
91名 122名 100名 50名 4名 367名

1講座 2講座 3講座 4講座 5講座 6講座 7講座 8講座 9講座
1年 33名 35名 10名 7名 4名 1名 1名 0名 0名 91名
2年 32名 40名 23名 13名 6名 6名 1名 0名 1名 122名
3年 37名 31名 23名 7名 0名 2名 0名 0名 0名 100名
4年 25名 16名 4名 4名 0名 1名 0名 0名 0名 50名
5年 4名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 4名

131名 122名 60名 31名 10名 10名 2名 0名 1名 367名

1講座 2講座 3講座 4講座 5講座 6講座 7講座 8講座 9講座
デザイン学科 28名 38名 16名 10名 4名 3名 0名 0名 0名 99名
電気工学科 26名 31名 13名 4名 2名 3名 0名 0名 1名 80名
機械電子工学科 40名 32名 19名 9名 2名 3名 1名 0名 0名 106名
情報工学科 37名 21名 12名 8名 2名 1名 1名 0名 0名 82名

132名 124名 63名 35名 15名 16名 9名 8名 10名 367名

学科別　受講講座数　分布

サマースクール受講者　学年学科別　分布

学年別　受講講座数　分布

デザイン学科
電気工学科
機械電子工学科
情報工学科

学年別合計

1講座 2講座 3講座 4講座 5講座 6講座 7講座 8講座 9講座 

1年 33名 35名 10名 7名 4名 1名 1名 0名 0名 

2年 32名 40名 23名 13名 6名 6名 1名 0名 1名 

3年 37名 31名 23名 7名 0名 2名 0名 0名 0名 

4年 25名 16名 4名 4名 0名 1名 0名 0名 0名 

5年 4名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 

学年別 受講講座数 分布 

99名 

80名 

106名 

82名 

学科別分布 

1年 2年 3年 4年 5年 

91

名 

122

名 100

名 
50

名 

4名 

学年別分布 

1年 2年 3年 4年 5年 

デザイン学科 12名 36名 28名 22名 1名 

電気工学科 20名 24名 28名 7名 1名 

機械電子工学科 27名 37名 25名 15名 2名 

情報工学科 32名 25名 19名 6名 0名 

サマースクーリング受講者 学年学科別分布 

1講座 2講座 3講座 4講座 5講座 6講座 7講座 8講座 9講座 

デザイン学科 28名 38名 16名 10名 4名 3名 0名 0名 0名 

電気工学科 26名 31名 13名 4名 2名 3名 0名 0名 1名 

機械電子工学科 40名 32名 19名 9名 2名 3名 1名 0名 0名 

情報工学科 37名 21名 12名 8名 2名 1名 1名 0名 0名 

学科別 受講講座数 分布 

2.5(2)-4＜添付資料＞：サマースクーリング2013講座実績
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15 2.5(2)-5＜添付資料＞：2011年度教員研究活動報告（紀要）
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添付資料編_基準 3 



開講年度 2014 ｸﾗｽ No 
氏 

名 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

    

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

     

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 JABEE基準1(2) 

  

授業概要  

到達目標 

授業方法  

教科書  

補助教材  

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

関連科目  

準備学習に 

関する 

アドバイス 

 

授業計画 

時間数 授業項目 学習内容（理解できた内容にはチェック） 

合計 

 

時間 

試験結果 ： 前期中間試験 [ ]点，前期末試験 [   ]点，後期中間試験 [   ]点，後期末試験 [ ]点 

最終成績 ： 評価点 [    ]点 評定 □ 優 ，□ 良 ，□ 可 ，□ 不可（ → 認定試験  □ 可 ）

2014/02/18 09:30 版

応用物理 EE：電気工学科 4年 通年 2

Applied Physics 必修 35 10 0 0

加藤　雅彦 EE ・ 教授 312 木曜日以外 kato-m

EE-1 B-2 (d)(1)

電気系の技術者にとって、電子物性は電磁気学、電気回路と同様に欠くことのできない重要な分野である。電 
子物性における基本的知識を修めることがこの科目の目標であり、具体的には固体について取扱い、特に半導 
体を中心に勉強する。

A. 結晶構造の表現手法や解析手法を理解することができる。 
B. 固体中の自由電子の運動を表現することができる。 
C. フェルミエネルギーについて理解することができる。 
D. 電界中の固体電子の運動を表現することができる。 
E. 半導体の種類と伝導機構を理解することができる。

教科書に用いる「物性科学」の中で、結晶と電気伝導に関する章を中心に講義を行う。理解を深めるために適 
宜演習問題を行う。

理工学基礎　物性科学, 坂田亮, 培風館

なし

各区間の評価は、定期試験を70％、授業中の演習問題を30％とする。総合評価は各区間の単純平均とする。演 
習で間違った問題はそのままにしておかず、解説をよく聞いて間違い直しを赤ペンなどで書いておけば減点し 
ない。ただし、計算過程を省略すると減点となるので注意すること。

電子工学(3年)、電気電子材料(5年)

3年生までの数学・物理関連科目を修得していること。特に、指数関数、微分・積分についてよく復習してお 
くこと。

0.75 
2.25 
1.5 
1.5 
1.5 
1.5 
1.5 

0.75 

0.75 

2.25 
1.5 
1.5 
1.5 
1.5 

0.75 

1.5 

1.5 

1.5 
1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

0.75 

0.75 

2.25 
1.5 

1.5 
1.5 
1.5 

0.75 

1.5 

ガイダンス 
結晶（1） 
結晶（2） 
結晶（3） 
結晶（4） 
結晶（5） 
結晶（6） 

前期中間試験 

試験問題の解説・復習 

金属中の自由電子（1） 
金属中の自由電子（2） 
金属中の自由電子（3） 
金属中の自由電子（4） 
固体中の電子（1） 

前期末試験 

試験問題の解説・復習 

固体中の電子（2） 

固体中の電子（3） 
固体中の電子（4） 

固体中の電子（5） 

固体中の電子（6） 

固体中の電子（7） 

固体中の電子（8） 

後期中間試験 

試験問題の解説・復習 

固体中の電子（9） 
固体中の電子（10） 

固体中の電子（11） 
半導体（1） 
半導体（2） 

学年末試験 

試験問題の解説・復習 

□授業の進め方、評価について理解する。
□空間格子と格子定数を理解できる。（A）
□格子方向と格子面を求めることができる。（A）
□ブラベー格子を理解できる。（A）
□ブラッグの回折条件を使って計算できる。（A）
□X線回折による物質の同定について理解できる。（A）
□格子欠陥の種類について理解できる。（A）

□前期中間までの範囲の理解度を確認する。（A）

□試験問題に対する復習を行う。（A）

□金属中での自由電子の運動について理解できる。（B）
□衝突時間、流動速度、オームの法則の式を理解できる。（B）
□緩和時間と移動度について理解できる。（B）
□合成緩和時間、合成抵抗率について理解できる。（B）
□水素原子中の電子のエネルギー準位と量子数について理解でき
　る。（B） 

□前期末までの範囲の理解度を確認する。（B）

□試験問題に対する復習を行う。（B）

□水素分子中の電子のエネルギー、結晶中の電子のエネルギー帯に
　ついて理解できる。（B） 
□結晶中のポテンシャルエネルギーについて理解できる。（B）
□固体中の自由電子における粒子性と波動性について理解できる。
　（B） 
□周期的ポテンシャル場中の電子とブリュアン領域について理解で
　きる。（B） 
□フェルミ-ディラック分布、フェルミ・エネルギー、フェルミ球
　について理解できる。（C） 
□電子数密度と状態密度とフェルミ分布関数の関係を理解できる。
　（C） 
□自由電子のフェルミ波数、フェルミ速度、フェルミ温度について
　理解できる。（C） 

□後期中間までの範囲の理解度を確認する。（B,C）

□試験問題に対する復習を行う。（B,C）

□群速度と有効質量について理解できる。（D）
□周期的ポテンシャル場中の電子のエネルギー、速度、有効質量と
　波数の関係について理解できる。（D） 
□正孔とホール効果を理解し、ホール係数を計算できる。（D）
□元素半導体と化合物半導体について理解できる。（E）
□真性半導体と不純物半導体について理解できる。（E）

□学年末までの範囲の理解度を確認する。（D,E）

□試験問題に対する復習を行う。（D,E）

45
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開講年度 2014 ｸﾗｽ No 
氏 

名 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

   

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

      

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 JABEE基準1(2) 

  

授業概要  

到達目標 

授業方法 

教科書  

補助教材  

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

関連科目  

準備学習に 

関する 

アドバイス 

 

授業計画 

時間数 授業項目 学習内容（理解できた内容にはチェック） 

合計 

 

時間 

試験結果 ： 前期中間試験 [ ]点，前期末試験 [   ]点，後期中間試験 [   ]点，後期末試験 [ ]点 

最終成績 ： 評価点 [    ]点 評定 □ 優 ，□ 良 ，□ 可 ，□ 不可（ → 認定試験  □ 可 ）

2014/02/18 09:30 版

構造材料 AC：専攻科 1年 半期 2

Structural Materials 選択必修 10 12.5 0 0

加藤　雅彦 EE ・ 教授 312 木曜日以外 kato-m

AC-2 B-2 B-3 (d)(1) (d)(3) 

材料の基本的な力学的挙動を知っておくことは、技術者にとって必要不可欠である。初めに一般的な金属材料 
について力学的挙動のメカニズムを学び、次にセラミックス、ガラス、ポリマーなどの非金属材料について金 
属材料と比較しながら学ぶ。

A. 金属材料の機械的性質について理解することができる。 
B. セラミックス、ガラス、ポリマーの機械的性質について理解することができる。 
C. 力学的挙動のメカニズムを理解することができる。

輪講形式で行う。適宜担当教員より説明を加える。発表者は担当部分のレポートを提出する。

J.F. Shackelford: Introduction to Materials Science for Engineers, (Prentice-Hall, Inc., 2000) 
chapter 6.

なし

発表担当部分のレポート50％、発表内容50％とする。授業への参加度がよくない場合は欠席１回につき３点減 
点する。レポートは、法則やメカニズムについて原理や根拠が正確に記述されているかどうかを中心に評価す 
る。発表内容は、発表者に対して適宜質問を行うことによって、理解度を中心に評価を行う。

機能材料

積極的に討議できるように予習してくること。Mechanical Behaviorの学習が早く終わった場合は、それ以外 
の内容についても適宜取り上げていく予定である。

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5

Elastic Deformation 
（弾性変形） 

Plastic Deformation I 
（塑性変形Ⅰ） 

Plastic Deformation II 
（塑性変形Ⅱ） 

Lateral strain 
　and shear deformation 
（横ひずみとせん断変形） 
Ceramics and Glasses 
（セラミックスとガラス） 

Polymers 
（ポリマー） 

Mechanism of Elastic Deformation 
（弾性変形の機構） 
Mechanism of Plastic Deformation I 
（塑性変形の機構Ⅰ） 

Mechanism of Plastic Deformation II 
（塑性変形の機構Ⅱ） 

Hardness 
（硬さ） 

Creep 
（クリープ） 

Stress Relaxation 
（応力緩和） 

Viscoelastic Deformation I 
（粘弾性変形Ⅰ） 

Viscoelastic Deformation II 
（粘弾性変形Ⅱ） 

Summary of Mechanical Behavior 
（力学的挙動の要約）

□stress-versus-strain curve（応力 ひずみ曲線）, Hooke's
　law（フックの法則）, Young's modulus（ヤング率）について理 
　解できる。（A） 
□yield strength（降伏強さ）, tensile strength（引張強さ）,
　strain-hardening exponent（ひずみ硬化指数）, ductility（延 
　性）について理解できる。（A） 
□toughness（靱性）, upper and lower yield point for low
　carbon steels（低炭素鋼における上および下降伏点）について 
　理解できる。（A） 
□Poisson's ratio（ポアソン比）, shear stress（せん断応力）,
　shear strain（せん断ひずみ）, shear modulus（せん断弾性係 
　数、剛性率）について理解できる。（A） 
□brittle fracture（脆性破壊）, flexural strength（曲げ強
　さ）, stress concentration（応力集中）について理解できる。 
　（B） 
□flexural strength（曲げ強さ）, flexural modulus（曲げ弾性
　係数）, dynamic modulus of elasticity（動的弾性係数）につ 
　いて理解できる。（B） 
□bonding force-atom separation curve（結合力 原子間距離曲
　線）について理解できる。（C） 
□critical shear stress（臨界せん断応力）, dislocation（転
　位）, slip system（すべり系）, slip plane（すべり面）につ 
　いて理解できる。（C） 
□resolved shear stress（分解せん断応力）, critical resolved
　shear stress（臨界分解せん断応力）について理解できる。 
　（C） 
□hardness test（硬さ試験）, Rockwell, Brinell and Vickers
　hardness（ロックウェル硬さ、ブリネル硬さ、ヴィッカース硬 
　さ）, Knoop microhardness（ヌープ微小硬さ）について理解で 
　きる。（A,B） 
□creep curve（クリープ曲線）, creep rupture（クリープ破
　壊）, creep strength（クリープ強さ）について理解できる。 
　（A,B,C） 
□relaxation time（緩和時間）, activation energy for viscous
　flow（粘性流動における活性化エネルギー）について理解でき 
　る。（A,B,C） 
□viscous deformation（粘性変形）, glass transition
　temperature（ガラス遷移温度）, softening temperature（軟化 
　温度）について理解できる。（B,C） 
□hysteresis of stress-strain cuve（応力 ひずみ曲線のヒステ
　リシス）, dynamic elastic modulus（動的弾性係数）について 
　理解できる。（B,C） 
□力学的挙動の要点を理解する。（A,B,C）

22.5
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開講年度 2014 ｸﾗｽ No 
氏 

名 

授業科目 対象学科 対象学年 開講期間 単位数 

  

英語名称 履修形態 
授業形態の時間内訳[hour] 

講義 演習 実験 実習 

     

担当教員 所属学科・職名 研究室 オフィスアワー メールアドレス 

    

    

    

    

準学士課程または専攻科課程の教育目標との対応 JABEEプログラムの学習・教育目標との対応 JABEE基準1(2) 

  

授業概要  

到達目標 

授業方法  

教科書  

補助教材  

評価方法 

学生自身が検

算できるよう

に算出方法や

根拠項目を明

記すること 

関連科目 

準備学習に 

関する 

アドバイス 

 

授業計画 

時間数 授業項目 学習内容（理解できた内容にはチェック） 

合計 

 

時間 

試験結果 ： 前期中間試験 [ ]点，前期末試験 [   ]点，後期中間試験 [   ]点，後期末試験 [ ]点 

最終成績 ： 評価点 [    ]点 評定 □ 優 ，□ 良 ，□ 可 ，□ 不可（ → 認定試験  □ 可 ）

2014/02/18 09:30 版

専攻実験 AC：専攻科 1年 通年 2

Experiments 必修 6 12 72 0

加藤　雅彦 EE ・ 教授 312 木曜日以外 kato-m

斉藤　成一 AC ・ 客員教授 208 月・火・木曜日 saitos

房野　俊夫 EE ・ 准教授 216 水曜日以外 bouno

兵頭　礼子 CS ・ 准教授 404 木曜日以外 n-hyodo

AC-2 B-4 D-3 (d)(2) (g) 

生産システム工学の実験として、様々な分野の実験を行うことによって、幅広い知識と技術を修得し、システ 
ム的にものを考える力を身につける。

A. 各実験の目的にあわせて正しい手順で作業することができる。 
B. 実験方法および実験結果を客観的・論理的に説明することができる。 
C. 実験結果について客観的・論理的に考察することができる。

前期は通信伝送工学系および材料工学系、後期は電力系統工学系および情報工学系の実験を行う。クラスを２ 
グループに分け、各実験について６週間ずつローテーションして行う。各実験終了後は報告書を提出し、指示 
されたテーマについて発表を行う。

配布プリント

適宜紹介する。

全ての実験テーマについて報告書を提出し、かつ指示されたテーマについて発表していることが評価の前提と 
なる。評価は、報告書を実験テーマ毎に担当教員が採点し単純平均したものを７０％、発表内容を全教員が採 
点し単純平均したものを３０％とする。尚、報告書の提出期日遅刻は ２０点まで、欠席は ９点まで全体の 
評価に加味する。（報告書については、１ ４日の遅れは １０点、それ以降１日毎に １点ずつ加算し、２ 
週間を超過した場合は未提出とする。欠席については、１回欠席すると １点、１０回欠席した場合は評価し 
ない）

各人の経験と技量により実験時間が異なる。予定に対する進み遅れは自己管理を行い、適時個人実験を行う。 
実験データは得られた時点で即座に他人とディスカッション出来る形式にまとめるよう心がけること。エンジ 
ニアとしての基本素養である。

3 

18 

18 

3 
3 

3 

18 

18 

3 
3

第１ラウンドガイダンス 

＜通信伝送工学系＞ 
直流、交流、高周波の違い実験 
伝送線路による高速パルス発生器の製作 
パルス伝搬の実験 
差動モードとコモンモードの実験 
電磁ノイズ発生の実験 
電磁ノイズ伝搬とクロストークの実験 

＜材料工学系＞ 
ガイダンスおよびX線回折法の講義と演習 
無添加Siの面間隔の測定と格子定数の確認 
アーク溶解によるB添加Siインゴットの作製 

B添加Siの格子定数の決定 
電気抵抗率測定用試料の作製 
B添加Siの電気抵抗率の測定 

第１Ｒレポートのまとめと発表準備 
第１ラウンドの実験発表 

第２ラウンドガイダンス 

＜電力系統工学系＞ 
太陽光発電の特性，ピコ水力発電，風力発電 
の特性測定 
保護継電器試験，保護継電器製作 

インバータの設計，製作，試験 
シーケンス制御 
PSIM電気・電子回路シミュレーション 
直流，交流サーボモータ制御 

＜情報工学系＞ 
実験ガイダンスおよび開発環境の確認 
画像データの操作・基本的なデータ抽出 
色相・彩度・明度の操作 
グレースケール・二値化 
エッジ検出 
各プログラムの処理の整理 

第２Ｒレポートのまとめと発表準備 
第２ラウンドの実験発表

□第１ラウンドの実験内容について理解する。

（A,B,C） 
□直流、交流、高周波の違いを理解し、実測結果を考察できる。
□高速パルス発生器を製作でき、その動作原理を説明できる。
□パルスがケーブルを伝搬するときに発生する現象が理解できる。
□差動モードとコモンモードの相違を把握し、実験で確認できる。
□電磁ノイズの発生原理を把握し、発生個所を探すことができる。
□電磁ノイズの伝搬特性およびクロストーク特性を理解できる。

（A,B,C） 
□実験内容について理解することができる。
□X線回折図形より面間隔を算出できる。
□原料を希望組成に秤量し、アーク溶解によりインゴットを作製で
　きる。 
□X線回折図形より格子定数を算出できる。
□試料の切断・研磨と電極付けができる。
□2端子2探針法により電気抵抗率を測定できる。

□実験内容についてまとめることができる。（B,C）
□第三者に正確にわかりやすく説明することができる。（B,C）

□第２ラウンドの実験内容について理解する。

（A,B,C） 
□基礎特性を測定を取得できる。

□保護継電器の各種試験を行うことができる。保護継電器の製作も
　実施する。 
□回路設計，実験して理解を深めることができる。
□シーケンス制御のレベルに応じた課題に取り組むことができる。
□基本から，複雑な回路の動作まで学理解できる。
□H8またはR8マイコンを用いプログラム制御を行うことができる。

（A,B,C） 
□プログラム開発環境を設定しサンプルプログラムを作成できる。
□画像データを用いて、基本的なデータの変換ができる。
□画像の色相・彩度・明度の操作プログラムを作成できる。
□変換のアルゴリズムを理解し、二値化して特徴抽出できる
□画像データからエッジの検出を行うことができる。
□画像データの構造や変換に使用したアルゴリズムを理解できる。

□実験内容についてまとめることができる。（B,C）
□第三者に正確にわかりやすく説明することができる。（B,C）
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学生は専攻科長または専攻主任に相談して下さい。 

（４）他の高等教育機関で修得した単位および編入学生が編入前に修得した単 

位の認定 

① 学士課程在籍中に他大学などで修得した単位は、本プログラムの単位と

しては認めません。専攻科在籍中に他大学などで修得した単位は、本校の

専攻科の授業科目と置き換えて、専攻科における単位として認定される場

合があり、このときは、本プログラムの単位として認定されます。この単

位認定を希望する場合は、他大学などで開設されている授業科目を履修す

る前に、「大学等における学修許可願」等を提出しなくてはなりません。

希望者は専攻科長または専攻主任に相談して下さい。 

② 高等学校から準学士課程４年次に編入学した場合､編入学前に修得した

単位は、本プログラムの単位としては認めません。 

③ 本校以外から本校専攻科に入学した（本プログラムに途中編入した）

場合、本校専攻科入学前（本プログラム編人前）の出身校において修得し

た単位については、本プログラムの単位として、次の原則の下で専攻科委

員会において認定の可否が判定されます。各学生は専攻科長または専攻主

任に相談して下さい。 

ケース１．出身校が JABEE 認定校である場合 

ⅰ）本手引 p. 11～p. 20「4.科目構成」に掲げられた科目群に該当する科

目は、出身校の評価をそのまま認めます。すなわち、出身校のプログラム

の単位として認められていれば、そのまま本校のプログラムの単位として

認定します。 

ⅱ）本手引 p. 11～p. 20「4.科目構成」に掲げられた科目群に該当しない 

科目は、本校のプログラムの単位としては認めません。 

ケース２．出身校が JABEE 認定校以外の場合 

ｉ）本手引 p. 11～p. 20「4.科目構成」に掲げられた科目群に該当する科目 

で、その評点が 60 点以上の科目は、本校のプログラムの単位として認めま 

す。評点が 60 点未満の科目は、専攻科入学後、その科目の実力認定試験を 

行い、合格した場合に、本校のプログラムの単位として認定します。 

ⅱ）本手引 p. 11～p. 20「4.科目構成」に掲げられた科目群に該当しない科 

目は、本校のプログラムの単位としては認めません。 

６．「生産システムエ学」教育プログラムの修了要件 

 本校における「生産システムエ学」教育プログラムを修了するためには、以

下に挙げる５つの修了要件を全て満たすことが必要です。 

－４－ 

3(2)-1＜添付資料＞：「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引p.4
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６．履修について 

（１）履修計画

 履修計画は、本手引「７．『生産システム』教育プログラムの終了要件」を満

たす必要があります。この修了要件には、準学士課程の卒業と専攻科の修了が

含まれますから、準学士課程の卒業要件、専攻科の修了要件、および学位授与

要件を考慮に入れて、科目の履修計画を立ててください。

（２）単位の認定

「生産システム工学」教育プログラムの学習・教育目標（A）～（D）に基づ

いて科目ごとに定められた達成目標に到達したことをもって、各科目の単位が

認められます。

シラバスの各科目のプログラム目標欄には、本プログラムの学習・教育目標

との対応が（A－１）～（D－３）の記号で表記されていますので、到達すべき

内容を把握して学習に望んでください。

（３）他の高等教育機関で修得した単位および編入学生が編入前に修得した単 

位の認定 

① 専攻科課程在籍中に他大学などで修得した単位は、本校の専攻科の授業科

目と置き換えて、専攻科における単位として認定される場合があり、この

ときは、専攻科における必修または選択必修単位として認定されれば，本

プログラムの単位として認定し、評価をそのまま認めます。この単位認定

を希望する場合は、他大学などで開設されている授業科目を履修する前に、

「大学等における学修許可願」等を提出しなくてはなりません。希望者は

専攻科長に相談して下さい。

② 高等学校から準学士課程４年次に編入学した場合､編入学前に修得した単

位は、本プログラムの単位としては認めません。

③ 本校以外から本校専攻科に入学した（本プログラムに途中編入した）場合、

本校専攻科入学前（本プログラム編人前）の出身校において修得した単位

については、専攻科入試出願前の事前審査で本プログラムの単位として、

次の原則の下で認定の可否が判定されます。

ⅰ）本手引「5.科目構成」に掲げられた科目群に該当する科目は本プログ

ラムの単位として認定し、出身校の評価をそのまま認めます。 

ⅱ）本手引「5.科目構成」に掲げられた科目群に該当しない科目は、本プ

ログラムの単位としては認めません。 

3(2)-2＜添付資料＞：「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引（改訂版）p.8
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第４章 学校生活を送るために

41 

［学業成績の評価］ 

第 36 条 学業成績の評価は、科目ごとの試験の成績及び出席状況並びに平素の学習状況を総合して次の

区分によって行うものとする。ただし、特別研究及びインターシップは評価区分を行わず合否のみを判

定する。 

評価 100～80 79～70 69～60 59～0 

評定 優 良 可 不可 

２ 特別研究の評価は、特別研究論文を提出し、特別研究発表会で発表を行った者に対して行う。 

３ 前項の特別研究論文に関しては、学協会等において発表できる水準を努力目標とする。 

４ 複数の教員で担当した科目の成績評価は，当該教員の合議によって決定する。 

第 37 条 欠席数が総授業回数の３分の１以上の授業科目については、原則として評価は行わない。 

［単位の認定］ 

第 38 条 第 36 条の規定に基づき、優、良及び可に評価された授業科目について単位を認定する。 

［修了の条件］ 

第 39 条 専攻科の修了は、学則第 44 条の規程のほか、次表に掲げる条件を満足しなければならない。 

必修科目 選択科目 他大学等での履修科目 合計 

24 単位 30 単位以上 第 40 条に準拠 62 単位以上 

［他の教育施設で履修した単位認定］ 

第 40 条 大学及び他の高等専門学校の専攻科等（以下「大学等」という。）で開設されている授業科目の

履修により取得した単位は、原則８科目１６単位を限度として、本高専専攻科における取得単位として

認定を受け修了に必要な単位と換えることができる。 

［単位互換］ 

２ 単位互換に係る規則及び事務手続きについては、別途定める。 

［再履修］ 

第 41 条 定期試験等で不合格になった授業科目は、再履修することができる。 

２ 前項で定める再履修は、第 33 条の規定を準用する。 

［専攻科の修了］ 

第 42 条 専攻科課程の修了の認定は、学則及びこの規定に基づき、専攻科修了認定会議において審議の

上校長が行う。 

 ２ 修了認定については別に定める。 

第 43 条 専攻科の授業料等は以下の通りとする。 

費 用 納 付 額 

入 学 金 入学時 150,000 円 

授 業 料 年額 700,000 円 

実験実習費 年額 140,000 円 

施設設備費 年額 200,000 円 

校 費 年額  42,000 円 

3(2)-3＜添付資料＞：教務規則第40条（info2014 p.41）
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編入学年

試験日

発表日

入学手続期間

1) 編入学志願書 本校所定の用紙

2） 受験票 本校所定の用紙に、必要事項を記入し、写真を貼ったもの

3） 調査書 本校所定の用紙に、出身学校長が作成し、厳封したもの

4） 卒業見込証明書 出身高等学校所定用紙使用、出身学校長が証明したもの、または卒業証明書

5） 入学検定料

編入学後の経費(平成26年度）5月・7月・10月・12月に4回分割納入

第4学年編入第3学年編入

授業料 年額 900,000円 700,000円

実験実習費 年額 45,000円 45,000円

施設設備費 年額 150,000円 150,000円

校費 (学校健康会、健康診断、冷暖房費等） 年額 42,000円 42,000円

諸会費 (父母会費、学友会費） 年額 9,800円 9,800円

(父母会入会金）初年度のみ 10,000円 10,000円

合　　計 年額 1,156,800円 956,800円

・上記費用の他に研修旅行、教科書等　約 160,000円必要となります。
・一度受理した書類ならびに受験料、入学金は返却いたしません。
・本校では入学前の寄付金は受け付けません。

※願書を郵送する場合は｢書留郵便」で｢願書在中｣と朱書し、受験票返信用封筒(362円分の切手を貼り、郵便番号、住所、氏名を
表記したもの）を必ず同封してください。(当日消印有効)

受験資格

出願書類

②第３学年編入生対象①第4学年または第3学年編入生対象　

20,000円(本校所定の入学検定料振込依頼書で振込を済ませた証明書を受験票に添付）

数学（学力試験）・専門（口頭試問）・面接

願書受付期間

※専門の内容は、事前相談後通知します。

※出願日前までに、要事前相談

2015年度　第３・４学年編入学　学生募集要項

　サレジオ工業高等専門学校では、高等学校の課程を修めた者で、より高度化する技術に対応できるように専門の学科を深く学習し、国際社会で活躍
できる技術者として確かなテクニカルスキルを身につけたいと希望するものに対して、３年次・４年次への編入学試験を実施します。

（電気工学科、機械電子工学科、情報工学科の３学科については志望学科を第２志望まで認めます）

募集学科
　　募集人員

【編入学のためのアドミッションポリシー】
　　高等学校の課程修了を有し、　　1、人の優しさを受け入れ、感謝の気持ちを大切に出来る人（人間性）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2、目標に向かって困難に挑戦する意欲があり、自分のために継続して努力できる人（専門性）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3、母国の文化を大切にし、異文化交流に積極的に取り組める人（国際性）

数学（学力試験）・専門（口頭試問）・面接

平成26年9月22日(月)～9月26日(金)

入学手続期間内に、入学金を指定口座へお振込下さい。振込が確認できしだい書類を自宅へお送り致します。

手続方法

9：00～16：00

試験科目

・電気工学科・機械電子工学科・情報工学科の3学科

9：00～16：00

・電気工学科・機械電子工学科・情報工学科の3学科

平成26年7月8日(火)

平成26年7月8日(火)～7月11日(金)

平成26年10月7日(火)

平成26年10月7日(火)～10月10日(金)

・デザイン学科･･･専門（技能試験）・面接

※専門の内容は、事前相談後通知します。

平成26年10月4日(土)　9時～　　　平成26年7月5日(土)　9時～

第３学年、第４学年

平成２７年３月高等学校卒業見込みの者、　または高等学校卒業の者

第４学年編入生は夏季休暇中に専門科目の補習を受講することが条件となります。

※選考の結果により、第3学年編入になることもあります。

平成26年6月23日(月)～6月27日(金)　

・デザイン学科･･･専門（技能試験）、面接

入学金　200,000円
４年次編入　入学金　150,000円
３年次編入　入学金　200,000円

若干名 若干名 

デザイン学科 

若干名 若干名 

電気工学科 情報工学科 機械電子工学科 

3(2)-4：第3・4学年編入学　学生募集要項
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第４章 学校生活を送るために

39 

［進級・卒業判定］ 

第１6 条 進級認定については別に定める。 

第１7 条 卒業認定については別に定める。 

［原級留置］ 

第 18 条 進級または卒業を認可されない者は、現学年に留まり、その学年の全授業科目を再履修し評価

を受けなければならない。但し、５年次における留年生で履修を免除された科目はこの限りでは

ない。 

第 19 条 ２年連続して同一学年での留年はできない。但し、長期休学により再履修できなかった者はこ

の限りではない。 

 [聴講生、科目履修生の単位認定] 

第２０条 学則第４９条第４項、第５０条第５項に基づき、聴講生及び科目履修生の単位認定について定

める。 

２ 特定の科目を指定して聴講する学生を科目聴講生とし、この学生の成績の報告は問わず、単位認定

もしない。なお試験を受けることは差し支えない。 

３ 特別な事由により校長から許可を得た場合、全科目を指定して聴講する学生を全科目聴講生とし、

この場合は参考成績の教務主事への報告を義務付け、校長の裁可によって当該年度の学年の単位及び

修了認定を行うことができる。 

４ 特定の科目を指定して履修する学生を科目履修生とし、この学生の成績の教務主事への報告を義務

付け、当該科目の単位認定を行う。 

５ 科目履修生の取得した単位の合計が当該年度を修了したものと同等と見なされれば上位の学年に編

入することができる。 

６ 聴講生、科目履修生とも正規学生に適用される学則等が同様に適用される。 

７ 単位互換提携校の科目履修生に対しての単位認定は別途これを定める。 

 [転編入生の単位認定] 

第２１条 学則第 18 条により入学を許可されたものについて以下のように区分し、規定する 

２ 学年途中に同一学年に入学した者を転入学生とする。 

３ 転入学期以前の成績及び単位認定については別にこれを定める。 

４ 転入学期以降の成績及び単位認定は正規学生に準じる 

５ 学年当初に入学した者を編入学生とする。 

６ 編入学生の前籍校の前学年までの成績評価、単位取得については別にこれを定める。 

７ ただし、編入した学年以前の本校の科目単位に不足が認められる場合は、特別プログラムにより修

得相当と見なされるよう努力する義務がある。 

８ 編入学年以降の成績及び単位認定は正規学生と同等とする。 

９ 転入学生、編入学生とも正規学生に適用される学則等が同様に適用される。 

［再入学生の単位認定］ 

第２２条 学則 24 条第 2 項により再入学を許可された学生を再入学生とし、再入学した学年以降の成績

3(2)-5＜添付資料＞：教務規則第21条（info2014 p.39）
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第４章 学生生活を送るために 

（転編入生の単位認定） 

内規 1001 準学士課程教務規則第２１条の 3 に基づき転編入生の単位認定に関する内規を設ける 

内規 1002 転編入学生の単位認定について，教務主事は単位認定会議を開催し転編入生の単位認定につ

いて協議しなければならない。 

内規 1003 同会議は以下の各号に相当する構成員をもって組織する 

(1) 教務主事 

(2) 当該学科長 

(3) 当該学科教務担当 

(4) 一般教育科主任 

(5) 教務学生課長（代理） 

(6) 必要と認められる教職員 

転編入学学生が 1・2 年次に転編入学希望の場合は以下の各号の教員も加わる 

(7) プレテック主事 

(8) プレテック学年主任 

内規 1004 単位認定会議では次の各号について協議をおこなう 

(1) 転編入学生の前籍校の前年度までの成績評価，単位取得状況から，本校の転編入学年までに開講

される科目への単位振替を協議し単位認定を行う。 

(2) 前号の協議において単位認定が認められなかった本校の転編入学年までに開講される科目につい

て，フォローアッププログラムを策定する 

(3) 転入学生の転入学期以前の成績及び単位認定について協議する 

内規 1005 会議終了後、教務主事は会議報告を学校長に提出する 

内規 1006 当該学科長は内規 1０04(2)号のフォローアッププログラムについて実施計画を教務主事

に提出し，承認を得なければならない。また，実施終了後は速やかに実施報告を教務主事に提出しなけれ

ばならない。 

（留学から復帰した学生の成績評価と単位認定） 

内規 10１1 準学士課程教務規則第３０条に基づき留学から復帰した学生（以下留学復帰生と記す）の成

績評価および留学先で修得した単位認定に関する内規を設ける 

内規 10１2 留学復帰生は、特段の理由がない限り、留学を開始した時点の学年に復帰するものとする。 

内規 1013 復帰した学年における成績評価方法については、教務主事は成績評価会議を開催し協議しな

ければならない。 

内規 1014 留学先で修得した単位の認定については，教務主事は単位認定会議を開催し協議しなければ

ならない。 

内規 1015 上記 2 つの会議は以下の各号に相当する構成員をもって組織する。 

(ア) 教務主事 

(イ) 当該学科長 

(ウ) 一般教育科長 

3(2)-6＜添付資料＞：教務関係内規1001～1006（転編入生の単位認定）
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EE

１年 ２年 ３年 ４年 ５年専1年専2年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

1 国語 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 優 18.0 18.0
1 表現 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 40.5
1 倫理 ⼀般 必修 1 22.5 1 ◎ 可 13.5
1 情報倫理 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 良 15.8 15.8
1 現代社会 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0
1 基礎数学Ⅰ ⼀般 必修 4 90.0 4 ◎ 優 81.0
1 基礎数学Ⅱ ⼀般 必修 3 67.5 3 ◎ 優 57.4
1 化学 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
1 保健体育 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 39.2
1 英語 ⼀般 必修 6 135.0 6 ◎ 優 135.0
2 国語 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 可 13.5 13.5
2 歴史 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
2 代数幾何学(*1 ) ⼀般 必修 3 67.5 3 ◎ 可 40.5
2 微分積分学(*1) ⼀般 必修 3 67.5 3 ◎ 良 47.3
2 化学 ⼀般 必修 3 67.5 3 ◎ 優 60.8
2 基礎物理Ⅰ ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
2 基礎物理Ⅱ ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
2 保健体育 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0
2 英語 ⼀般 必修 6 135.0 6 ◎ 良 94.5
3 国語 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 優 18.0 18.0
3 倫理 ⼀般 必修 1 22.5 1 ◎ 可 13.5
3 確率統計学 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 44.1
3 解析学Ⅰ ⼀般 必修 4 90.0 4 ◎ 優 81.0
3 物理 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
3 体育実技 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
3 英語 ⼀般 必修 4 90.0 4 ◎ 可 54.0
3 有機化学 ⼀般 選択A 2 45.0 2
4 国語 ⼀般 必修 1 22.5 1 ◎ ◎ 可 7.3 7.3
4 体育実技 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
4 英語演習 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 良 33.8
4 選択英語Ⅰ〜Ⅵ ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
4 イタリア語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 中国語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 韓国語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 宗教学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 ⼼理学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 ⽇本語・⽇本⽂学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
4 ⼈間論 ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 体育実技 ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0
5 選択英語Ⅰ〜Ⅵ ⼀般 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
5 法学 / 経済学(*3) ⼀般 選択C必修 2 45.0 2 ◎ 良 35.1

5 イタリア語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 イタリア語Ⅱ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 中国語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 中国語Ⅱ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 韓国語Ⅰ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 韓国語Ⅱ ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 宗教学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 ⼼理学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 ⽇本語・⽇本⽂学 ⼀般 選択B 2 45.0 2
5 ⼈間論 ⼀般 選択B 2 45.0 2
1 電気回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0
1 CAD 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
1 ⼯学基礎 専⾨ 必修 3 67.5 3 ◎ 良 47.3
1 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1

2 電気磁気学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
2 電気回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
2 電気法規 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
2 電気⼯学実験(*) 専⾨ 必修 3 67.5 3 ◎ ◎ 可 20.3 20.3
2 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1

3 電気回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 40.5
3 電⼦⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
3 情報処理 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 40.5
3 創造設計 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 優 21.4
3 ソーラーカー⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 33.8
3 電気機器 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
3 計測⼯学 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 可 13.5
3 機械⼯学 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
3 電気⼯学実験(*) 専⾨ 必修 3 67.5 3 ◎ ◎ 優 33.8 33.8
3 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1

4 電気磁気学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5
4 電気回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0
4 電⼦回路 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
4 電⼦計算機 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5 ◎
4 メカトロニクス 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 30.6 ◎
4 パワーエレクトロニクス 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 40.5
4 発変電⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0
4 電⼒系統⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0 ◎
4 電気⼯学実験(*) 専⾨ 必修 4 90.0 4 ◎ ◎ 優 45.0 45.0
4 応⽤物理 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 29.3
4 応⽤数学A 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0

4 ⼯業デザイン概論 専⾨ 選択D 1 22.5 1 優
4 DTP概論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 材料基礎⼯学Ａ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 材料基礎⼯学B 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 機械要素設計A 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 機械要素設計Ｂ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 信号と符号 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 電気電⼦演習 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 映像メディア概論Ａ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 映像メディア概論Ｂ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 Webプログラミング 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 ⽣化学 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 物理学特論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
4 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1
5 ⾼電圧⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0
5 電気応⽤ 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0
5 電機設計 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 良 31.5 ◎
5 計測⼯学 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
5 電気電⼦材料 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0 ◎
5 ⾃動制御 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0 ◎
5 システム⼯学 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 可 27.0 ◎
5 通信⼯学概論 専⾨ 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
5 電気⼯学実験(*) 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ ◎ 優 22.5 22.5
5 応⽤数学B 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 45.0
5 技術者倫理 専⾨ 必修 2 45.0 2 ◎ 優 36.0 ◎
5 卒業研究 専⾨ 必修 8 180.0 8 ◎ ○ ◎ ◎ 優 46.3 23.1 46.3 46.3

5 ⼯業デザイン概論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 DTP概論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 材料基礎⼯学Ａ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 材料基礎⼯学B 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 機械要素設計A 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 機械要素設計Ｂ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 信号と符号 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 電気電⼦演習 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 映像メディア概論Ａ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 映像メディア概論Ｂ 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 Webプログラミング 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 ⽣化学 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 物理学特論 専⾨ 選択D 1 22.5 1
5 プロジェクト実習 専⾨ 選択E 1 22.5 1

専攻1 ⽣産システム特論 専攻科 必修 2 45 2 ◎ 可 27.0
専攻1 論⽂講読Ⅰ 専攻科 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
専攻1 論⽂講読Ⅱ 専攻科 必修 1 22.5 1 ◎ 優 18.0
専攻1 専攻演習Ⅰ 専攻科 必修 1 22.5 1 ◎ 優 22.5
専攻1 専攻演習Ⅱ 専攻科 必修 1 22.5 1 ◎ ◎ 不可 0.0 0.0
専攻1 専攻実験 専攻科 必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎ 優 15.0 15.0 15.0
専攻1 英語Ⅰ 専攻科 必修 2 45 2 ◎ 可 27.0
専攻1 伝統⽂化特論 専攻科 必修 2 45 2 ◎ ◎ 優 22.5 22.5
専攻1 熱統計⼒学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻1 機械⼯学概論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 バイオメカ⼆クス 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 優 40.5 ◎
専攻1 信頼・安全性⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻1 構造材料 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 情報数学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 符号理論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻1 技術史 専攻科 選択必修(*) 2 45 2 ◎ ◎ 可 13.5 13.5 ◎
専攻1 エネルギー変換⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻1 電⼒システム 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 良 31.5 ◎
専攻1 環境電磁⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 ⽣産管理⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻1 計測制御特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 優 36.0 ◎
専攻1 電気電⼦回路特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻1 環境特論 専攻科 専⾨選択 2 45 2 優 40.5
専攻1 数学特論  専攻科 ⼀般選択 2 45 2 可
専攻2 英語Ⅱ 専攻科 必修 2 45 2 ◎ 可 27.0
専攻2 特別研究 専攻科 必修 10 225 10 ◎ ◎ ◎ ◎ 優 56.3 56.3 56.3 56.3
専攻2 材料科学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻2 計算システム論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻2 応⽤磁気⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ 可 27.0 ◎
専攻2 半導体⼯学 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻2 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ 可 13.5 13.5 ◎
専攻2 機能材料 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻2 通信⼯学特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻2 トラヒック理論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ 可 13.5 13.5 ◎
専攻2 応⽤通信特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ 優 18.0 18.0 ◎
専攻2 知識情報⼯学特論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻2 信号処理論 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎ ◎
専攻2 数理計画 専攻科 選択必修 2 45 2 ◎ ◎
専攻2 量⼦⼒学 専攻科 専⾨選択 2 45 2 可
専攻2 複素関数論  専攻科 ⼀般選択 2 45 2
専攻2 数理物理学 専攻科 ⼀般選択 2 45 2
専攻1 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 専攻科 ⼀般選択 1 22.5 1〜2 1〜2 優

A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

確認⽇ 平成    年  ⽉  ⽇

優 良 可 不可 修得
単位

6 1 3 0 26 実施時間 45.0 45.0 45.0 0.0 0.0 225.0 45.0 45.0 67.5 67.5 22.5 135.0 0.0 0.0 0.0
1 1 1 0 7 修得ポイント 39.2 31.5 27.0 0.0 0.0 183.4 27.0 36.0 47.3 58.5 15.8 135.0 0.0 0.0 0.0
0 0 0 0 達成度 87% 70% 60% - - 82% 60% 80% 70% 87% 70% 100% - - -
7 2 4 0 33
3 3 3 0 25 実施時間 45.0 22.5 45.0 0.0 0.0 292.5 135.0 0.0 33.8 22.5 0.0 135.0 0.0 0.0 33.8
1 1 2 0 9 修得ポイント 27.0 13.5 31.5 0.0 0.0 220.5 96.8 0.0 20.3 13.5 0.0 94.5 0.0 0.0 20.3
0 0 0 0 達成度 60% 60% 70% - - 75% 72% - 60% 60% - 70% - - 60%
4 4 5 0 34
4 1 2 0 17 実施時間 45.0 45.0 0.0 0.0 0.0 225.0 202.5 22.5 56.3 22.5 0.0 90.0 0.0 0.0 33.8
6 1 2 0 16 修得ポイント 31.5 31.5 0.0 0.0 0.0 201.6 153.0 22.5 55.1 18.0 0.0 54.0 0.0 0.0 33.8
0 0 0 0 達成度 70% 70% - - - 90% 76% 100% 98% 80% - 60% - - 100%
10 2 4 0 33
1 1 2 0 7 実施時間 45.0 11.3 0.0 0.0 0.0 90.0 315.0 0.0 90.0 11.3 0.0 90.0 0.0 0.0 45.0
6 2 3 0 24 修得ポイント 36.0 7.3 0.0 0.0 0.0 67.5 256.5 0.0 75.6 7.3 0.0 63.0 0.0 0.0 45.0
1 0 0 1 達成度 80% 65% - - - 75% 81% - 84% 65% - 70% - - 100%
8 3 5 0 32
0 2 1 0 6 実施時間 45.0 0.0 45.0 45.0 0.0 45.0 270.0 45.0 22.5 0.0 51.4 45.0 25.7 51.4 73.9
9 1 2 0 28 修得ポイント 27.0 0.0 35.1 36.0 0.0 45.0 229.5 27.0 22.5 0.0 46.3 31.5 23.1 46.3 68.8
0 0 0 0 達成度 60% - 78% 80% - 100% 85% 60% 100% - 90% 70% 90% 90% 93%
9 3 3 0 34
5 0 2 1 11 実施時間 0.0 22.5 0.0 45.0 22.5 78.8 191.3 195.0 15.0 22.5 0.0 67.5 0.0 0.0 15.0
2 1 6 0 3 修得ポイント 0.0 22.5 0.0 36.0 13.5 67.5 180.0 177.0 15.0 22.5 0.0 45.0 0.0 0.0 15.0
1 0 1 20 達成度 - 100% - 80% 60% 未達 未達 91% 100% 100% - 67% - - 100%
8 1 9 1 34
1 0 1 0 12 実施時間 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 67.5 157.5 0.0 0.0 0.0 56.3 45.0 56.3 56.3 56.3
1 0 4 0 2 修得ポイント 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 45.0 99.0 0.0 0.0 0.0 56.3 27.0 56.3 56.3 56.3
1 0 0 10 達成度 - - - - - 67% 63% - - - 100% 60% 100% 100% 100%
3 0 5 0 24
14 8 11 0 81 実施時間 225.0 123.8 135.0 45.0 0.0 877.5 967.5 112.5 270.0 123.8 73.9 495.0 25.7 51.4 186.4
23 6 10 0 84 修得ポイント 160.7 83.8 93.6 36.0 0.0 718.0 762.8 85.5 220.7 97.3 62.0 378.0 23.1 46.3 167.8
1 0 0 1 達成度 71% 68% 69% 80% - 82% 79% 76% 82% 79% 84% 76% 90% 90% 90%
38 14 21 0 166
6 0 3 1 23 実施時間 0.0 22.5 0.0 45.0 22.5 146.3 348.8 195.0 15.0 22.5 56.3 112.5 56.3 56.3 71.3
3 1 10 0 5 修得ポイント 0.0 22.5 0.0 36.0 13.5 112.5 279.0 177.0 15.0 22.5 56.3 72.0 56.3 56.3 71.3
2 0 1 30 達成度 - 100% - 80% 60% 未達 未達 91% 100% 100% 100% 64% 100% 100% 100%
11 1 14 1 58
22 6 11 1 88 実施時間 90.0 33.8 45.0 90.0 22.5 281.3 933.8 240.0 127.5 33.8 107.7 247.5 82.0 107.7 190.2
3 1 10 0 5 修得ポイント 63.0 29.8 35.1 72.0 13.5 225.0 765.0 204.0 113.1 29.8 102.5 166.5 79.4 102.5 185.0
3 0 1 31 達成度 70% 88% 78% 80% 60% 未達 未達 85% 89% 88% 95% 67% 97% 95% 97%
28 7 22 1 124

① ② ③ ④ ⑤ 合計
9 6 4 1 2 22

総合達成度 83% ←未達項⽬あり

分野別要件
(本科4年〜専攻科2年)

(①〜⑤各群から1科⽬、
合計最低6科⽬履修)

総実施時間 2,632.5
総修得ポイント 2,186.3

合計 ←不⾜単位数： 4単位
JABEE
本科4年

〜
専2年

必修
選択必修

選択
合計

合計

本科
1〜5年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計 ←選択科⽬不⾜単位数： 1単位

専攻科
1〜2年

必修

専
攻
科
2年

必修
選択必修

選択
合計

選択必修
選択

 異なる技術分
野を理解し、⾃
分の専攻した専
⾨分野の知識と
複合する能⼒を
⾝につける

 実験・実習を
通して、実際の
⼯学的現象を理
解し、実践的技
術を⾝につけ、
問題解決に応⽤
できる。

4年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計

5年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計

専
攻
科
1年

必修
選択必修

選択
合計

3年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計

合計

2年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

合計

1年

⼀般科⽬
専⾨科⽬
選択科⽬

 国語表現の技
法を⾝につける
とともに、語彙
⼒を⾼め、場⾯
や状況に応じた
⾔葉、⽂章、図
表などで表現、
記述でき、効果
的なコミュニ
ケーションがで
きる能⼒を⾝に
つける

 コンピュータ
や情報ツールを
使いこなし、情
報処理、情報収
集等やプレゼン
テーションがで
きる

学籍番号 名前

評価集計

 健康や⾝体に
ついての理解を
深めるととも
に、スポーツの
実践を通して⼼
⾝の調和的な発
育・発達を促
し、健康な⼼⾝
を培うことがで
きる。

 過去の⽂芸作
品や現在の様々
な書籍を通し
て、⼈々の⽣活
を⾒つめ、他者
の⼼を理解し、
⾃分の考えを深
め、豊かな⼈間
性を培うことが
できる。

 近現代の社会
と技術を理解す
るために、その
成り⽴ちの基盤
である⽇本と世
界の歴史を学習
し、それらの基
礎的事項を把握
する。

健全な⾝体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元
に多⾯的に物事をとらえ、技術者としての使命を⾃覚し、実⾏しうる技術

⾃らの専⾨とする科学技術について、その基礎理論およ
び原理を理解し、それらを問題解決に応⽤できる能⼒を備

コミュニケーション能⼒とプレゼンテー
ション能⼒を⾝につけた技術者

技術的課題を分析し、解決するためのシ
ステムをデザインする能⼒を持った技術者

 国際的に通⽤
するコミュニ
ケーションの基
礎⼒、特に英語
⼒を⾝につけ、
⽣活⽂化の固有
性や多様な価値
観のあることを
理解できる。

 ⾃律的に新た
なことにチャレ
ンジする⼼（プ
ロダクトマイン
ド）を育成し、
問題解決のため
に習得した専⾨
知識を応⽤でき
る

 問題解決のた
めの計画・実⾏
⽅法の⽴案、得
られた結果の考
察および整理が
できる

 実験・実習、
卒業研究、特別
研究科⽬の修得
を通して、⾃主
的、継続的に学
習し、他⼈と協
調して実⾏でき
る

 .我が国の⽂化
や歴史の理解と
ともに他国の⽂
化も認識し、技
術に関係する過
去の事故等の検
討を通して、社
会的な責任と使
命（技術者倫
理）について理
解できる。

 ⾃然環境と社
会との関係に関
する基礎的な事
項を理解でき、
常に使い⼿の⽴
場に⽴ったもの
つくりができる

 数学、⾃然科
学および情報技
術に関する基礎
知識を⾝につ
け、それらを⽤
いて応⽤問題に
挑戦できる

 ⾃分の専攻し
た専⾨分野の基
礎知識を⾝につ
け、それらを⽤
いて⼯学的な現
象が理解でき
る。

※インターンシップの単位は2年⽣で計上

教育⽬標達成度 ⾃⼰評価チェックシート 教育・学習到達⽬標
A B C D

65

80
インターンシップ 獲得単位数 → 1

60
80

100

60
60

60

80
60
90
60
60

60

60

70
60

100

60
90

60

100
80
100
50
100
60

60

100
100
80
90

70
100
100
60
60
100

80
100

100

100
80
100
65
80

70
100
65
70
68
90

分野別要件
(①〜⑤各群から1科⽬、合計最低6科⽬
①設計･
システ
ム系科
⽬群

②情報･
論理系
科⽬群

③材料･
バイオ
系科⽬

群

④⼒学
系科⽬

群

⑤社会
技術系
科⽬群

65
60
100
100

90
80
90
95
75

80
70
65
60

60
80
70

70
78

60

65
80
75
65

70 ①設計･
システ
ム系科
⽬群

②情報･
論理系
科⽬群

③材料･
バイオ
系科⽬

群

④⼒学
系科⽬

群

⑤社会
技術系
科⽬群

60

80
60
98
90 分野別要件

(①〜⑤各群から1科⽬、合計最低6科⽬80

70
90
80
80
60
70

65
87
100
60
70
60

90
60
70
60
90
85

点数⼊⼒

80

A B C D

時間換算ポイント

学年 科⽬名 分野
必修/
選択

単位数
授業
時間
[h]

学年別単位数 A B C D

教育・学習到達⽬標 学年末
成績 成績

オレンジ色のセルに点数を

入力してください。

点数がポイント換算され、下

の表に学年別で集計されま

学校目標に対する達成度が表示されます。必

修科目に不可があった場合は、該当する学校

目標は「未達」になります。

優・良・可・不可の評価

数を学年別に集計します

修得単位数の集計です。

(EEのみ)選択科目＞2単位を検出します。

専攻科の要修得単位＞62単位を検出します。

分野別要件の単位修得状況を検出します。

JABEEコースの目標

達成度を集計します。

3(3)-1＜添付資料＞：達成度チェックシート(sample)
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（A-1)
　健康や身体についての理解を
深めるとともに、スポーツの実践
を通して心身の調和的な発育・
発達を促し、健康な心身を培うこ
とができる。

(i) ◎
評価方法（A-1)：　別表2に定められた科目として、健康や身体についての
理解度は本科科目「保健体育」で、スポーツの実践は本科科目「体育実
技」で評価する。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-2)
　過去の文芸作品や現在の様々
な書籍を通して、人々の生活を
見つめ、他者の心を理解し、自
分の考えを深め、豊かな人間性
を培うことができる。

(a) ◎

評価方法（A-2)：　別表2に定められた科目として、過去の文芸作品や現在
の様々な書物についての知識は本科科目「国語」で、他者の心を理解し自
分の考えを深めることについては本科科目「倫理」で評価を行う。評価基準
は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-3)
　近現代の社会と技術を理解す
るために、その成り立ちの基盤
である日本と世界の歴史を学習
し、それらの基礎的事項を把握
する。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-3)：　別表2に定められた科目として、日本と世界の歴史につ
いては本科科目「現代社会」と「歴史」で、また社会の成り立ちについては
「法学」「経済学」(選択必修)で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点
以上を合格とする。

小項目（A-4)
　.我が国の文化や歴史の理解と
ともに他国の文化も認識し、技術
に関係する過去の事故等の検討
を通して、社会的な責任と使命
（技術者倫理）について理解でき
る。

(b)
(a)

◎
○

評価方法（A-4)：　別表2に定められた科目として、我が国の文化やその歴
史については専攻科目「伝統文化特論」で、技術に関係する過去の事故等
の検討については本科科目「技術者倫理」で評価を行う。評価基準は学年
末評価が60点以上を合格とする。

小項目（A-5)
　自然環境と社会との関係に関
する基礎的な事項を理解でき、
常に使い手の立場に立ったもの
つくりができる

(b)
(e)

◎
○

評価方法（A-5)：　別表2に定められた科目として、自然環境と社会の関係
に関する基礎的な事項については専攻科目「環境特論」と「技術史」で評価
を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

(A)大項目A

　健全な身体と精神を培い、使
命感と奉仕の精神を養い、幅
広い教養の元に多面的に物事
をとらえ、技術者としての使命
を自覚し、実行しうる技術者

表2　学習・教育到達目標と評価方法および評価基準（全体）
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（B-1)
　数学、自然科学および情報技
術に関する基礎知識を身につ
け、それらを用いて応用問題に
挑戦できる

(c) ◎
評価方法（B-1)：　数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識につ
いては、別表2で定められた多くの本科一般科目と専門科目で評価を行う。
評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-2)
　自分の専攻した専門分野の基
礎知識を身につけ、それらを用
いて工学的な現象が理解でき
る。

(d)-1 ◎
評価方法（B-2)：　自分の専攻した専門分野の基礎知識とその応用につい
ては、別表2で定められた多くの本科専門科目で評価を行う。評価基準は
学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（B-3)
　異なる技術分野を理解し、自分
の専攻した専門分野の知識と複
合する能力を身につける

(d)-1
(d)-3

(i)

◎
◎
◎

評価方法（B-3)：　異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の
知識と複合する能力を身につけることは、本プログラムの専門工学(融合
複合)を修得することである。そのため、この能力は別表2で定められた多く
の本科専門科目で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格
とする。

小項目（B-4)
　実験・実習を通して、実際の工
学的現象を理解し、実践的技術
を身につけ、問題解決に応用で
きる。

(d)-2 ◎
評価方法（B-4)：　実験・実習を通した工学的現象の理解については、別表
2で定められた多くの本科工学実験と専攻科実験で評価を行う。評価基準
は学年末評価が60点以上を合格とする。

(B)大項目B

　自らの専門とする科学技術に
ついて、その基礎理論および
原理を理解し、それらを問題解
決に応用できる能力を備えた
技術者

3(3)-2_＜添付資料＞：表2 学習・教育到達目標と評価方法および評価基準（全体）
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学習・教育到達目標の大項目
学習・教育到達目標の小項目

 (小項目がある場合記入、
ない場合は空欄とする)

関連する基
準１の(a)-(i)

の項目

関連する基
準１の(a)-(i)

の対応
評価方法および評価基準

小項目（C-1)
　国語表現の技法を身につける
とともに、語彙力を高め、場面や
状況に応じた言葉、文章、図表
などで表現、記述でき、効果的な
コミュニケーションができる能力
を身につける。

(f) ◎

評価方法（C-1)：　別表2に定められた科目として、国語表現の技法、語彙
力、場面や状況に応じた言葉、文章、図表などによる表現や記述について
は本科科目「国語」「表現」および専攻科目「論文講読」で評価を行う。評価
基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（C-2)
　コンピュータや情報ツールを使
いこなし、情報処理、情報収集等
やプレゼンテーションができる

(f) ◎

評価方法（C-2)：　別表2に定められた科目として、コンピュータや情報ツー
ルを使いこなし、情報処理、情報収集等やプレゼンテーションについては、
本科の「卒業研究」および専攻科の「特別研究」で総合的に評価を行う。卒
業研究と特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科
担当教員による特研審査に合格することである。

小項目（C-3)
　国際的に通用するコミュニケー
ションの基礎力、特に英語力を
身につけ、生活文化の固有性や
多様な価値観のあることを理解
できる。

(f) ◎

評価方法（C-3)：　別表2に定められた科目として、国際的に通用するコミュ
ニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、生活文化の固有性や多
様な価値観については、本科の「英語」「英語演習」および専攻科の「論文
講読」で評価を行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-1)
　自律的に新たなことにチャレン
ジする心（プロダクトマインド）を
育成し、問題解決のために習得
した専門知識を応用できる

(d)-4
(e)
(g)

◎
◎
○

評価方法（D-1)：　別表2に定められた科目として、自律的に新たなことに
チャレンジする心（プロダクトマインド）の育成や問題解決のための専門知
識の応用については、専攻科目「専攻演習」と「インターンシップ」で評価を
行う。評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。

小項目（D-2)
　問題解決のための計画・実行
方法の立案、得られた結果の考
察および整理ができる

(h) ◎

評価方法（D-2)：　別表2に定められた科目として、問題解決のための計
画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整理については、本科の
「卒業研究」、専攻科の「専攻演習」と「特別研究」で総合的に評価を行う。
専攻演習の評価基準は学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研究と
特別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当教員
による特研審査に合格することである。

小項目（D-3)
　実験・実習、卒業研究、特別研
究科目の修得を通して、自主
的、継続的に学習し、他人と協
調して実行できる

(g)
(i)

◎
○

評価方法（D-3)：　別表2に定められた科目として、実験・実習、卒業研究、
特別研究科目の修得を通して、自主的、継続的に学習し、他人と協調して
実行できる能力については、本科の「工学実験」と「卒業研究」、および専
攻科の「専攻実験」と「特別研究」で総合的に評価を行う。工学実験と専攻
実験の評価基準は、学年末評価が60点以上を合格とする。卒業研究と特
別研究の評価基準は、学科教員による卒研審査および専攻科担当教員に
よる特研審査に合格することである。

(C)大項目C

　コミュニケーション能力とプレ
ゼンテーション能力を身につけ
た技術者

(D)大項目D

　技術的課題を分析し、解決す
るためのシステムをデザインす
る能力を持った技術者

3(3)-2_＜添付資料＞：表2 学習・教育到達目標と評価方法および評価基準（全体）
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

国語 7 2 2 2 1 ◎ ◎
表現 2 2 ◎
倫理 2 1 1 ◎
情報倫理 2 2 ◎ ◎
現代社会 2 2 ◎
歴史 2 2 ◎
基礎数学Ⅰ 4 4 ◎
基礎数学Ⅱ 3 3 ◎
代数幾何学(*1 ) 2 2 ◎
微分積分学(*1) 4 4 ◎
確率統計学 2 2 ◎
解析学Ⅰ 2 4 ◎
解析学Ⅰ(*2) 2 ◎
解析学Ⅱ(*2) 2 2 ◎
化学 5 2 3 ◎
基礎物理Ⅰ 2 2 ◎
基礎物理Ⅱ 2 2 ◎
物理 2 2 ◎
保健体育 4 2 2 ◎
体育実技 6 2 2 2 ◎
英語 16 6 6 4 ◎
英語演習 2 2 ◎
選択英語Ⅰ～Ⅵ 4 2 2 ◎

A群 有機化学 2
イタリア語Ⅰ 2 2
イタリア語Ⅱ 2
中国語Ⅰ 2 2
中国語Ⅱ 2
韓国語Ⅰ 2 2
韓国語Ⅱ 2
宗教学 2 2
心理学 2 2
日本語・日本文学 2 2
人間論 2 2
法学(*3) 2 ◎

経済学(*3 2 ◎
(*1)2013年度の本科5年と専攻科1・2年だけは、代数幾何学、微分積分学とも3単位で履修した。
(*2)CS科だけ2013年度の本科4年以下の学生からは、解析学Ⅰ2単位を3年次に履修し、解析学Ⅱ2単位を4年次に履修する。(なお、他学科では解析学Ⅱは専門科目として履修する)
(*3)C群の法学･経済学は選択必修

別表2－１　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(本科一般科目)

選
　
択
　
科
　
目

B群

必
　
修
　
科
　
目

区分 科目名
単
位
数

学年別単位数

教育・学習到達目標

A B C D

C群 2

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

①設計･
システム
系科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群

3(4)-1＜添付資料＞：別表2-1～2-5　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

電気磁気学 4 2 2 ◎
電気回路 8 2 2 2 2 ◎
電子工学 2 2 ◎
電子回路 2 2 ◎
情報処理 2 2 ◎
電子計算機 2 2 ◎ ◎
創造設計 1 1 ◎
電気エネルギー概論 2 2 ◎
メカトロニクス 2 2 ◎ ◎
CAD 2 2 ◎
電気機器 2 2 ◎
パワーエレクトロニクス 2 2 ◎
発変電工学 2 2 ◎
電力系統工学 2 2 ◎ ◎
高電圧工学 2 2 ◎
電気応用 2 2 ◎
電機設計 2 2 ◎ ◎
電気法規 2 2 ◎
計測工学 2 1 1 ◎
電気電子材料 2 2 ◎ ◎
自動制御 2 2 ◎ ◎
システム工学 2 2 ◎ ◎
通信工学概論 1 1 ◎
機械工学 1 1 ◎
工学基礎 3 3 ◎
電気工学実験(*) 14 4 4 4 2 ◎ ◎
応用物理 2 2 ◎
応用数学A 2 2 ◎
応用数学B 2 2 ◎
技術者倫理 2 2 ◎ ◎
卒業研究 8 8 ◎ ○ ◎ ◎
工業デザイン概論 1 1
DTP概論 1 1
材料基礎工学Ａ 1 1
材料基礎工学B 1 1
機械要素設計A 1 1
機械要素設計Ｂ 1 1
信号と符号 1 1
電気電子演習 1 1
映像メディア概論Ａ 1 1
映像メディア概論Ｂ 1 1
Webプログラミング 1 1
生化学 1 1
物理学特論 1 1

プロジェクトマネジメント 1 1

(*)電気工学実験の単位数について、2011年度以前は2・3年次の単位数は3単位であったが、2012年度以降は4単位とした。

教育・学習到達目標

A B C D

別表2－2　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(電気工学科専門科目)

選
択
科
目

D群 0

単
位
数

学年別単位数

必
修
科
目

区分 科目名
①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履

3(4)-1＜添付資料＞：別表2-1～2-5　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

電気回路Ⅰ 2 2 ◎

電気回路Ⅱ 2 2 ◎

アナログ電子回路 2 2 ◎

ディジタル電子回路 2 2 ◎

電気磁気Ⅰ 2 2 ◎

電気磁気Ⅱ 2 2 ◎

計測工学 2 2 ◎ ◎
制御工学 2 2 ◎ ◎
電子計算機 2 2 ◎

アルゴリズム理論 2 2 ◎

計算機プログラミング 2 2 ◎ ◎
通信工学 2 2 ◎

アンテナ工学 2 2 ◎

電気通信法規 1 1 ◎

工業材料 2 2 ◎

半導体デバイス 2 2 ◎

製図 1 1 ◎

機械加工 2 2 ◎

計算機援用設計 2 2 ◎

機構学 2 2 ◎

材料力学 2 2 ◎ ◎
機械デザイン 2 2 ◎ ◎
信号処理 2 2 ◎

音響工学 2 2 ◎

工学基礎 3 3 ◎

機械電子工学実験 12 4 4 4 ◎ ◎

創造演習 7 3 2 2 ◎ ◎

創造設計学 2 2 ◎ ◎ ○ ◎

解析学Ⅱ 2 2 ◎

線形代数 2 2 ◎

物理学 2 2 ◎

技術者倫理 2 2 ◎ ◎
卒業研究 8 8 ◎ ○ ◎ ◎

工業デザイン概論 1 1

DTP概論 1 1

材料基礎工学Ａ 1 1

材料基礎工学B 1 1

機械要素設計A 1 1

機械要素設計Ｂ 1 1

信号と符号 1 1

電気電子演習 1 1

映像メディア概論Ａ 1 1

映像メディア概論Ｂ 1 1

Webプログラミング 1 1

生化学 1 1

物理学特論 1 1

プロジェクトマネジメント 1 1

必
修
科
目

選
択
科
目

D群

別表2－3　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(機械電子工学科専門科目)

教育・学習到達目標

A DCB
区分 科目名

単
位

数
学年別単位数

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

情報社会論 1 1 ◎

情報工学概論 2 2 ◎

電気回路Ⅰ 1 1 ◎

電気回路Ⅱ 1 1 ◎

電気回路Ⅲ 1 1 ◎

電気回路Ⅳ 1 1 ◎

電子回路 1 1 ◎

プログラミング基礎Ⅰ 2 2 ◎

プログラミング基礎Ⅱ 2 2 ◎

プログラミング基礎Ⅲ 1 1 ◎

アルゴリズム論Ⅰ 1 1 ◎

アルゴリズム論Ⅱ 1 1 ◎

プログラミング応用Ⅰ 1 1 ◎ ◎
プログラミング応用Ⅱ 1 1 ◎ ◎
プログラミング応用Ⅲ 1 1 ◎ ◎ ◎
プログラミング応用Ⅳ 1 1 ◎ ◎ ◎
数値計算Ⅰ 1 1 ◎ ◎
数値計算Ⅱ 1 1 ◎ ◎
ソフトウエア工学Ⅰ 1 1 ◎ ◎
ソフトウエア工学Ⅱ 1 1 ◎ ◎
論理回路Ⅰ 1 1 ◎

論理回路Ⅱ 1 1 ◎

デジタル回路設計 1 1 ◎

計算機概論Ⅰ 1 1 ◎

計算機概論Ⅱ 1 1 ◎

計算機アーキテクチャⅠ 1 1 ◎ ◎
計算機アーキテクチャⅡ 1 1 ◎ ◎
OS概論Ⅰ 1 1 ◎ ◎
OS概論Ⅱ 1 1 ◎ ◎
情報通信システムⅠ 1 1 ◎

情報通信システムⅡ 1 1 ◎

情報ネットワーク 1 1 ◎ ◎
ビジネス情報システム 1 1 ◎ ◎
経営工学概論 1 1 ◎

オペレーションズ・リサーチⅠ 1 1 ◎ ◎
オペレーションズ・リサーチⅡ 1 1 ◎ ◎
生産管理 1 1 ◎ ◎
数理工学概論 1 1 ◎ ◎
品質管理論 1 1 ◎ ◎
マーケティング論 1 1 ◎ ◎
地理情報システム概論 1 1 ◎

別表2－4　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(情報工学科専門科目)

教育・学習到達目標

A B C D

必
修
科
目

区分 科目名
単
位
数

学年別単位数

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)

①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･
論理系科
目群

③材料･
バイオ系
科目群

④力学系
科目群

⑤社会技
術系科目
群
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データベース概論 1 1 ◎ ◎
データベースシステム 1 1 ◎ ◎
人工知能Ⅰ 1 1 ◎ ◎
人工知能Ⅱ 1 1 ◎ ◎
文書作成概論Ⅰ 1 1 ◎

文書作成概論Ⅱ 1 1 ◎

技術文書作成 1 1 ◎

プレゼンテーション 1 1 ◎ ◎

DTP・組版 1 1 ◎

情報数学概論 1 1 ◎

離散数学Ⅰ 1 1 ◎

離散数学Ⅱ 1 1 ◎

統計解析学Ⅰ 1 1 ◎

統計解析学Ⅱ 1 1 ◎

統計解析学Ⅰ(*) 1 1 ◎

統計解析学Ⅱ(*) 1 1 ◎

情報工学実験Ⅰ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅱ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅲ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅳ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅴ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅵ 2 2 ◎ ◎

情報工学実験Ⅶ 2 2 ◎ ◎

解析学Ⅱ(*) 2 2 ◎

線形代数(*) 2 2 ◎

解析学Ⅲ 2 2 ◎

線形代数Ⅰ 1 1 ◎

線形代数Ⅱ 1 1 ◎

技術者倫理 2 2 ◎ ◎
卒業研究 8 8 ◎ ○ ◎ ◎

工業デザイン概論 1 1

DTP概論 1 1

材料基礎工学Ａ 1 1

材料基礎工学B 1 1

機械要素設計A 1 1

機械要素設計Ｂ 1 1

信号と符号 1 1

電気電子演習 1 1

映像メディア概論Ａ 1 1

映像メディア概論Ｂ 1 1

Webプログラミング 1 1

生化学 1 1

物理学特論 1 1

プロジェクトマネジメント 1 1
(*)2013年度の本科CS5年とCS出身専攻科1・2年だけは、統計解析学Ⅰ･Ⅱを5年次で履修し、解析学Ⅱと線形代数は4年次で履修した。2013年度4年以下の学生からは、解析学Ⅱは一般科目として4年次に履修する。

選
択
科
目

D群 0
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開講期間

学年 A-1 A-2 A-3 A-4 A-5 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 C-3 D-1 D-2 D-3

伝統文化特論 1年 2 ◎ ◎
英語Ⅰ 1年 2 ◎
英語Ⅱ 2年 2 ◎
生産システム特論 1年 2 ◎
論文講読Ⅰ 1年 1 ◎
論文講読Ⅱ 1年 1 ◎
専攻演習Ⅰ 1年 1 ◎
専攻演習Ⅱ 1年 1 ◎ ◎

専攻実験 1年 2 ◎ ◎ ◎

特別研究 1・2年 10 ◎ ◎ ◎ ◎

電力システム 1年 2 ◎ ◎
環境電磁工学 1年 2 ◎ ◎
計測制御特論 1年 2 ◎ ◎
電気電子回路特論 1年 2 ◎ ◎
計算システム論 2年 2 ◎ ◎
情報数学 1年 2 ◎ ◎
符号理論 1年 2 ◎ ◎ ◎
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 2年 2 ◎ ◎ ◎
通信工学特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
トラヒック理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
応用通信特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
知識情報工学特論 2年 2 ◎ ◎ ◎
信号処理論 2年 2 ◎ ◎ ◎
数理計画 2年 2 ◎ ◎
材料科学 2年 2 ◎ ◎
バイオメカ二クス 1年 2 ◎ ◎
構造材料 1年 2 ◎ ◎
応用磁気工学 2年 2 ◎ ◎
半導体工学 2年 2 ◎ ◎
機能材料 2年 2 ◎ ◎ ◎
熱統計力学 1年 2 ◎ ◎
エネルギー変換工学 1年 2 ◎ ◎
機械工学概論 1年 2 ◎ ◎
信頼・安全性工学 1年 2 ◎ ◎
生産管理工学 1年 2 ◎ ◎
技術史 1年 2 ◎ ◎ ◎
量子力学 2年 2
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 1年 1～2
環境特論 1年 2
数学特論 1年 2
数理物理学 2年 2

複素関数論　 2年 2
（＊）平成25年度は選択必修として履修するように、プログラム履修生（専攻科学生）を指導した。平成26年度からは課程表上で選択必修科目と明記した。

選
択

専門科目

その他

一般科目

選
択
必
修

（
＊

）

専門科目

①群

②群

③群

専門科目

専門科目 ⑤群

③材料･バ
イオ系科
目群

④力学系
科目群

⑤社会技術
系科目群

C D ①設計･シ
ステム系
科目群

②情報･論
理系科目

群
区分 科目名 単位数

A B

④群

学習・教育到達目標

以下の選択科目は選択①～⑤（分野別要件①～⑤）各群から最低1科目以上を選択し、合計6科目以上履修すること

別表2－5　学習･教育到達目標および分野別要件との対応科目表　(専攻科科目)

必
修
科
目

一般科目

／

専門科目

分野別要件(①～⑤各群から1科目、合計最低6科目履修)
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表４ 学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 
2014 年度（平成 26 年度）プログラム最終年次在籍学生の授業科目 

学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ａ－１） 
    

（Ａ－２） 

（Ａ－３） 

 

（Ａ－４） 
    

（Ａ－５） 

保健体育（◎） 保健体育（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅠ） 体育実技（◎） 
体育実技（◎） 

（生涯スポーツⅡ） 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

倫理

（◎） 倫理（◎） 

伝統文化

特論（◎） 

現代社会（◎） 歴史（◎） △法学（◎） 

△経済学（◎） 

情報倫理（◎） 技術者倫理（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

「7. 別表 2_到達目標・分野別要件と対応科目表（一般・専門・専攻科）4128.xls」の情報と、各学科作成の科目ツリーの情報を組み合わせて作成した 
専攻科については「専攻科＿旧カリキュラム＿再調査_0412.xlsx」のデータを使用した 

信頼・安全性

工学 （○）

環境特論 
 (○） 

環境特論 
 (◎） 

【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目    選択必修科目    選択科目      選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－１） 

      基礎数学Ⅰ（◎） 

基礎数学Ⅱ（◎） 

代数幾何学（◎） 

微分積分学（◎） 

確率統計学（◎） 

解析学Ⅰ（◎） 解析学Ⅱ（◎） 
(ME,CS) 

化学（◎） 化学（◎） 

基礎物理Ⅰ 
（◎） 

基礎物理Ⅱ 
（◎） 

物理（◎） 

情報処理（◎） 
(EE) 

電子計算機（◎） 
(EE) 

応用数学Ａ（◎） 
(EE) 

応用数学Ｂ（◎） 
(EE) 

線形代数（◎） 
(ME,CS) 

物理学（◎） 
(ME) 

離散数学Ⅰ 
（◎） (CS) 

離散数学Ⅱ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅰ

（◎） (CS) 
統計解析学Ⅱ

（◎） (CS) 

電力システム 
（○） 

情報数学 
（◎） 

熱統計力学 
（◎）

量子力学 
(◎） 

数学特論 
 (◎） 

複素関数論

(◎） 

数理物理学 
 (◎） 

【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目    選択必修科目    選択科目      選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 

  

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気磁気学（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気回路（◎） 
(EE) 

電気エネルギー 
概論（◎）(EE) 

電気機器（◎） 
(EE) 

パワーエレクトロ 
ニクス（◎）(EE) 

発変電工学（◎） 
(EE) 

電力系統工学（◎） 
(EE) 

高電圧工学（◎） 
(EE) 

電気応用（◎） 
(EE) 

電機設計（◎） 
(EE) 

電気法規（◎） 
(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

計測工学 
（◎）(EE) 

電気電子材料（◎） 
(EE) 

自動制御（◎） 
(EE) 

通信工学概論

（◎） (EE) 

応用物理（◎） 
(EE) 

電子工学（◎） 
(EE) 

電子回路（◎） 
(EE) 

電力システム 
（◎） 

環境電磁工学 
（○） 

計測制御特論 
（◎） 

電気電子回路

特論 （◎）

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

構造材料 
（○） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

信頼・安全性工学 
（○） 

生産システム

特論 （◎）

【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目    選択必修科目    選択科目      選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 
続き

        

電気回路Ⅱ（◎） 
(ME) 

電気回路Ⅰ（◎） 
(ME) 

アナログ電子回路 
（◎）(ME) 

ディジタル電子回路 
（◎）(ME) 

電気磁気Ⅰ（◎） 
(ME) 

電気磁気Ⅱ（◎） 
(ME) 

計測工学（◎） 
(ME) 

制御工学（◎） 
(ME) 

電子計算機（◎） 
(ME) 

アルゴリズム理論 
（◎）(ME) 

計算機プログラミング 
（◎）(ME) 

通信工学（◎） 
(ME) 

アンテナ工学（◎） 
(ME) 

電気通信法規

（◎） (ME) 

工業材料（◎） 
(ME) 

半導体デバイス（◎） 
(ME) 

製図（◎） 
(ME) 

機械加工（◎） 
(ME) 

計算機援用設計 
（◎）(ME) 

機構学（◎） 
(ME) 

材料力学（◎） 
(ME) 

機械デザイン（◎） 
(ME) 

工学基礎（◎） 
(ME) 

環境電磁工学 
（○） 

電気電子回路

特論 （◎）

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

構造材料 
（○） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

信頼・安全性工学 
（○） 

生産システム

特論 （◎）

【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目    選択必修科目    選択科目      選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－２） 
続き

       電気回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅲ 
（◎） (CS) 

電気回路Ⅳ 
（◎） (CS) 

電子回路 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅰ 
（◎） (CS) 

論理回路Ⅱ 
（◎） (CS) 

デジタル回路設計 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

計算機概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

計算機アーキテク

チャⅠ （◎） (CS) 
計算機アーキテク

チャⅡ （◎） (CS) 

プログラミング応

用Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅲ （◎） (CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

ソフトウェア工学

Ⅰ（◎ ） (CS) 
ソフトウェア工学

Ⅱ （◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅰ 
（◎） (CS) 

ＯＳ概論Ⅱ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅰ 
（◎） (CS) 

人工知能Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報通信システム

Ⅰ （◎） (CS) 
情報通信システム

Ⅱ （◎） (CS) 
 

情報ネットワーク

（◎） (CS) 

データベース概論 
（◎） (CS) 

データベースシス

テム （◎） (CS) 
 

地理情報システム

概論（◎）(CS) 
 

オペレーションズ・リ

サーチⅠ（◎）(CS) 
オペレーションズ・リ

サーチⅡ（◎）(CS) 
 

情報社会論 
（◎） (CS) 

ビジネス情報シス

テム （◎） CS) 

情報数学概論 
（◎） (CS) 

プログラミング基

礎Ⅰ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅱ （◎） (CS) 
プログラミング基

礎Ⅲ （◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅰ 
（◎） (CS) 

アルゴリズム論Ⅱ 
（◎） (CS) 

 

数値計算Ⅰ 
（◎） (CS) 

数値計算Ⅱ 
（◎） (CS) 

情報工学概論 
（◎） (CS) 

電気電子回路

特論 （◎）

環境電磁工学 
（○） 

計測制御特論 
（◎） 

電力システム 
（◎） 

計算システム論 
（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

数理計画 
（◎） 

材料科学 
（◎） 

バイオメカニクス 
（◎） 

構造材料 
（○） 

応用磁気工学 
（◎） 

半導体工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（◎） 

信頼・安全性工学 
（○） 

生産システム

特論 （◎）

【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目    選択必修科目    選択科目      選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－３） 

   

品質管理論

（◎） (CS) 

生産管理

（◎）(CS) 

ＣＡＤ（◎） 
(EE) 

システム工学（◎） 
(EE) 

機械工学

（◎）(EE) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

音響工学（◎） 
(ME) 

信号処理（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

数理工学概論 
（◎） (CS) 

経営工学概論

（◎） (CS) 
マーケティング論

（◎） ((CS) 

ＤＴＰ・組版 
（◎） (CS) 

論文講読Ⅰ 
（◎） 

論文講読Ⅱ 
（◎） 

生産システム

特論 （◎）

電気電子回路

特論 （○）

環境電磁工学 
（◎） 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

符号理論 
（◎） 

コンピュータアーキ

テクチャ （◎） 

通信工学特論 
（◎） トラヒック理論 

（◎） 

応用通信特論 
（◎） 

知識情報工学

特論 （◎）

信号処理論

（◎） 

バイオメカニクス 
（○） 

構造材料 
（◎） 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 
（○） 

信頼・安全性工学 
（◎） 

機能材料 
（◎） 

【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目    選択必修科目    選択科目      選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｂ－４） 

（Ｃ－１） 

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

創造設計 
（◎） (EE) 

メカトロニクス（◎） 
(EE) 

工学基礎（◎） 
(EE) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 
機械電子工学実験

（◎） (ME) 

国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 国語（◎） 

表現（◎） 

文書作成概論Ⅰ

（◎） (CS) 
文書作成概論Ⅱ

（◎） (CS) 
 

専攻実験（◎） 

論文講読Ⅰ

（◎） 

生産システム

特論 （◎）

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目    選択必修科目    選択科目      選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｃ－２） 

 

（Ｃ－３） 

 

（Ｄ－１） 

  

情報倫理（◎） 卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

プレゼンテーション

（◎） (CS) 

特別研究（◎） 特別研究（◎） 

英語（◎） 英語（◎） 英語（◎） 英語演習（◎） 

選択英語（◎） 

プレゼンテーション

（◎） (CS) 
 

技術文書作成 
（◎） (CS) 

論文講読Ⅱ 
（◎） 

英語Ⅰ（◎） 英語Ⅱ（◎） 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 特別研究（◎） 特別研究（◎） 

専攻演習Ⅰ 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

プログラミング応

用Ⅲ( （◎） CS) 
プログラミング応

用Ⅳ （◎） (CS) 

創造設計学（◎） 
(ME) 

生産システム

特論 （◎）

選択英語（◎） 

【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目    選択必修科目    選択科目      選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 
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学習・教育

到達目標

授  業  科  目  名

（準学士課程 1 年） （準学士課程 2 年） （準学士課程 3 年） 
1 年 

（準学士課程 4 年） 
2 年 

（準学士課程 5 年） 
3 年 

（専攻科課程 1 年） 
4 年 

（専攻科課程 2 年） 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

（Ｄ－２） 

（Ｄ－３） 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 特別研究（◎） 特別研究（◎） 

専攻演習Ⅰ 
（◎） 

専攻演習Ⅱ 
（◎） 

創造設計学（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

創造演習（◎） 
(ME) 

電気工学実験 
（◎） (EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

電気工学実験（◎） 
(EE) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 

機械電子工学実験 
（◎） (ME) 専攻実験（◎） 

情報工学実験Ⅰ

（◎） (CS) 
情報工学実験Ⅱ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅲ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅳ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅴ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅵ

（◎） (CS) 
 

情報工学実験Ⅶ

（◎） (CS) 
 

卒業研究（◎） 
(EE,ME,CS) 

【凡例】 ◎：教育・学習到達目標に主体的に関連する科目 ○：教育・学習到達目標に付随的に関連する科目 
必修科目    選択必修科目    選択科目      選択必修①群 選択必修②群 選択必修③群 選択必修④群 選択必修⑤群 
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表 1 学 習 ・ 教 育 到 達 目 標 と 基 準 1(2)要 件 (a)～ ( i)と の 対 応

◎ ・ ・ ・ 要 件 を 主 体 的 に 含 ん で い る

○ ・ ・ ・ 要 件 を 付 随 的 に 含 ん で い る

基 準 1 (2)の 要 件

a b c  
d(分 野 別 要 件 )  

e  f  g h ｉ
1 2 3 4 

本

プ

ロ

グ
ラ

ム

の
学

習
・

教

育

到

達

目

標

A 

1 ◎

2 ◎

3 ○ ◎

4 ○ ◎

5 ◎ ○

B 

1 ◎

2 ◎

3 ◎ ◎ ◎

4 ◎

C 

1 ◎

2 ◎

3 ◎

D 

1 ◎ ◎ ○

2 ◎

3 ◎ ○

1 
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当 該 プ ロ グ ラ ム の 学 習 ・ 教 育 到 達 目 標

（ A－ １ ）健 康 や 身 体 に つ い て の 理 解 を 深 め る と と も に 、ス ポ ー ツ の 実 践 を 通

し て 心 身 の 調 和 的 な 発 育 ・ 発 達 を 促 し 、 健 康 な 心 身 を 培 う こ と が で き る  

（ A－ 2）過 去 の 文 芸 作 品 や 現 在 の 様 々 な 書 籍 を 通 し て 、人 々 の 生 活 を 見 つ め 、

他 者 の 心 を 理 解 し 、 自 分 の 考 え を 深 め 、 豊 か な 人 間 性 を 培 う こ と が で き る  

（ A－ ３ ）近 現 代 の 社 会 と 技 術 を 理 解 す る た め に 、そ の 成 り 立 ち の 基 盤 で あ る

日 本 と 世 界 の 歴 史 を 学 習 し 、 そ れ ら の 基 礎 的 事 項 を 把 握 す る  

（ A－ ４ ）我 が 国 の 文 化 や 歴 史 の 理 解 と と も に 他 国 の 文 化 も 認 識 し 、技 術 に 関

係 す る 過 去 の 事 故 等 の 検 討 を 通 し て 、 社 会 的 な 責 任 と 使 命 （ 技 術 者 倫 理 ） に

つ い て 理 解 で き る  

（ A－ ５ ）自 然 環 境 と 社 会 と の 関 係 に 関 す る 基 礎 的 な 事 項 を 理 解 で き 、常 に 使

い 手 の 立 場 に 立 っ た も の つ く り が で き る  

（ B－ １ ）数 学 、自 然 科 学 お よ び 情 報 技 術 に 関 す る 基 礎 知 識 を 身 に つ け 、そ れ

ら を 用 い て 応 用 問 題 に 挑 戦 で き る  

（ B－ ２ ）自 分 の 専 攻 し た 専 門 分 野 の 基 礎 知 識 を 身 に つ け 、そ れ ら を 用 い て 工

学 的 な 現 象 が 理 解 で き る  

（ B－ ３ ）異 な る 技 術 分 野 を 理 解 し 、自 分 の 専 攻 し た 専 門 分 野 の 知 識 と 複 合 す

る 能 力 を 身 に つ け る  

（ B－ ４ ）実 験・実 習 を 通 し て 、実 際 の 工 学 的 現 象 を 理 解 し 、実 践 的 技 術 を 身

に つ け 、 問 題 解 決 に 応 用 で き る  

（ C－ １ ）国 語 表 現 の 技 法 を 身 に つ け る と と も に 、語 彙 力 を 高 め 、場 面 や 状 況

に 応 じ た 言 葉 、 文 章 、 図 表 な ど で 表 現 、 記 述 で き 、 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン が で き る 能 力 を 身 に つ け る  

（ C－ ２ ）コ ン ピ ュ ー タ や 情 報 ツ ー ル を 使 い こ な し 、情 報 処 理 、情 報 収 集 等 や

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン が で き る  

（ C－ ３ ）国 際 的 に 通 用 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 礎 力 、特 に 英 語 力 を 身 に

つ け 、 生 活 文 化 の 固 有 性 や 多 様 な 価 値 観 の あ る こ と を 理 解 で き る  

2 
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（ D－ １ ）自 律 的 に 新 た な こ と に チ ャ レ ン ジ す る 心（ プ ロ ダ ク ト マ イ ン ド ）を

育 成 し 、 問 題 解 決 の た め に 習 得 し た 専 門 知 識 を 応 用 で き る  

（ D－ ２ ）問 題 解 決 の た め の 計 画・実 行 方 法 の 立 案 、得 ら れ た 結 果 の 考 察 お よ

び 整 理 が で き る  

（ D－ ３ ）実 験・実 習 、卒 業 研 究 、特 別 研 究 科 目 の 修 得 を 通 し て 、自 主 的 、継

続 的 に 学 習 し 、 他 人 と 協 調 し て 実 行 で き る  

3 
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　　484



学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

小項目（A-1)
　健康や身体についての理解を深め
るとともに、スポーツの実践を通して
心身の調和的な発育・発達を促し、健
康な心身を培うことができる。

(i)　◎
チームで仕事をするための能力

健康な体や健全な精神は、仕事をする上で全ての基本であるが、とりわ
けチームで仕事をする場合に必要となる資質である。また団体競技を中
心としたスポーツの実践を通して、チームワークの重要性を学ぶことがで
き、チームで仕事をする能力が養われる。

小項目（A-2)
　過去の文芸作品や現在の様々な書
籍を通して、人々の生活を見つめ、他
者の心を理解し、自分の考えを深め、
豊かな人間性を培うことができる。

(a)　◎
地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

過去の文芸作品や現在の様々な書籍を通して、人々の生活を見つめ、他
者の心を理解し、自分の考えを深めることは技術以外の分野も幅広く知
ることになり、このことにより社会や環境を含めて地球的視点から多面的
に物事を捉える能力が養われていく。

(b)　◎
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，
および技術者が社会に対して負っている
責任に関する理解

近現代の社会と技術の成り立ちの基盤である日本と世界の歴史を学習す
ることにより、技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を知り、ひいては技
術者の社会的責任を理解することができるようになる。

(a)　○
地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

世界の歴史を学び、様々な事例を学習することで、地球的視点から過去
や将来を踏まえて物事を考えることができるようになり、多面的に物事を
考える能力とその素養が身につく。

別表1　学習・教育到達目標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証

(A)　健全な身体と精神を培い、使命感と奉仕の精神を養い、幅広い教養の元に多面的に物事をとらえ、技術者としての使命を自覚し、実行しうる技術者

小項目（A-3)
　近現代の社会と技術を理解するた
めに、その成り立ちの基盤である日
本と世界の歴史を学習し、それらの
基礎的事項を把握する。

3(5)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

(b)　◎
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，
および技術者が社会に対して負っている
責任に関する理解

自国ならびに他国の歴史や文化を学び、とりわけ技術に関する過去の事
故等の事例も学ぶことで、技術が社会や自然に対する影響や効果を理解
することができ、ひいては技術者の社会的責任についての理解も深まる。

(a)　○
地球的視点から多面的に物事を考える能
力とその素養

多面的に物事を考えるために必要なことの1つとして、あらゆる事態を想
定して考えることが有効であり、過去の技術に関する事故等の検討は、こ
れらの能力の涵養につながる。

(b)　◎
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果，
および技術者が社会に対して負っている
責任に関する理解

自然環境と社会との関係に関する基礎的事項を理解し、常に使い手の立
場に立ったものつくりができれば、自ずと技術が及ぼす社会や自然への
影響や効果が理解でき、技術者の社会的責任を認識できる。

(e)　○
種々の科学，技術及び情報を活用して社
会の要求を解決するためのデザイン能力

自然環境と社会との関係に関する基礎的事項を理解し、その制約条件を
考慮したものつくりをすることができれば、社会の要求を解決するための
デザイン能力が身につく。

小項目（A-5)
　自然環境と社会との関係に関する
基礎的な事項を理解でき、常に使い
手の立場に立ったものつくりができる

小項目（A-4)
　.我が国の文化や歴史の理解ととも
に他国の文化も認識し、技術に関係
する過去の事故等の検討を通して、
社会的な責任と使命（技術者倫理）に
ついて理解できる。

3(5)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証

　　　 
　　486



学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

小項目（B-1)
　数学、自然科学および情報技術に
関する基礎知識を身につけ、それら
を用いて応用問題に挑戦できる

（ｃ）　◎
数学及び自然科学に関する知識とそれら
を応用する能力

数学、自然科学および情報技術に関する基礎知識を身につけ、それらを
用いて応用問題に挑戦していけば、自ずと応用能力が身についてくる。

小項目（B-2)
　自分の専攻した専門分野の基礎知
識を身につけ、それらを用いて工学
的な現象が理解できる。

(d)-1　◎
専門工学（本校では工学(融合複合）であ
る)の知識と能力

本校の専門工学は工学(融合複合)である。本科（準学士課程）では電気
工学、機械電子工学、情報工学の内の１つの専門分野を学習して知識と
能力を身につけ、専攻科（学士課程）では他分野の科目の学習により異
なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を融合複合させる能力を身
につけさせることである。本科における専門分野の基礎知識を身につけ
ることが、専門工学の知識と能力を身につける初めの段階となる。

(d)-1　◎
専門工学（本校では工学(融合複合）であ
る)の知識と能力

本校の専門工学は工学(融合複合)である。本科（準学士課程）では電気
工学、機械電子工学、情報工学の内の２つの専門分野を学習して知識と
能力を身につけ、専攻科（学士課程）では他分野の科目の学習により異
なる技術分野を理解し、それらの分野の知識を融合複合させる能力を身
につけさせることである。専攻科において異なる技術分野を理解し、自分
の専攻した専門分野の知識と複合する能力を身につけることで、専門工
学の知識と能力が養成される。

(d)-3　◎
工学の基礎的な知識・技術を統合し、創
造性を発揮して課題を探求し、組み立て、
解決する能力

異なる技術分野を理解し、自分の専攻した専門分野の知識と複合する能
力を身につけることで、創造性を発揮して課題を探求し、組み立て、解決
する能力が養われる。

(i)　◎
チームで仕事をするための能力

本科で異なる専門分野修得した学生達を、専攻科の授業の中でチームを
組ませることにより、自分の専門分野と異なる技術分野とを複合する能力
が身につき、チームで仕事をするための能力が養われる。

小項目（B-4)
　実験・実習を通して、実際の工学的
現象を理解し、実践的技術を身につ
け、問題解決に応用できる。

(d)-2　◎
いくつかの工学の基礎的な知識・技術を
駆使して実験を計画・遂行し、データを正
確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・
説得する能力

実際の工学的現象を理解し、実践的技術を身につけ問題解決に応用して
いく実験･実習の学習を通して、工学の基礎的な知識・技術を駆使して実
験を計画・遂行し、データを正確に解析し、工学的に考察し、かつ説明・説
得する能力が養われる。

小項目（B-3)
　異なる技術分野を理解し、自分の専
攻した専門分野の知識と複合する能
力を身につける

(B)　自らの専門とする科学技術について、その基礎理論および原理を理解し、それらを問題解決に応用できる能力を備えた技術者

3(5)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

小項目（C-1)
　国語表現の技法を身につけるととも
に、語彙力を高め、場面や状況に応
じた言葉、文章、図表などで表現、記
述でき、効果的なコミュニケーション
ができる能力を身につける。

(f)　◎
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の
コミュニケーション能力

国語表現力を高め、場面や状況に応じて言葉、文章、図表などを使って
効果的なコミュニケーションを身につける学習を通して、論理的な記述
力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力が養われる。

小項目（C-2)
　コンピュータや情報ツールを使いこ
なし、情報処理、情報収集等やプレゼ
ンテーションができる

(f)　◎
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の
コミュニケーション能力

コンピュータや情報ツールを使いこなし、情報処理、情報収集等ができる
ようになれば、コミュニケーション能力の向上に資することができる。

小項目（C-3)
　国際的に通用するコミュニケーショ
ンの基礎力、特に英語力を身につ
け、生活文化の固有性や多様な価値
観のあることを理解できる。

(f)　◎
論理的な記述力，口頭発表力，討議等の
コミュニケーション能力

国際的に通用するコミュニケーションの基礎力、特に英語力を身につけ、
生活文化の固有性や多様な価値観のあることを理解できるようになれ
ば、コミュニケーション能力の幅を広げることに資することができる。

(C)  コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけた技術者

3(5)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証
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学習・教育到達目標の小項目
JABEE基準１(a)-(i) 同等性の保証

(d)-4　◎
(工学)技術者が経験する実務上の問題点
と課題を解決し、適切に対応する基礎的
な能力

プロダクトマインドを育成し、問題解決のために習得した専門知識を応用
する学習により、(工学)技術者が経験する実務上の問題点と課題を解決
し、適切に対応する基礎的な能力が養われる

(e)　◎
種々の科学，技術及び情報を活用して社
会の要求を解決するためのデザイン能力

問題解決のために習得した専門知識を応用できる学習の中で、種々の科
学，技術及び情報を活用すれば、社会の要求を解決するためのデザイン
能力の向上に資することができる。

(g)　○
自主的，継続的に学習する能力

問題解決のために習得した専門知識を応用できる学習は、自主的、継続
的に続けなければ身につかず、これらの能力の養成につながる。

小項目（D-2)
　問題解決のための計画・実行方法
の立案、得られた結果の考察および
整理ができる

(h)　◎
与えられた制約の下で計画的に仕事を進
め，まとめる能力

問題解決のための計画・実行方法の立案、得られた結果の考察および整
理を通して、PDCAサイクルが経験でき、与えられた制約の下で計画的に
仕事を進め，まとめる能力の養成につながる。

(g)　◎
自主的，継続的に学習する能力

高専特有の低学年からある毎週の実験・実習、本科5年次の卒業研究、
そして専攻科2年間にわたる特別研究の修得は、自主的、継続的に学習
する能力を養う。

(i)　○
チームで仕事をするための能力

実験・実習、卒業研究、特別研究では、目的を明らかにし、計画立案し、
実行した後の分析･解析さらには再実験などの過程で、他者との議論や
チームを組んで取り組みことが多い。このような経験を通して、チームで仕
事をするための能力が養われる。

小項目（D-1)
　自律的に新たなことにチャレンジす
る心（プロダクトマインド）を育成し、問
題解決のために習得した専門知識を
応用できる

小項目（D-3)
　実験・実習、卒業研究、特別研究科
目の修得を通して、自主的、継続的
に学習し、他人と協調して実行できる

(D)　技術的課題を分析し、解決するためのシステムをデザインする能力を持った技術者

3(5)-2＜添付資料＞：別表1_学習・教育到達目標とJABEE基準1(2)(a)-(i)との同等性保証
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第1分科会
教育内容検討

分科会

第2分科会
教育評価・改善

分科会

第3分科会
システム評価

分科会

第4分科会
FD推進
分科会

JABEEコース教育システム委員会

EMC会議

企業採用者
アンケート

カリキュラム改訂等Action

Plan
(RePlan)

Check
＆
Action

Plan
(RePlan)

Check
＆
Action

教育点検・改善の総括

改善提言 改善提言

Check

Check 活動の点
検・改善

改善 改善

活動の
点検・改善

活動状況
チェツク

第1分科会業務
・学習・教育目標の検討
・カリキュラム編成
・授業担当、教育方法の検討

第2分科会業務
・目標の達成度評価
・教育、カリキュラム内容の評価
・各種アンケート実施・分析・評価
・改善検討

第3分科会業務
・資料収集
　達成度評価資料
　議事録
　その他　ＪＡＢＥＥ関連資料
・分科会活動チェック

第4分科会業務
・授業内容・方法の改善
・教員の資質向上
・教育に関する啓蒙活動全般

教育点検・改善のPDCA

4(1)-2 ＜添付資料＞：教育点検・改善ＰＤＣＡ図
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各基準に対する委員会組織等 

基準の各項目 全学の委員会 JABEE コース教育システム

委員会 

基準 1：学習・教育目標の設

定と公開 

第 1分科会 

基準 2： 

2.1 教育課程の設計 

第 1分科会 

2.2 学習・教育の実施 第 1分科会 

2.3 教育組織 JABEE コース教育システム

委員会 

第 1分科会 

2.4 入学、学生受け入れ及

び異動の方法 

募集委員会 JABEE コース教育システム

委員会 

2.5 教育環境・学生支援 ＡＭＣ会議、ＥＭＣ会議 JABEE コース教育システム

委員会 

基準３ 学習・教育到達目標

の達成 

第 2分科会 

基準 4 教育改善 

4.1 教育点検 

第 2分科会 

第 3分科会 

第 4分科会 

4.2 継続的改善 第 2分科会 

第 3分科会 

第 4分科会 

4(1)-4 ：JABEEコース教育システム委員会規則

　　　 
　　508



JABEEコース教育システム委員会規則 

平成 25年 4月 1日 

(設置) 

第1条 サレジオ工業高等専門学校の一般教育科、電気工学科、機械電子工学科、情報工

学科および専攻科(生産システム工学専攻)に合同の JABEE コース教育システム

委員会を置く。 

第2条 JABEE コース教育システム委員会は当該コースの教育システムを継続的に点

検・改善することを目的とする。 

(審議事項) 

第3条 JABEE コース教育システム委員会は当該コースに関する次にあげる事項を審

議・決定し、その運用に関して責任を持つ。 

(1) 教育目標・学習目標の設定・改定、および教育内容の検討に関する事項 

(2) カリキュラム内容の設定および教育環境の整備に関する事項 

(3) 教育目標・学習目標の達成度の評価に関する事項 

(4) 教育内容およびカリキュラム内容に関する評価と改善に関する事項 

(5) 教育システムの点検・整備・改良に関する事項 

(6) 教育実施記録の収集と保管に関する事項 

(7) 教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動に関する事項 

(8) その他、教育システムの点検・改善に関する事項 

(組織) 

第4条 JABEE コース教育システム委員会は、一般教育科、電気工学科、機械電子工学

科、情報工学科および専攻科(生産システム工学専攻)長の指名を受けた当該コー

スの常勤教員によって組織される。 

(委員長) 

第 5 条 JABEE コース教育システム委員会に委員長を置き、一般教育科、電気工学科、

機械電子工学科、情報工学科および専攻科(生産システム工学専攻)長の互選で決ま

るものをもって充てる。 

2．委員長は委員会を招集し、その議長となる。また、教育システムの点検・改善に

関するすべての活動を管掌する。 

(議事) 

第 6条 JABEEコース教育システム委員会は、年 6回以上開催する。 

   2．JABEEコース教育システム委員会は委員の 2／3以上の出席がなければ議事を開

き、議決することができない。 

   3．JABEE コース教育システム委員会の議事は、出席委員の過半数以上を持って決

する。可否同数のときは、議長の決するところによる。 
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(委員以外の者の出席) 

第 7 条 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴収する

ことができる。 

(分科会) 

第 8条 第 3条に掲げる審議事項の特定の業務を遂行する目的で分科会を設置する。 

   2．分科会の設置、廃止および改変は委員会の決議による。 

   3．分科会設置要項を定め、適用する。 

   4．分科会に委員長および副委員長を置き、業務遂行に責任を持つ。 

   5．分科会構成員および分科会委員長、分科会副委員長は委員長の指名により、教育

システム委員会の承認を経て決定される。 

(連絡協議会) 

第 9 条 各分科会の審議内容の連絡、調整および協同審議事項の検討を行う目的で連絡協

議会を設置する。 

   2．委員長、各分科会委員長、副委員長および教育システム委員により構成される。 

3．構成員が必要と認める、かつ委員長が認めた場合、構成員以外の者を出席させ、

討議することができる。 

(書記) 

第 10条 委員長は書記を任命できる。 

   2．委員長は書記に委員会の活動記録を会議終了後 1週間以内に作成させ、全委員に

閲覧した後に保存する。また必要に応じてこれを公表する。 

(解任) 

第 11条 委員ならびに分科会委員長が教育システム委員会および分科会運営に著しく支障

をきたしたと委員長が認めた場合、委員の過半数の賛成をもって委員職ならびに

分科会委員長職を解任することができる。 

(任期) 

第 12条 委員の任期は 4月 1日から 1年間とする。ただし、再任を妨げない。 

(雑則) 

第 13 条 この規則に定めるもののほか、JABEE コース教育システム委員会の運営に関し

て必要な事項は、JABEEコース教育システム委員会が別に定める。 

附則 

(施行期日) 

1．この規則はＥＭＣ会議の決議を経て、平成 25年 4月 1日から施行する。 
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教育システム委員会に置く分科会要項 

平成 25年 4月 1日 

(設置) 

第1条 サレジオ工業高等専門学校教育システム委員会規則第 8 条に基づき、JABEE コ

ース教育システム委員会に JABEEコース教育システム委員会規則第 3条に定め

る審議事項の特定の業務遂行のため次に掲げる分科会を置く。 

(1) 第 1分科会(教育内容検討分科会) 

(2) 第 2分科会(教育評価・改善分科会) 

(3) 第 3分科会(システム評価分科会) 

(4) 第 4分科会(ＦＤ推進分科会) 

(審議事項) 

第2条 第 1分科会は次に掲げる事項を審議する。 

(1)教育目標・学習目標の設定および見直しに関すること。 

(2)教育内容、教育実施方法、実施担当者の検討および見直しに関すること。 

(3)カリキュラム内容の設定および教育環境の整備に関する事項。 

(4)実習教育科目内容の検討および見直しに関すること。 

(5)その他、教育システム委員会委員長が当該分科会において審議することが適当と判

断した事項。 

2．第 2分科会は次に掲げる事項を審議する。 

(1)教育目標・学習目標の達成度の評価に関すること。 

(2)教育内容およびカリキュラム内容に関する評価と改善の検討に関すること。 

(3)教育システムの点検、整備および改善に関すること。 

(4)改善検討項目案の作成に関すること。 

(5)その他、JABEE コース教育システム委員会委員長が当該分科会において審議するこ

とが適当と判断した事項。 

3．第 3分科会は次に掲げる事項を審議する。 

(1)教育実施記録の収集と保管に関すること。 

(2)各種委員会、各分科会の活動の監視および勧告に関すること。また、その活動記録

の収集および保管に関すること。 

(3)必要書類の収集と情報提供に関すること。 

(4)JABEEに関する資料および情報の収集に関すること。 

  (5)その他、JABEE コース教育システム委員会委員長が当該分科会において審議するこ

とが適当と判断した事項 

4． 第 4分科会は次に掲げる事項を審議する。 

(1)教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な取り組みに関すること。 
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(2)教員の教育活動の資質向上に関すること。 

(3)教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動に関すること。 

(5)その他、JABEE コース教育システム委員会委員長が当該分科会において審議するこ

とが適当と判断した事項。 

(組織) 

第3条 全分科会は一般教育科、電気工学科、機械電子工学科、情報工学科および専攻科

(生産システム工学専攻)の所属教員によって構成され、各分科会は 4 名以上の委

員によって構成される。 

第4条 分科会に委員長および副委員長を置き、JABEE コース教育システム委員会委員

長の指名する委員をもって充てる。 

2．委員長は分科会を招集し、その議長となる。また、当該分科会に関するすべ

ての活動を管掌する。 

3．委員長に不可避な事情があり、分科会を招集できない場合は副委員長がその

職務を代行する。 

(業務細則の作成) 

第5条 分科会は審議事項に関する業務細則を作成し、JABEE コース教育システム委員

会委員長に提出する。 

(議事) 

第6条 分科会は年 6回以上開催する。 

2．分科会は委員の 2／3 以上の出席がなければ議事を開き、議決することがで

きない。 

3．分科会の議事は、出席委員の過半数以上を持って決する。可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

(委員以外の者の出席) 

(議事) 

第7条 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴収する

ことができる。 

(教育システム委員会への報告) 

第8条 委員長は、当該分科会で審議した結果を教育システム委員会に報告するものとす

る。 

(任期) 

第9条 委員の任期は 4月 1日から 1年間とする。ただし、再任を妨げない。 

第10条 この要項に定めるもののほか、分科会の運営に関して必要な事項は、JABEE コ

ース教育システム委員会が別に定める。 

附則 

(施行期日) 
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1． この規則は JABEEコース教育システム委員会の決議を経て、平成 25年 4月 1日 

から施行する。 
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JABEEコース教育システム委員会・教育内容検討分科会(第 1分科会)業務細則 

平成 25年 4月 1日 

教育内容検討分科会(第 1分科会)は JABEEコース教育システム委員会に置く分科会設置

要項第 5条により第 2条第 1項に定める審議事項について業務細則を次のように定める。 

○審議事項 1：教育目標・学習目標の設定および見直しに関すること。

業務内容 1-1:教育目標・学習目標の検討 

・教育目標・学習目標の検討・見直しを行い、JABEE コース教育システム委員会に報告す

る。 

業務内容 1-2：改善提言への対応 

・教育目標・学習目標に関して、講義担当者、他分科会および JABEEコース教育システム

委員会を通して外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果を

JABEEコース教育システム委員会へ提案する。 

○審議事項 2：教育内容、教育実施方法、実施担当者の検討および見直しに関すること。

業務内容 2-1:教育内容、教育実施方法の検討 

・教育内容、教育実施方法の検討・見直しを行い、JABEEコース教育システム委員会に報

告する。 

業務内容 2-2:講義実施担当者の検討 

・毎年 11 月までに、次年度の講義実施担当者の検討・見直しを行い、JABEE コース教育

システム委員会に報告する。 

業務内容 2-3:改善提言への対応 

・教育内容、教育実施方法に関して、講義担当者、他分科会および JABEEコース教育シス

テム委員会を通して外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果

を JABEEコース教育システム委員会に提案する。 

○審議事項 3：カリキュラム内容の設定および教育環境の整備に関する事項。

業務内容 3-1：カリキュラム内容の検討 

・カリキュラム内容の検討・見直しを行い、JABEEコース教育システム委員会に提案する。 

業務内容 3-2:改善提言への対応 

・カリキュラム内容の設定および教育環境の整備に関して、講義担当者、他分科会および

JABEEコース教育システム委員会を通して外部からの改善提言があった場合、速やかに

検討を行い、その結果を JABEEコース教育システム委員会に提案する。 

○審議事項 4：実習教育科目内容の検討および見直しに関すること。
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業務内容 4-1:実習教育科目内容の検討 

・実習教育科目内容、実施法等の検討・見直しを行い、JABEEコース教育システム委員会

に提言する。 

業務内容 4-2:改善提言への対応 

・実習教育科目内容、実施法等に関して、講義担当者、他分科会および JABEE コース教育

システム委員会を通して外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その

結果を JABEEコース教育システム委員会に提案する。 
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JABEEコース教育システム委員会・教育評価・改善分科会(第 2分科会)業務細則 

平成 25年 4月 1日 

教育評価・改善分科会(第 2分科会)は JABEEコース教育システム委員会に置く分科会設

置要項第5条により第2条第2項に定める審議事項について業務細則を次のように定める。 

○審議事項 1：教育目標・学習目標の達成度の評価に関して

業務内容 1-1:「学習自己点検評価シート」 

・本シートの作成により卒業生および在学生の学習・教育目標の達成度の評価を表 1 に定

める日程により定期的に行う。 

・学習教育目標の達成度を評価・分析し、JABEE コース教育システム委員会に報告する。 

○審議事項 2：教育内容およびカリキュラム内容に関する評価と改善の検討に関して

業務内容 2-1:「シラバスの検討」 

・コースカリキュラムに関連する科目のシラバスを点検し、不適切な記述の修正を要求す

る。 

業務内容 2-2:「成績原簿点検」 

・シラバスに記述された評価方法どおりに実際の評価が行われたかを成績原簿を基に点検

する。また、中間試験、期末試験期間間近にシラバスどおりの成績評価実施の注意を行

う。異なる場合は厳重注意する。 

業務内容 2-3:「授業アンケート」 

・改善が必要と思われる科目については、分科会の改善案を添えて JABEEコース教育シス

テム委員会委員長を通じて、科目担当者に改善を要求する。 

・改善案に対して、JABEE コース教育システム委員会委員長を通じて、科目責任者から意

見または改善実施案の提出を求め、改善実施を促す。 

・科目責任者による自主的な改善姿勢が見られない場合は、JABEEコース教育システム委

員会委員長を通じて、第 1 分科会に担当者の変更を依頼する。または第 4 分科会により

教授方法向上の指導を受けるように薦める。 

○審議事項 3：教育システムの点検、整備および改良に関して

業務内容 3-1：システム改正案、規則案の作成 

・教育システムの効率的な運用のため、必要と思われる場合はコース教育システムの改正

案や規則変更案作成などを行う。 

業務内容 3-2:外部アンケート 

・「企業採用担当者アンケート」「卒業者アンケート」など外部からの評価を分析する。 

業務内容 3-3：教員アンケート 
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・本コースの教育システムおよびカリキュラムについて、教職員に対してアンケートを実

施し、内容を分析し、改善すべき点を検討する。 

業務内容 3-4：卒業予定者アンケート 

・卒業時に学生に対して行うアンケート結果について分析し、改善すべき点を検討する。 

業務内容 3-5：その他、教育システムの点検・改善に必要なアンケートの実施 

・必要が生じた際に随時計画し実施する。 

○審議事項 4：改善検討項目案に関して

業務内容 4-1: 各種アンケートなどによって評価を行った事項についって、分析結果と共に

改善が必要と思われる場合は必ず改善案を添えて、JABEEコース教育システム委員会委

員長を通じて、責任者に伝達する。また、この事実を JABEEコース教育システム委員会

に報告する。 
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[表 1] 

達成度自己点検スケジュール (在校生) 

学科  ： EE  ME  CS 

出席番号： 

名前  ： 

各項目について自己点検を実施したら実施項にチェック☑を入れ、各区間の最後に担任の検印を受けること。 

区間 時期 自己点検項目 実施 担任 

前期中間 

ガイダンス シラバスにて学習内容・到達目標・評価方法などを確認 □ 

印

試験前 シラバスにて学習内容に対する理解度をチェック □ 

試験後 シラバスに試験結果を記入 □ 

前期末 

試験前 シラバスにて学習内容に対する理解度をチェック □ 

印

試験後 

シラバスに試験結果を記入 □ 

授業アンケートにて、自分の授業への取り組みかたを確認 □ 

後期中間 

試験前 シラバスにて学習内容に対する理解度をチェック □ 

印
試験後 シラバスに試験結果を記入 □ 

後期末 

試験前 シラバスにて学習内容に対する理解度をチェック □ 

印

試験後 

シラバスに試験結果を記入 □ 

授業アンケートにて、自分の授業への取り組みかたを確認 □ 

学習自己点検評価シートに成績を入力し、教育目標・学習目

標の達成度を確認 

□
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JABEEコース教育システム委員会・システム評価分科会(第 3分科会)業務細則 

平成 25年 4月 1日 

システム評価分科会(第 3分科会)は JABEEコース教育システム委員会に置く分科会設置

要項第 5条により第 2条第 3項に定める審議事項について業務細則を次のように定める。 

○審議事項 1：教育実施記録の収集と保管に関すること。

教育実施記録資料 

・試験問題(レポートの場合はレポート課題などこれに相当するもの) 

・試験における採点基準 

・試験解答例 

・最低合格基準試験答案(レポートの場合はレポート採点答案などこれに相当するもの) 

・答案返却の有無 

教育実施記録資料の収集・保管方法 

原則的に、毎年、9 月末(前期分)および 3 月末(後期分)を科目担当教員による保管作業の締

め切りとして、科目担当教員において、専用のサーバへ電子ファイルの形式で保存するも

のとする。 

○審議事項 2：各種委員会、各分科会の活動の監視および勧告に関すること。また、その活

動記録の収集および保管に関すること。 

監視対象の各種委員会・各分科会 

・JABEEコース教育システム委員会 

・教育内容検討分科会(第 1分科会) 

・教育評価・改善分科会(第 2分科会) 

・システム評価分科会(第 3分科会) 

・FD推進分科会(第 4分科会) 

・その他、JABEEコース教育システム委員会で設置された委員会 

各種委員会・各分科会の活動記録の収集・保管方法 

・原則的に、各委員会、分科会において、専用のサーバへ電子ファイルの形式で保存する

ものとする。 

業務内容 2-1：各種委員会・各分科会の活動の監視 

・業務細則の策定の有無の監視を行う。 

・業務細則に基づいて活動が行われているかの点検を行う。(各分科会の議事録によるチェ

ック) 

・教育内容検討分科会での検討項目をベースに PDCA サイクルが機能しているかの点検を

行う。(JABEEコース教育システム委員会の議事録によるチェック) 
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・問題のある場合は、当該委員会、分科会に活動の実施の勧告を行う。 

業務内容 2-2：各種委員会・各分科会の活動記録の収集および保管 

前期中間、前期末、後期中間、後期末に資料保管状況を点検し、不足の場合は、当該

委員会、分科会に督促を行うなどして資料収集の徹底を図る。 

○審議事項 3：必要資料の収集と情報提供に関すること。

業務内容 3-1：各教員のオフィスアワー表 

・各教員のオフィスアワー表をシラバス上に掲載し、Web等でも公開して周知する。 

業務内容 3-2：その他の必要資料 

・JABEEコース教育システム委員会の指示に基づき、その他必要な資料を収集し、収集し

た資料に基づき情報の提供を行う。 

○審議事項 4：JABEE に関する資料および情報の収集に関すること。

業務内容 4-1：達成度評価自己点検シートの収集と保管 

・達成度評価自己点検シートの記入期間の 1 ヶ月後を目途に保管状況を点検し、不足のあ

る場合は、当該学生へ督促を行うなどして資料収集の徹底を図る。 

業務内容 4-2：その他の JABEEに関する資料 

・JABEE コース教育システム委員会の指示に基づき、JABEE に関する資料を収集し、収

集した資料に基づき情報の提供を行う。 
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JABEEコース教育システム委員会・ＦＤ推進分科会(第 4分科会)業務細則 

平成 25年 4月 1日 

FD 推進分科会(第 4 分科会)は JABEE コース教育システム委員会に置く分科会設置要項

第 5条により第 2条第 4項に定める審議事項について業務細則を次のように定める。なお、

必要に応じて分科会内に作業委員会を設置して検討を行う。 

○審議事項 1：教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な取組みに関する

こと。

業務内容 1-1：教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための活動の検討 

・本活動の年度計画、各活動の検討・見直しを行い、次年度の計画を 3 月の JABEE コー

ス教育システム委員会に提案する。 

業務内容 1-2：教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための活動の実施 

・JABEEコース教育システム委員会で定めた年度計画に従い、活動を実施する。実施結果

を JABEEコース教育システム委員会に報告する。 

業務内容 1-3：教員の授業内容・方法を改善し、向上させるための活動の改善提言への対応 

・本活動に関して、活動参加者、他分科会および JABEEコース教育システム委員会を通し

て外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果を JABEE コース教

育システム委員会に提案する。 

○審議事項 2：日頃の教育活動や社会貢献を含む広範な教員の活動の資質向上に関すること。 

業務内容 2-1：日頃の教育活動や社会貢献を含む広範な教員の活動の検討 

・本活動の年度計画、各活動の検討・見直しを行い、次年度の計画を 3 月の JABEE コー

ス教育システム委員会に提案する。 

業務内容 2-2：日頃の教育活動や社会貢献を含む広範な教員の活動の実施 

・JABEEコース教育システム委員会で定めた年度計画に従い、活動を実施する。実施結果

を JABEEコース教育システム委員会に報告する。 

業務内容 2-3：日頃の教育活動や社会貢献を含む広範な教員の活動の改善提言への対応 

・本活動に関して、活動参加者、他分科会および JABEEコース教育システム委員会を通し

て外部からの改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果を JABEE コース教

育システム委員会に提案する。 

○審議事項 3：教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動に関すること。

業務内容 3-1：教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動の検討 

・本活動の年度計画、各活動の検討・見直しを行い、次年度の計画を 3 月の JABEE コー

ス教育システム委員会に提案する。 
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業務内容 3-2：教育サービス全般にわたっての意識・啓蒙・改善運動の実施 

・JABEEコース教育システム委員会で定めた年度計画に従い、活動を実施する。実施結果

を JABEEコース教育システム委員会に報告する。 

業務内容 3-3：改善提言への対応 

・本活動に関して、活動参加者、他分科会および JABEEコース教育システム委員会を通し

て外部から改善提言があった場合、速やかに検討を行い、その結果を JABEE コース教育

システム委員会に提案する。 

○審議事項 4：その他 JABEE コース教育システム委員会委員長が当該分科会において審議

することが適当と判断した事項。 

業務内容 4-1：JABEE コース教育システム委員会委員長から依頼を受けた審議事項につい

て速やかに検討し、JABEE コース教育システム委員会に提案する。 

4(1)-5＜添付資料＞：分科会業務細則

　　　 
　　522



参考資料 プログラム関係数値データ 

（学士課程用）

（なるべく過去 6 年間）年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013

学
生
数
情
報

学部全学生数 834 800 755 775 796 799

学科やコースの一部

をプログラムとして

申請している場合 

学科やコース全体への入学者数

〃 定員数

申請プログラムへの入学者数あるいは配属者数   12

他プログラムからの編入者数 0

申請プログラムの全在籍者数 12

プログラム修了者数 0

教
職
員
情
報

プログラム関係 専任教員数  29 29

〃 非常勤教員数   3 2

〃 TA 数  0 0

プログラム関係のその他職員等の教育支援者数  1 1

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
情
報

卒業に必要な単位数 167（本科）＋62（専攻科） 

専門関係科目単位数 84～92（本科）＋56（専攻科） 

専門基礎関係科目（数学､自然科学､情報など）単位数 30（本科） 

語学科目単位数 22（本科）＋4（専攻科） 

語学を除く教養関係科目単位数 10（本科）＋2（専攻科） 

デザイン能力に関する教育の割合 10％ 

PBL（Problem Based Learning）などのグループ学習の割合 15％ 

※ 各項目については出来る範囲で記入いただき、記入の前提の補足注記が必要なものは欄外に記入してくだ

さい。 

※ 「デザイン能力に関する教育の割合」、「PBL（Problem Based Learning）などのグループ学習の割合」につ

いては、プログラムの教育全体に占めるそれぞれの割合を概略で示してください。これらの双方に該当

するものについては、重複して算入しても構いません。また、この割合は、全体に占める単位数の割合

でも時間数の割合でもよく、いずれか計算の容易な方法で大まかな数値を記してください。なお、ひと

つの授業科目などの一部分のみが該当する場合は、その該当部分を単位数や時間数を換算して割合に参

入してください。 

※ この欄に記載していただいたデータは、JABEE が認定プログラムにおける教育改善の状況を示すためなど

の目的で、個々のプログラム名がわからないように統計的に処理した上で公表する場合があります。 
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